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   Hidagofudoki (A New Geographical Description and Local 
History of Hida) was compiled in 1873. Hida, formerly an 
administrative unit, is located in the northern part of present-day 
Gifu Prefecture, in the mountains in Central Japan. One of the 
important features of Hidagofudoki is its minutely detailed records 
of local products (often with production data) for the late 19th 
century. 
   As late as 1870, 415 villages existed in the Hida region, 
from which 455 products are recorded : 86 cultivated crops, 46 

gathered and cultivated fruits, 18 wild mushrooms, 23 hunted 
birds and animals, horses and cattle, 32 wild fish, 36 raw materials 
and products of textiles and paper, 32 kinds of timber, 113 
craft products, and 67 miscellanea. Among these products 175 

(45%) were regarded as foodstuffs. 
   In compiling this dictionary, data from the Hidagofudoki 

were transformed into machine readable format for computer 

processing at the National Museum of Ethnology. From this 
an information retrieval system, "The Hidagofudoki Mapping 
System", was constructed. This system has various functions, 

principal among which are mapping all villages that produce a 
particular set of products. This IR system has been used in 
field and bibliographic research to identify all the recorded 

products.

   *国 立民族学博物館第4研 究部

  **国 立民族学博物館第1研 究部
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   For all the recorded foodstuffs (175 items), this dictionary 

provides information and commentaries on the geographic 
distribution of the production, estimate of total product, processing 
techniques and technology, nutrition, and the like. Production 
data for 1980 were also entered to assess changes over the last 
century.
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1.は じ め に

 本稿は,明 治6年(1873)に 完成 した 『斐太後風土記』に記載のある産物のうちか

ら,食 糧とみなされる175品 目をえらびだ し,そ れぞれを同定し,そ の生産量･エ ネ

ルギー量を復元したものである｡さ らに,お のおのの食品について,利 用法･栄 養的

意味･生 産地の分布 と歴史的背景などについても考慮を加えた｡ま た,こ れらの食品

を五十音順にな らべて,辞 書的な活用ができるよう配慮 した｡

 なお,『斐太後風土記』には,こ れら175の食品以外にも,わ ら箒や和紙類･曲 物や

杓子などの工芸品,銀 や銅といった鉱産物などが産物 として記載されており,食 品を

ふくめた産物の総数は455を数える｡本 稿ではこのうちの食品について,う えに述べ

た諸点か ら検討を加えた｡食 品だけをとりあげた詳 しい理由については,皿.討 論を

参照されたい｡

1.飛 騨 に つ い て

 『斐太後風土記』の｢輩 太｣と は飛騨地方･す なわち･現 在の岐阜県高山市と大野,

吉城,益 田の3郡 をあわせた行政区域 にほぼ一致 す る｡総 面積 は約3,280km2で あ

る(図1)｡

 飛 騨 地方 は海抜 がたか く(200-3,000m),地 域 の98%以 上 が傾斜 の急 な山地で,平
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図1　 飛騨地方 の 衛 星写真(リ モー ト ・セ ンシ ン グ技 術 セ ン ター提 供)



小 山･松 山･秋 道･藤 野･杉 田  『斐太後風土記』による食糧資源の計量的研究

坦地の きわめてす くない山岳･高 原地帯であ る｡気 候 は内陸高冷型で気温 の年較差が

おおきい｡そ して太平洋側斜面 の益 田郡をのぞけば,裏 日本型気 候の影響 がつ よ く,

積 雪量が おお く(80-100cm),根 雪期間が なが い(80-100日)｡

 この よ うに地形的に も気 候的に も制約のつ よい地域であ るにもかかわ らず,飛 騨 は

ふ るくか ら固有 の地域文化圏をかたちつ くって いた｡た とえば,『 日本書記』に は｢仁

徳天皇六十五年｣の 項にすでに飛騨 国の記事があ り,貞 観12年(870)に は飛騨 国がほ

ぼ現在 のかたちになった等の記録によ くあ らわれて いる｡そ の後 の政治的混乱期 もこ

の地域文化圏 は持続 され,天 正13年(1585)の 金 森長近によ る統一で,地 域文 化圏 と政

治領域が再 び一致 した｡さ らに元禄6年(1693)に は金森長近 の出羽転封 にともな って,

飛騨 は幕府直轄 の天領 とな り,近 世 における地域文化圏と しての まとまりを さらにつ

よめてい った｡そ して大政奉還(1867)の と き飛騨国は高山県 とな ったが,明 治4年

(1871)に 筑 摩i県の一部 とな り,明 治11年(1878)に は岐阜県 に編入 されて現在 にいた っ

てい る｡し か し,そ の間 にあ って も,飛 騨 は近世以来の一地 方文化圏 と してのま とま

りを うしな うことはなか った｡現 在,飛 騨 の人 びとが岐阜県 にあ って も飛騨 と美濃 を

意識的 に峻別す るのは,こ のような歴史的経緯がつ よ くはた らいているためであ ろう｡

2.『 斐 太後 風土記 』

 ｢斐太後風土記』(以下 『後風土記』と略す)は 明治6年(1873)に 完成 した飛騨の

地誌である｡そ の作成は明治2年(1869)当 時の高山県知事宮原積により計画され,

冨田禮彦が編纂を委嘱されたことにはじまる｡こ れにともなって,高 山県役所 か ら

｢当飛騨国後風土記新規出来に付,左 之類取調可申書出事｣と いう触れ書がだされて

いる｡こ の触れ書は当時の415村 すべてに｢系 譜,古 記,旧 家,古･書 古画古器,古 跡

名勝,古 墳墓の類 神社,古 寺院,村 名郷名郡名,草 木鳥獣の見聞品あらまし｣の 書

き出しを命 じたもので,こ れについての村三役からの報告は明治3年(1870)6月 ま

でにおわっている｡し かし,事 業母体の高山県はその直後の明治4年(1871)に 廃止

され,『 後風土記』の編纂は公式の計画か らきえてしまった｡そ こでその後は冨田禮

彦が独力で編纂をつづけ,明 治6年 にようや く完成された[桑 谷 1977]｡

 『後風土記』にはいくつかの活字本があるが,現 在もっとも入手しやすいのは 『大

日本地誌大系』30･31(雄 山閣)の2巻 にわけておさめられたもので,こ の報告でも

それをもちいている｡

 ところで日本における地誌の伝統はふるく元明朝和銅6年(713)の 官命によってつ

くられた 『風土記』(い わゆる古風土記)に はじまる｡そ の後用語としての｢風 土記｣
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は現在にいたるまでひろくつかわれているが,と くに江戸時代になり幕藩体制のもと

で地方史への関心がたかまり,各 地方で風土記 と題するものが数多 くつ くられた｡し

かし,そ の内容は人文地理的な記述にかたむき,風 土記 とは風俗,名 勝,古 事来歴,

名産名物などの記載をふ くむ地方誌ないし地誌を意味することになった｡『後風土記』

もこのような系列に属 しており,内容もこれらの風土記とよくにている｡し か し,『後

風土記』を特色あるものとしているのは,す べての村についての石高,戸 数,人 口お

よび産物が数量的に詳細に記録されている点である｡こ れは皇道思想のつよい国学者

であった編者の冨田禮彦が,和 銅6年5月 の官命の意を理想的なかたちであらわそう

と努力したためであろうとかんがえられる｡『 斐太後風土記』と名づけた理由も,奈

良時代の 『飛騨風土記』につづいてあらわされる正調の風土記であるという,冨 田禮

彦の衿持がつよくあらわれたためであろう｡

3.産 物 の 記 録

 『後風土記』にかかれた記事の民俗,歴 史,地 理などの資料的価値は非常にたかい

が,と りわけ産物について,飛 騨というひろい地域をほぼ均一な精度であらわした記

録は,100年 前のものとして他に類例をみない｡わ た したちが 『後風土記』をとりあ

げたの も,ま さにこの点に注目したためである｡

 『後風土記』の産物,と くにその数量に関する記録はなににもとついたものだろう

か｡ま ず第一一にかんがえられるのは,明 治2年 の県命によって村三役から提出された

報告である｡こ れらの報告は｢風 土書上帳｣と よばれ,現 在も冨田家に保存されてい

るという｡そ の一部は冨田令禾によって郷土誌 『飛騨春秋』に発表されている｡そ こ

で一例として｢風 土書上帳｣の 古川町方村の項[冨 田 1965a]を 『後風土記』と対比

すると,枝 村,石 高,山 林,戸 数,人 口については同一である｡し たがって冨田禮彦

は,こ れ らの項目については｢風 土書上帳｣の 記録をほぼそのまま利用していること

があきらかである｡し かし産物の項については｢風 土書上帳｣に は数量の記載はなく,

品目もす くない｡こ れは古川町方村だけでな く,他 に同じ項のあつかわれている高原

郷殿村の場合[冨 田 1965b]を みて も同様である｡つ まり｢風 土書上帳｣に は産物

の記録(と くに数量)は ほとんどなか ったことがわかる｡

 『後風土記』の産物の量の記載を検討するとコメ,ヒ エ,ダ イズなどの農産物につ

いては欠落がほとんどなく,量 の単位に統一性がある｡こ れにたいし果実,魚 類など

は単位が2-4種 とばらついており,さ らに野生植物や工芸品は量的な記載がないな

ど,産 物による記録の質的なちがいがはげ しい｡し たがって 『後風土記』の産物の記

録には数種の資料がつかわれたことがわかる｡基 本的なものとしては高山郡役所にあ
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った主要農産物の統計資料,数 かずの民力調査資料がつかわれ,そ れらの年代は明治

2-4年 だったとかんがえられる｡ま た,部 分的には当時冨田禮彦が,個 人的にあつ

めた資料があったかもしれない｡こ れらの資料が取捨選択されて,『 後風土記』の産

物記載にまとめられたのであろう｡

4.情 報検 索 システ ム と 『斐太 後風土記 』

 国 立 民族学博物館で は,コ ンピュータが導入 され稼動す る(1979)以 前 に,民 族学

のために コンピュータを いか に有効 に利用す るかの検討期間があ った｡民 族学のあつ

か う情報は多岐にわたり量がおおい｡し たが って問題 の中心 とな ったの は,そ ういっ

た多量の情報か ら必 要な ものを とりだす情報検索(information retrieval)1こ 関 す る

ものだ った｡そ のために,規 模 はちいさいが,成 果 の期待で きるい くつかの プロジェ

ク トがつ くられた｡

 『後風土記』 はすでにのべた ように,そ れぞれの村 につ いて人 口,戸 数,産 物 など

が数量的にあ らわ されていること,飛 騨 という十分ひろい,ま とまりを もった地域で

ある こと,時 代的には明治のは じめ とい う,日 本が近代工業社会への転 換を とげる直

前 の段階の ものであ ること,現 代 との100年 とい う時間差 は実際の フィール ド調査 に

よ ってある程度 うめ ることのできるものであることなどの理 由か ら,試 験的プ ロジェ

ク トのひとつ と して実行 された｡

 『後風土記』 は漢字 とカナのま じった文でかかれて いるが,こ のような自然文 を コ

ンピュータ処理す るには,デ ータを機械が よみとれ る(machine readable)か た ち

にかえ る必要 がある｡そ のための簡便 な方法 として,産 物 については全巻を通読 しな

が らすべての品 目をぬきだ し コー ド番号をつけた(産 物 コー ド)｡産 物量 は数字をそ

のままつかい,単 位(石,貫,斤 など)は コー ド化(単 位 コー ド)し た｡村 名につ い

て もコー ドに よる処理を した(村 名 コー ド)｡番 号 は四桁であ らわされ,は じめを郡

番号,次 を郷番号,下2桁 を村番号 と した(付 録1)｡さ らに文献外か らのデータと

して分布図が描 けるように村 の位置を座標値で あ らわ し,さ らに海抜を等高線か らよ

みと って くわえた(基 礎資料 は 国土地理院発行の5万 分の1の 地図をつか った)｡村

の石高,戸 数,人 口は数値であ らわ し,枝 村 の位 置,方 位 の記録,神 社な ど もコー ド

化 された｡こ れ らの作業 は国立民族学博物館情報管理施設 のスタ ッフを中心 にお こな

われ,約3カ 月 を要 した｡変 換 されたデ ータは総数3,109枚 の カー ドにパ ンチ され,

そ れを もとに大阪大学大型計算機 セ ンターの電算機をつか って産物 の品 目ごとに村名

を検索するシステムができた[小 山 1978]｡

 わ た したちの研究 グループは,そ の後 『後風土記』 の検索 システムを｢道 具｣と し
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て,飛 騨地方の民族学的調査に利用 していった｡調 査の進展にともない検索システム

にも改良を くわえていった｡現 在使用できる機能は次のようなものである｡

① 産物生産村のマッピング｡産 物コードをうちこむことにより,そ の産物の生産

  村が地図上に示される｡同 時に村名(村 コー ド表示),生 産量,村 総数,平 均値

  をプ リント･ア ウ トすることができる｡

 ② 産物村の分布をかさねて図示する｡これはORの 機能で,た とえばクマとシカを

  捕獲する村をかさねてうちだし,そ のちがいまたはかさなりをみることができる｡

 ③ 複数の産物を組みあわせ,そ の組みあわせをもつ村をマッピングする｡そ れは

  ANDの 機能で,た とえばコメとアズキとカブラをつ くっている村というように,

  産物を2品 目以上の組みあわせに条件づけて,そ れを生産する村を図示できる｡

 ④ 産物の高度別生産量｡指 定した産物について高度別の生産量をグラフで表示す

  る｡比 較のための数種の産物を同一画面上にしあすこともできる｡

⑤ 産物村の高度別頻度｡指 定した産物について高度別に生産村a)数 を表示する｡

 以上の機能は情報解析実験室のテクトロニクス4051を 主とした機器構成でおこなわ

れ,｢ヒ ダ･マ ッピング･シ ステム｣と よばれる検索システムとなっている｡分 布図

などの画像はブラウン管に表示される｡そ のアウ トプ ットはコピーが可能である｡

 本稿の主体となる食品目録の記載方法について簡単にのべておきたい｡食 品はカタ

カナ表示にした｡そ れが 『後風土記』にはどう表記されていたかは,『 後風土記』記

載の項にかきいれた｡動･植 物については標準和名と学名を併記 した｡推 定総生産量

はあとで詳述するように,記 載量の和を記載村の数で除 し,そ の平均値を記載のない

村の産量にあてて復元したものである｡な お,推 定の根拠は付録2の｢品 目別生産村

一一覧｣に よった｡重 量は推定総生産量をメー トル法で表示 したものである｡換 算値は

容量や個(体)数 で表示されたものを重量に換算 した値である｡エ ネルギー量は主とし

て 『三訂補 日本食品標準成分表』[科学技術庁資源調査会編 1980]の 可食部1009

あたりエネルギー量をつかって,そ の食品の推定総生産量のエネルギーを算出した｡

1980年 度収量は 『岐阜農林水産統計年報』[東海農政局岐阜統計情報事務所編 1980]

によったが,鳥 獣類は｢昭 和52年度林業統計書』[飛 騨県事務所林務課編 1977]を

つかった｡生 産村の分布図は｢ヒ ダ･マ ッピング･シ ステム｣か らのアウトプットを

つかった｡以 上の固定されたフォーマットのあとに解説をつけてある｡

皿.食 品 目 録
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ア オ ガ イ

『後風土記』記載名 青 貝

標 準 和 名 カワ シンジュガイ

学    名 Margaritifera laeazs

推 定 総生産量 5斗8升

重  量83.5kg

        換 算 値 111:

エネ ルギー量1}8,000kcal

        換 算 値  50kcal 100 g z)

1980年 収 量 (自 然 保護対象)

図2 アオガイの生産村

 ふ つ う,ア オ ガイとい うのは,潮 間帯 に棲 息す るユキ ノカサガイ科の巻貝を さす が,

これは当然あてはま らない｡岐 阜県 の方 言で,ア オガイは カワシンジュガイを さす｡

こ の貝の もっている独特の光沢か ら,｢青 貝｣と なづけ られた｡棲 息環境 は,河 川 の

中流域 の砂礫地で,水 の清浄なところにこのんで分布す る｡

 r後風土記｣に よると,ア オガイを産するのは宮川流域の2村 のみである｡そ のう

ち宮川の支流,川 上川流域 の下林村(高 山市)で1斗,三 福寺村(高 山市)で4斗8

升 の記載が ある｡｢淵 底 の砂石は,み な青貝の如 く光 ると也｣[冨 田 1977a:218]と

も書か れて いる｡こ の貝は,食 用 に供 されたほか,貝 殻 は らでん細工 用と しても重要

であった｡

 『飛州志｣に よ ると,タ ニ シ,ア オガイ,シ ジ ミな どの淡水産貝類は,｢虫 類｣に 分

類 されてい る｡

 1976年 代 の調査によ ると,ア オガイは,宮 川や川上川 にわずか棲 息す ることが確i認

されてお り,保 護の対象 とな っている｡こ の貝の幼生 は,イ ワナやヤマ メの零 らや ひ

れ に寄生 して成長す ることが しられて いる[吉 田 1974]｡

1)エ ネルギー量の計算には,各 品目ごとに一定の廃棄率を考慮 してある｡

2)シ ジミの数値
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ア オ チ ャ

『後風土記』記載 名 青 茶

標 準 和 名 チ ャノキ

学 名Camellia sinensis

推 定 総生産量 230貫

重 量874kg換 算 値

エネルギ ー量 ･   換 算 値

1980年 収 量

図3 アオチャの生産村

 幕末に開港 して以来,輸 出品の最重要品目は生糸と茶であった｡明 治以前8年 間の

統計によると,生 糸は全輸出量の73.1°o,茶 は11.6%で あった[山 崎 1977]｡こ れ

ら2品 目の生産をささえていたのは,当 時の主食糧であるコメの生産にあたっていな

かった山村である｡そ れは桑や茶の栽培にとって,平 地よりも傾斜地の方が適 してい

たこと,そ れにもまして幕末期の日本ではコメの生産高が当時の総人口をかろうじて

支持 していたので,そ のシステムをこわすことができなか ったというふたつの条件が

あげられる｡

 しかし,茶 は気候的な制約か ら飛騨では一般化せず,わ ずかに益田郡の一部でだけ

商品化された｡そ の中心となったのが下原郷旧下原組一帯の村であった｡こ れ らの村

は当時の製茶地,東 美濃(白 川茶の産地 として製茶がさかんである)の 周辺部にあた

り,全 国的な製茶技術 レベルとくらべると,相 対的にふるい方法を保持 していたとお

もわれる｡ア オチャとは｢従 前ノ青茶ニテ未タ炉製ナシ｣,す なわち,｢天 日製による

旧来のままの低い技術水準｣[岐 阜県編1970:16]に よってつ くられた茶がこれにあ

たるものであろう｡｢青 茶｣の 記載があるめは益田郡中切村(金 山町 230貫)だ けで

ある｡
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ア カ ザ

『後風土記』記載 名 黎

標 準 和 名 ア カザ

学 名Chenopodium album var.

             centrorubrum

推 定 総生 産量 3斗

重    量 27kg   換 算 値 一

エネルギー量      換 算 値 一

1980年 収 量

図4 アカザの生産村

 ア カザの記載 は,大 野郡池 の俣村(丹 生川村池の俣)1村 のみで,生 産量 は3斗 と

ある｡『 後風土記』 にある｢黎｣は,｢,:｣の 誤 記で あろ う｡

 ア カザ科アカザ属 にはい くつかの植物 があるが,栽 培植物 として日本 に定着 したの

は,ア カザ属のアカザで ある｡原 産地 は中国大陸 とされてい る｡こ れはわか芽 を食用

にす る｡そ のほかに も,3斗 という容量 の記録が しめす ように,種 子 を も食用 と した｡

現 在で はほ とんど栽培 されて いな いが,近 縁 の コァカザC.serotinumは,畑 や荒地 の

雑草 と して よ くみかける｡

 ア カザ は比較的おお くの タ ンパ ク質 を もち,し か も リジンをおお くふ くむ｡し たが

って,少 量の種 子をアワな ど他の雑穀 とと もに供す ると,栄 養的にはバ ラ ンスが よい｡

 現 在,山 菜ない し野菜 のひ とつ として,こ のアカザや コアカザ,シ ロザなどのわか

菜をつみ,食 用 にす ることがあ る｡な お,台 湾山地の焼畑農耕民 の一部 には,ア カザ

を栽培す る例があ り[佐 々木･深 野 1976:33-125],ア ワ酒を醸造す るさいにも,

この種子を もちい る｡

 『飛州志』の｢食 用 ノ草類｣に は,｢黎｣と ある｡｢後 風 土記』記載の生産村 が1村

しかない ことか らみて,こ れ はすでにマイナーな作物 にな っていた と推定 され る｡
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ア ケ ビ

         アケ ビ

『後風土記』記載名 山女,山 女,ア ケ ヒ

標 準 和 名 ア ケ ビ

学 名Akebia spp.

推 定 総生産量 210貫

重      量  788kg 換 算 値

エネル ギー量   ･ 換算 値

1980年 収 量 一

図5 アケビの採集村

                  アケど

 『後 風土記』 には｢ア ケ ビ｣｢ア ケ ヒ｣｢山 女｣｢山 女｣と あ る｡生 産村 は7村 にすぎ

ない｡こ の うち,吉 城郡畦畑村(古 川町畦畑)に は30貫 の 記載をみ る｡

 ア ケ ビは,わ か葉･果 肉･果 皮を食用す るほか,蔓 を利尿剤 などの薬用 にもし,ま

た これで籠をつ くるなど,用 途 はひ ろい｡し か し,『 後風土記』 には多大 な採集量が

記録 されてお り,そ れ らが どの ように利用 され たのか はあ きらかではない｡も し果実

だ けを利用 したのであれ ば,カ ボチ ャ･ナ スなどの果菜にかわ るものと して,ア ケ ビ

の厚 い果皮を煮食 したのであろ う｡

 九 里 によると[九 里 1973:124],ア ケ ビの食法に は,種 子か ら食用油を しぼ りと

ることが あった らしい｡そ の詳細 な技法 はあ きらかで ないが,当 時200貫 を こえ る採

集量が あ った ことか らみて,種 子か ら食用油 を採 った可能性 もま った く否定 しさるこ

とはで きない｡た だ し, 『後 風土記』 および 『飛州志』に は,と もにアケビの種子か

ら食用油を しぼ ったとい う記載 はみあた らない｡お そ ら くは,石 田が指摘す るように

[石 田 1976],果 皮 を煮食す るだめに大量 に採集 ざれた とす るのが妥 当であ ろう｡
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ア ジ メ

｢後 風 土記』記載名 味女,安 治魚,阿 治

         魚,安 治米,阿 邊米,

         ア ヂ メ, ア チ メ, ア

         ジメ

標 準 和 名 ア ジメ ドジ ョウ

学 名Cobitis(躍 ωσ8〃α)delicata

推 定 総生産量 185,400尾

重    量 llt

       換 算値  60g/尾

エ ネルギ ー量 979,000kcal

       換 算 値 88kcal/loo93)

1980年 収 量

図6 アジメの漁獲村

 ア ジメ ドジ ョウは,1937年 に学 名があたえ られた｡『 後風土記』の アジメは,ア ジ

メ ドジョウの ほか,シ マ ドジョウをふ くむ可能性がある｡体 表面 にある暗褐色 の斑紋

が,た がいによ くにて いるか らである[丹 羽 1976b:69]｡

 ア ジ メ ドジョウは,宮 川,庄 川,高 原川,益 田川に分布す る｡海 抜高度か らす ると,

400～900mの 間 にかぎ られ る｡1次 河川 にはみ られず,4次,5次 河 川にはかな ら

ず 出現す る｡

 ア ジメ ドジ ョウは,冬 期,伏 流水 の湧水孔の部分に穴 をつ くって地下 にもぐる習性

を もつ｡こ の穴 は,ふ つ うア ジメ穴 とよばれ る｡こ の ことを利用 して,ア ジメ穴 の と

ころに笙 を設 置 し,ア ジメ ドジョウをとるア ジメ穴漁法 がおこなわれた｡『 後風土記』

に も,こ うした漁法が アジメ ドジ ョウを とるために もちい られて いた ことが記載 され

             さかさうえ  のぼりうえ
てい る｡も ちい られ る笙は,｢逆 笙｣｢上 笙｣と 称 されて いた｡ま た,ア ジメ穴の周 囲

                              うおや
にまるく石をつ みあげて作業 がお こなわれた｡『 後風土記』 には,｢魚 舎｣と あ る｡

 ア ジメ ドジ ョウは,非 常に美味な魚で ある｡種 名に も,delicata,つ ま り｢お い し

い｣と い う名前がつ けられている｡馬 瀬村の民宿での聞きとりによると,現 在,ア ジ

メ ドジョウは,椀 に1ぱ いで1万 円 もす る｡

3)ド ジ ョウの 数 値
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ア ズ キ

『後風土記』記載 名 小 豆

標 準 和 名 ア ズキ

学 名Phaseolus angularis

             f.angularis

推 定 総生産量 602石

重    量 81t

       換 算 値 750gμ

エ ネルギー量 266,388,000kca1

       換 算 値 328kcal/loo 9

･:1年 収 量86t 図7 アズキの生産村

 アズキ は256村 に栽培 され,そ の記載量 は約578石,『1村 当た り平均2.4石 で あ る｡

ダ イズ に くらべて,栽 培村･生 産量 ともに,ア ズキは著 し くす くない｡

 ア ズキ栽培村の垂直分布 は200～1,300mで ダ イズ と同 じ分布域を もつが,地 理的

には益 田郡小坂郷(小 坂町)以 南 にはほ とんど分布 しない｡こ うした傾 向はアワ･ソ

バの分布 によ く一致する｡こ とに,春 播 きの夏 アズキで は,収 穫期が初夏 にお よぶ ム

ギの あと作(飛 騨では,当 時 ムギは冬作物 であ った｡オ オ ムギの項参照)よ り,ア ワ

との連作が よいとされた｡し たが って,ア ズキ栽培村の85°oが ア ワとの一致を しめす

ので ある｡こ うしたア ワー アズキの輪作 は,焼 畑 の輪作体系の一部に類似す る(ア ワ

の項参照)｡

 炭 水 化物 とタンパ ク質を主成分 とす るアズキはきわめてふ るい栽培植物 で,日 本で

は縄文時代前期か ら出土 している｡近 世の飛騨 における栽培状況 は 『後風土記』 の記

載 とほとんどかわ らなか ったとみ られ,『 飛州志』によると,近 世の栽培品種には｢ダ

イナゴ ン 赤 小豆 小小豆 夏 小豆 平 湯小豆｣の5種 があ る｡こ のうち｢ダ イナゴ

ン｣は 大粒の晩生種 であ り,｢赤 小豆｣と あ ることか ら当時 はまだ黒ない し淡黄色の

アズキ もあ った ことが推定 される｡｢小 小豆｣は ッル性 のアズキであ ろうか｡

 これ らのアズキは,お もにアズキメシや アズキガユなど,穀 物の増料材 として もち

い られたのであろ う｡
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ア ブ ラ ル イ

『後風土記』記載名 油,油 類

標 準 和 名

学   名

推定総生産量 28石

重    量 4.6t

       換算値 9008/1

エネルギー量 39,780,000kcal

       換算値 884kcal/loo 9

1980年 収量
図8 アブラルイの生産村

 『後風土記』に記載 されたアブ ラ類 の生産村 は15村 で,そ の うちの12村 に生産量の

記録があ る｡1村 当た り平均生産量 は,1石9斗 であ る｡こ れを全生産村の平均値 と

みなす と,総 量は約28石 に達す る｡

 この当時,食 用 ない し灯火用油 として記載 された ものには｢油 類｣の ほか,｢滑 油｣

と｢木 油｣(カ ンユ,キ ノアブラの項参照)が あ る｡ま た,当 時 の植物性油脂原料に

は,ゴ マ,ナ タネ,エ ゴマ,ハ イイヌガ ヤ(ヒ ョビ),ア ブ ラチ ャン(ホ ホサ ケ)が,

それぞれ 『後風土記』 に記載 されている｡マ ツヤニ は薬 品 として 利用 さ れ た[冨 田

1977a:17]0

 ア ブ ラ類の生産村 はこれ らのいずれと も一致 しないが,お そ らくいずれか の原料を

集荷 し,搾 油 した村む らであ ったとお もわれ る｡ゴ マ,エ ゴマ,ナ タネが分布 し,ハ

イイヌガヤの採集村 が卓越す る飛騨北部で は,そ れぞれを原 料に各種 の油が生産 され

たのであ ろう｡『 後風土記』 が｢油 類｣と 記載す るのは北部 に限 られ ることもこれを

裏づ ける｡

 これにたい して,ゴ マなど油脂作物 が欠落す る飛騨南部で は,｢油｣と のみ記載 さ

れ る｡お そ らくそれ は,ア ブラチ ャンの種子か ら搾油 した ものであろ う｡

 両 地域 ともに,ア ブ ラ類 の生産村 は,｢ま ち｣に 比較的 ちか く分布す る｡
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ア ユ

『後風土記』記載名 年 魚,鮎,ア ユ

標 準 和 名 ア ユ

学 名Plecoglo∬us altivelis

推 定 総生 産量 63,180尾

重    量 6.3t

       換 算 値  50-loOg/尾

エ ネルギ ー量 4,838,000kcal

       換 算 値 128kcal 1009

1980年 収 量183.5t

図9 アユの漁獲村

 ア ユは,宮 川,庄 川,高 原川,益 田川の4水 系 ともに生産 されて いるが,そ の分布

は,河 川 次数 と非常 に密接な関係にあ る｡河 川次数 とい うのは,水 系 ごとにすべ ての

支流を次数(1次,2次,3次,… …)区 分 によりあ らわ した もので ある｡具 体 的に

は,あ る水 系の最上流部を1次 河川(primary stream)と し,別 の1次 河川 との合流

点 より下流を2次 河川(secondary s･)と す る｡た だ し,た とえば3次 河川 に,1次,

2次 の 河川 が流入 して も,流 入 点 より下流部の次数 はかわ らない もの とす る｡飛 騨地

方におけ る河川次数 を5万 分の1の 地形図で しらべ ると,1次 か ら5次 までの河 川が

ふ くまれ ることになる｡

 ア ユの分布 は,5次 河川 にか ぎられ る｡つ まり,ア ユの遡上限界 は,5次 河川 と4

次 河川の分岐点 あた りまで とな る｡た だ し,豊 漁年にかぎ り,ア ユが4次 河川まで遡

上す ることが 『後風土記』の記載か らあき らか にな った｡5次 河川のlmileあ た り

の生産高 は,宮 川で もっと もたか く(88･6～177.2kg/mile),高 原 川で もっともひく

い(o･98～1･96kg/mile)｡庄 川 では1.8～3.7kg/mile,益 田川で は3.8～7.5 kg/mile

で あ る｡

 『後 風土記』当時,日 本海 と太平洋 より遡上 した アユは,飛 騨 地方 でヤナにより漁

獲 され,村 び との重要 な副業 となった｡現 在で は,ダ ムや堰 堤の建設 のた め,天 然ア

ユの遡上が阻害 され,琵 琶湖産 の稚 アユが移植放流 されて,生 産の安定 がはか られて

いる(ア ユの栄養組成はナマズの項参照)｡
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ア ユ キ ョ ウ

         アユキヤウ

『後風土記』記載 名 瞬 郷

標 準 和 名 ア ユ

学 名PJ660gJo55鷹 α屠06♂げ5

推 定総 生産量 一 一

重    量    換 算 値

エネルギー量    換 算 値

           128kcal 1008

1980年 収 量

図10 アユキョウの生産村

                                     ひ

 アユ キ ョウは,ア ユを火にあぶ って乾燥 させた ものであ る｡『 後風土記』 には,｢火
ぽしあ ゆ

乾年魚｣と して記載 されてい る｡産 物 と してアユキ ョゥを産す るの は,吉 城郡 の大無

雁村(宮 川村大無雁)と 角川村(河 合 村角川)の2村 であ る｡

 ア ユには,ア ユキ ョウの ほか い くつ もの加工方法があ る｡ヤ ナで漁獲 された ものを

そのまま売 りに出す アユは,｢無 塩鮎｣と よばれた｡夕 方か ら夜間 にか けて漁 獲 され

た もの に,う す く塩 を した もの は,｢一 夜塩鮎｣と よばれた｡

 おしあ ゆ

 ｢押 年 魚｣は,塩 蔵 したアユを一般 にさす｡｢年 魚鰭｣は,い わゆるナ レズ シの こと

である｡ま ず アユを塩蔵 して,に じみでた液をと りさ り,米 の飯をアユの腹腔 内につ

                           うるか

め こむ｡こ れを桶 に漬 けてお くと,ア ユのナ レズシができる｡鰭 は,ア ユの内臓,卵

巣,精 巣 を塩蔵 した ものである｡こ の うち,ウ ルカは,ア ユキ ョウとと もに記載 され

てい るが,と もに量 は不明であ る｡

 ア ユキ ョウや ウル カは,雪 深 い山国の人び とに とり,保 存食 と して珍重され た｡と

くに,正 月の客 の接待や酒の さかなと して はかかせない ものであ った ようだ｡

 平 安時代 の 『延喜式』に も,諸 国か ら朝廷へ の進貢品 と して,｢火 乾年魚｣が 献上

された ことが しるされて いる｡ア ユ とその加工方法 は,ふ る くか ら重要であ った こと

がわか る｡
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ア ワ

『後風土記』記載名 粟,ア ワ,ア ハ

標 準 和 名 ア ワ

学     名 Setaria italica

推 定 総生産量 1,559石

重    量 169t

       換 算 値 600g/1

エ ネルギー量 615,697,000kcal

       換 算 値  364kcallloo94》

1980年 収 量 一

図11ア ワの生産村

 『後風土記』に記載 されたアワの生産村 は226村 で,そ の記載量 は1,558.8石 で あ る｡

1村 当た り平均 では約7石 で,こ れは コムギ の8石 につ ぎ,穀 類のなかでは もっと も

収量がす くない｡聞 きとりによ ると,ア ワは コメにつ ぐ良質･高 価な主食物 であ った

という｡し か し,生 産量か らみ ると,『 後風土記 』当時,ア ワはすで にマイナーな穀

物 になりつつあ ったとみ られ る｡

 生 産村 の垂直分布のモ ー ドは500～600mで,イ ネと一致する｡し か し,そ の分

布域 は,コ メの高 距限界800m前 後 を こえて1,300m以 上 におよぶ｡た だ し,1,100

m以 上 の1村 当た り平均収量 は1石 未満 にすぎず,こ の高度が実質的なアワの栽培限

界であ ったとお もわれ る｡

 一 方,ア ワ生産村の水平 分布 には,益 田郡に稀薄 で,こ とに小坂郷(益 田郡 小坂町)

以 南に栽培村が欠落す るとい うおおきな特色がある｡こ れ はソバ とアズキ,お よび エ

ゴマに共通す る｡こ れ らの作物 とアワ栽培村 との重 な りをみ ると,ア ワの95%で アズ

キ,8700で は ソバ,ま た82°0で はエゴマがそれぞれ栽培 され る｡こ うした栽培作物の

組みあわせ は,ソ バー アワー アズキまた はエゴマとい ういわゆる夏焼 き型の焼畑が も

つ輪作体系 に一致す る｡こ れが小坂郷以南 の益 田郡南部 に欠落するの は,『 後風土記』

の当時,す でに このタイプの焼畑が飛騨南部 には欠落 していた ことを推定 させ る｡

 『飛州 志』 によると,ア ワの栽培品種 は10種 類が しられる｡

4)精 白粒の数値
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ア ン ス

『後風土記』記載名 杏

標 準 和 名 ア ンズ

学 名Prunus armeniaca

推 定 総生産量 6石6斗

重    量 lt

       換 算 値 15kg/斗

エ ネルギー量 242,000kcal

       換 算 値  26kcal 1009

1980年 収 量

図12ア ンズの生産村

 ア ンズは中国原産の果 樹で,奈 良時代には 日本 につたえ られ,各 地で栽培 された と

い う｡こ れはウメときわめて類似 した果実で,大 型の豊後系の ウメは,ア ンズとの雑

種であ るとかんがえ られてい る｡ア ンズ は,他 の生食用果実が完熟す るまえの7月 上

旬に出荷でき,有 利 な栽培果実のひとつであ った｡し か し,果 実が軟化 しやす く,酸

味がつ よいとい う性質か ら,現 在で はあまり生食されない｡し か し,『 後風土記』の

時代 には,果 物 と して好 まれたので あろう｡

 『後風土記』 にはおお くの果実の記載がある｡な かで もスモモ,ウ メ,ナ シ,カ キ,

モ モは全村(415村)の20°01%t上 で 生産 されてお り,分 布 もひろい｡こ れに くらべ る

とア ンズ,リ ンゴ,ナ ツメなどは20村 前後(約5°o)で,生 産村 は相対的にす くない｡

ア ンズの生産村は20村 で,大 野･吉 城郡で は高 山町 と古川町方村 の周辺で,益 田郡 で

は萩原町村 に近接す る諸村で生産 されている｡こ う した分布上 の特色か ら,ア ンズが

標高500～600mの 山麓地帯でお もに栽培 された こと,お よび商品 として周辺 の諸村

か ら｢ま ち｣へ 供給 されたSUBURBAN型 と もい うべ き性格を もった産物 であ るこ

と,が はっきりす る｡

 ア ンズの果肉の黄色は多量 のカロチ ン(1009中560,ug)を ふ くみ,ビ タ ミンA効

力は果実の うちで もっと もたか い･こ のア ンズの成熟種子 を乾燥 した ものが杏仁 で,

咳 どめ,疾 きり,肺 炎に薬効が あるとされ る｡
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イ ノ シ シ

『後風土記』記載 名 猪

標 準 和 名 イノ シシ

学 名Susブaponica

推 定 総生産量 252頭

重    量 47t

       換算 値  ..f･ /頭

エ ネルギー量 34,821,000kca1

       換 算 値 147kcal/1009

1977年 収 量124頭

図13 イノシシの捕獲村

 『後風土記』にイノシシの記載 がある村 は77村,記 載量の総計は203頭 で あ る｡1村

当た り平均捕獲数 は3.3頭 を しめす｡こ れを捕獲数の記載 がない諸村 にあてはめると,

推 定捕獲総数 は252頭 と なる｡

 イ ノ シシ捕獲村 の分布 は大野郡 に17村,吉 城郡6村,益 田郡54村 となる｡し たが っ

て,『 後風土記』の当時か ら イノ シシ猟は益 田郡 に相対的にさかん だった とみ られる｡

 最 近の飛騨 にお けるイノ シシの生息状況調査で は,大 野郡 と益 田郡の一部地 域での

み生 息がた しかめ られたにす ぎない｡こ れを 『後風土記』の分布 と くらべ ると,益 田

郡で はイノシシの著 しい減少が推定 され る｡

 益 田郡萩原町上 呂にあ る｢鹿 供養塔｣に は,文 化5年(1804)11月 に大 雪がふ り,こ の

ときに飛騨各地で1万 頭以上の シカ とイノシシが とらえ られた とある[千 葉 1969]｡

ま た,文 化6年(1809)3月 に萩原郷13力 村 の名主が高山代官所 に提出 した文 書によ

ると,イ ノシシ257頭,シ カ1,114頭,サ ル1頭 が この大雪で死んだ と報告されている｡

同 じ く隣…村の馬瀬村 では,イ ノシシ273頭,サ ル1頭 が死 んだ とある｡

 文 化 の大雪が飛騨 の動物の ポピヰレーシ ョンに大 きな影響 をあたえた ことがわかる｡

そ の一方で イノシシとシカとは山 肉として好 まれ,ま た イノシシは焼畑の害獣 であ っ

たため,狩 猟圧がたかか ったことが推察 され る｡
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イ モ ル イ

『後風土記』記載名 芋類 イモ類

標 準 和 名

学    名

推定総生産量 272石

重    量 41t

       換算値 150kg/石5)

エネルギー量 28,263,000kcal

       i換算イ直  77kcal/lOOg5)

1980年 収 量
図14 イモ類の生産村

 イモ類の生産村 は19村 で,そ の うちの13村 に生産量の記載があ る｡こ のユ3村の総収

量 は186石 で,1村 当 た り平均14石3斗 に達 する｡ζ の値を イモ類生産村19村 にあて

はめ ると,そ の全収量 は約272石 とな る｡こ れ は,同 様に して推定 した｢白 芋｣(ジ ャ

ガ イモ)の 約1,015石 に はおよばない ものの,｢畑 芋｣(サ トイモ)の 約117石 を おおき

くうわまわ る｡

 イ モ類の生産村 は,吉 城郡 宮川流域 の比較的低平 な盆地 に位置す る諸村 に限 られ る｡

その高度分布をみると,19村 す べてが200～600mに ふ くまれ,モ ー ドは500mに

あ らわれる｡こ れを ジャガイモ(高 度分布300～1,000m)と サ トイモ(同300～800

m)に くらべ ると,栽 培限界がか な り低 い｡そ れ とと もに,イ モ類生産村 のモー ド

500mは,当 時の主要 な農産物 であるコメ,オ オ ムギ,コ ムギ,ダ イズ に一致す る｡

これ らの ことか ら,イ モ類は相対 的に生産性のたかか った地域でのみ栽 培 されたとか

んがえ られ,こ れが特徴 ある生産村の地理的分布を もた らしたのであろう｡

 『後風土記』 には,こ の イモ類 のほか｢白 芋,畑 芋,サ ツマ芋,佛 掌芋,薯 讃,萄
                                つくねいb  じねん

蕩芋｣の6種 がある｡『 飛州志』に は,｢地 芋,エ ゴイモ,ト ウノイモ,佛 掌薯,自 然
じよう やまのいも

薯讃,山 薯,ム カゴJの 記載があ る｡こ れ らの うち,｢畑 芋｣を｢エ ゴイモ｣に,｢サ

ツマ芋｣を｢ト ウノイモ｣に あて,｢白 芋｣を｢地 芋｣と かんがえ ると,近 世 飛騨 の

お もな イモ は6～7種 となる｡『 後風土記』の イモ類 は,こ れ らの数種をあわせた も

のとお もわれる｡

5)ジ ャガイモの数値
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イ ワ タ ケ

『後風土記』記載 名 岩 茸

標 準 和 名 イワタケ

学    名 Umbilicaria esculents

推 定 総生産量 一

重 量･換 算値 一

エネルギー量 一 換 算値

1980年 収 量 一

図15 イワタケの採集村

 イ ワタケは,キ ノコ類 と類似 しているが,コ ケと同 じ地衣類に属す る｡分 布 は,中

国,韓 国,日 本 などの東ア ジァ地域 にかぎ られ るとい う｡高 山地帯の岩壁に密着 して

群生す る｡

 『後風土記』 には,吉 城郡長倉村(上 宝村長倉),益 田郡落合村(小 坂町落合),赤

沼 田村(同 赤沼 田)の3村 にのみ,イ ワタケを産す るとあ る｡こ れ らの村 の海抜高度

は,い ずれ も600～700mで あ るが,イ ワタケは,高 山地帯の花歯岩 質の岩壁 に自生

す る｡つ ま り,村 む らか らさ らに高 山地帯 まででかけて採集 されていた とお もわれ る｡

 『後風土記』 には,阿 多野郷 の上 ケ洞村(高 根村上 ケ洞)の 奥山では,イ ワタケが

おお くとれ るとかかれてい る｡た だ し,産 物の項 には記載がない｡イ ワタケは,お よ

そ100mに もお よぶなわば しごや,宙 づ りになったか ごに人間が の ることによ り,

採集が おこなわれた｡そ れは,お お くの危 険をと もな う作業であ った｡

 イ ワタケは,乾 燥 して も長期 間の保存 がき くうえ,虫 害 に もつ よい｡ふ るくか ら,

薬 用 として重 宝されて きた｡
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イ ワ ナ

『後風土記』記載 名 石 魚,岩 魚,イ ハ ナ

標 準 和 名 イ ワナ

学    名 Salaelinus leucomaenis

               f.pluaius

推 定 総生産量 8,245尾

重    量 2t

       換 算 値 2509/尾

エ ネルギ ー量 1,756,000kcal

       換算 値 142kcal 100gs)

1980年 収 量23.8t 図16イ ワナの漁獲村

 イ ワナ は,宮 川,庄 川,高 原川,益 田川の4水 系に分布す る｡イ ワナの分布上限 は,

『後風土記』 に記載 された魚のなふ で も,も っとも上流部 に位 置す る｡と くに,益 田

川水系の野麦村は,海 抜1,300m以 上 あ り,イ ワナの分布の最上限とな って いる｡

 『後風土記』にあ らわれ る淡水魚の垂直分布 を分布上限に着 目す ると,上 流部か ら,

イ ワナ,ア マゴ(ヤ マメ),マ ス,ウ グイ,ア ユ,サ ケ,ニ ゴイとい ったい くつかの

分布域 のちが いがあ きらかになる｡こ うした傾 向は,淡 水魚の垂直分布様式 とほぼ一

致 する｡つ ま り,｢後 風 土記』が資料 的にみて,質 のたかい ものであ り,し か も当時,

海 抜高度 に応 じた生産がお こなわれていた ことを しめ して いる｡

 さ らに,生 産高の海抜高 度別分布 は,水 系によ って異 なってい る｡益 田川水系で は,

200～300mに,宮 川水系で は500m台 に,庄 川水系で は,90('m台 に,そ れぞれ

生産高がと くにおおい｡高 原川水系で は,生 産の中心 は分散す る｡イ ワナの生産高の

中心 は,ど の水系で も500～600mに あ る｡魚 の 自然分布 の うえに,人 為的 な漁獲努

力の集中･選 択がなされた結果,そ うした傾向を もた らしたとかんがえ られ る｡イ ワ

ナの ような渓流性 の魚 は,海 抜高度 のたか い地域ばか りでな く,海 抜高度が ひ くくて

も,枝 谷や支流に入 ることがで きる地域で は,積 極的に漁獲 されたのであ る｡

 明 治初期,飛 騨地方 における淡水漁携 は,動 物性 タンパ ク源 を獲得す るうえで,き

わめて重要であ った｡

6)ホ ンマスの数値
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イ ワ ナ シ

『後風土記』記載名 岩梨

標 準 和 名 イワナシ

学 名Epigaea asiatica.

推定総生産量 一

重    量 一 換算値

エネルギー量    換算値

1980年 収 量

図17 イワナシの採集村

 北 海道･本 州 の山地 に分布す るッッジ科 イワナシ属の常緑 の低木で,径1cmほ ど

の黒熟 した果実 を初夏 に採集 し,食 用す る｡

 『後風土記』 の産物の項に記載 があるのは,益 田郡 甲村(朝 日村 甲)1村 にす ぎな

い｡た だ し,大 野郡小八賀郷(丹 生川村)の 項 には,イ ワナシは飛騨3郡 の山々にあ

って,と りわけ小八賀の山 口･町 方･新 張な どの諸村 におお いとあ る｡ま た,ち いさ

な ミカ ンの袋のようにみえ る果 実は田植え ころに熟すが,表 面に 白っぽい粉 があ った

り,果 実が黄色の もの は十分に熟 していず,酸 味がある｡カ ネ(鉄 漿)の よ うに黒 く

なれば味があま くなり,子 供が生食す るだ けでな く,酒 のさかなに もす ぐれた もので

あ る,と 記載されて いる[冨 田 1977a 1:117]｡

 この イワナシは,現 在で もごくわずかが採集 され るよ うで,高 山･古 川の料理屋で

は塩 漬 けに したものを供す る｡野 味の うちで も上品な ものと して,イ ワナ シは珍重 さ

れて いる｡

 『後風土記』当時の栽培果樹 は,ア ンズ,ウ メ,カ キ,グ ミ,コ ウメ,コ ガキ,サ

モモ,シ ブガキ,ス モモ,ナ ツメ,マ ルメロ,モ モ,ユ ズ,リ ンゴの15種 を数え る｡

野 生の ものではアケ ビ,イ ワナ シ,カ ワラグ ミ,ク サエ ビ,ヤ マナシ,ヤ マズ ミの6

種 が ある｡栽 培種 と野生種の数 の比 は2.5:1で あ る｡こ れ は,果 実の利用が局地的

な野生種の採集か ら,飛 騨一円におよぶ栽培種の利用へ とおおき くか わ りづっあ るこ

とを しめす ものとお もわれ る｡
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ウ グ イ

           ウグヒ

『後風土記』記載名 脆,脆,宇 具比,宇

         久 比,ウ クヒ,ウ グ ヒ

標 準 和 名 ウグ イ

学 名Leuciscus(Tribolodon)

              hakonensis

推定 総生産量 663,935尾

重  量265.6t

       換 算 値 200-400g/尾

エ ネルギー量 147,541,0QQ kcal

       換 算 値  lolkcal/loo9

1980年 収 量85t

図18 ウグイの漁獲村

 ウグ イは,宮 川,益 田川水系の海抜高度200～800mに か けてひろ く分布 す る｡庄

川 と高原川水系で は,ウ グ イの分布 は顕著でない｡と くに注 目すべ きは,宮 川 と益 田

川水系におけ る魚類の全生産高 の7～8割 が ウグイで あることであ る｡し か も,特 定

の村 にウグ イの生産が集中す る傾 向が ある｡

 飛 騨地方におけるウグイの生産高 は,魚 体重を最小(2009ノ 尾)に みつ もって も,

133tあ る｡当 時の人 口を約10万 と して,1人 あた り1.3kg(約7尾 に相 当)の ウグ

イをたべて いた ことになる｡ウ グイの生産高が著 しくおおいこととともに,ウ グイの

生産地 が当時の稲作地帯 と うま く一致する点 は注 目してよい｡コ メー ウグイの組 みあ

わせ は,稲 作を基盤 とした内陸河川の中流域 にお ける典型的 な食物結合 を しめす とか

んがえ られる｡

 宮 川と益 田川で は,そ れ ぞれ1次 ～5次,2次 ～5次 河川に ウグイ が 分布 す る｡

1mileあ た りの ウグイ の生産高は,そ れぞれ,宮 川が2,459.2 kg/mile,益 田 川が

105･06kg/mileで あ る｡宮 川 におけ るウグイの生産高のたかさは顕著であ る｡

 梅 雨頃,水 量の増 した宮川流域で は,産 卵のため大量 に砂地 にあつ まるウグ イが,

網 で漁獲 されていた ことが しるされて いる｡網 のほか,ヤ ナに よって も漁獲iされた も
                                 あつもの
のとお もわれる｡ウ グイは,串 ざ しに した り,塩 焼,照 焼,田 楽,煮 つ け,奨 な ど,

さ まざまな調理がほど こされた(ウ グイの栄養組成 はナマズの項 参照)｡
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ウ サ ギ

『後風土記』記載名 兎

標 準 和 名 トウホクノウサギ

学    名 Lepus brachyurus angustidens

推 定 総生産量 23羽

重       量  126.5kg

       換 算 値 4.0-5･5kg/羽

エ ネル ギー量 36,000kcaI

       換 算 値 141kcal/1009

1977年 収 量1,768羽
図19 ウサギの捕獲村

 『後風土記』 にあ らわれ るウサギは,

東 北か ら山陰地方 にか けての裏 日本 に分

布す る トウホクノ ウサギで あるとかんが

え られ る｡表 日本 には,キ ュウシュウノ

ウサギが分布する｡ト ウホクノウサギは,

一 般 にキュウシュウノウサギ より大形 で

ある｡

 ウサギを産す る村 は6村 で,海 抜500

～1,000mの 大 野郡 白川郷 に集 中してい

る｡白 川郷で は,ウ サギの狩猟 は,積 雪
図20 ウサギの高度別捕獲数(単 位 羽)

期 にか ぎ られ る｡初 冬 よりの ウサギ狩 りのため には,ヒ エのワラをたばねて,タ カに

にせた メウタム(草 鷹)が もちいられ る｡山 中で,タ カの鳴 き声 ににせた小笛 をふ き,

メ ウタムを ウサギになげる｡お どろいて逃 げ場を うしな ったウサ ギを手づか みに して

とる｡こ の ように して捕獲 された ウサギ は,獣 肉 として高 山町へ うりにだされた｡

 今 日で も,メ ウタムと類似 した猟法 がある｡白 山山麓 でシブタ猟 とよばれ る方法 が

それである｡
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ウ シ

『後風土記』記載 名 生 牛,牛

標 準 和 名 ウ シ

学   名Bos primigius

推定 総生産量 16頭

重    量 4t

       換 算 値 250kg/頭

エネルギー量 4,547,000kcal

       換 算 値  196kcal/loo 97》

1980年 収 量18,400頭(肉 用牛 の集計)
図21ウ シの生産村

                  やまいぬ

 『飛 州 志 』 に｢不 食 獣 類｣と して｢狼,射,狸,絡,狐,馬,牛,;;;;,犬,猫,鼠,

  はつか     て ん り す

川鼠,瞭 鼠,土 龍, 鼠,栗 鼠,バ ンドリ｣が あげ られてい る｡ウ シとウマは大型獣

と して 肉食 に有利であ るはずなの に,当 時の人 びとの食料品 としての概念か らは,完

全 に欠落 して いたのであろ う｡し た がって,老 牛 などが肉用 と して転用 されることも

なか ったとお もわれ る｡

 山地地形が卓越す る飛騨 では,ウ シはウマ以上 に重要 な交通の手段であ った｡運 送

の方法 と しては,地 形の制約か ら荷車がつかえず いわゆる｢牛(馬)一 駄 に二 荷づけ｣

と いった直 接かつ がせ る方法が とられた｡

 ウ シは農耕用 と して もつかわれた｡飛 騨で農耕用に牛馬 をつか うことは幕末 か ら明

治 にかけてひろま ったといわれてい る{岐 阜県編 1970:522]｡明 治14年 の統 計では

飛騨におけ る総農家数 は15,901あ り,そ の うち農用馬を もつ もの7,743,農 用 牛を も

つ もの1,770で あ る｡ウ シとウマの比率 は約1:4で あ るが,そ れで もウシの所有数

は当時の岐阜県各郡 のなかで はもっともたか い｡

 『後風土記』にみ られ るウシの記載 は,吉 城郡だ けで,そ れ も高原川上流域の諸村

にか ぎ られ る｡そ れ らの村 は交通網の重要な地点 にあるともいえないので,ウ シの飼

育地(ま た は子 ウシの供給地)と しての役割 をはた して いた もの とかんがえ られ る｡

7)和 牛,か た肉の数値
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ウ ド

『後風土記』記載名 猫 活

標 準 和 名 ウ ド

学 名Aralia cordata

推 定 総生産量 500把

重    量 500kg

       換 算 値 1kg/把

エ ネルギー量 35,000kcal

       換 算 イ直  14kcal/1009

1980年 収 量

図22 ウ ドの採集村

 草たけがL5 mほ どにもなる大型の多年草で,各 地に自生する｡春,わ か芽を採

集 し食用に供する｡

 『本朝食鑑』には,ウ ドの栽培法を｢秋 の末に種をまくが,現 今では大抵,皆,宿

根を採｣る としており[人 見 1978(1697):188],栽 培植物にとりこまれた山菜の

ひとつでもある｡

 ウドは生食するほか,塩 蔵法などにより貯蔵 し,か つての山村では疏菜にかわる食

品として多用された｡ま た,成 長 した茎や乾燥根は,外 傷･中 風などに薬効があると

される｡

 自然状態においては,ウ ドは春さきに積雪がしばしば滑落するような斜面に,比 較

的おおく生育する｡こ うした斜面は,夏 には草たけのたかい草本か らなる,い わゆる

高茎草原を形成する｡ウ ドはその主要な構成種である｡『 後風土記』にあるウ ドの生

産村の分布は,こ うした地形条件に影響された結果ともかんがえられる｡た だ し,そ

の生産村いずれにも,収 量の記載はない｡
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ウ ナ ギ

『後風土記』記載名 鰭,鰭 魚,鰻,ム ナギ

標 準 和 名 ウ ナギ

学    名 Anguilla japonica

推 定 総生産量 171尾

重    量 342kg

       i換算 値 o.6-2kg/尾

エ ネルギ ー量 675,000kcal

       換 算値 263kcal/loo 9

1980年 収 量4.9t
図23 ウナギの漁獲村

 ウナギを産す るの は,宮 川 と益 田川にか ぎられている｡宮 川では,3次 ～5次 河川

で,益 田川で は5次 河川で漁獲 された ものであ ろう｡ウ ナギの分布 上限は,宮 川で

600mま で で,益 田川 では350mあ た りとな ってい る｡

 『後風土記 』 によると,宮 川には,文 化･文 政期に,美 濃国 よりウナギが もち こま

れ,池 でかわれて いた ものが,後 に宮川 に放たれてふえたという言い伝えがある｡ウ

                             みの

ナギは,毎 年,秋 にヤナで漁獲 された｡ま た,サ ワグル ミの皮製の箕の一端に穴 をあ

け,布 袋をつ けた もので とることもあ った[冨 田 1977al:27]｡こ の,宮 川でとれ

るウナギで は,重 さ400～500匁 で あ った らしい｡

 現 在で は,ウ ナギの養殖が さかんにお こなわれてい る｡そ の結果,従 来は ウナギが

分布 しなか った庄川 や高原川において も,ウ ナギがみ られ るよ うにな った｡

 ウ ナギは,他 の魚肉タ ンパ クに くらべ,と くに脂肪がおおい｡そ して,ビ タ ミンA

の 含有量 は老魚ほ どおお く,3,000～5,0001Uで,そ のほか,カ ル シウム,リ ン,鉄,

ビタ ミンB2も おおい｡肝 臓は栄養価 がたか い｡わ ずか109の 肝 臓で成人1人 当た り

1日 の ビタ ミンA基 準量をみたす｡
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ウ マ

『後風土記』記載 名 生 馬,馬

標 準 和 名 キ ソウマ

学    名 ･E4観 ∫ρ7ζ伽8z∫読

推定総生 産量 243頭

重    量 73t

       換算 値 300kg/頭

エネルギー量32,120,000kcal

       換 算 イ直  llokcal/loo9

1980年 収 量 一
図24 ウマの生産村

 ウ マは 『飛州志』で は,｢不 食獣類｣に 分類されている｡ウ マ肉の利用が さかんな

信州で も｢馬 さし｣｢桜 肉｣な ど として ウマが食用 とされるのは,明 治20年 代 以降 だ

といわれて いる[石 毛 1980]｡し た が って,『 後風土記』 当時の ウマの利用 は,ほ ぼ

運鍛用 にか ぎ られていたとお もわれ る｡

 『後風土記』 に は明治3･4年 の 飛騨 の国の輸 出入 の記録 が あ る[冨 田 1977b:

256]｡そ れ によると,飛 騨で は子馬を売 り,成 馬を買い入 れた ようで ある｡明 治3年

にはウシ250頭,ウ マ200頭 を 買 い入れている｡価 格 は成牛･成 馬 と もに7両,子 馬は

3両 であ った｡

 ウマの記載 のある村 は44村 で,そ の分布 をみると吉城郡(18村)益 田郡(17村)に

おお く,大 野郡で は9村 とす くない｡し か し頭数 では益 田郡 が もっと もおおい｡一 方,

大 野郡 では白川郷で ウマがま った くな いことがめだつ｡産 出量の もっと もおおいの は

益田郡 日和 田村(高 根 村 日和 田)で45頭 で あ る｡

 この 頃の ウマは,ま だ改良 の加 わ らない在来 種で,体 高1.3～1.5mの 小 型のキ ソ

ウマ と同 じもの とお もわれ る｡キ ソウマは現在,野 麦峠 の牧場に保存飼育 されてい る｡
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ウ メ

『後風土記』記載 名 梅 梅 子

標 準 和 名 ウ メ

学    名 Prunus Mume

推 定総生産量 68石5斗

重    量 10.3t

       換 算 値 15kg/斗

エ ネルギー量 3,136,000kcal

       換 算 値  35kcal/loo 9

1980年 収 量51t
図25 ウメの生産村

 中国原産で,果 樹の利用は東 アジア にかぎられている｡日 本への移入ははやく,

『万葉集』ではハギについで数おおく詠まれた植物である｡し かし,果 実としての利

用はほとんどされなかったらしく,果 実が文献に初出するのは鎌倉時代である[日 本

風俗史学会編 1978]｡

 果実は梅雨の頃に黄熟する｡未 熟のものは青酸をふ くんでいるので中毒をおこしや

す く,生 食には適さない｡し たがって,梅 干,梅 漬などが主たる利用法だった｡ま た

薬用として利用されることもおおかった｡

 『後風土記』のウメの記載は105村 にみ られ,こ 顧は当時の村総数の2500に あたる･

しかし,産 量のあるものは19村にすぎない｡そ れらの村の産高を平均すると約6斗5

升であった｡生 産村の分布では,吉 城郡北部と益田･大 野郡の海抜のたかい村で欠落

がみられるが,そ の他にはひろく分布 しており,い わゆるSUBSISTENCE型 の産

物である｡

 現在でも飛騨の農家はほとんど例外なく屋敷内にウメを植栽 しており,そ の果実を

自家用の梅干にあてている｡し かし手入れや収穫に手間がかかるので,最 近は店売り

のものをつかう方がおおい｡
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ウ リ

『後風土記』記載名 瓜,瓜 類

標 準 和 名 ウリ

学 名Cucumis spp.

推定総生産量

重    量

       換算値 一一

エネルギー量 一

       換算値 13kcal 10098)

1980年 収 量
図26 ウリの生産村

 『後風土記』 に記載 されて いるウ リ類には,｢西 瓜,甜 瓜･真 桑瓜,胡 瓜,漬 瓜,南
              へちま

瓜,苦 瓠(ひ ょうたん),冬 瓜,縣 瓜｣が あ る｡こ の うち,｢西 瓜,胡 瓜,南 瓜,苦 瓠｣

は,ウ リ類 とは別 に独立の記載がある｡し たが って,ウ リ類は,.の こりの｢甜 瓜･真

桑瓜,漬 瓜,冬 瓜,縣 瓜｣の なかのいずれかを さす とみ られ る｡

 ウ リを産 するのは,庄 川上流域の7村 と,宮 川 中流域の瓜巣村 の計8村 のみであ る｡

しか し,生 産高の記載 はない｡こ のうちの瓜巣村 には｢瓜 類｣と あ り,多 種類の ウ リ

が栽培 されていた可能性が ある｡

 ウ リは果菜 として もちい られた ことか ら,『 後風土記』の ウ リは,｢漬 瓜｣の ことで

あり,シ ロウ リに相当す るものとお もわれ る｡シ ロウリは,完 熟す ると白色 になると

ころか らこの名があ り,肉 質 が しまって いるので,漬 け物用 と して最適で ある｡

 ウ リ類の うちヒョンタ ン(Lagenaria Scieraria)は 栽 培植物 の起源 と関連 して往 目を

あつめている｡ヒ ョウタ ンの遺体 は1970年 代 にメキ シコ,ペ ル ーなど新大陸で のおお

くの遺跡 の最下層(10,000～7,000年 前 とされる)で 発見 されている｡ア ジァで もタ

イのSpirit Caveの 下 層(10,000～8,000年 前)で 確i認され,日 本 では福井県鳥浜貝

塚(縄 文前期6,000年 前)で 発掘 された｡し か し,野 生種の分布か らみて ヒョウタ ン

の原産地 はアフ リカ とい う説 が一般的で,ヒ ョウタ ンが栽培植 物 としてよほどはや く

か ら伝播 をは じめた とか,あ るいは各地 に野生種 が存在 した とか種 々の仮説が だされ

議論をよんでい る[LATHRAP l977]｡

8)シ ロウリの数値
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ウ ル カ

         ウルカ

『後風土記』記載名 鰭

標 準 和 名 アユ

学    名 測860ψ∬π∫α砺o読∫

推定総生産量

重    量 一

       換算値

エネルギー量

       換算値 208kcal/loo 9

1980年 収 量
図27 ウルカの生産村

 ウルカは,ア ユを うす く切 り,内 臓 や卵巣,精 巣な どとと もに塩蔵 した ものをさす｡

ウルカを産す るの は,吉 城郡大無鷹村(宮 川村)と 角川村(河 合村)の2村 のみであ

る｡し か も,ウ ル カは同 じアユの加工品であるアユキ ョウとつ ねに一緒 に記載 されて

い る｡

 ア ユキ ョウは,内 臓,卵 巣,精 巣な どを とりさ った 肉質部を火で あぶ って乾燥 した

ものであ り,そ の残 りの部分がウル カと して利用 された｡つ ま り,1尾 の アユを保存

す るさいに,か な らず ウルカ とアユキ ョウがで きることにな る｡

 ア ユの卵巣 のみを塩蔵 した ものは,卵 鰭(コ ウルカ)と よばれ,と くに美味 とされ

る｡

 ウルカを産す る村む らは,ア ユの生産量が高い地帯 にある｡こ れ らの村で は,生 の

ま ま売 りにだ され る以外の余剰分が ウルカ として加工 された とい うよ り,専 門的 にウ

ル カづ くりがおこなわれていた可能性 もあ る｡

 ウルカの生 産量 は,具 体的に記載 されて いないが,そ れほど大量に生産 された もの

で はな く,あ くまで高級な嗜好 品と して とどま っていたとおもわれ る｡

 ウルカの主成分 は,ほ とんど灰分で ある｡ま た,脂 肪 や鉄,ビ タ ミンA,B1, B2な

ど をふ くんでい る｡
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工

『後風土記』記載名 荏

標 準 和 名 エ ゴマ

学 名Perilla,frutescens

            var, japonica

推定 総生産量 549石

重    量 56t

       換 算 値 99kg/石

エネルギー量 260,794,000kcal

       換 算 値  463kcal/1009

1980年 収 量 一 図28 エ(荏)の 生産村

 『後風土記』の 当時,エ(荏)は 油脂作物 と してナタネとともに重要 であ った｡主

と して灯火用につ かわれた もの らしい｡『 飛州志』 には｢膏 油｣と して｢荏 油, ヒヨ

ビノ油｣が あ り,ナ タネとゴマはない｡し たが って 『飛州志』 が作製 され た18世 紀中

頃 には,ナ タネはまだ採油用 と して一般化 していず,｢後 風土記』が編纂 され るころ

まで の間 にエか らナタネへの交代がお こったと推定 され る｡こ の推定 の もとに,エ と

ナタネの生産村 の分布 を くらべてみ ると,『 後風土記』当時 ナ タネ を栽培 して いなか

った諸村 は,現 在 の河合･清 見･朝 日村 と上宝村の一部で,い ずれ も当時 の辺境地の

諸村であ った ことがわか る(ナ タネの項 参照)｡

 エ(荏)の 垂直分布のモー ドは800mで あ る｡こ の高度は,分 布 のひろいいわゆ る

SUBSISTENCE型 の作物 のなかで

は,も っともたかい｡

 エは現在でも,飛 騨のごく限 られた

地域にわずかに栽培されている(上 宝

村山吹など)｡こ れは採油 が 目的では

なく,調 味料的な利用(種 子をすりつ

ぶ してうどんにふりかけたり,ご く少

量を味噌にまぜてエゴマ味噌につ くる

など)を 主とする｡そ のほか民間薬 と

しても利用されている｡ 図29エ(荏)の 高度別生産量

         (単位 合)
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エ ン ド ウ

『後風土記』記載名 碗豆

標 準 和 名 エンドウ

学    名 .Pisum satiaum

推定総生産量

重    量

       換算値 725gel

エネルギー量

換算値

1980年 の 収 量82t

31kcal/100 g(種 子)

324kcal 100 g(サ ヤ エ ン ドウ)

図30エ ンドウの生産村

 エンドゥは4村 に記載があり,そ のすべてが大野郡白川郷の北部に集中する｡収 量

の記録はない｡

 白川郷43村 は,『 後風土記』当時の飛騨で栽培された疏菜のうち,ス イカとカブラ

ナ,ク キタチナを除 くほとんどを生産 し,そ の数は11種類におよぷ｡し たがって,白

川郷の諸村では,こ の頃にあらたな作物結合を形成 しつつあったとみられる｡そ のな

かにあっで 白川郷北部4村 では,ウ リを除 く10種類が栽培され,作 付け疏菜の種類

はもっともおおい｡

 この当時,良 質のタンパク質に富む工

                     表1 野菜の生産村と分布のパターンンドウは
,完 熟 した種子を煮豆にするほ

か,味 噌や醤油の原料にも用いられた｡

それとともに,わ か くてやわ らかいサヤ

エンドウは,緑 色野菜として も重要な意

味をもった｡な ぜなら,このころは,野生

植物に求めてきた緑色野菜の機能を,栽

培植物に転換する時代にあったとみ られ

るからである｡こ の動きは,高 山町にち

かいカブラナの生産村(丹 生川流域諸村)

以外に認め られず,庄 川流域は当時の飛

騨における疏菜栽培の先進地域であった｡

作 物

ウ リ

エ ン ド ウ

カ ブ ラ

カ ブ ラ ナ

カ ボ チ ャ

ゴ ボ ウ

サ サ ゲ

ダ イ コ ン

ナ ス

ニ ン ジ ン

ネ ギ

生 産 村 数

全 数 う ち
白川郷

白川 郷 で の分布
パターン

 8

 4

46

10

35

34

36

42

32

11

ユ2

 7

 4

37

 0

35

31

26

39

31

10

12

南  部

北  部

全  域

全 域

〃

〃

〃

〃

中･北 部

全 域
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オ オ ア ザ ミ

『後風土記』記載名 大葡

標 準 和 名 アザ ミ

学 名Cirsium spp.

推定総生産量

重      量  一一  換算値

エネルギー量    換算値

ユ980年 収 量

図31オ オアザミの採集村

 『後風土記』に記載 のあるオ オアザ ミの生産村 は4村 で,い ず れ も大野郡 白川郷(白

川村)の 北部 にの み分布す る｡生 産量の記載 はない｡し か し,こ れがアザ ミ属の どの

種を さすのか はあき らかでない｡生 産村の分布状況か らして,こ のオオアザ ミは中部

地方の西北部一帯 に分布す るバクサ ンアザ ミ(λMatsumuraeの 可 能性 もつよい｡バ

クサ ンアザ ミは草たけが2mほ どに もな り,ヤ マアザ ミのlmに くらべ ると大型の

草本 である｡こ の特徴に注 目すると,形 質に もとつ くオオ アザ ミの名は,よ く理解で

きる｡い ずれ に して も,ア ザ ミはわか芽･わ か葉 およびわかい茎を食用 にす る｡現 在,

白 山麓一帯で は,ア ザ ミのわか い茎を採集 し,ク マの 肉と一緒 にたき こんで食用 にす

る例がある｡ク マ肉の くさみ消 しで あるとい う｡

                 あ ざみ

 『飛 州志』の｢食 用 ノ草類｣に は｢葡 菜｣と ある｡野 菜のひ とつ と して,当 時 もひ

ろ く利用 されたのであろ う｡

 な お,『 後風土記』 に産物 として記載 のある野生の緑色野菜 には,こ のオオアザ ミ

のほか,ヤ マアザ ミ,ウ ド,フ キ,リ ョウブ,ヨ モギ,モ チ クサがある｡こ れに ワラ

ビとゼ ンマ イ(お もに乾燥加工 した)を 加 えて も,そ の数 は9種 類 とす くない
｡緑 色

野 菜 を野生植物 にもとめる ことは,当 時すで にす くな くな っていた｡
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オ オ ム ギ

『後風土記』記載名 大 饗

標 準 和 名 オオムギ

学    名 Hordeum侃 忽αγ8

           var. hexastichan

推 定 総生産量 11,116石5斗

重  量1,101t

       換 算 値 99kg/右

エ ネルギ ー量 3,741,797,000kcal

       換 算 値340kcal/10099)

1980年 収 量 一 図32オ オムギの生産村

 オ オムギ はヒエとと もに主要な雑穀の ひとつで,栽 培村372は,ヒ エの403村,ダ イ

ズの400村 に ついでおお く,全 村415に 対す るオオ ムギ栽培村 は84%に も達す る｡

 と ころによ っては根雪期間が100日 以 上 に もおよぶ地域をふ くむに もかかわ らず,

オ オムギは,コ ムギ とともに冬作物 と して栽培 されたよ うで ある｡『 飛州志』の｢種
        コヤシ

藝 収蔵時候並 田畑耗 之類｣に は,｢○ 田萎,田 二変 ヲ蒔 クハ秋 ノ彼岸 スギテ十 日ホ ドニ

シテ蒔 ナ リ刈揚ルハ五月 ノ節 ヨリ廿 日ホ ドノ間 ナ リ其ア ト三法 ノ如 クナシテ稲 ヲ栽ル

ナ リ○畑饗蒔 コ ト田萎 二等 シ同刈揚ルハ半夏 ヲ期 トセ リ其ア トニ稗又ハ野菜 ヲ作 レリ

○栽変,田 畠臣二苗 ヲ以テ栽ル ヲ云此婆苗ハ秋 ノ彼岸二蒔テ十月栽 ル ヲ期 トス刈揚ル

事田変 二同 ジ｣と あ る｡｢栽 萎(う えむぎ)｣と あ るよ うに[長 谷川'1969:20-22],

飛騨 の冬作物 と してのムギの栽培 には,移 植 を ともな った らしい｡

 な お,当 時栽培 された オオムギ には,六 角,裸,三 月,四 月,ネ チイサ リ,ア ラバ

ゴ,赤 萎,ヅ リ,ジ ン ドク,サ カエソの10品 種が しられて いる｡

 『後風土記』 の当時1,000t以 上 を生産 したオオムギは,い まで はま った く生産 さ

れない｡こ のよ うに,現 在の生 産量 が激減 した ものには,採 集産物をのぞ くと,穀 類

におおい｡そ れ はオオムギをは じめ,コ ムギ,ヒ エ,ア ワ,キ ビ,ソ バである｡こ れ

らの雑穀類 は,水 田稲作の拡大 によ って駆遂 されてい ったのであ り,と りわけオオム

ギ とコムギ とは,深 雪地帯での裏作 という条 件の悪 さがつ よ く影響 した とお もわれる｡

9)精 白強化押し麦の数値
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オ シ ド リ

『後風土記』記載名 鴛

標 準 和 名 オシ ドリ

学    名 Aix galericulata

推定総生産量 一

重    量    換算値

エネルギー量    換算値 一一

1980年 収 量

図33オ シドリの捕獲村

 オ シ ドリが産物 と して記載 されてい るのは,益 田郡 上呂郷奥 田洞村(萩 原町奥 田洞)

の みであ る｡宮 川流域 に も,ガ ン,カ モ,セ キ レイ,ク イナなどとともに,オ シ ドリ

の いることがかかれて いるが,産 物 と しての記載 はない｡

 奥 田洞村 あた りの地域 は,根 雪期 間40日 以下で,･照 葉樹林 の分布北限にほぼあたる｡

しか も,オ シ ドリが このんで採食す る シイの分布 と一致す る｡オ シ ドリは,水 上 で生

活す るとともに,流 域 にある樹上に移動す る｡奥 田洞村で は,オ シ ドリのほか,ヤ マ

ドリ,キ ジ,ハ ト,カ モが捕獲 されている｡

 『飛州志』 には,63種 の 鳥類 があげ られて いる｡そ のうちの46種 類は,食 用 に供 さ

れ る｡ガ ンカモ科 に属す るものには,オ シ ドリのほか,カ リ,カ モ類があるにす ぎな

い｡こ れ らの水辺に棲息す る鳥類 にた い して,キ ジ,ヤ マ ドリな どの山地性 の鳥類や,

秋 期 に渡 りの経路にあた る村 む らで の小鳥類 は,捕 獲数が圧倒的におおいとい う特徴

があ る｡
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オ タネ ニ ン ジ ン

『後風土記』記載名 御 種人参 栃 木人参

標 準 和 名 チ ョウセ ンニンジン

学 名.Panax Schin-seng

推 定 総生産量 11斤

重    量 4.6kg 換 算 値 4209/斤

エ ネルギー量     換 算 値 一

1980年 収 量

図34オ タネニンジンの生産村

 オ タネニ ンジ ン(御 種人参)は,チ ョウセ ンニ ンジンの こと｡飛 騨 にお ける栽培 は,

す くな くとも慶応3年(1867)に さかのぼ り,当 時す でに益 田郡湯屋村(小 坂町湯屋)

で はかな りの実績を あげていた らしい[石 田 1976]｡た だ し,『 後風土記』 によると,

チ ョウセ ンニ ンジ ンの生産村 は益田郡門和佐村(下 呂町 門和佐)の みで,湯 屋村はふ

くまれな い｡

 当時,門 和佐村の生産量 は,｢御 種人参十一斤但一斤代金一両二分宛｣と ある[冨 田

1977b:255]｡こ の 頃の移入米 は1両 当た り1斗3升 であ ったのに くらべ て,｢御 種

人参｣は すでにきわめてたかい商品価値を も って いた｡し か し,そ の後の飛騨におけ

るチ ョウセ ンニ ンジンの栽培の盛衰は全 く不 明で ありジ現在 この地方で は栽培 されな

い｡わ が国での主産地 は長野県であ るといわれる｡

 な お,牧 野によると[牧 野 1977】,｢御 種 人参｣の 呼称 は,享 保年間(1716～1736)

に伝 え られた ものが,当 初 は官園 に植栽された ことに由来す るもので あるとい う｡
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カ キ

『後風土記』記載 名 柿,柿

標 準 和 名 カキ

学 名1)iospyros Kaki

推 定総生産量 307石

重    量 46t

       換 算 値2009/中1個

           15kg/斗

エ ネルギー量 23,248,000kcal

       換 算 値 60kcal/loo 9

1980年 収 量47t 図35カ キの生産村

 カキは日本原産である｡現 在の栽培種 は200種 を こえるがプ そのほ とん どはす でに

18世 紀に開発 されていた｡こ の カキ は高温 な地 を好み,寒 冷地で は育 ちがわ るい｡一

般的にいえば アマガキは温暖 な土地に,シ ブガ キは寒い土地 におおいようだ｡

 飛騨 ではカキの生産村 は102村 あ り,『152村 の スモモについで,ウ メ･ナ シとともに

生 産村が当時 の飛騨一円に分布す る果実のグループをつ くる｡収 量が記載 されて いる

ものは35村 にす ぎない｡た だ し,そ の単位には,村 によって容量(石),重 さ(貫),

個 数(顯)の3つ の ちが った表示が ある｡こ の うちで｢穎｣の 表示 があるの は高山町

村周辺の三福寺,坊 方,法 力の3村 だ けであ る｡こ れに類 した表示法 は 『延喜式』に

み られ,こ の場合の容量と個数 の2種 は,そ れ ぞれ小粒のカキを容量で,大 粒 は個数

であ らわ した ものとかんがえ られて いる｡し か し,飛 騨の場合 は個数 および重量の表

示 はアマガキ,容 量表示によ るものはシブガキ とかんが えるのが妥当ではないだ ろう

か｡カ キの加工 品で あるクシガキをみ ると,益 田･吉 城両郡に くらべ大野郡 の生産村

数が極端 にす くない｡こ れはおそ らく大野郡におけ るカキのほ とんどが果物 と して商

品化された ことを反映 した ものであろ う｡

 と ころで,カ キ1穎 を2009,lZを0.8kgと 仮 定 して重量換算す ると,記 載収量

は15tと な る｡し か し量の記載のあ る村 は約35%に す ぎない｡し たが って,実 際 に

は3倍 の生産量があ った とみなすと,推 定総生 産量 は46tと な り,現 代の生産量 とほ

ぼ等 しくなる｡
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カ シ ド リ

『後風土記』記載名 カシ鳥(加 志鳥)

標 準 和 名 カケス

学 名Garrulus glandarius

               ノψoη雌 ∫

推定総生産量 5羽

重   量   換算値

エネルギー量   換算値

1980年 収 量

図36 カシ ドリの捕獲村

 『後風土記』 には,｢カ シ鳥｣あ るい は｢加 志鳥｣と して記載 されている｡カ シ ドリ

を｢樫 鳥｣と か くとす ると,カ ケスの俗称 とい うことにな る｡カ ケスは,肉 食性の鳥

で,ハ トくらいの大 きさがある｡ふ つ う,山 間部 の樹上に営巣す る｡カ ケスは,味 が

なま ぐさいので食用にはあまり適 さない とい う｡し か し,『 飛州志』 によると,カ シ

ドリは,｢鶯｣と かかれて おり,ハ ト,キ ジ,ツ グ ミ,メ ジロなど とと もに食用 とし

て利用された とお もわれ る｡

 カ シ ドリを産ず るの は,吉 城郡小島郷数河村(古 川町数河)だ けで,収 獲数 は5羽

で ある｡

 『飛州志』 のなかに,食 用とされなか った鳥 に関す る記載があ る｡そ のなかには,

トビ,カ ラス,ク マタカ,ハ イタカ,コ ノ リ(兄 鵡),ワ シ,ヘ ビタカ,キ セキ レイ,

ミソサザ イ,ウ,ミ ミヅク,フ クロウ,ヨ タカジ ツバ メ,コ ウモ リ,タ ケカ ラス(岳

鳥),タ ケ ドリ(岳 鳥)が ふ く一まれてい る｡カ シ ドリの記載がない ことか らみて,こ

れ はや はり食用 されたので あろう｡
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カ シ ワ

『後風土記』記載名 栢

標 準 和 名 カ シワ

学    名 (～uercus dentata(?)

推 定'ILL生産量

重  量 一･換 算値

エネルギ ー量    換 算 値

1980年 収 量

図37カ シワの採集村

 カ シワは 『後風土記』 には｢栢｣と かかれているが,こ れ は｢柏｣と 同 じであ る｡

カ シワの記載があ る村 は5村 で益 田郡 の上 呂･中 呂郷 に集中 している｡収 量の記 載 は

まった くない｡こ の｢柏｣が,カ シワQuercus dentataか,コ ノテガ ワBiota orientalis

の い ずれかを判断す ることはで きない｡

 カ シワの種子を食用に供 するなどの例 はあま りない｡こ れ は,大 形の葉を採集･利

用 した ものか もしれ ない｡

 カ シワについては,前 川文夫の興 味ぶか い論考があ る[前 川 1981]｡そ れ による

と,『 万葉集』 に詠 まれたカシワには,つ ぎの4種 がふ くまれ るとい う｡す なわ ち,

イ ワ ヒバにあた るイワ トガ シワ,ホ オノキで あるホホガ シワ,そ して オオタニワタ リ

を ミツナガ シワと し,こ れにコノテガ シワが くわわ る｡『 万葉集』 にみ られ るこうし

た カシワの名称は,弥 生時代か らの食物 の調理法 とふか くかかわ って いるとい うo･た

とえば,イ ワヒバの細 い葉 は,コ シキの穴 をふさいだ ところか らイワ トガ シワの名が

あ り,ホ ホガ シワ･ミ ツナガ シワは,大 形の葉で食物をつつみ蒸 した ことに由来す る,

と している｡

 大 形の葉の利用 は,現 存す る｢朴 葉味噌｣の ように食物 をつつむ もの として,飛 騨

で もおお く用 い られて きた｡し か しJ『 後風土記』の産物 にホオノキな ど,葉 を利用

した とかんがえ られ る ものの記載 はない｡こ のカシワは,そ うした用途を もったので

あろうか｡
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カ タ ク リ

『後風土記』記載名 堅香子,堅 香百合

標 準 和 名 カタク リ

学    名 Erythronium japonicum

推定総生産量

重    量

       換算値 一

エネルギー量

       換算値 350kcal/1009

1980年 収 量
図38 カ タクリの採集村

 『後風土 記』の大野郡山 口村 の項 に,｢堅 香子小八賀山口村槻本神社の向の山にあ り｣

と あ り[冨 田 1977a:121],大 鷹 山麓 にとりわけおお く分布 して いた と推定 され る｡

生 産村 と して記録があ るのは,こ の山 口村 と吉城郡角川村の2村 だけである｡

 カ タク リの食用部位 は,球 根･わ か葉･花 とおおい｡わ か葉はあえ ものや おひた し

に,花 は酢 の もの によい｡球 根 か らはカタク リ粉を製 し,こ れを もちいて菓子や麺が

つ くられた｡

 ｢飛 州 志』の｢談 餅並 名品｣に は｢カ タコ餓餅 カタコ百合草｣と あ り[長 谷川 1969:

19刀,ダ ンゴにつ くられた ことが しられ る｡カ タク リは叢生す るが,そ の球 根は長楕

円形で長 さ4cmほ ど にちいさ く,か つ地 中深 くにあ るため採集 は容易でない｡し た

が って,カ タク リ粉 の生産量 はす くな くきわ めて高価 で,一 部 は薬用 ともな った｡

表2 カタクリ粉とクズ粉の100g当 た り成分

食   品

カ タ ク リ粉

エ ネ ルギ ー

  (kcal}

332

水 分 (
g)

16.6

タ ンパ ク質

   fig)

0.9

脂   質       fi
g}
糖 質 c

g}

ク  ズ  粉 347 13.9 0.2 o.a

82.0

85.6
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カ チ グ リ

『後風土記｣記 載名 揚 栗子

標 準 和 名 ク リ

学    名 C,astanea crenata

推 定 総生産量 一一

重    量

       換 算 イ直  1.2kg/z

エ ネル ギー量 一

       換 算 値  249kcal 100 glob

l980年 収 量 『
図39カ チグリの生産村

 カチ グ リは ク リの実を よ く干 して臼でつ き,殻 と渋皮を よ くと った もの｡保 存食 と

して 当時 もっと も一般的な ク リの加工 品だ った｡実 をむいてたべやすい こと,甘 味の

あることか ら食 糧よ りも菓子 としての利用がおお くな って いた もの とお もわれる｡

 カ チグ リの記載 があるの は吉城郡長倉村(上 宝村長倉)の みであ るが,同 郡宮原村

(上 宝村宮原)の 名義考のなかに,飛 騨で はク リがはえないという村 はないけれど,

ふつ うは山のサ ルとか村の こどものおやつ ぐらいで有効 に利用 されていない｡し か し,

高 原郷 の村だけ は甘栗の苗木をた くさん うえ,実 がな るよ うになると木の下 の草 を刈

り,よ く掃除 してまるで各家の庭のよ うにきれ いに してある｡こ のように心を こめて

育 てるので若木の時か ら実が よ くな り味 もよい｡そ こで主食 と してつか うとともにカ

チグ リに加工 して,高 山の｢ま ち｣や 美濃 や越中 などに うりだ して,繭 を うるの とか

わ らぬ程 の利をえてい る｡飛 騨のカチグ リは非常 に有名だ,と 記載 して いる｡

 明治3年 のカチグ リの移出量 は100石,代 金600両 に 達 し,そ の金額 は当時の全 輸出

品目23の うちの11位 を占め,椀 木地の700両 に つ ぐもので あ った｡

 こ のカチグ リは,調 味料 と して も使われた らしい｡『 本朝食鑑』[人 見 1978(1697)]

に は,魚･肉 類をたつ精進料理には,カ チグ リを カッオブシの代 用にする と甘味が よ

くでて料理の味が ととの う,と あ る｡た だ し,こ う した利 用が 『後風土記』 当時 の飛

0に もあ
ったか どうかは,あ き らかでない｡

10)甘 栗 の数値
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カ ブ ラ

『後風土記』記載名 蕪著,蕪,カ ブラ

標 準 和 名 カ ブ

学    名 Bra∬ica raga

推 定 総生産量 7,544貫

重    量 28t

       換 算 値 1束1200匁

エ ネルギー量 2,935,000kcal

       換1算イ直  18kcal 1009

1980年 収 量3,700t

図40 カブラの生産村

 現 在,飛 騨 地方で産 する｢赤 かぶ｣は,寒 冷地 に適 した ヨーロ ッパ系の品種であ る｡

これにたいして,明 治初期 の飛騨地方で,小 八賀川流域の村 む らに栽培 された カブラ

は東 洋系 の品種であ った｡

 小 八賀川流域の村 む らで生産 され る カブラ は｢宝 珠かぶ ら｣｢八 賀かぶ ら｣と も称

された｡紫 色 を帯び肉質がやわ らか く,重 さ200匁 以 上に もなる｡味 がよいところか

ら,高 山の｢ま ち｣や 他 の村む らへ売 りにだ され,コ メ,塩,イ ネムシ ロ,ワ ラな ど

がみかえ りと して購入 された｡

 カ ブラは,栽 培期間が短 く,根 のほか,葉 や茎 も利用 され る｡ふ つ う,夏 野菜の裏

作 として栽培 され,夏 の終 わりに種をま くと,10月 頃 には食用可能 な大 きさに成長す

る｡

 『後風土記』の当時,カ ブラは小八賀川流域(9村)と 庄川流域(37村)で 集 中的

に生産 されてい る｡野 菜の なかでは,生 産村数が もっともおおい｡ま た,庄 川 流域 で

は,カ ブラは｢束｣単 位 で,小 八賀川流域で は,｢貫｣で 表示 されて いる｡

 明 治初期におけるカブラの生産量 は,1村 当た り164貫 平 均 とな る｡1村 平 均か ら

類推す ると,総 生産量 は28tと 推 定 され る｡昭 和55年 にお ける全生産量(飛 騨地方)

は3,700tで あ り,明 治初期当時の約130倍 に な って いる｡

.現在の飛騨 で もカブラを キュウ リ,ミ ョウガ,キ ノコ,ナ スな どとともに漬 け こん

だ｢品 漬｣が,ひ ろ く愛用 されてい る｡
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カ ブ ラ ナ

『後風土記』記載名 蕪普 菜,カ ブラナ

標 準 和 名 カ ブ

学    名 Brassica raga

推 定 総生産量 7,865貫

重    量 29t

       換算 値 一

エネルギー量 3,923,000kcal

       i喚算 値  19kcal/100 g

l980年 収 量3,700t(カ ブを集計)
図41カ ブラナの生産村

 カブラナおよびカブラの生産村 は56村に達 し,疏 菜のうちではもっともおおい｡そ

のうち,『 後風土記』にカブラナと記載があるのはIO村 で,そ のすべてが大野郡小八

賀郷(丹 生川村)に 分布する｡こ の地域は,す でに 『飛州志9の 当時から｢小 八賀蕪｣

の特産地としてしられていたところで,生 産量 もおおい｡

 その量は10村すべてに記載され,1村 当たりの平均収量は約790貫 をしめす｡し か

し,平 均値以上を生産する村 は高山町村か ら16km以 内に分布がかぎられ,こ れ以

遠の村の生産量はいずれも..均以下である｡生 産量がもっともおおいのは,高 山町村

から約12㎞ の距離にある小野村で,3,000貫 を示す｡つ いで,8klnの 距離にある

坊方村の1,200貫 がある｡概 して｢ま ち｣に 近いほど生産量がおおい｡こ の傾向は,

コメやマユ,コ ウゾや ミッマタなどにも共通して認められ,｢ま ち｣に 近づ くにした

がって生産活動が多様化してくることがあきらかである｡

 『後風土記』の小八賀郷の項では,カ ブラナとカブラの生産村(9村)と を区別 し

て記載す る｡こ のことから,カ ブラナはビタミンに富む葉を主として食用 したものと

もかんがえ得るが,そ れ以上に主要な食用部位は,カ ブラと同様,肥 大 した根であっ

たにちがいない｡
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カ へ

『後風土記』記載 名 櫃,カ ヤ,カ へ

標 準 和 名 カ ヤ

学    名 7'orreya nucifera

推 定 総生産量 1石9斗

重    量 266kg

       換 算 値 14kg/斗

エ ネルギー量 1,136,000kcal

       換 算 値  610kcal 1009

1980年 収 量
図42カ への生産村

 『後風土記』 には｢カ へ｣ま たは｢櫃｣と あ る｡こ の2つ の生産村 は飛騨を きれい

に2分 し,｢カ へ｣は 南部の益 田川流域諸村 に,｢櫃i｣は 中･北 部諸村 に分布す る｡こ

うした分布上 の特色 は,石 田[石 田 1976]が 指 摘す るように,｢カ へ｣は カヤを,

｢櫃｣は カヤのほかお もに裏 日本の山地 に 自生す る低木のチ ャボガヤTnucifera var･

radicansを ふ くむ ものと解 され る｡い ずれの種子 も脂肪に富み,煎 ってたべ ると風味

を ます堅果 のひとつであ る｡

 カヤの生産村 数は,デ ンプ ン質種子で あるク リ(225村),ナ ラ(156村),ト チ,(151

村)に くらべ ると,相 対的 に著 しくす くない｡な お,カ ヤの材 は碁盤や将棋盤にす ぐ

れている｡

表3 おもな堅果類の1009当 たり成分

食   品

カ ヘ

ク リ

ク ル ミ

ト チ

ナ ラ

エ ネル ギ ー

   (kcal)

610

156

673

365

324

水 分
 (9)

5.8

60.2

3.1

12.3

42.3

タンパ ク質
    (g)

8.3

2.7

14.6

5.3

2.4

脂  質
      tg)

56.1

0.3

.:

4.5

1.9

糖 質

 (g)

21.1

34.5

10.3

73.7

4s.5

繊 維
 (9)

6.3

1.0

1.4

2.1

2.1
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カ ボ チ ャ

『後風土記』記載 名 南 瓜

標 準 和 名 ニホ ンカボチ ャ

学    名 Cucurbita moschata

推 定 総生産量 26,250個

重    量 32t

       換算 値 1･2kg/個

エ ネルギー量 10,206,000kcal

       換 算ニィ直 36kcal/1009

1980年 収 量226t

図43 カボチャの生産村

 『後風土記』にある｢南 瓜｣は,キ クザ群 やチ リメン群など多様 な品種群をふ くむ

ニホ ンカボチ ャに推定 され る｡

 わが国への カボチャ の伝来 は16世 紀末葉 とされ るが,｢煮 しめ｣な ど果菜 としての

料理に多用 され るの は18世 紀以降 に属す る[本 山 1978]｡食 品 としての カボチ ャは,

貯 蔵に特殊な処理を要 しない こと,お よびカ ロチ ンの含有量 がおおいため,疏 菜の欠

乏す る冬期には ビタ ミンAの 重要な給源 となるなどの メ リットを もつ｡

 飛 騨における生産村 は35を 数え,そ のすべてが庄川流域諸村 に分布す る｡こ の地域

は,カ ボチ ャのみならずキ ュウ リ･ナ スとい った果菜,お よび根菜で はカブ ラ･ダ イ

コ ン･ゴ ボ ウ,葉 菜の ネギの生 産村 がおおい｡こ れ ら一群 の疏 菜を作物結合 として み

ると,根 菜一果菜結合26村(60.5°o)を 主 体 に,こ れにネギの加わ った根菜一果菜一

葉菜結合(2600)が 卓 越す る｡こ うした作物 結合 は他地域 に例をみない｡し たがって

庄川流域 は,そ の作付け面積 が狭少であ ったに しろ,あ らたな野菜複合 を形成 しつつ

あ ったと判 断され る[松 山 1981]｡

 そ の後100年 間 に飛騨 における野菜生産は,著 しく増加 した｡こ のカボチ ャも例外

でない｡『 後 風土記』 当時,カ ボチ ャの生 産量 は1人 当た り0.3個 にす ぎなか ったが,

現 在では,1.3個 と4倍 以上 の増加を しめ してい る｡こ れ は生産地域が拡大 した結果

であ り,い まで はカボチ ャを栽 培 しない村 はない｡
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カ マ シ シ

『後風土記 』記載 名 鵬 羊,蛉 羊,

          カ マ シシ,カ マジシ

標 準 和 名 ニホンカモ シカ

学    名 Carpricornis crispus

推 定 総生 産量 80頭

重 量4t換 算 値50kgノ 頭

エネルギ ー量 2,020,000kcal

         換 算 値101kcal/100911)

1980年 収 量 (自然 保護の対象)

図44カ マ シシの捕獲村

 『後風土記』の カモ シカの記載 には,｢羅 羊｣｢カ マ ジ シ｣｢カ マ シシ｣｢鈴 羊｣の4種

が ある｡『 飛州志』には｢鈴 羊｣｢カ ベ トリ｣｢イ ハ トリ｣｢ク ラジシ｣｢カ モジシ｣と あ る｡

 カ モ シカは絶滅に瀕 した種 と して昭和30年 に特別天然記念物に指定 され て以来,狩

猟 が禁止 されて いるが,『 後風土記』 には77頭 の記録があ り,わ りあいおおい｡『 後風

土記』 によると,カ モ シカの分布 は大野郡荘川･白 川村,吉 城郡上宝村 か ら南 の益 田

郡 朝 日村 とな り,川 口孫二郎 が大正か ら昭和初年にかけておこな った飛騨 での聞 きと

りの結果[千 葉 1969]と よ く一致 して いる｡カ モ シカは当時 肉のほかに毛皮,つ の

(鈴羊角),蹄,脂 などが薬品 として商 品的価値があ り,食 糧 と して も重要だ ったとお

もわれ る｡

 当時の飛騨 におけるカモ シカの棲息数 を,お おまか に推定 してみよ う｡カ モ シカは

ミズ ナラー ブナの植生帯 にすむ｡白 山蛇谷 でのフ ンによる調査[水 野 1976]に よ る

と1km2あ た り3～7頭 で あ った｡そ こで ミズナ ラー ブナ植生帯(2000 km2)が カ

モシカの有効生 息域 とかんがえ,白 山で の密度をそのままあて はめると6,000～14,000

頭 と いう大 きなポ ピュレーシ ョンが計上 され る｡そ こでだ とえば縄文時代 をかんがえ,

生 息域 の人間 による干渉 がま った くない状態で,安 定 して毎年 カモ シカをと りつづ け

た として最大限20°oの 捕獲 を想定す ると,1,200～2,800頭 と いう数がえ られる｡カ モ

シカ だけを食糧 と した場合に養え る人 口をかんがえ ると,1人1日2,000kcal必 要

とし,カ モシカ1頭 は50kg,廃 棄率5000と す ると,42～97人 とな る｡狩 猟 に食糧の

重点をおいて いるか ぎり人 口はたい した ものではない ことがわか る｡

11)シ カ肉の値
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カ モ

『後風土記』記載名 鴨･収 獲鴨

標 準 和 名 カモ

学 名Anas spp.

推定総生産量 18羽

重    量 54kg

       換算値 3kg/羽

エネルギー量 44,000kcal

       換算値 126kcal 1009

1980年 収 量
図45カ モの捕獲村

 岐 阜県 で は,19種 のガ ンカ モ科の鳥が しられて いる｡そ の うち 『後風土記』に記載

されて いるカモが,Anas属 の どの鳥を さすのか は不 明である｡カ モの捕獲村は,宮

川,益 田川流域 の5村 と,庄 川流域 の海上村(荘 川村海上)の 計6村 であ る｡全 収獲

数 は18羽 であ る｡

 カ モやガ ンなどの鳥 は,夜 間,水 草 の茎や根を索餌 し,夜 明けとと もに干潟 や岸 の

方 へ移 動す るという｡し たが って,カ モ･ガ ンな どの捕獲 が夜 明け前 にお こなわれた

ことがかんがえ られ る｡仙 台平 野にある縄文遺跡か らも,多 量のガ ン･カ モ･ハ クチ

ョウな どの鳥骨が 出土 してい る｡

 ッグ ミ,ア トリ,シ ジsウ カ ラなどの小鳥が,渡 りの時期,か す み網や｢お とり｣

な どによ り捕獲 されていたのにたい し,カ モ,ガ ン,ウ,オ シ ドリなどの水鳥が,ど

の ような方法で捕獲 されていたのかは不明で ある｡収 獲数か らみ ると,小 鳥の方 がは

るかにおお くな って いる｡

 現 在,カ モは,カ モ料理 と して冬季たべ られ る｡そ の肉は,ニ ワ トリなどの家 きん

類 よりも美 味だ とされ る｡
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カ ラ シ

『後風土記』記載名 芥子,芥 子菜

標 準 和 名 カラシ

学 名Brassica juncea

推定総生産量 7升5合

重    量 一 換算値

エネルギー量 一 換算値 一

1980年 収 量

図46 カラシの生産村

 カ ラシはアブラナ科 のカ ラシナの種子を乾燥 した もので,日 本産 の ものは$rassica

junceaで あ る｡カ ラシをつ くるには種を適当 に天 日でか わか し,石 うすで荒び き し,

皮 を とり除いたあと,製 粉す る｡和 製のカ ラシは脱脂 しないので,長 期 にわた って貯

蔵す ると,香 味や辛味を失 う｡カ ラシ粉 にぬ るま湯 を加 えると揮発性のカ ラシ油 を生

じ,辛 味がで る｡こ れは食品のなま臭味 を消 し香辛味をつける｡

  『後 風土記』のカ ラシ,カ ラシナの記載 はす くな く,あ わせ て3村 しかない｡こ の

時代の香辛味成分 としては ワサ ビ,サ ンショウとな らぶ｡カ ラシは民間薬 として湿布,

痛 みどめ,毒 け しな どにもつかわれた｡

  『後 風土記』 の当時,カ ラシナをふ くめた野菜類 は大野郡の白川郷に集 中 して お り,

そ のほかには高 山町村近辺にわずか に生産村が分布 して いるにすぎない｡10世 紀 以前

に中国か ら伝え られた といわれ るカラシナは,飛 騨 ではおそ らく新 しい野菜のひ とつ

で あ った とみ られ る｡そ の種子か ら製 した カラシ は,香 辛料 とい う性格か らして,

｢ま ち｣で の消費 を目的 に した ものであろ う｡

 このカ ラシをふ くむBrassica属 の 野菜 は,葉 菜 や根葉 と して も栽培 され る｡そ の

生産村 はのべ60村 で ある｡こ れにつ ぐのがRaphanus属(43村)とCucumis属(25村)

で ある｡し たが って,『 後風土記』 当時 の飛騨で は,Brassica属 が もっとも基本的 な

野菜であ った とみ られ る｡現 在 は,Rψ 加 ππ5属 の生産量がBrassica属 を うわ まわる｡
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カ ラ ヒ エ

『後風土記』記載名 唐 稗,川 原 ヒエ

標 準 和 名 シコク ビエ

学    名 Eleusine coracana

推 定 総生産量 6石

重    量 0.7t

       換 算 値 118kg/石]2)

エ ネルギ ー量 5,550,000kcal

       換 算 値  370kcalJ100 gis>

1980年 収 量 一
図47カ ラヒエの生産村

 『後風土記』 に｢唐 稗｣と 記載があ るのは,大 野郡長倉村 と荒原村(と もに上宝村)

の2村 だ けで,生 産量 はそれぞれ4石 と1石 であ る｡

 大 野郡上宝村および丹生川村 での聞きとりによると,カ ラビエはまたマ タビエと も

よび,お もに山畑 で栽培す る作物 で,穂 がわかれてお り,穀 粒が ちいさく粉食す る も

のだ という｡し たが って,こ れ はシコク ビエであ る｡カ ラ ビエの名 は,シ コク ビエが

中国か ら渡来 した作物 とされ ることによる らしい｡マ タビエは穂 の形状に由来す る地

方名で,こ のほ うが分布 はひろい｡

 これ らのほか,『 後風土記』 には｢川 原 ヒエ｣と もあ る｡そ の生産村は吉城郡信包村

(古川町信包)1村 だけで,生 産量 は1石 であ る｡石 田によると,カ ワラビエはシコ

クビエの地方名のひとつで あるとい う[石 田 1976:325]｡し たが って,『 後風土記』

当時,飛 騨で は3村 で6石 の シコクビエが生産 されていた ことになる｡

 シ コクビエの栽培 には,直 播 きと移植 の方法が しられているが,『 後風土記』当時

の生産村3村 ではいずれ の方法 に よったか定かではない｡シ コク ビエ の 穎果 は長 さ

1･5mm,巾1･4 mmと きわ めて ちい さいため[小 原 1949],粉 食す るのがふつ う

であ る｡永 井によると[永 井 1952],シ コク ビエの反当た り収量 は1.5～2石 とされ

るか ら,『 後風土記』当時の栽培面積 は3～4反 に推定で きる｡

12)澤 村の資料[澤 村 1951]に より算出

13)ヒ ェ精白粒の数値
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カ ワ ウ オ

『後風土記』記載名 川魚,魚

標 準 和 名

学    名

推 定総生 産量 145尾

重 量72.5kg

       換 算 値 5009ノ 尾

エネルギー量 37,000kcal

       換 算 値  129kcaI/loo 914)

1980年 収 量391.4t(淡 水 魚類の集計)
図48ガ ワウオの漁獲村

 『後風土記』 のなかで,｢川 魚｣と か｢魚｣と かか れて いる産物があ る｡そ れ らが,

特 定の魚種 にたい して命 名された ものなのか,淡 水魚 を一般 に しめすのかは不 明で あ

る｡

 『後風土記』 に記載 されてい る魚種 は,全 部で25種,11科19属 におよんで いる｡そ

の うち,産 物 と して記載 された ものだ けで も20種 類にのぼる｡そ のなかには,ウ ナギ,

イ ワナ,サ クラマス,ヤ マメ,ヤ マ トマス,ア マゴ,シ ロザ ケ,ア ユ,ウ グイ,コ イ,

ニ ゴイ,キ ンギ ョ,ド ジ ョウ,シ マ ドジョウ,ア ジメ ドジ ョウ,rマ ナマズ,ヨ シノボ

リ,チ チカブ,カ ワヨシノボ リ,カ ジカ,ヤ ツ メウナギ属,フ ナ属がふ くまれる｡

 『後風土記』 には,淡 水魚相のほとんどが記載 されてい る｡ しか も,そ の大部分 の

ものが産物 と して利用 されて いる｡つ まり,淡 水魚 にたいす る,当 時の人 びとの関心

のたか さが しめ されている｡ま た,魚 種 別にみ ると,ウ グイやアマゴ,ヤ マメ,ア ユ

のよ うに,選 択的に漁獲 がなされて いた こともあ きらかで ある｡

 以 上 の淡水魚 にたい して,明 治初期,他 国よ りもちこまれた海産魚は,日 本海側か

らのブ リや イワシであ った｡ブ リは,｢飛 騨 ブ リ｣と も称 され るように,冬 季,入 び

との馳走 とな った｡イ ワシは肥料用 とな った｡

 現 在で は,養 殖や放流,ダ ム･堰 堤の建設 などによ り,淡 水魚相が概乱 され るとと

もに,魚 の利用 も大幅にかわ って しまった｡

14)コ イの数 値
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カ ワ コ イ

『後風土記』記載名 川 鯉

標 準 和 名 ニ ゴィ

学    名 Hemibarbus labeo

推 定 総生産量 53尾

重    量 40kg

       換 算 値 400-8009/尾

エ ネルギー量 21,000kca1

       換算 値  129kcal 100 gis)

1980年 収 量53.2t
図49 カワコイの漁獲村

 カ ワコイは,現 在,長 良川･木 曽川流域,お よび益田川流域の益田郡小坂･萩 原な

どの地域で カワゴイとよばれて いるニ ゴイを さす とお もわれ る｡た だ し,カ ワコイが,

河 川 に棲息す るコイという意味で,コ イ科 コイ属 のコイを さす可能性 もある｡

 カ ワコイを生産する村の数 は全部で7力 村 ある｡い ずれ も益田川の5次 河川流域に

かぎ られてい る｡海 抜高度 は200～400mで あ る｡カ ワコイの総生産高 は20～40kg

にす ぎない｡

 益 田郡下原郷(下 呂･金 山町)一 帯では,カ ワコイ漁が秋にお こなわれて いた｡秋

は水量が減少 し,川 底 まで見透せ るので,石 の間 にひそんでいるカワコイを とること

                      て い な

ができた｡村 び とたちは,筏 を組 み,川 の淵に｢手 糸長｣と よばれる網 をうつ｡筏 の

上か ら樟で石をつついて,石 の間か

らとびだ した カワコイを とった｡

 カ ワコイは,さ しみや塩焼 きに さ

れ るほか,ふ る くか ら,ナ レズ シの

原料 として もちいられた｡

 『後風土記』には,カ ワコイのほ

か,｢緋 鯉｣｢真 鯉｣｢鯉 の 子｣｢金 魚

の子｣と い った魚が記載されてい る｡

いずれ も,コ イ科 コイ属の魚であろ

うとお もわれ る｡ 図50｢手 糸長｣と カワコイ漁のようす

15)コ イの 数 値
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カ ワ ラ グ ミ

『後風土記』記載名 川 原茱萸,川 原 グ ミ

標 準 和 名 ナッグ ミ

学    名 Elaeagnus multiflora

              var. crzspa

推 定 総生産量 2石1斗

重    量 315kg

       換 算 値 15kg/斗

エ ネルギ ー量 88,000kcal

       換 算 値 51kcal/100 gis)

1980年 収 量 図51カ ワラグミの採集村

 『後風土記』には｢川 原茱萸｣と ある｡こ の果実は6月 ごろに赤熟するという｡し

たがって,｢川 原茱萸｣は 落葉性のナツグミだとおもわれる｡

 このナッグミは野生であるにもかかわらず,生 産村が高原川上流域の6村 にのみ限

られる｡し か し,そ の理由についてはあきらかでない｡生 産量は1村 当たり平均で3

斗5升,最 大は吉城郡田頃家村(上 宝村田頃家)の1石3斗 にも達する｡そ の量は果

実 として,こ れら6村 で生食されたとするにはあまりにおおい｡

 『後風土記』が別に記載する｢茱 萸｣が,秋 熟する栽培種であれば(グ ミの項参照),

この｢川 原茱萸｣は 夏に供 し得るグミとして一定の商品価値を有していたとも推定さ

れる｡

16)グ ミの数値
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カ ン ピョ ウ

『後風土記』記載 名 干 瓢,乾 瓢

標 準 和 名 ユウガ オ

学 名Lagenaria siceraria

             var･hispida

推定 総生産量 3貫300匁

重    量 i2kg

       換 算 値

エネルギー量 33,000kcal

       換 算 値 264kcal/loo 91?》

･:1年 収 量  
､ 図52カ ンピョウの生産村

 カ ンピョウはユ ウガオの果 肉を細長 く切 って乾燥 した もので,7月 下旬か ら8月 下

旬 ころ果実が白 っぼ くなり,表 面の細毛 がほとん ど脱離 した ころ収穫す る｡実 の重さ

は平均7･5kgで,こ れか ら3009ほ ど のカンピョウがとれる｡

 ユ ウガオ はウ リ科 に属す る1年 生のつ る性草本で,原 産地 はア フ リカまた はア ジァ

熱帯地方 といわれるが,日 本で はすでに縄文時代 の前期遺跡か ら出土 して おり,当 時

すで に渡来 していた可能性の あるふ るい栽培植物で ある｡長 ユ ウガオと丸 ユウガオが

あるが,カ ンピョウ作 りには丸ユ ウガオが使 われ る｡現 在の栽培では反 当 り30～35株,

1株 で20～30果 が 収穫できる｡初 期の収穫物 ほど良質の カ ンピョウができる｡そ のた

めには1日 でかわか して しまう必要があ り,悪 天候がつづ くといい ものがで きない｡

ま た,採 種用や うらな りのものは炭取 り,花 器 などの容器 につか う｡

 『後風土記』の記載 は6村 しかないが,う ち4村 は野菜栽培の さかんな白川郷にあ

る｡そ の うち最大量は新淵村(荘 川村新渕)の1貫500匁 で あ る｡こ れ は現代の生産

な ら1株 で とれ る量にす ぎない｡現 在の村で は,畑 のすみ に1～2株 つ くられてい る

の をよ くみか ける｡

 『飛州志』に は,ユ ウガ オは,野 草や,イ モ,ト ウモロコシ,ウ リ類 などとともに,
              ナガユウガオ マルユウガオ

食用草類 に入 ってお り,｢夕 顔,壷 盧,圓 夕顔｣の3種 が記録 されてい る｡

17)乾 燥品の数値
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カ ン ユ

『後風土記』記載名 滑油

標 準 和 名 ヌカ油

学    名 一

推定総生産量 一

重    量   1換 算値

エネルギー量 一 換算値

1980年 収 量 一

図53カ ンユの生産村

 『後風土記』の古川町方村 の項 に,｢滑 油 は,米 の滑水を漸 して濁れるを乾 して搾れ

り｡文 久年中,當 村 にて初 めて搾 り｣と あ る[冨 田 1977a:387]｡こ れ によると,

｢泪 油｣'は コメのとぎ汁を いったん乾燥 したあと,し ぼ ってつ くった もの のよ うで あ

る｡こ の場合 の コメは,ほ とん ど精 白されず,ヌ カのおお いものではなか っただろ う
                                l

か｡も しそ うであれば,と ぎ汁を乾燥 してあ らためて ヌカを とりだ し,圧 搾法 または

抽出法によ って,こ れか ら油を しぼる ことは可能であ る｡し たが って,こ の｢滑 油｣

は現在のヌカ油であるとおもわれる｡生 産村は古川町方村 だけで,量 の記載 はない｡

 ヌカ油(コ メ油 ともい う)は,常 温 で液体 をなす半乾性油であ る｡そ の含油率 は10

～20%,7°o以 上が脂肪酸であ る｡こ れぽ
,現 在で はご く一部が石 けんの原料 につか

われ るほか,ほ とんどは精製 して食用油 に加工 されてい る｡ヌ カ油 の原料であ るコメ

ヌカにはビタ ミンB1やEが おお くふ くまれ,ヌ カ漬に用い ると栄養的 にす ぐれた効

果があ るが(ダ イ コンの項参照),ヌ カ油 はビタ ミン類 をほとん どふ くまない｡

 この ことか ら∫ 『後風土記』 に記載 された｢滑 油｣は,当 時 の食用油 のひとつだ と

いえ る｡ま た,1829年 に編 さんされた 『飛州志』の｢膏 油｣の 項 にはその記録 がない

こと,『 後風土記』 は文久年間(1861～1864)に 製 造がは じま ったと記載 して いること

のふたつか ら,飛 騨 におけるヌカ油 の生産 は,19世 紀 中葉以後に属 することが はっき

りわか る｡
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キ ジ

『後風土記』記載名 錐,雑 子,キ ジ,キ シ

標 準 和 名 キ ジ

学    名 Phasianus colchicus

              versicolor

推 定 総生産量 920羽

重    量 920kg

       換算 値 1kg1羽

エ ネルギー量 607,000kcal

       換 算 値132kcal

1977年 収 量 一1,484羽 図54キ ジの捕獲村

 キジをとる村は107で 記載数は784羽 であるが,記 載量の不明な村の推定数を加算す

ると,最 大920羽 ほどだったとおもわれる｡飛 騨県事務所の林業統計書によると,昭

和46年 か ら昭和52年 までの捕獲数の年平均は約1,800羽 である｡現 代の銃火器の発達

と放鳥(昭 和48年 から)効 果をかんがえると,こ の100年 のうちのキジのポピュレー

ションにはあまりおおきな差はないのかもしれない｡

 キジは人里周辺の林などにすみ,エ サ場を求めて畑にもあらわれる｡つ まり開拓が

すすむと生息地をうばわれるが,エ サ場がふえることになり,人 間の活動とキジのポ

ピュレーションとの関係に微妙なバランスがあるらしい｡

 『後風土記』によると,キ ジ捕

獲村の高度分布は,高 さ500mラ

インをモー ドに,ほ ぼ正規分布を

していることがわかる｡1,000m

以上では急に捕獲数がおちる｡こ

うした分布上の特色は,狩 猟対象

物であることのほか,農 民が鳥害

駆除の目的で捕獲 した数量も関係

しているのか もしれない｡

図55 キジの高度別捕獲数(単 位 羽)
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キ タ ケ

『後風土記』記載名 木茸

標 準 和 名 キクラゲ

学    名 Auricularia auriculajudae

推定総生産量 一

重    量 一 換算値

エネルギー量 一 換算値

1980年 収 量 一

図56キ タケの採集村

 ふつ う｢木 茸｣は,キ クラゲを さすとお もわれ るが,『 岐阜県史』[岐 阜県編 1967a]

に よ ると,キ クラゲ と｢木 茸｣は 別の もので あると記載されている(た だ し,美 濃地

方)｡こ こではいちお う,｢木 茸｣を キ クラゲ として あつか う｡

 キ ク ラゲを産す るのは,大 野郡 白川郷荻村(白 川村荻町)だ けである｡生 産量の記

載 はない｡

 キ クラゲ は,広 葉樹 や枯木･枯 れ枝に群生す るキクラゲ科の菌類 である｡新 鮮なキ

クラゲ はやわ らか いが,乾 きやす い｡乾 くと革 質化す る｡水 分 も1000く らいとな り,

保 存 に手間の い らない とい う利点 がある｡荻 町村では,キ クラゲ のほか,｢干 平茸｣

を 産す る｡キ クラゲ も,乾 燥 して利用 された ものとお もわれ る｡

 キ クラゲは,干 シイタケと同 じく,糖 質を約6000ふ くんでい る｡カ ルシウム,鉄,

リ ン,ビ タミンD効 果があ るエルゴステ リンな どの含量 もおおい｡キ クラゲのなかで

も,シ ロキク ラゲ は高級品 として現在で も珍重 され るが,黄 色い ものには毒性が ある｡
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キ ツ ネ

『後風土記』記載名 狐

標 準 和 名 ホ ン ドキツネ

学    名 Vulpes vulpesjaponica

推定 総生産量 8頭

重 量 換算値 一一

エネルギー量    換算 値

1980年 収 量

図57 キッネの捕獲村

 『後風土記』に記載 されているキ ツネは,本 州産のホ ソ ドキツネVulpes vulpes japonica

で あ る｡キ ツネは夜行性 で,ウ サギ,リ スなどの小型哺 乳類や ヤマ ドリなどを補食す

る肉食動物であ る｡キ ツネは,冬 期に人里近 くへ 出没す る｡

 キ ツネの捕獲村 は,庄 川流域 に3村,川 上川上流 に1村 だけである｡

 『飛州志』 によると,キ ツネは｢不 食獣類｣と して位置づ け られてお り,当 時か ら

毛皮が利用 された｡同 書にはまた,キ ツネ以外 の｢不 食獣類｣と して,オ オカ ミ,ヤ

マイヌ,タ ヌキ,テ ン,ウ マ,ウ シ,イ タチ,イ ヌ,ネ コ,ネ ズ ミ,カ ワネズ ミ,ハ

ッカネズ ミ,リ ス,バ ンドリなどがあげられている｡

 聞 きとりによると,飛 騨地方 には,赤 ギツネとゴマギ ツネの2種 類がい るとい う｡

ゴ マギ ッネは,赤 ギ ッネよ りも形が ちいさいとい う｡キ ツネは狡猜 な動物 なので,捕

獲 がむつか しい｡キ ッネが油気 を このむ ことか ら,油 揚 トウフをエサとして,ト ラバ

サ ミで捕獲す ることが あった とい う｡

 キ ツネは,現 在,保 護獣 とされ,ウ サギの捕食者 と して位置づけ られて いる｡
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キ ノ ア ブ ラ

『後風土記』記載名 木油

標 準 和 名 桐油

学    名 一

推定総生産量 一

重    量    換算値

エネルギー量    換算値

1980年 収 量

図58キ ノアブラの生産村

 『後風土記』には,食 用油ない し灯火用油 とお もわれ るものに,｢木 油｣,｢滑 油｣(カ

ンユの項参照),｢油 類｣(ア ブ ラルイの項参 照)の3種 類があ る｡こ の うち｢木 油｣

の生 産村 は古川町方村だけで,生 産量の記録はない｡

 この｢木 油｣は,灯 火用や油紙 づ くりに使用 されたキ リ油(桐 油)で はないだろ う

か｡た だ し,『 飛州志』の｢膏 油｣の 項 には,飛 騨で生産 され る常用の油 としてエゴ

マ油 とハ イイヌガヤの油の2種 が記載 されて いるにすぎない｡な お,当 時マ ツヤニは

薬品 と して利用 されていた[冨 田 1977a:17]｡
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キ ノ コ

『後風土記』記載名 茸,茸 類,菌,菌 類

標 準 和 名 キノコ

学    名

推定総生産量 850貫

重 量3t換 算値 一

エネルギー量    換算値 一

1980年 収量

図59 キノコの採集村

 『後風土記』 に記載があ る食用キノ コ類(一 部 に菌類をふ くむ)は,マ ツタケ,シ

メジ,コ ウタケ,ヒ ラタケ,マ イタケ,イ ワタケ,ロ ウジ,キ タケ,バ ッタケ,シ イ

タケの10種 で,ほ か にキノコ,ザ ツキノ コとい う記載があ る｡こ れ らのキノコ類 は,

『飛州志』の｢食 用菌類｣に 記録 された もの と,ロ ウジをのぞいて一致す る｡た だ し

『飛州志』に はそのほかに｢鼠 茸 升 茸 柳茸 檜 茸 楮 茸 黄葺 針茸 握 茸 モ

タセ ム クダ イ シバカブ リ ア メホコ リ イザ ヨイ｣の13種 が あ る｡

 『後 風土記』 にかかれたキノ コ類の採集村の分布 には,い くつかの類型が認 め られ

る(皿.討 論 3.分 布 図の意味 参照)｡

 ①SUBURBAN型 と よぶべ きタ イプ(シ メジ,マ ツタケなど)で,高 山町村･

古 川町方村 とい った｢ま ち｣の 近郊 に集中 し,｢ま ち｣へ の キノ コの供給地 とお もわ

れ るもの｡こ のタイプの生産村 は比較的 おおい｡

②MARGINAL型 と よばれ る,辺 境地 に生産村が分 布するタイプで,マ イタケ,

ヒ ラタケなどの生産村 がこれ に属す る｡と くにマ イタケ･ヒ ラタケには,乾 燥製品の

あることが,生 産村 の立地 とともに注 意され る｡

 ③ECOLOGY型 と もい うべ き環境規 制のつ よい分布のタ イフ.｡た とえば相対的

に温暖 な益 田郡 だけに分布 するシイタケ,特 殊 な地形 にだ けはえ るイワタケ などが こ

れ に属す る｡

 『後風土記』 にキ ノコと記載 があ る村 は｢ま ち｣の 周辺 におお く,い わゆ るSUB-

URBAN型 に属す る｡こ れ らの諸村 では,キ ノコのほか,マ ツタケ･シ メジがあわ

せ て記載 されてい る｡し たが って,『 後風土記 』にあるキ ノコは,食 用キノコの うち

相対 的に商品価値の ひ くい一群 のキノコを さす もの とお もわれ る｡
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キ ビ

『後風土記』記 載名 キ ビ,黍

標 準 和 名 キ ビ

学    名 Panicum miliaceu〃2

推 定総生産量 104石

重    量 11t

       換 算 値 108kg/石

エ ネルギー量40,362,000kcal

      一 換 算値 354kcal/loo 918)

1980年 収 量 一
図60キ ビの生産村

 キ ビはふ るくか らの畑作物で,草 たけがImに 達す る大型の一年生草本で ある｡

 ｢後 風 土記』当時の栽培村 は69を 数え,そ の7割 強が,飛 騨で は相対 的にひろい氾

濫原 を もつ宮川中流域諸村 に集 中す る｡し か し,こ の頃,キ ビはすでにマイナーな雑

穀 の地位 にあ った とみ られ,ヒ エの403村,ア ワの226村,ソ バの258村,オ オムギの

372村,コ ムギの352村 の いずれに比 して も,栽 培村 数は きわめてす くな くな ってい る｡

1村 当た り平均収量 は1.5石,最 大 は大野郡 小白川村(白 川村小白1ｺ1)の8石 で ある｡

 飛 騨で はキ ビに4品 種が存在 した とみ られ るが(コ キ ビ の項参照),い ずれが モチ

キビであ ったかあき らかで ない｡お そ らくモチ種･ウ ルチ種が,と もに作付 けされて

いたとお もわれ る｡

 キビの高度別生産量は,450～

500mを モードに,正 規分布にち

かいかたちをとる｡キ ビがかつて

飛騨一円にひろ く栽培 されていた

と仮定すると,こ の分布にみられ

る特色は,当 時すでにキビの栽培

にとって相対的に条件のよい村む

らに,生 産村が収敏 していたこと

をしめす ともかんがえ られる｡
図61キ ビの高度別生産量(単 位 合)

18)精 白粒の数値
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キ ュ ウ リ

『後風土記』記載名 胡瓜,潰 瓜

標 準 和 名 キsウ リ

学     名 Cucumis sativus

推 定 総生産量 1,700本

重    量 255kg

       換算 値 1509/中 ユ本

エネルギー量 27,000kcal

       i換算 値 11kcal/1009

1980年 収 量1,520t

図62キ3ウ リの生産村

 『後風土記』一当時の疏菜,と くに果菜 のほとんどは大 野郡 白川郷(白 川･荘)If村)

で生産 された｡キ ュウ リもその ひとつである｡し か し,そ うした特色 を しめず果 菜に

あ って,白 川郷におけるキュウ リの栽培村 は相対的にす くない｡た とえば,カ ボチ ャ

が白川郷43村 の8100で,ナ スが72°0の 村で栽培 されたのにたい し,キ ュウ リは16村37

%に と どまる｡こ れ はウ リの7村16%を うわまわ るにすぎない｡

 生 産量 は御母衣村(白 川村御母衣)に100と の みある｡単 位 の表示 はな い｡こ のキ ュ

ウ リは,積 雪のため苗床づ くりの遅れ る地域に卓越 した,い わ ゆる雑種型の ものとお

もわれ る｡

 日本へのキュウ リの渡来 は1,000年 以 前 とされてお り,そ の伝播ルー トには南 アジ

アー中国南部ル ー トと,中 央ア ジアー中国ルー トのふ たつが想定 されている｡こ の2

ル ー トで伝播 したキュウ リが交雑 した のが,い わゆる雑種型であ る｡渡 来時期が きわ

めて早いに もかかわ らず,『 後風土記』 当時の飛騨ではわずか17村 に しか 栽培 の記録

がな い理由はあき らかでない｡『 飛州 志』 に もキ ュウ リの記載 はない｡

 な お,『 後風土記』 はキ ュウリをすべて｢胡 瓜｣と 表記す る｡た だ し,大 野郡三福

寺村(高 山市)に は｢潰 瓜｣と ある｡こ れ はキ ュウ リと読む より,｢漬 瓜｣の 誤記 と

みたほ うが妥 当か もしれな い｡
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キ ン ギ ョ ノ コ

『後風土記』記載名 金魚児

標 準 和 名 キンギ ョ

学 名Carassius sp･

推定総生産量 80尾

重   量    換算値

エネルギー量    換算値

･'1年 収 量

図63キ ンギ ョノコの生産村

 『後風土記』 には,益 田郡竹原郷野尻村(下 呂町野尻)で,キ ンギ ョノ コ80を 産す

るとい う記載 がある｡ふ つ う,キ ンギ ョは,フ ナを品種改良 した フナ属の魚 をさす｡

も しキ ンギ ョノコが,キ ンギ ョの幼魚 に相 当す るものであると した ら,当 時,キ ンギ

ョの養殖が洪水池などで おこなわれていた ことにな る｡

 岐 阜県 における淡水養殖の歴史 は,古 く 『日本書紀』の時代 にさかのぼ る｡明 治初

期,キ ンギ ョが養殖 されて いた として も,な ん らふ しぎではない｡野 尻村で は,キ ン

ギ ョノコ以外 に も,コ イノコを100産 す る｡こ れ も,養 殖 され ていた可能性がたかい｡

 現 在,岐 阜県 では,コ イやキ ンギ ョ,フ ナのほか,ウ ナギ,ア マゴ,ア ユ,.ニ ジマ

スなどの養殖がさかんで ある｡岐 阜県における淡水養殖 は,じ つに1,500年 以 上 もの

長 い歴史を もつ ことになる｡                   '
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ギ ン ナ ン

『後風土記』記載名 銀 杏

標 準 和 名 イチ ョウ

学 名Ginkgo biloba

推 定 総生産量 2石5斗

重    量 375kg

       換算 値 15kg/斗

エ ネルギー量 516,000kcal

       i換算 値  172kcal 1009

1980年 収 量
図64 ギンナンの生産村

 ギ ンナ ンは イチ ョウGinkgo bilobaの 種 子の外種皮 をとりのぞいた ものである｡こ

の イチ ョウは,中 国原産 とされ,寿 命が長 いため,日 本 では寺社の境 内などに大木と

して残 されている｡そ のおお くが植栽 された もので,野 生の イチ ョウはほ とんど分布

しない｡

 『後風土記』 に｢銀 杏｣と あるギ ンナ ンの生産村 は,大 野郡古川町方村 と益 田郡中

呂村(萩 原 町中呂)の2村 にすぎない｡そ の うち,古 川町方村で は1石2斗5升 とい

う大量のギ ンナ ンを生産 した ことが記録 されて いる｡こ のギ ンナンは,デ ンプ ン質 に

富 み,消 化がよ く美味であ るため,い わゆる山菓のひとつと して いって供 され るが,

そ のおお くは｢茶 わんむ し｣な ど高級料理の素材に用 い られ る｡当 時の1石 以上 にの

ぼる生産量 は,す でにそ う した用途がひ らけて いた ことを示唆す るものであろ う｡

 現 在のギ ンナ ンの採集には,樹 下 に ビニール シー トをひいて,能 率 をたかめるよう

くふ うしてい る｡そ の外種皮の除去には種子を土中に埋 めて くさらせ,そ のあと水洗

するのが一般的であ る｡
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ク キ タ チ ナ

『後風土記』記載名 茎立菜

標 準 和 名 ナタネ

学 名Bra∬ica campestris

推定総生産量 一

重    量    換算値

エネルギー量 一 換算値

1980年 収 量

図65ク キタチナの生産村

 飛 騨では,現 在で もナタネを クキ タチナあ るいはオ リナとよび,わ かい葉 を折 りと

ってお ひた しなどに して供す る｡雪 の消え残 る畑 で は,芽･わ か葉を折 りとられ,草

た けの低 くな ったナタネをみか ける｡

 この緑色の こいナタネは,在 来型のBrassica campestrisの 耐 雪性がつ よい秋 まきで

あろ う｡B. campestrisは,搾 油用 と して,17世 紀 か らひ ろく栽培 され は じめた といわ
                                  かみつけの

れている｡し か し,松 田修 によると[松 田 1970:508】,『 万葉集』 にある｢上 毛野
            あれ             こ    く た ち   く

佐野の九久多知折りはやし吾は待たむゑ今年来ずとも｣の｢九 久多知｣は｢茎 立｣だ

とする｡そ のうえで,こ れはカブラ苗とともにナタネの苗をもふくむべきだという｡

いずれにしても,ア ブラナ科のわか葉の利用は,き わめてふるくから存在 した｡

 『後風土記』に記載されたクキタチナの生産村は,高 山町村に近接する三福寺(高

山市)1村 だけである｡高 山近辺の村びとは,畑 の新鮮な野菜を背負籠(こ うぎ)や

天秤にかついで,早 朝の町家によびかけながら売 りあるいた｡高 山の｢ま ち｣に はこ

のようなかたちで野菜類のほかに,茸,果 物,花,米,魚 などさまざまの品が流入 し

ていた｡ま た街道の要所には｢出 合い小屋｣が あり,農 民たちがもちこむ品を途中で

買いとり,専 門に行商をするグルーフ｡もあった｡し かし戦争の影響で1930年 代後半か

ら行商は規制され,市 に統一されていったらしい｡そ の整備されたものが現在の朝市

となってつづいている｡
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ク サ ェ ビ

『後風土記』記載名 クサエビ

標 準 和 名 エビヅル

学 名Vitis sp.

推定総生産量 10貫

重       量  38kg  i喚算値

エネルギー量     換算値

1980年 収 量 一

図66 クサエビの採集村

 飛 騨地方で,｢エ ビ｣は 山地 に 自生 す るブ ドウを一般 にさす｡ク サエビは,ブ ドウ

科 の,エ ビヅルの ことだ と考 え られ る｡

 『後風土記』 には,吉 城郡古川郷畦畑村(古 川町畦畑)で10貫 の記載があ る｡

 クサエ ビが明治初期,ど のようにして食用 とされて いたのか はっきりしな い｡し か

し,ク サエ ビの熟 した実 は水洗 し,つ ぶ して醸成す ると発 酵酒 にな る｡あ るい は,熟

した実を焼酎･氷 砂糖 とと もにつけ ると果実酒がで きる｡

 1村 で10貫 もの クサエ ビが採集 されていたことか らかんがえて,生 食 としてよ りも,

発 酵酒と して もちい られたのではないだろ うか｡そ の採集村で ある畦畑村 は,高 山町

村 よ り18kmの 山間 にある｡こ こに はクサエ ビのほか,カ ヤ,ヒ ヨビ(1貫),ア ケ

ビ(30貫),ハ シバ ミ(3斗),山 菓 などが産物 として記載 されて いる｡そ のなか には,

タ ケノコやキノコ類,フ ジヅル もみ られ る｡こ の畦畑村 は,コ メの収量が50石 と相対

的にす くな く,野 生 の有 用植物(9種 類を記載)の 利用が顕著な村であった｡
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ク シ ガ キ

『後風土記』記 載名 串柿,串 柿

標 準 和 名 カ キ

学 名1)iospyros Kaki

推 定総生産量 78,311個

重    量 3t

       換算 値 409/個

エ ネルギ ー量8,218,000kca1

       換 算 イ直 265kcal/lOOg

1980年 収 量47t(カ キ の収量)
図67 ク シガキの生産村

 カ キの渋味はタ ンニンであ る｡し たが

って,カ キを湯 にひたす と,分 子間呼吸

の結果生 じたアル コールやアルデ ヒ ドに

よ って,タ ンニ ンが不溶性 となり,渋 味

が な くな る｡ホ シガキは,タ ンニ ンが酸

化 されて不溶性 とな り,水 分 がへ り甘 く

な った もので ある｡

表4 事キとクシガキの生産村

＼ 種類
郡 ＼
大 野

吉 城

益 田

カ キ の

生 産 村

クシガキの
生 産 村

計

22 (21.5)

50 (49}

30 (29)

2 (3)

19 (32)

38 く65)

102(100) 59(100)

単位は村,()は 全生産村に対する百分率

ホシガキは 『和 名類聚抄』 にもみえ,甘 味のつ よい こと,保 存の きくことな どか ら

ふ る くより利用されていた｡ホ シガ キをつ くる方法 には,皮 をむ いてそのままほ した

り,縄 につ らねた り,串 にさす などが ある｡飛 騨では串にさす方法 が一般的で,そ の

た めに クシガキ とい う名がホシガ キの よび方 として定 着 したのであ ろう｡､

『後風土記』 に記載されるク シガキの生産村 は,奇 妙 な分布をみせ る｡つ ま り,カ

キが飛騨各地にひ ろ く分布す るに もかかわ らず,ク シガキの生産村 は大野･吉 城両郡,

と りわけ大野郡 に著 しくす くない｡材 料 とな るカキ と,製 品で あるクシガキとの間 に

み られ る生産村の分布の不一致 は,栽 培 カキの品種がアマガキか シブガキかを反映 し

た ものであろ う｡つ まり,大 野郡 ではアマガ キが 栽 培 の 中 心 を な した とお もわれる

(カ キの項参 照)｡
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ク ズ

『後風土記』記載 名 葛,葛 粉,葛 の粉

標 準 和 名 クズ

学     名 Pueraria labata

推定 総生産量 59石

重    量 6.4t

       換 算 値 108kg/石

エ ネルギ ー量 22,208,000kcal

       換 算 イ直  347kcal 1009

1980年 収 量 一一

図68 クズの生産村

 飛騨で はクズは,海 抜1,000m以 下 にひろ く分布す る｡そ れに もかかわ らず,ク

ズ粉の生産村は庄 川流域 の北部 に集中す る｡こ の理 由はつ ぎの ようにかんがえ られ る
｡

 か つて･ク ズ粉 はワラビ粉な どと同 じくStaple foodと して重要で あ った｡し か し,

これ らが商品価値 をま しは じめるとStaple foodの 地 位をぬけだ し
,商 品化を 目的に

した生産が一部 にお こなわれ る｡そ して,こ れ らの諸村が次第 に特産地化 してい った

のであろう｡

 クズは山野に自生す るマメ科の多年生草本で,根 で クズ粉をつ くり,茎 か らは繊維

を よりだ してクズ布を織 るのに用 いる｡こ の うち,ク ズ粉 をつ くるには,根 をつき く

だ き石臼で製粉 した あと,水 槽中で くりかえ し沈殿 させ て,デ ンプ ン質を とりだす こ

とが必要で ある｡こ の クズ粉は,お もに和菓子の原料 に用 い られ,と りわ け茶 の湯 に

は クズ菓子 が多用 された｡し たが って,ク ズ粉 は高 い商 品価値を もつ｡

 1村 当た りの クズ粉の平 均生産量 は,3石 前後に達す る｡こ れを クズ粉の全生産村

にあてはめると,『 後風土記』当時,飛 騨 では60石 ほどが生産 されたと推定 され る｡

クズのデ ンプン収 量は5°oと され,ワ ラビの10～13°oに 比 べ る と効率 はややわ るい

(ク ズ粉の栄養組成 はカタク リの項参照)｡
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ク ダ モ ノ

『後風土記』記載名 果物

標 準 和 名

学    名

推定総生産量

重    量    換算値 一

エネルギー量 一 一 換算値

]980年 収 量 一

図69 クダモノの生産村

 『後風土記』 に｢果 物｣と 記載があ るのは,高 山町村 に近接す る大 野郡桐生村(高

山市)に 限 られ る｡

 『後風土記』では,栽 培果実であ るカキ,ナ シ,ウ メ,リ ンゴ,ア ンズ,サ モモ,

マ ルメロ,ス モモ,モ モ,ナ ツメな どがそれぞれ独立 に記載 されてい る｡し たが って,

桐 生村 にのみ認め られ る｢果 物｣が これ らの果実 を総称す るのか,あ るいは他 の特定

の果実を さすのかはあき らかで ない｡こ こで は一応,複 数の果実を意味 した と解釈す

る｡し か し,そ れ は在来型で はな く,｢果 物｣と よぶ にふ さわ しい改良型の果 実では

なか っただろうか｡そ して,こ の｢果 物｣は,当 時最大 の市場で あ った高山町村 へむ

けて出荷 され,ビ タ ミンや無機質,糖 質 の給源 と して生食 された ものとお もわれ る｡

 現 在,飛 騨で生産される果実 は,カ キ,ナ シ,ブ ドウ,モ モ,ウ メ,リ ンゴの6種

類で,そ の生産量 はあわせて1,527tで あ る｡こ のなかで はモモの生産量が も っとも

おお く1,221t,最 少 はブ ドゥの29 tを しめす｡こ の ブ ドウは,『 後風土記』以後に

導入 された栽培果 実である｡

 これ ら6種 類 の果実 は,い ずれ も明治初期以降 にお こなわれた品種 改良 のあ と,生

産がふえて いった｡た だ し,カ キだ けは例外で,現 在 の生 産量47tは,『 後風土記』

当時の推 定生 産量46tと ほ とん どかわ らない｡か つて飛騨一 円にひ ろ く分布 してい

た カキの生産村 は,い まで は益 田郡 の萩原･下 呂･金 山町 に集中 し,こ こで9000が 生

産 されて いる｡

431



国立民族学博物館研究報告  6巻3号

ク マ

『後風土記』記載名 熊

標 準 和 名 ニホンッキノワグマ

学 名Selenarctosthibetanus

Jψoπz`π ∫

推定総生産量8頭

重 量960kg

換算値120kg/頭

エネルギ ー量624,000kcal

換,算値130kcal/lOO9

1970年 収 量194頭 図70 クマの捕獲村

 『後風土記』 には,下 高原郷(神 岡町){の 諸 村 にクマがおお く生息す るとあ る｡し

か し,捕 獲村は庄川流域 に3村,益 田川流域 に2村 をみ るにす ぎない｡そ の狩猟法 に

は2種 類が記録 されている｡ひ とつ は,･丸 木 をフジヅルで格子状 に編み,こ れを越冬

中のクマが ひそむ穴 の入 口に しか け,で て きたと ころを槍で突 いてとる方法であ る｡

 他 の ひとつ は,益 田郡 におもにみ られたオ シで ある｡こ れは丸木 をフジヅルで筏状

に結 びあわせ,そ の うえに大 きな石をお き,下 においたエサをたべ ると筏状 に くんだ

丸木が落下 して クマを圧死 させ る狩猟法であ る｡

 捕 獲 した クマは肉を食用に もしたが,熊 皮 や熊胆 を得 ることに主たる 目的 があった｡

 『後風土記』の｢国 産諸品費出償概記｣の 明治3年 の項 には,熊 皮は1枚2両 で,

熊胆 は猪胆 とともに大小 とりまぜ て200両 を 売却 した とある[冨 田 1977b:296]｡

 ク マ の毛皮や内臓な どが商品価値 を もち,し か もクマの生息域がひろいに もかかわ

らず,捕 獲村が5村 にす ぎないのは,専 業の猟師がほ とんどいなか った ことを反映 し

た ものとみ られ る｡ク マの狩猟法 に もあき らかな ように,『 後風土記』の ころ,ク マ

はFarmer-Hunterの 生 産物 であ った｡一 方,現 在 の クマの捕獲数 は,著 しくおお く

な っている｡仮 りに クマのハ ビタ ッ トに変化がないとすれば,こ れは火器の発達と∫

害獣駆除を 目的に組織的 な狩猟がお こなわれる結果であろ う｡ク マのポ ピュレー ショ

ンに減少の傾 向があるな らば,そ れは この100年 の 間にお こった ともかんがえ られる｡
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グ ミ

｢後 風 土記』記載名 茱 萸,グ ミ

標 準 和 名 グ ミ

学 名Elaeagnus spp･

推 定 総生産量 ユ石8斗

重    量 264kg

       換算 値 15kg/斗

エ ネルギー量 74,000kcal

       i換算 イ直 51kca1/1009

1980年 収 量
図71グ ミの生産村

 『後風土記』は,｢茱 萸｣と｢川 原茱 萸｣と を区別す る｡こ の うち,｢川 原茱 萸｣は

その名のとおり野生のナ ッグ ミだとおもわれ る(カ ワラグ ミの項参照)｡

 一 方,｢茱 萸｣は,野 生 であれば ナツグ ミまたはアキグ ミに比定 されよ うが,そ の

生 産村 が当時約11,200人 を 擁 した高 山町村周辺 に集中す ることを考慮す ると,果 実の

ひ とつ として栽培 された可能性 もある｡仮 りにこの推定を うけ入れ るとすれば,こ の

｢茱 萸｣は,果 実が相対的におおき くて秋熟 し,植 栽 され ることのおお い トウグ ミ

E.初 πZ'卯07σvar･hortensis,あ る いはダ イオ ウグ ミE. multiflora var, giganteaと もか

んがえ られ る｡

 収 量 は一部の生産村 に記録す るに とどまるがジ そのうち大 野郡三福寺村(高 山市)

で は4斗5升 を生産す る｡
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ク リ

『後風土記』記載名 栗

標 準 和 名 ク リ

学 名Castanea crenata

推 定 総生産量 1,132石

重    量 170t

       換 算 値 15kg/斗

エ ネルギ ー量 185,381,000kcal

       換算 イ直  156kcalr1009

1980年 収 量45t
図72 ク リの隼産村

 ク リ,ト チ,ナ ラの堅果類 は, 『後風土記』 当時 の飛騨で はStaple foodと してま

だ おおきな位 置を しめて いた｡こ れ らの堅果類を記載 した村 は254村 で,全 村(415)

の6000を こえている｡そ の うち,ク リは225村 に記載があ り,も っと もおおい｡こ の

なかで,収 量の記載 がある70村 の総採集量 は352石,1村 当 た り平均5石 であ る｡こ

れ を全採集村 の平均収量 に仮定す ると,当 時は約1,100石 の ク リが採集 された と推定

できる｡

 一 方,野 生の ク リ1升 は約1.5kgで あ る｡し たが って,全 採集量1,100石 は,重 量

に して170tに お よぶ｡こ れ を食用 に供す る場合,ク リの廃棄率を3000と す ると,実

際の利用量 は119tに 減 少す る｡生 グ リは156 kcal/loo 9で あ る｡し たが って,そ の

エネノセギー総量 は185×106ca1と な る｡成 人1人1日 当た り必要な熱量を2･000kcal

と した場合,こ れ は254人 を1年 間 にわた って支持できる量であ る｡

 『後風土記』 にあ らわれ るク リ採集村 の垂直分布域 は200～800mに か ぎ られて お

り,そ のうち41°oは400～600mに,350は600～800mに 集 中 して いる｡

 ク リは生食が可能な うえ,お お くの糖分をふ くむ｡そ のた め古来 より代表的 な山菓

とな り,『 後風土記』当時で もカチグ リや ホシグ リに加工 され,た かい商品価値を も

っていた｡加 工の対象 とな ったク リのおお くは野生 の ものとみ られ るが,吉 城郡下高

原 郷の諸村(神 岡町)で は,当 時か らかな りの面積 に植栽 されて いた らしい(カ チグ

リの項 参照,ク リの栄養組成 はカへの項参照)｡
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ク ル ミ

『後風土記』記載 名 胡 桃,ク ル ミ

標 準 和 名 オニグル ミ

学    名 Juglans mandschurica

           subsp. Sieboldiana

推 定総生産量 1石1斗6升

重    量 174kg

       換 算 値 1.5kg/升

エ ネルギー量 586,000kcal

       換 算 イ直  673kcal/1009

1980年 収 量 一･ 図73 クル ミの生産村

 日本に 自生す るクル ミには,オ ニグル ミと ヒメグル ミがあ る｡『 後風土記』に｢胡

桃｣と あ るのは,お そ らくオニグル ミであろ う｡こ れ は河流に沿 う山野 に生育 し,と

きに植栽 され る｡植 栽 にあた っては,相 対的 に収量 のおおい木を選別す るな どがお こ

なわれた らしい｡

 クル ミの用途 はひろ く,脂 肪に富 み美味な堅果は生食 す るほか,皮 膚病の民間薬 に

も用い られた｡ま た,堅 牢な核 はジュズにつ くり,樹 皮 は駆 虫剤 とな る｡し か し,ク

ル ミの採集村 は12村 に とどまり,『 後風土記』に記 載のあ る堅果類のなかで は,イ チ

ョウ(ギ ンナ ン)の2村,ハ シバ ミの4村 についです くない｡し か もその分布は,宮

川 と益田川流域 にほぼ限 られ,庄 川 および高原川流域には全 く分布 しない｡こ うした

分布の特色がなにに由来す るのか は,目 下の ところあき らかでない｡

 考 古学 の成果 によると,縄 文 中期 には東北 日本 の落葉広葉樹林帯 にお いて,主 食と

なった木 の実のセ ッ トが形づ くられて いた とみ られ る｡渡 辺[渡 辺 1975]の 資料 に

よれば,こ の木 の実の セ ッ トは,ク ル ミ･ク リ･ド ング リ(ナ ラ類)で 構成されてい

た と推定 できる｡な かで も,縄 文早期の遺跡か らも検出 され るクル ミは,脂 質に富む

木の実 として,早 くか ら重要な地位 にあ った とお もわれ る｡こ れ に対 して,西 南 日本

の各遺跡 においてはクル ミの 出土数が きわあてす くない｡こ の地域で はシイ･カ シを

主体に,脂 質の木 の実の欠落 したセ ッ トを な していたであ ろう(ク ル ミの栄養組成 は

カへの項参照)｡
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コ イ ノ コ

『後風土記』記載名 鯉 児

標 準 和 名 コイ

学 名Cyprinus carpio

推 定 総生産量 100尾

重    量 :/

       換算 値 400-8009/尾

エ ネル ギー量41,000kcal

       換 算 値 129kcalr1009

1970年 収 量5｡3t
図74 コイノコの生産村

 コ イノコを産す るの は,益 田郡竹原郷 野尻村(下 呂町野尻)だ けで あ り,そ の数量

は100と あ る｡コ イノコは,コ イ科 コイ属 のコイを さす とかんがえ られ る｡興 味があ

るの は,こ の コイが,河 川で漁獲 された ものなのか,あ るいは,養 殖 されて いた もの

なのか という点 であ る｡

 『後風土記 』には,コ イ科の魚が何種類か記載 されて いる｡そ のなかで,コ イ属の

ものは,野 尻村 の コイノ コ以外 に,観 賞用の緋鯉 や真鯉 に関す る記載 が,産 物の項 と

は別 に1カ 所 だけあ る｡

 日本で は,す でに 『日本書紀』の｢景 行紀｣の なかで,岐 阜県美濃地方で,コ イが

観賞用 としてかわれて いた ことが しるされている｡現 在で も,観 賞用 の色 ゴイや食用

の黒 コイの養殖 が,岐 阜県南部一帯で さかんである｡

 野 尻村 は,益 田川 へそそ ぐ竹原川の流域にあ り,明 治初期 当時,河 川にいるコイが

漁獲 された とはかんがえに くい｡む しろ,観 賞用,あ るいは食用のため,養 殖 されて

いた可能性があ る｡野 尻村で は,コ イノコとと もに,キ ンギ ョノコが80,産 物 と して

記載 されてい る｡こ のキ ンギ ョが,コ イ科 ワナ属 のキ ンギ ョであ るとした ら,コ イノ

コが養殖 されていた可能性 は,さ らにおお き くなる｡

 郡 上郡 白鳥町白鳥に は,カ シキチ ドンボとい う淵が あ り,そ こに昭和30年 代 まで,

コ イノマゴ とよばれ る魚が生息 していた という(金 古弘 之氏採集の情報)｡詳 細 は不

明であ る｡
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コ ウ タ ケ

            カフ

『後風土記』記載名 革茸,革 茸,革 タケ

標 準 和 名 コウタケ

学    名 翫κ040πα卿 寵π御

推定総生産量 197貫

重       量  739kg  換算値

エネルギー量     換算値

1980年 収 量

図75 コウタケの採集村

 『後風土記』にある｢革 茸｣は,イ ボタケ科 のコウタケであろう｡こ れは秋 に広葉

樹林の林床に群生す る大形 のキノコで,高 さ20cm内 外,か さはおお きい もので10

cm以 上 に達す る｡乾 燥 して食用 に供 す る｡

 コ ウタケの生育環境 か らみて,そ の採集村 は広葉樹林の分布 と一致す る｡こ れを,

お もにアカマ ツ林に生育す るマ ッタケ と対比す ると(マ ツタケの項参照),両 者 の採

集村 には微妙な ちがいが ある｡キ ノ コの採集 には,Micro-environmentの 差異 をた

くみに利用 していた ことがあき らかであ る｡

 コウタケの採集村 は21村 で,そ の うちの14村 は益 田郡に集中す る｡た だ し,大 野･

吉 城両郡 にも採集村 がみ られ,そ の分布 はひろい｡し か し,採 集量 の記載は大野･益

田郡 の4村 に限 られ,1村 あたり平均9.4貫 を示す｡白 川郷 はコウタケの産地 として

有 名だ った らしく,『 後風土記』の白川郷の説明には,郷 中の山におお くはえ,こ と

に熊 が尿を したあ とにはえたもの はと くにおおき くな り,ス ゲ笠 ほどの ものがとれ る

こともある,と ある｡

 コ ウタケは乾燥加工す るが,採 集時期が秋 おそ くで あるため,乾 燥 は天 日で はな く

イロ リの うえの｢あ ま｣が つかわれた｡し たが って,こ れ は煤 ぱんで味が苦 くな った

ともい う[冨 田 1977a:25]｡
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コ ウ ボ ウ チ ャ

『後風土記』記載 名 弘 法茶

標 準 和 名 カ ワラケツメイ

学 名oα ∬is No〃name

推 定 総生産量 190貫

重      量  0.7t 換 算値

エ ネルギー量    換算 値

1980年 収 量

図76 コウボウチャの生産村

 穀 類 や茶 などには,弘 法大師の伝説にか らむ 名称を もつ ものがある｡そ れ らは,本

来供すべ き作物 の代用 品で あることがおおい｡

 このコウボウチ ャ(弘 法茶)も そのひ とつであ る｡自 然状態で はチ ャノキ(;amellia

sinensisの 分 布限界 を こえる飛騨の中部以北では,茶 の代用 にマ メ科の カワラケッメ

イ属カ ワラケッメイCa∬is Nomameを 用 いた｡利 用部位 は葉 および茎であ る｡

 ｢弘 法 茶｣の 生産村 は,飛 騨中部の高山町村周辺 に集 中す る｡生 産量 はすべてに記

録 があ り,1村 当た り平均 で約19貫 に達する｡

 な お,カ ワラケツメイの こう した利用は飛騨 にのみ固有な ものではな く,富 山･和

歌山･島 根県の一部など,各 地 に例をみ る[日 本 植物友 の会編 1972]｡
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コ ウ マ

『後風土記』記載名 児馬,馬 児

標 準 和 名 キソウマ

学    名 E卯 π∫ρr駕ω必 肋

推定総生産量 37頭

重    量 11t

       換算値 300kg/頭

エネルギー量 4,884･,000kcal

       換算値 llOkcal/1009

1980年 収 量
図77 コウマの生産村

 『後風土記』の当時,ウ マは運搬･農 耕用につかわれ,食 用には供されていなか っ

た(ウ マの項参照)｡

 『後風土記』にはウマは｢生 馬｣と｢馬 児｣の ふたつの記載がある｡そ の分布をみ

ると,｢生 馬｣は 庄川流域をのぞいてほぼ均等にひろがっているが,｢馬 児｣は 飛騨の

中央部あたりに一線にならぶという非常に特殊な分布を しめす｡こ のコウマが分布す

る諸村 はすべて益田郡阿多野郷(大 野郡久々野町の一部と朝日･高 根村)に 属 し,高

山町村 より信州への道筋(東 道)に あたる｡こ の東道は,上 ケ洞村で野麦筋と日和田

筋にわかれるが,コ ウマの記載があるのは分岐点の手前の諸村で,幹 線の中央部にあ

った｡こ うした分布は,コ ウマが主として域外に売りだすためのものであったことに

由来する｡

 『後風土記』の｢明 治三年 国産諸品責出贋概記｣[冨 田 1977b:286]に は,｢牡

牝馬児三百疋 代金千両｣と あり,1頭 当たり3.3両 であった｡こ の当時の記録によ

ると,コ メは1両 につ き平均1斗7升 であり,コ ウマ1頭 はコメ5～6斗 に相当した｡

 売出し先については,『飛騨国概況調』(明治16年)の｢輸 出物産｣の 項に｢産 駒 四

百九十七頭全信濃国福島｣と あるので,主 として東道の日和田筋か ら信州に出されて

いたとかんがえられる｡阿 多野郷における平均生産は｢馬 児｣が3.4頭,｢生 馬｣は9.9

頭である｡し かも,｢馬 児｣は｢生 馬｣の 記載のおおい阿多郷にあるにもかかわらず,

両者は分布がかさならない｡し たがって｢生 馬｣と｢馬 児｣の 生産には,地 域内での

分業システムが形成されており,飼 育法 もことなっていたのではないかとおもわれる｡
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コ ウ メ

『後風土記』記載名 小梅

標 準 和 名 ウメ

学    名 Prunus Mum～

推定総生産量 2斗

重    量 30kg

       換算値 15kg/斗

エネルギー量 9,000kcal

       換算値 35kcal/1009

1980年 収 量51t(ウ メの収量)
図78 コウメの生産村

 ｢小梅｣は 甲州ウメのことで,こ れは別に信濃ウメともよばれ,果 実は小型だが富

産する改良型である｡

 果樹としてのウメ栽培は江戸時代か らさかんになり,果 実の利用を目的にした品種

が数おおくつ くりだされた｡そ の数は,明 治末期までに,300品 種以上にのぼったと

いわれる｡し たがって,『 後風土記』当時は,ウ メの品種改良が全国的にさかんな時

期だったとみ られる｡｢小 梅｣の 生産村が吉城郡釜崎村(神 岡町釜崎)1村 に限られ

るのは,そ うした時代を背景に改良型の新しい品種が導入された直後の状況をしめす

のであろう｡

 なお,『 後風土記』 には｢小 梅｣の ほか｢梅｣な いし｢梅 子｣と あるにとどまり,

大型の果実をつける豊後 ウメなど他の品種は記載がない｡
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コ ガ キ

『後風土記』記載 名 小 柿,小 柿

標 準 和 名 シナノガキ

学 名Diospyros lotus

推 定 総生産量 1石7斗5升

重    量 252kg

       換 算 値 144kg/石

エ ネルギー量 129,000kcal

       換 算 値 60kcal/loo 919)

1980年 収 量47t(カ キ の収量)
図79 コガキの生産村

 『後風土記』には｢小 柿｣ま たは｢小 柿｣と ある｡そ の生産村は5村 にすぎず,い

ずれも飛騨中部以北のカキD･Kaki生 産村が集中する地域に点在する(カ キ の項参

照)｡こ うした分布上の特色と,カ キの品種改良が江戸時代の中期以降に展開 したこ

とを考慮すると,｢小 柿｣は 相対的にふるい在来型の品種だとみられる｡お そらく,

マメガキあるいはシナノガキといわれたものであろう｡果 実はきわめてちいさくピン

ポン玉 ぐらいであり,そ の価値はひくい｡か つては,こ れを枝ごとたばねて売 りある

いたという｡

 この マメガキの栽培は,お もに信越か ら東北にかけてであったといわれるL星 川

1980:228-229]｡し たがって,『 後風土記』が記載する｢小 柿｣は,マ メガキ栽培の

日本における限界であったと推定される｡カ キにくらべて生産村が著しくす くないの

は,そ うした事情を反映した ものとも解釈できよう｡

19)カ キの数値

441



国立民族学博物館研究報告  6巻3号

コ キ ビ

『後風土記』記載 名 小 キビ

標 準 和 名 キ ビ

学 名Panicum spp.

推 定 総生産量 8斗5升

重    量 92kg

       換 算 値 lo8kg/石

エ ネルギー量 325,000kcal

       換 算 イ直  354kcal 100920)

1980年 収 量 一

図80 コキビの生産村

 『後風土記』 に記載 のあ る雑穀類のなかで,も っと も生産村のす くないのが,こ の

｢小 キ ビ｣で あ る｡『 飛州志』 によると,｢菜 穀之種子附名品｣に｢○ 黍 小 黍 三 尺

黍 トウノ黍｣と あり,コ キ ビはキ ビの品種であ ると推定される｡し か し,な お若干

の疑問が残 る｡そ の ひとつ は,コ キ ビの生産村がわずか1村 しか認 め られ ないことで,

これはコキビの実態が非常 に特種 な作物であ る可能性を残す ことになる｡

 ふ たつ は,一 般 にキ ビと称 され る作物 には,ト ウモ ロコシやコウ リャ ンを さえふ く

む ことがす くなか らず認 め られ るか らであ る｡し か し,コ キ ビの唯一の生産村三 福寺

村(高 山市)の 項 には,別 に｢唐 黍｣と あ る｡こ れは｢と うのきび｣と 読むべ きで,

お そ らくこれ もまたキ ビの一種であ ろう(ト ウノキ ビの項参照)｡

 な お,『 牧野 日本植物図鑑』[牧 野 1977]に は｢き び 一 名 こきび Panicum mi-

lioaceum L.小 き びハ もろこ しきび等二比ス レバ其穀粒小 ナル ヨリ云 フ｣と ある｡こ

こで はコキ ビを一応 キ ビの栽培種のひ とつ とみな したい｡

20)キ ビの数値
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コ ト リ

『後風土記』記載名 小鳥,小 禽

標 準 和 名 一

学    名 一

推定総生産量 4,208羽

重    量 187kg

       換算値 5091羽

エネルギー量 245,000kcal

       換算値 131kcal 100921》

1976年 収 量397羽
図81 コ トリの捕獲村

                                    ヤマ

 『後 風土記』 の｢小 鳥｣が,と くにどの鳥 をさすのか はあき らかでな い｡た だ し,｢山
ガラ  シジユウカラ  ヒワ  ア ト リ  ツグ ミ

雀,四 十雀,鵬,猫 子鳥,鵜 の小 鳥｣と い う記載か らかんがえると,ッ グ ミ科,ア ト

リ科,シ ジュウカ ラ科 に属す る鳥の総称であ ろう｡

 そ の猟法 には木の実 を餌 に して捕獲す る｢古 夫智｣や｢と りもち｣の ほか,｢か す

み網｣が 用 いられた｡い ずれ も習熟 すれば1日 に数10羽 は とれた らしい｡こ れ らの う

ち,｢古 夫智｣や｢と り もち｣は,エ ゴマなど,農 作物の食害 を防 ぐのを 目的 に した

小鳥の捕獲 に用い られた[冨 田 1977a:250]｡

 これ にた い して,｢か すみ網｣猟 は鳥の捕獲その ものが 目的で,御 嶽や乗鞍 に初雪

の降る ころ益 田郡阿多野郷(朝 日･高 根両村)の 山 々に降 り,そ こか ら大野郡の里 山

へ移動す る小鳥をね らい,お とりをつか って早暁 に捕獲 したのである[冨 田 1977b:

171]｡そ の｢鳥 道｣に あ ったのが益 田郡小屋名村(久 々野町小屋名)で,こ こで は小

鳥猟 が農民の余業 とされ,捕 獲数量は120羽 で ある｡数 量の記録があるなかで は野尻

村(下 呂町野尻)が1,600羽 と もっともおおい｡小 鳥の捕獲村 が一見奇妙な分布を し

めすのは,こ う した｢鳥 道｣に 深 くかかわ った結果 とみ られ る｡

 な お,｢か す み網｣を 用 い,山 小屋に寝 とま りす る猟法 は｢鳥 屋猟｣と もいい,江

戸時代 に北陸地方では じめ られた もの という｡し か し,1度 に大量 に捕獲 し得 る方法

であ るため,昭 和22年 に は これが禁止 された｡

21)ス ズメ肉(骨･皮 をふくむ)の 数値
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ゴ ボ ウ

『後風土記』記載名 午葵

標 準 和 名 ゴボウ

学    名 Aractiu〃z Lψρα

推定総生産量 42,500本

重 量8.5t

換算値50本 ノ把

200g/中1本

エ ネ ル ギ ー 量5,168,000kcal

換算値76kcal/100g

1980年 収 量164t 図82 ゴボウの生産村

 キク科の栽培多年草で,根 を食用する｡ゴ ボウ栽培の歴史はふるく;す でに平安時

代にはわが国における主要な根菜のひとつであった｡

 しかし,『 後風土記』当時,飛 騨におけるゴボウの生産村は34村 にすぎず,し かも

そのうちの30村 が大野郡白川郷(大 野郡白川･荘 川村)に 集中する｡残 る4村 は吉城

郡上広瀬,広 瀬,糠 塚(国 府町)と 跡津川(神 岡町)各 村で,こ のうちいまの国府町

にふ くまれる3村 は高山町村の10㎞ 圏に属する｡た だし,こ の3村 で生産される

疏菜には,ゴ ボウのほか｢野 菜｣(上 広瀬村),｢茄 子 人参｣(糠 塚村)が あるにすぎ

ない｡こ れにたいして,白 川郷の30村では,ダ イコン,カ ブラ,ナ ス,キ ュウリなど

相対的におおくの疏菜のひとつとして,ゴ ボウが栽培されている点に特徴がある｡

 生産量は5村 に記載があり,そ のうちでは広瀬町村の4,000本 がもっともおおい｡

白川郷の1村 あたりゴボウ生産量はこれよりす くな く,50～150本 の記録がある｡な

お,白 川郷の赤谷村(荘 川村赤谷)の み単位の表示が他とことなり,25把 と記載され

ている｡仮 りに白川郷30村 の1村 あたりの生産量を150本 としてもその総量は4,500本

にすぎず,吉 城郡広瀬町村1村 の生産量をわずかにうわまわるにとどまる｡こ れによ

れば,吉 城郡3村 のゴボウ栽培は｢ま ち｣で の消費を目的にしたものであり,白 川郷

では相対的にローカルな消費にあてられたという推定も可能である｡

 野菜のなかでは,ゴ ボウの品種分化はすくない｡『 飛州志』には｢午 葵｣と｢ト ウ

ノ午葵｣の2品 種とみ られる記載があるにすぎない｡

 ゴボゥを素材とする料理にはキンピラ,ウ マキなどがあるが,ゴ ボウそのものは繊

維がおおく,栄 養成分はほとんどふ くまれない｡
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ゴ マ

『後風土記』記載名 胡 麻,ゴ マ

標 準 和 名 ゴ マ

学    名 Sesamum indicum

推 定 総生産量 4石8斗8升

重    量 527kg

       換算 値 108kg/石

エ ネルギ ー量 3,083,000kcal

       i換算 値  585kcal/1009

1980年 収 量 一

図83 ゴマの生産村

 種子に50%前 後の脂肪をふくむゴマ    表5 ゴマ･ナ タネとエゴマ栽培村の

                       郡別百分率は
,1,000年 ほど以前に中国か ら渡来

したという聾 な食用油脂働 である｡ 郡1全 倒 ゴ マ レ 列 エゴマ

飛騨での栽培の歴史はあきらかでなし､大 野､78村4､°ol 36% 0072

が,『飛州志』の｢食 用 ノ草｣に は｢胡   吉  城  137  16  73  84

麻菜｣と あ り,す くな くとも江戸中期  益  田 100   0   0   7

ごろには栽培されていたとみられる｡

 『後風土記』の収量の記載には欠落がなく,栽 培村38の1村 当たり平均は1斗3升,

最高は高山町村にちかい三福寺村(高 山市)の1石1斗 で,最 低は吉城郡金桶村ほか

5村 の1升 である｡ゴ マの栽培村38は,作 付け村のおおいヒエ･ダ イズ･オ オムギの

約1割 にすぎず,そ の分布は飛騨北部へのかたよりがつよい｡こ うした傾向は,同 じ

油脂作物であるエゴマやナタネに類似する(表5)｡明 治初期,こ の地域は飛騨にお

ける植物性油脂の供給地として,重 要な地位にあったとおもわれる｡
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コ ム ギ

『後風土記』記載名 小 変

標 準 和 名 コ ムギ

学    名 Triticum aestiaum

推 定 総生産量 2,985石

重    量 430t

       換算 値 144kg/石

エ ネル ギー量1,431,348,000kcal

       換 算 値  333kcal/loo9

1980年 収 量12t

図84 コムギの生産村

 コムギの栽培村 は352村 で,全 村(415)の85°oに 達す る｡し か し,そ の記載総量 は

約2,976石,1村 当 た り平均8.4石 にす ぎない｡こ れは,コ メ･ヒ エはむろん,オ オム

ギの29.9石 に もはるか にお よばない｡し たが って,コ ムギの作付 け面積は相対的 に狭

少であ った とみ られ,主 穀物の うちではマイナーな作物 だ ったと判断 され る｡

 コ ムギ栽培村 の垂直分布 は200～1300mに お よぶが,総 収量 の8000は400～700m

の 諸 村で生産される｡し か も,1村 当 た り平均収量は400～500mで12石 と もっとも

たか い｡こ れ にたい して,900m以 上 で は3石 未満に急減す る｡し たが って,こ の高

度が コムギの実質的 な栽培限界であ ったとみ られ,益 田川上流域諸村 に栽培村 が分布

しないのは,そ うした事情を反映 した ものであ ろう｡

 この コムギはおそ らく秋播 きコムギで,水 田や常畑の裏作 の一部 と して栽培された

もの とおもわれ る(オ オ ムギの項参照)｡な お,『 飛州 志』 には｢赤 子 白 ホウシ コ

ボ レ 松 川 團扇 信 濃｣と いった コムギの品種が記 録 されている｡し か し,『 後風

土記』 当時の主要 な栽培 品種が どれであ ったかはあきらかでない｡

 現 在 コムギ は,益 田郡下 呂･金 山町 と吉城郡 国府町でお もに栽培 される｡そ の生産

量 は12tで,『 後風土記』当時のわずか2.7°0に す ぎない｡こ の生産量の激減 は,か

つて食糧獲得を 目的に限界 ぎ りぎ りまで栽培 して収量をあ げていたのに対 し,い まで

は相対的 に条 件のよいわずか の地域でのみ栽培 して いること,お よび安価 な輸入 コム

ギが大量 にで まわ ってい ること,に よるもの とお もわれ る｡
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コ メ

『後風土記』記載名 米

標 準 和 名 イネ

学    名 Oryza sativa japonica

推 定 総生産量 51,879石

重 量7,471t

       換 算 値 144kgノ 石

エ ネルギー量 25,250,400,000kcal

       換 算 値338kcal/100922)

1980年 収 量23,600t

図85 コメの生産村

 『後風土記』 に記載 された コメの生

産量 は,約7400t(51,577石)で,穀

類の うち最大である｡し か し,ヒ エが

403村 で 栽培 されて いるのに くらべ る

と,コ メの生産村 数は343村 とす くな

い｡当 時の飛騨 では低地で のコメ(水

田)と,高 冷地 での ヒエ栽培を中心 と

するふ たつの農耕形態 が共存 して いた

図86『 後風土記』に記載のある食品類の

熱量とタンパク質の相対比

とかんがえ られ る｡こ れ は,高 冷地でのイネの適応種が この頃まだ開発 されて いなか

ったためで,生 産高 は垂直分布で は500mで 最 大値(ヒ エ は600m台)を とり,高

度があがるに したが って1村 当た りの収量が減少す る｡

 この当時,1村 当た りの収量 で ヒェが コメを うわまわる村 は,コ メ生産村の約3500

で あ った[松 山 1979]｡し か し,そ の後100年 間 にイネの栽培 は着実に高度 をあげ,

現 在では野麦(益 田郡朝 日村,高 度1,302m)を の ぞ くすべての村 で栽培 され るよ う

にな り,ヒ エ型 の農耕を完全 に駆逐 した｡

 主 食糧 としてのコメの重要性 は,な によ りも単位栽培面積 あた りの エネルギー供給

量 のおお さにある｡そ れ とともに,コ メはタ ンパ ク質を主とす る栄養源 として もす ぐ

れて いることをわす れて はな らな い｡

22)玄 米(水 稲)の 数値
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コ ン ニ ャ ク イ モ

『後風土記』記載名 賄 蕩芋

標 準 和 名 コ ンニャク

学    名 Amorphophallus Konjac

推 定 総生産量 998貫

重 量3.7t換 算 値 一

エネルギ ー量    換 算 値 一

1980年 収 量200t

図87 コンニャクの生産村

 コンニャクは,奈 良時代に渡来したらしい｡栽 培の記録があるのは,江 戸時代であ

り,明 治初期には,殖 産振興作物のひとつとして,積 極的に栽培が奨励されるように

なった｡

 コンニャクは多年生で,球 茎が肥大化するのに3～4年 を必要とする｡そ の栽培に

は,春 に球茎を植えつけ,冬 にはいったん屋内に貯蔵す るという作業を くりかえす｡

食用部位は肥大化した球茎である｡

 コンニャクイモは,輪 切 りに して乾燥したあと粉にし精製 した ものを,コ ンニャク

として利用する｡

 コンニャクの生産村はすべて飛騨南部に限 られ,い ずれも海抜200～300mに かけ

ての低山帯に分布する｡こ の地域は,飛 騨においては無霜期間が相対的にやや長 く,

コンニャク栽培に適 した条件をそなえている｡

 なお,下 原郷諸村(下 呂町および金山町)に は明治初期からコンニャク栽培が普及

していったが,1970年 ごろ以降急速に衰退し,現 在コンニャクの栽培農家はす くない｡
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サ ケ

『後風土記』記載名 鮭,鮭,サ ケ

標 準 和 名 サ ケ

学 名Salmo(Onchorhynchus)keta

推 定 総生産量 13尾

重    量 65kg

       換 算 値 3-5kg/尾

エ ネルギー量 60,000kcal

       i換算 値  155kcal/1009

1980年 収 量0

図88 サケの捕獲村

 かつて,飛 騨地方 でサケとよんだのはzふ つうシロザケであった｡し たが って,

『後風土記』に記載されたサケも,シ ロザケと推定できる｡当 時,サ ケの捕獲村は8

村で,そ のすべてが宮川流域北部に集中しており,産 卵のため富山湾から遡上 したサ

ケが,捕 獲されたものであろう｡推 定漁獲高は,8村 あわせて40～65kgで ある｡

 『後風土記』には,｢角 川迄は,毎 秋鮭 も上りて収獲多し｣と あり[冨 田 1977a:

29],当 時のサケの遡上限界は角川村付近,つ まり宮川と小鳥川の合流点 あたりとお

もわれる｡こ の地点より上流部の4次 河川や,国 境あたりで宮川に合流する高原川

(5次 河川)に そう諸村にはサケの記載がない｡し たがって,サ ケの分布は,宮 川の

5次 河川にかぎ られる｡

 宮川水系では,サ ケ･ア ユなど遡河性魚類の分布域が,ほ ぼ一致する点は注目して

よい｡し かも,当 時は産卵降河するアユが秋にヤナで捕獲されていた｡こ のことか ら

推測すれば,産 卵のため遡上するサケも,ヤ ナにより漁獲 されていた可能性がたかい｡

 宮川の5次 河川流域ではサケのほか,マ ス(サ クラマス),ヤ マメ (陸封型のマス)

などサケ科魚類と,コ イ科のウグイが漁獲されている｡こ うしたことから,淡 水魚が

食糧資源に占ある位置を多面的に検討するうえで,宮 川水系の資料は重要な民族誌的

事実を提供するものであろう(サ ケの栄養組成はナマズの項参照)｡
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サ ケ

『後風土記』記載 名 酒

標 準 和 名

学    名

推 定総生産量 2,872石

重    量 517t

       換 算 値 180kg/石

エ ネルギー量 584,217,000kcal

       換 算 値 ll3kcalllOOg23)

1980年 収 量3,985t

図89 サケの生産村

 近 世,飛 騨の酒 には｢諸 白｣｢生(清 酒)｣の ほ かに｢忍 冬酒｣｢焼 酎｣｢本 直 し｣｢養

老酒｣｢美 淋(味Lei)｣が あ った[岐 阜県編 1972a:650-651]｡

 幕 府 は元禄10年(1697)に｢造 酒運上｣を 制度 化 したが,そ の当時飛騨 には89軒 の

酒造屋 があ り,そ の生産高 は982石 で あ った｡

 また寛政7年(1795)の 統 計では,酒 造軒数が51軒 に減少 して いる｡し か し,造 酒

高 は5,712石 と100年 で 約6倍 の増加を しめ している｡『 後風土記』の編 まれ る直前 の

慶応2年(1866),高 山 町村 の酒造鑑礼高の計 は4,129.2石 で あ った｡

 『後風土記』 に酒の記載があ るのは18村,う ち大野郡4,吉 城郡5,益 田郡9村 で

あり,生 産量の記載 を合計す ると2,234石 に なる｡1村 当 た りの生産高をみ ると古川

町方村 が760石,舟 津町村 が580石 で とびぬけてたか い｡こ れにたい して生産村のおお

い益 田郡 で は1村 当た り平均100石 あ ま りと,相 対的 に醸造数量 はちいさ くな る｡し

か し,も っとも生産高 がおおいとお もわれる高 山町村 については量 の記載がない｡

 元 禄,寛 政の石高にお ける高 山町村の他の村 にたいす る率をみ ると,元 禄期が6500,

寛 政 期 が6700と な って いる｡そ こで 『後風土記』 のころの高山町村 のシェアを70°0と

して計上す ると,高 山町村 の生産高 は5,212石 と推定で きる｡清 酒は酒造米1に たい

し0.7～0･8の 割 でで きた とされ る[岐 阜県編 1972a:638-639]｡0.8を と ると酒造

米石数 は4,170石 とな り,慶 応期の高山町村 の酒造鑑札 の石高合計4,129に ほ ぼ一致す

る｡こ の推計 が正 しいとす ると,飛 騨全体で は6,000石 ちか い米が酒にかえ られてい

た ことにな り,こ れ は当時の米の生産高 のIZooに 達す る｡

23)清 酒特級の数値
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ザ コ

『後風土記』記載 名 雑 魚,ザ コ,ザ ッコ

標 準 和 名

学    名

推 定総生産量 29,540尾

重    量 3t

       換 算値 10-100g/尾

エ ネルギ ー量 1,677,000kcaI

       i換､算値  lolkcal/loo924)

1980年 収 量55.5t

図90ザ コの漁獲村

 『後風土記』 のなかで,｢ザ コ｣｢雑 魚｣と 記載 された魚が,特 定 の魚種を さす のか,

あ るいは,い くつ かの魚 にたいす る総称で あるのか はあき らかでない｡

 ザ コの生 産高 を しめす単位には,重 量(貫)と 容量(斗,升)が 用 い られて いるほ

か,単 位の記載 がない例 も若干み られる｡し か し,こ うした計量方法 に一定の地域差

や傾向性があ るわけではけっしてない｡

 益 田郡大 島村(小 坂町大島)に は,ザ コの漁獲 量 として11,300と い う数字があ げら

れている｡こ の記載単位が尾 だと仮定すれば,ザ コにはそれ な りの体長を もつ魚種が

あてはまるので はないか とお もわれる｡ま た,『 後風土記』 の河川 の項 には,｢七 瀬走｣

｢安 可 毛止｣｢牟 都 鱗｣と い った魚(い ずれ もコイ科魚類)の 分布す ることが記 載 され

ている｡に もかかわ らず,そ れ らの魚 が産物 として登場す ることはまった くない｡

 この2点 か ら推測 して,コ イ科魚類の何種類かがザ コに相 当す るともかんが え られ

る｡ま た,岐 阜県 の方言では,カ ジカや ヨシノボ リのことがザ コとよばれる ことがあ

る[金 古 1974b]｡そ の場合,ザ コは,ハ ゼ科や ヨシノボ リ科 の魚 をさす ことにな

る｡

 ザ コは,宮 川,庄 川,高 原川,益 田川 に分布す る｡漁 獲村 は海抜高度で,300～

1,000mと ひ ろい範囲 におよんで いる｡

24)ウ グイの数値
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サ サ ゲ

『後風土記』記載名 大 角豆

標 準 和 名 サ サゲ

学 名Vigna sinensis

推 定 総生産量 20石5斗

重    量 2.6t

       換 算 値 126kgJ石

エ ネル ギー量8,377,000kcal

       換 算 値 324kcal 1009

1980年 収 量 一

図91サ サゲの生産村

 ササゲは品種が比較的おおいが,子 実を食用に供するいわゆる｢実 ササゲ｣と,さ

やのまま疏菜として供するものとに大別される｡『後風土記』に記載されたササゲは,

生産村36村 のうち収量の記録がある15村のいずれ もが容量(合)で 表記されている｡

したがってこれは,い わゆる｢実 ササゲ｣で あったと推定される｡

 生産村の分布は,ネ ギやダイコンに似て,庄 川流域諸村に卓越する｡こ の地方 には,

ササゲとともに数種類の野菜が集中して記録 されている｡こ れは,庄 川流域諸村が,

当時の飛Pmに おける疏菜栽培の中心地 だったことをうかがわせる[松 山 1981]｡こ

うした疏菜栽培村が,高 山町村あるいは古川町村のいわゆる｢ま ち｣周 辺に,な ぜ集

中的にあらわれなかったかの理由は,あ きらかでない｡お そ らく,飛 騨中央部の低平

な地域は,す でに水稲を主体にする穀物生産によりつよく傾斜 し,栽 培作物の構成が

かなり単純化していたためであろう｡

 公式の統計によると,現 在の飛騨で生産される豆類(野 菜として利用するものをふ

くむ)は,ダ イズ,ア ズキ,サ ヤエンドウ,サ ヤインゲンの4種 類である｡サ サゲは

統計にはあらわれない｡し か し,飛 騨をあるくと,多 種類の野菜が うえ られた農家の

菜園には,か ならず若干のササゲがみられる｡こ のササゲはすべて自家用にあてられ

ている｡
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サ サ タ ケ ノ コ

『後風土記』記載 名 篠h.,篠 筍

標 準 和 名 クマザサ

学     名 Sasa Veitchii

推 定総生産量 600貫

重    量 2.3t

       換 算 値 一

エネルギー量 306,000kcal

       i換算 イ直  34kcal/10092s)

1980年 収 量

図92サ サタケノコの採集村

 ササタケノコの生産村は3村 で,そ のうち2村 が飛騨北部の吉城郡にあり,南 部の

益田郡には生産村が分布 しない｡こ うした分布上の特色から,サ サタケノコは寒冷な

気候につよいクマザサのタケノコであろうとかんがえ られる｡生 産量は宮村(大 野郡

宮村)に350貫,伏 方村(神 岡町伏方)に50貫 の記載がある｡サ サタケノコの生産量

は意外におおく,こ れが大量に採集されたことがわかる｡

 『後風土記』の牧ケ洞村の項には,小 鳥郷境(現 在の清見村の一部)比 古谷山や下

本村境の深山に｢篠｣｢箆 竹｣が 沢山あり,毎 年立夏(5月6日 ごろ)･小 満(5月20

日ごろ)の ころにタケノコがでるので村中の人びとが山によじのぼって採り,そ れを
         あつもの

高 山に売 出す｡こ れ は奨や酒の さかなにす る｡ま た,塩 漬 に してお くと,｢孟 宗竹｣

や｢呉 竹｣の ものよ りやわ らか く,味 が甘美だ とされてい る｡も っとも出は じめの も

の は細 くてかたい｡五 月(旧 暦)に な って,深 山よ りとれる5～6寸 にのびた ものが

よいとある｡

'『後風土記』 当時 の飛騨で はネマガ リダケの もの は単 にタケノ
コとよばれていた ら

しい(タ ケ ノコの項参照)｡

25)タ ケノコの数値
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ザ ツ キ ノ コ

『後風土記』記載名 雑茸

標 準 和 名 1

学    名 一

推定総生産量

重    量    換算値

エネルギー量    換算値

1980年 収 量

図93ザ ツキノコの採集村

 『後風土記』 には10種 類のキ ノコの記載 がある｡ザ ツキノコはそれ以外のキノコで

ある｡こ れはマツタケのように商品価値がたか くな く,シ メジ,シ イタケの ように生

産量がおお くな く,ま た ヒラタケ,マ イタケの ように加工保存の きか ないキ ノコ類を

一括 した ものであ ろう｡そ う した性格か ら類推す ると,こ のザッキノコは,限 られた

地域 内で流通 したにとどま って いたのではないか とお もわれる｡

 聞 き取 りによると,キ ノコの採集 は男･女 と も1人 がふつ うだが,ク マが出没す る

ため女性 は里山での採集 がおおいという｡丹 生川村1では,他 人の私有 山林であ って も

キ ノコの採集 は自由にお こな うことがで きる｡し か し,近 年,高 山周辺で はそういか

な くな った らしい｡

 現 在,キ ノコの価格は,マ ツタケ,シ メジ,セ ンボ ンシメジ,マ イタケの順 にたか

い｡し か し,採 集量の もっともおおいモ トブ ト,こ れ につ ぐアカ ゴケやネズ ミタケ は

相対的にかな り安 い｡こ れ らが 『後風土記』にい うザ ッキノコであろ う｡

 現 在,丹 生川 の谷で とれ るキ ノコには,マ ツタケ,シ メジ,キ シメジ,ネ ズ ミタケ,

コ ウタケ,マ イタケ,ア カゴケ,モ トブ ド,タ イコノバ チがある｡そ のほか,シ イタ

ケ,ナ メタケ,エ ノキタケは栽培 した ものがおお いとい う｡
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サ ツ マ イ モ

『後風土記』記載 名 サ ツマ芋

標 準 和 名､サ ツマイモ

学    名 Ipomoea batatas

推 定 総生産量 100貫

重    量 335kg

       換 算 値 280g/大1本

エネルギ ー量 415,000kcal

       換 算 値 123kcal/1009

1980年 収 量345t

図94サ ツマイモの生産村

 『後風土記』に記載されたサツマイモの生産村 は,益 田郡大舟渡村(金 山町大船渡)
                                  つくねいも

だけである｡た だし,『 飛州志』には｢○ 芋 地芋 エゴイモ トウノイモ 佛掌薯
じねんじよ う  やまのいも

自然薯 濱 山薯 ム カゴ｣が あげ られ,こ の うちの｢ト ウノイモ｣は おそ ら くサツマ

イモであ ろう｡し たが って,サ ツマイモは江戸 中期 には飛騨 に伝播 して いた と推定 さ

れ る｡し か し,寒 冷地で あるため,飛 騨 にサツマイモが普及す るには,か な りの時期

を要 した｡

 サ ツマイモ は,水 分約70°0を ふ くみ変質 しやす い うえ,冷 温障害 を受 けやす く,貯

蔵 が困難で ある｡長 期間の保存 には,デ ンプ ン化 した り,切 り千 しに加工す る｡

 成 人1人 当た り1日 に 必要,な熱量2,000kca1を サ ツマイモだ けで 摂取 した場 合,

約6本(1本2809)の サ ツマイモが必要 とな る｡し か し,こ れ によって摂取で き る

タ ンパ ク質 は20gに す ぎず,栄 養所要量を大幅 に下 まわる｡こ れをサ ツマイモだけで

補 えば,成 人1人1日 当た り18本 が必要 となる｡こ の場合のカ ロ リーは,6,000kca1

に達 す る｡し たが って,サ ツマ イモはタ ンパ ク質源 と組みあわせて供す ると,効 率が

よい｡た とえば,サ ツマ イモ6本,ウ グ イ1尾(3009)で,2,200kcal,タ ンパ ク質

509と な り1必 要栄養量がほぼみたされ る｡

 これにたい して,コ メの場合で は2,000kcal摂 取 す るには4合 で十分で,し か も,
                            へ

その うちにはサツマイモ にくらべてかな り良質(プ ロテ イ ンスコア サ ツマイモ52,

精 白 米77)の タ ンパ ク質40gを ふ くむ｡コ メが主食 としていかに 効果的で あるか が

わか る｡
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サ モ モ

『後風土記』記載 名 姿 李,変 杏,サ モモ

標 準 和 名 ス モモ

学    名 Prunus salicina

推定 総生産量 4斗

重    量 65kg

       換 算 値 15kg/斗

エ ネルギー量 28,000kcal

       換 算 値  46kcal/loo 926)

1980年 収 量

図95サ モモの生産村

 サモモは｢早 桃｣と もか くスモモの一品種で,果 実の熟する時期がスモモにくらべ

てやや早い｡丹 生川村での聞きとりによると,サ モモは梅雨の ころに黄色のちいさな

果実をた くさんつけるが,こ れは酸味のつよいものであったという｡現 在,丹 生川村

にはサモモはまったくみられない｡

 『後風土記』に記載のあるサモモの生産村は13村で比較的多いが,そ の分布は北部

へのかたよりがつよい｡そ のうち,生 産量の記録があるのは,高 山町村と古川町村に

近接する3村 のみで,収 量は2～5升 とす くない｡し かし,当 時の飛騨でもっともひ

ろく栽培されたスモモは7～8月 にならないと出廻らないため,こ れにさきがけて熟

するサモモは,商 品果実としてやや有利であったとかんがえられる｡し たがってサモ

モは,｢ま ち｣へ の出荷を目的に栽培された果実のひとつであろう｡

 サモモとスモモの分布をみると,こ のふたつの果実をともに生産する村がおおい｡

それは,サ モモ生産村13村 の7◎%を 占める｡こ れは,サ モモがウメと同 じく自家不結

実性がつよいため,結 実性をたかめる必要か ら,サ モモとスモモとが混植されること

のおおかったことをうかがわせる｡

26)ス モモの数値
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サ ル

『後風土記』記載名 猿,猿,サ ル

標 準 和 名 ニホ ンザル

学 名.Macaca,fuscata

推 定 総生産量 75頭

重    量 1.4t

       換 算 値 13-18kg/頭27)

エ ネ ルギー量 395,000kcal

       i換算 値  141kcaI/IOOg28)

1980年 収 量

図96サ ルの捕獲村(単 位 頭)

 サルの捕獲村はほぼ高原川と庄川の両

流域に集中するが,捕 獲数はさほどおお

くなく,大 野郡御母衣村(白 川村御母衣)

の13頭を最高に,平 瀬村(同 平瀬)の10

頭,牧 村(同 牧)の7頭 と続 く｡残 余の

15村 は1～6頭 である｡サ ル猟は,庄 川

流域諸村にさかんであったとみ られる｡

 捕獲の目的は薬用および食肉用であっ

たとみ られるが,ク マ･イ ノシシにくら

べ商品価値は相対的に低 か った らしい

(クマ,イ ノシシの項参照)｡

図97 サルの高度別捕獲数(単 位 頭)

 なお,当 時におけるサルの狩猟法,生 息密度についてはともにあきらかでない｡し

かし,現 在なおときとして岐阜･石 川県境で群が目撃されていることから推 して,か

なりの密度で生息していた ものとかんがえ られる｡『 後風土記』 が記録する猿丸村

(荘川村猿丸)の サル退治の伝承[冨 田 1977a:258】 も,そ うした背景にもとつ く

ものであろう｡

27)餌 づけ群のオ トナオス･メ スの値(石 川県白山自然保護センター調べ)

28)ウ サギの数値

457



国立民族学博物館研究報告  6巻3号

サ ン カ

『後風土記』記載名 山菓

標 準 和 名

学    名

推定総生産量

重    量    換算値 一

エネルギー量    換算値

1980年 収 量

図98サ ンカの生産村

 『後風土記』 には｢山 菓｣と ある｡つ まり菓子である｡た だ し,こ の菓子 は植物の

果実や種子 などであ り,い わゆ る｢つ くり菓子｣と は ことなる｡

 ｢山 菓｣の 生産村 は吉城郡宇津江･畦 畑両村(国 府町宇津江･畦 畑)に 限 られ る｡

しか もこの うちの畦畑村 では,カ ヤ･ハ シバ ミ･ア ケ ビ･ヒ ヨビとともに｢山 菓｣と

記 されている｡

 『本 朝食鑑』 によると,山 菓類 と して クル ミ･カ ヤ･イ チ ョウ･シ イ･ク リをは じ

め,カ キやイチヂク･ス モモ･ナ シなど32種 の果実 または種 子があげ られて いる[人

見 1978(1697)]｡し か し,『 後風土記』の場合,『 本朝食鑑』が山菓類 とす る ものは,

す べて単独 に記載があ る｡し たが って,こ の2村 にのみ認 め られ る｢山 菓｣が 具体的

になにの果実 また は種子を さすのか あき らかでない｡｢山 菓｣の 生 産村が 当時 の｢ま

ち｣の ひ とつ古川町方村 に近接す るところか ら,お そ らく｢ま ち｣む けに出荷 された

特定の果実または種子を｢山 菓｣と して記載 したのであろ う｡
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サ ン シ ョ ウ

『後風土記』記載名 山椒

標 準 和 名 サンショウ

学    名 Zanthoxylum piperitum

推定総生産量 1石8斗3升

重    量 311kg

       換算値 1709/合

エネルギー量 一

       換算値

1980年 収 量
図99サ ンショウの生産村

 『後風土記』 には,吉 城郡柏當村(上 宝村柏 当)と 大 笠村(神 岡町大笠)の2村 に,

｢山 椒｣と ある｡収 量 は前者にのみ2升 と記載があ る｡

 この｢山 椒｣が 常緑 の フユサ ンシ ョウZanthoxylum planispiumか,サ ンシ ョウZ.

piperitumか 定 かで はないが,現 在 も家屋の周 辺に1～2本 植栽 してある例か らして,

｢山 椒｣は 落葉性 のサ ンシ ョウであ るとみ られ る｡

 いずれに して も,高 原川流域で は,｢サ ンシ ョゥ｣の 商 品化 がおこなわれていた ら

しく,江 戸 時代 には｢今 見山椒｣の 名がすで にお こなわれていた｡こ れ は吉城郡今 見

村(上 宝村今見)に 産す るものであ った とい う｡

 『後風土記』 には,吉 城郡今見村(上 宝村今見)に｢小 椒一石二斗｣と ある｡し か

し,｢小 椒｣に あた る植物 はない｡1石 以上 に もな ると収量 と｢今 見山椒｣の 名があ

った ことか らみて,｢小 椒｣は あき らか に｢山 椒｣の 誤記で あろう｡

 食 用部位 は,葉 と実,そ れに樹皮 におよぶ｡主 として香辛料 とす るが,漢 方･民 間

薬 に もよ くもちい られ ている｡葉 と実 の煎 じ汁を川になが して魚 をとる例 もしられて

い る｡
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サ ン シ ョウ ウ オ

『後風土記』記載名 山 椒魚

標 準 和 名 オオサ ンシ ョウウオ

学 名Megalobatrachus japonicus

推定 総生産量 20尾

重    量 20kg

       換 算 値 1kg/尾

エ ネルギー量10,000kcaI

       換 算 値50kcal 1009

1980年 収 量 (自然 保護対象)

図100サ ンショウウオの漁獲村

 『後風土記』 には,大 野郡 三枝郷前原村(高 山市)で,｢山 椒 魚｣20尾 が産物 とし

て記載 されている｡

 現在,飛 騨地方 にはaヒ ダサ ンシ ョウウオ,ハ コネサ ンシ ョウウオ,ク ロサ ンシ ョ

ウウオ,オ オサ ンショウウオの4種 が棲息 して いることが確認 されて いる｡こ の うち,

オ オサ ンシ ョウウオは,岐 阜県 が分布 の北限 にあた る｡『 後風土記』 の｢山 椒魚｣が,

と くにどの種類を さすのかは不 明であ る｡

 サ ンシ ョウウオの幼生 は,ふ る くか ら薬用 として もちい られてきた｡と くに,結 核

や子供のかん しゃ く治療の薬 となる｡ふ つ う,サ ンシ ョウウオを黒焼 きに した ものが

もちい られ る｡薬 用以外 に,サ ンシ ョウウオの肉が食用 と して もちい られ ることもあ

った｡

 前原村 で20尾 の｢山 椒魚｣を 産するとい うことか らして,体 長lm以 上 にも達す

るオオサ ンショウウオがあて はま る可能性があ る｡現 在で も,オ オサ ンショウウオが

た まにヤナなどで捕獲 され ることがある｡サ ンショウウオが現在の ように保護 の対象

とされていなか ったにもかかわ らず,前 原村以外の村 む らで,ま った く記載 がないこ

とを説明で きる資料はない｡
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シ イ タ ケ

『後風土記』記載名 椎茸

標 準 和 名 シイタケ

学     名 Lentinus edodes

推定総生産量

重    量    換算値 一

エネルギー量   ･換 算値 一

1980年 収 量2,ll6t(岐 阜県全域)

図101 シイタケの生産村

 わ が国にお けるシイタケ栽培 は比較的ふ る く,す くな くとも17世 紀 にさか のぼる｡

当初,そ の栽培法は,ホ ダ木 に傷をつ けて胞子 の自然付着をまつ もので あ った｡し か

し,幕 末 には飛騨で も,菌 を うめこむ栽培法 が確立 して いた とみ られ る｡

 当時の シイタケ生 産村 は,益 田郡の南部諸村 に卓越す る｡し か し,い ずれの村 にも

生産量の記載 はない｡こ の地域 は根雪期間が40日 前後 と,飛 騨で もっと も短 いため,

タ ケ類な どの生育 をみ,暖 帯性の落葉樹 クヌギ も分布す る｡ク ヌギはホダ木の原木 と

して相対的にす ぐれている こともあ って,シ イタケ生産村 が飛0南 部 に偏在す ると推

定 され る｡

 か つて飛騨 には,シ イタケの菌をあつか う｢種 もの屋｣が 存在 して いた とい う｡現

在で は原木 も菌 も農協を通 して買い入 れる｡こ う して栽培 化がすすんだ シイタケ は,

『後風土記』 当時に くらべて,生 産量が著 しくふえたキ ノコのひ とつであ る｡こ のほ

かに は,や は り栽培 に成功 した ヒラタケがおお く生産 されてい る｡こ れ らを除 くと,

当 時12種 類 に もお よんだ キノコ類 は(ロ ウジタケの項参照),現 在で はほ とんど食用

されないか,き わめて局地的に利用 されるだ けにな った｡

 栄 養的にみると,生 シイタケには リン,ビ タ ミンB1･B2が 比 較的おお くふ くまれ

てい るが,干 しシイタケで は乾燥 によ って ビタ ミンB1が こわれてす くな くなる｡シ

イタケは生 と乾燥 した もの とをとわず,い ずれ も,プ ロビタ ミンDで あるエル ゴス

テ リンをふ くみ,こ れが栄養的価値 を もって いる｡
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シ オ

『後風土記』記載名 盛

標 準 和 名 一

学    名 一

推定総生産量 一

重    量 一一 換算値

エネルギー量 一 換算値 一

198◎年 収 量 一

図102 シオの生産村

 飛騨では塩の確保が重要な問題であった｡明 治政府が塩の専売をはじめる直前の調

査では,塩 の価格は高山町村でもっともたかかったとされている｡

 移入塩には北国塩(富 山藩経由で移入する金沢藩の能登塩)と 美濃塩(名 古屋･桑

名より移入の伊勢･三 河産のものなど)が あった｡塩 の移入は元禄ごろから高山の塩

問屋の手によっておこなわれたが,買 いしめなどによる塩価の暴騰を防 ぐため徐々に

役所による管理へと移 ってゆき,安 政2年(1855)に は｢定 式塩制度｣が できている｡

これは高山役所が富山藩から塩を独占購入 し,値 段を固定 し高山と船津に｢塩 惣捌所｣

をおき,領 民には1人 あたり7升 ときめ,区 域(18区 あった)ご とに指定した｢塩 差

配人｣に 配給させた｡し か し,｢定 式塩｣の 量は十分ではな く,別 に｢増 塩｣な どの

名目でその倍以上の塩が飛騨に移入されていた｡｢定 式塩｣の 制度は 明治5年 ごろに

廃止される[岐 阜県編 1972a]｡

 『後風土記』には,移 入塩13,000石 の記載がある｡こ れを総人口で単純にわると,

年間1人 あたり1斗4升,1日 あたり約709と なる｡塩 消費量のおおい東北諸県で

現在1人 当たり約409で あることをみると,当 時の飛騨では塩の消費が非常にたか

かったことがわかる｡塩 の記載があるのは大野郡江黒･大 谷･森 茂(いずれも清見村)

の3村 だけだが,な ぜこの3村 だけに産物として塩の記載があるのかあきらかでない｡

 須田[須 田 1973]に よると,大 野郡南部における60歳以上の死因は,中 風による

ものが圧倒的におおい｡こ れは塩の多量摂取と無関係ではないとおもわれる｡
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シ カ

『後風土記』記載 名 鹿

標 準 和 名 ニ ホ ンシカ

学 名Ceraus nippon

推定 総生産量 184頭

重    量 13t

       換 算 値 70kg/頭

エ ネルギー量 6,891,000kcal

       換 算 値 lo7kcal/loo9

1977年 収 量

図103 シカの捕獲村

 縄 文時代の貝塚では,獣 類の うちシカの骨 の出土が381カ 所 を数 え,も っと もおお

い[酒 詰 1961]｡ しか し弥生時代以降 は,稲 作の普及 にと もな って狩猟活動 が次第

に低調 にな ってい く｡さ らに奈良時代以 降には,主 と して仏 教思想 に もとつ く殺生戒

が浸透 し,狩 猟 はますます低調 にな った｡江 戸時代 には,一 般民衆が哺乳類 を食べ る

ことはほとん どな くな っている｡

 明 治8年 に編まれた 『日本産物誌』の各 国の名産の うち,哺 乳類 があるの は北海道,

信 濃,越 後s飛 騨,石 見,日 向 など山地の卓越す る稲作の不振な国であ った｡

 『後風土記』の シカの記載 は46村,捕 獲数量は120頭 で,捕 獲村 はほぼ益 田郡 に集

中 して いる｡

 益 田郡上呂(萩 原町上 呂)の｢鹿 供養塔｣に は,文 化5年(1808)冬 大 雪が ふ り,

シカや イノシシが,10万 頭 以上 も捕獲 された とい う記録があ る｡こ の事件に よ って飛

騨の シカの ポピュレー ションはおお きな打撃 をうけたのではないか｡現 在の狩猟統計

にシカの記載がないのは,そ の後 も一定 の狩猟圧がつづ き,シ カが絶滅 した結果だ と

お もわれ る｡

 と ころで,飛 騨 にはふたつのタイプの狩猟者が いた ようだ｡ひ とつ はクマ,カ モシ

カをお って"ダ ケ"と よばれ る高山に,冬 期 もでか ける専門猟 師である｡も うひとつ

は収穫期の田畑 の害獣駆除を 目的に里 でイノ シシや シカを狩 るFarmer-Hunterで あ

った｡生 息域が ヒ トに近か った シカを絶 滅に導 いたの は,主 としてFarmer-Hunter

で あ った とみ られ る｡
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シ ジ ミ

『後風土記』記載 名 蜆

標 準 和 名 マ シジ ミ

学 名Corbicula(Corbiculina)leana

推 定総生産量 3斗

重    量48kg

       換 算 イ直  8809/♂

エ ネルギー量5,000kcaI

       換 算 値 50kcallloo9

1980年 収 量

図104 シジ ミの漁獲村

 『後風土記』 には,大 野郡灘郷冬頭村(高 山市)に｢蜆 三斗｣と 記載 されているだ

けである｡こ の シジ ミは,汽 水域 にみ られ るヤマ トシジ ミで はな く,マ シジ ミとかん

がえ られ る｡

          す の り

 冬頭 村 は,川 上川,酸 海苔川,宮 川の ち ょうど合流点 にあた るところに位置 して い

る｡酸 海苔川の生産魚類 として,ハ エ,ウ グイ,チ チカブ リ,ゴ リ,フ ナ,雑 魚,ア

オ ガイ,シ ジ ミが記載 されている｡宮 川や川上川には,シ ジ ミの記載が ない｡し たが

って,冬 頭村 の人び とが シジ ミを採集 したの は,酸 海苔川で あ った とかんがえ られ る｡

 ｢飛 州 志』 によると,ア オガ イ,タ ニシなどの淡水 産貝類 は,｢食 用虫i類｣と して

分類 されているが,シ ジ ミはそのなかにふ くまれていない｡

 縄 文時代,貝 類 は重要な食糧資源 のひとつで あり,全 国各地で貝塚か ら数多 くの貝

類 が発見 されてい る｡そ のほとん どは,海 産の貝類であ るが,淡 水 産のシジ ミ類 も

重要 な ものだ った｡シ ジ ミ類 の出土貝塚の うち,シ ジ ミ類 とある もの128カ 所,ニ ホ

ンシジミ168カ 所,ヤ マ トシジ ミ110カ 所,マ シ ジミ111カ 所 と多数にのぼる[酒 詰

1961:161]｡ま た,山 間部 の洞窟や岩蔭 遺跡のなかか らも,カ ワシンジュガイ,イ シ

ガ イなど とと もに,シ ジ ミが発見 されて いる｡
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シ ブ ガ キ

『後風土記』記載名 渋柿,シ ブ柿

標 準 和 名 カ キ

学 名･0ゴo吻7051向 規

推定総生産量 7斗5升

重    量 113kg

       換算 値 15kg/斗

エ ネルギー量 59,000kcal

       換算 値  62kcal/loo 929)

1980年 収 量47t(カ キ の収量)

図105 シブガキの生産村

 『後風土記』のカキの記載には,｢柿｣の102村 と｢小 柿｣の5村,そ れに｢渋 柿｣

の3村 がある｡こ のうち,｢柿｣と 記載されたもののすべてがアマガキだ ったとは考

え難 く(カ キの項参照),こ れには当然シブガキもふ くまれたであろう｡し たが って,

吉城郡下高原郷の鹿間･ニ ッ屋･杉 山の3村(い ずれも神岡町)に ある｢渋 柿｣は,

食用を目的にしたシブガキではなか ったとみられる｡お そらくそれは,腐 朽を防 ぐた

めに紙やアサ･木 地に塗 った｢柿 渋｣の 原料採集用だったのではないだろうか｡

 なお,｢柿 渋｣は 民間薬にも用い られ,中 風や凍傷･火 傷などの塗 り薬として効用

があったとされる｡

 日本におけるカキの栽培は,す くなくとも10世紀にはじまったとされる｡し か し,

当時はシブガキとアマガキの品種は未分化な状態にあり,こ れがわけられたのは鎌倉

時代以後のことに属し,果 樹園栽培の開始は近代のことであるという[星 川 1980]｡

そうであれば,『 後風土記』当時のカキは,い わゆる果樹園栽培がはじまる直前にあ

たることになる｡し たがって,こ の頃のカキ栽培は,屋 敷地や畑地のすみなどに単木

で植栽するのが一般的だったとかんがえられる｡

29)渋 ぬ きカキの数値

465



国立民族学博物館研究報告  6巻3号

シ メ ジ

『後風土記』記載名 湿茸,湿 地茸,シ メ

         ジ,シ メヂ

標 準 和 名 ホンシメジ

学    名 Lyophyllumα88γθ8伽m

推定総生産量 245貫

重 量918kg換 算値

エネルギー量     換算値

1980年 収 量

図cos シメジの生産村

 シ メジは,比 較的乾燥 した山地の,雑 木林 に自生す るキノ コ類 の ひ とつ で あ る｡

『後風土記』に記載 された シメジの生 産村 は,大 野郡4村,吉 城郡3村 で,残 る17村

はすべて益田郡 に分布す る｡な かで も,と りわけ益 田郡 阿多野郷(大 野郡久 々野町の

一部 と朝 日･高 根村)に 生産村がおお く
,柳 島村 に30貫,辻 村 に1貫(と もに久 々野

町)の 記載がある｡な お,こ れ らシメ ジを産す る24村 のなか には,同 時 にマ ツタケを

産物 にふ くむ ものがおおい｡

 シ メジ の属するシメジ科 には,じ つ に数多 くのキ ノコ類がふ くまれる｡こ の うち,

『後風土記』の シメジは,お そ らくホ ンシメジ ム σggプ昭σ伽Zで あろ うとお もわれ る｡

これ は俗にカブ シメジと もよばれ,名 前 のとお り,多 数叢生す るのがふつ うであ る｡

その風味 は,キ ノ コ類 のなかで もとくにす ぐれ た もの とされている｡こ の シメジの生

産村24村 はいずれ も海 抜800m以 下 に分布 し,こ れ以 上の高度 には生産村がみ られ

ない｡

 現 在｢味 シメ ジ｣と して ひろ く出まわ って いる ものは,ヒ ラタケである｡こ れ はシ

イタケ とともに栽培化 に成功 した数少 ないキ ノコで,生 産量 は 『後 風土記』 当時 に く

らべて きわめておお くな って いる(ヒ ラタケの項参照)｡
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シ モ ヤ マ チ ャ

『後風土記』記載 名 下 山茶

標 準 和 名 チ ャノキ

学     名 Camellia sinensis

推定 総生産量 15貫

重 量56kg換 算 値

エネルギー量 一  換 算 値 一

1980年 収 量 一

図107 シモヤマチャの生産村

 ｢下山茶｣の 生産村は,益 田郡下山村(馬 瀬村下山)の1村 だけで,15貫 の産量が

ある｡『飛州志｣の 物産部,茶 の項に｢本 土に於て製する処の茶なり｣と して,概 本

･松 本･亀 井と下山の4つ の製品名がある｡こ のうち,前 の3つ はそれぞれ禅昌寺･

玉龍禅寺･萬 福禅寺の製品だが,下 山のみは｢村 里二於テ製ス｣と あって禅寺 とは関

係がない｡

 飛騨では元禄ごろまで,茶 は産しないと記録にあるが(チ ャの項参照),『飛州志｣

の編纂 された18世紀中葉になるとようや く益田郡で民間のための茶の栽培,製 造がは

じまったことがわかる｡こ のような伝統と茶の成育のための気候的条件にめぐまれ,

益田郡南部の馬瀬郷や下原郷 は,飛 騨で数少ない茶の生産地として育っていった｡明

治5年 の｢飛 騨国物産高｣の なかには茶類(青 茶･黒 茶)の 産高が21円 とある｡現 在,

｢下山茶｣が どのような茶であったか不明だが,100年 近い伝統をもつふるい製法によ

る茶(ア オチャの項参照)が,一 部の人びとに嗜好品として愛好されていたのではな

いかとおもわれる｡
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ジ ュ ン サ イ

『後風土記 』記載 名 尊 菜

標 準 和 名 ジュンサ イ

学    名 ｣Srasenia Schreberi

推 定 総生 産量 一

重    量 一 換算 値

エネルギー量 ･  換 算 値

           6kcal/100gso》

1980年 収 量 一一

図cos ジュンサイの生産村

 ス イレン科 の多年草で,わ か芽 を食用す る｡採 集 は春 か ら夏 にか けてお こな う｡

 『後風土記』 には,古 川町方村(古 川町)1村 だ けに記載 がある｡そ の古川町方村

の項 には,か つて金森候が他 国よりジュンサイの種を求め,こ れを当時の増島城の堀

に栽培 した ものが残 り,こ の村の名産 にな った とあ る[冨 田 1977a:387]｡し た が っ

て,こ れ は栽培植物ない し栽培植物 の野生化 した ものとみ なされ る｡

 『飛州志』 にはすでに｢古 川尊菜｣の 名がみえ,こ の当時か らこの村 の名産 となり,

商 品化されていた ことがわか る｡

 ジ ュンサイは,表 面を おお う寒天状の粘質物の特有 な舌 ざわ りが好まれ,塩 づ けや

酢づ けにす るほか,汁 にも用 いる｡ビ タ ミンB12を お お くふ くむ食品であ る｡

 『後風土記』によると,ジsン サ イの生育地 は古川町方村 のほか,益 田郡 日和 田村

(高根村 日和 田)に もあ った らしい｡こ の村 の字池の原 には雌池･雄 池が あり,雌 池

のふ ちにのみ ジュンサイが群生 し,旧 暦4月 にはオシ ドリやカモがみ られ るとあ る｡

しか し,日 和 田村の産物 には,オ シ ドリやカモはむ ろん,ジ ュ ンサイ も認 め られ ない｡

｢村 民言伝 て,此 池霊あ りと云 ふ｣と あるか ら[冨 田 1977b:186-187],こ れ らは

捕獲･採 集 の対象 とされなか ったよ うである｡

30)水 煮びん詰の数値
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シ ョ ウ ガ

『後風土記』記載名 生姜

標 準 和 名 ショウガ

学    名 Z'π9伽7げ6伽18

推定総生産量 60貫

重    量 225kg

       i換算値  159/本

エネルギー量 56,000kcal

       i換算値  31kcal/loo9

1980年 収 量

図109 シ ョウガの生産村

 多年生の栽培植物で,食 用部位はおもに塊茎で,い わゆる根ショウガがこれである｡

この塊茎は香辛料として漬物その他におお く用いられるほか,健 胃,腹 痛,鎮 咳など

に効果があるとされ薬用にもする｡

 また,芽 しょうがは辛味が相対的に弱いため,し ばしば料理のツマに用いる｡

 飛騨における生産村は益田郡大舟渡村(金 山町大船渡)1村 のみで,生 産量は60貫

を記録する｡栽 培には塊茎を購入して植えこむという｡

 水分がおおく,栄 養価はひくい｡辛 味成分はジンゲロンとショーガオールである｡
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シ ョ ウ ユ

『後風土記』記載名 醤油

標 準 和 名

学    名

推定総生産量 76石

重    量 13kl

       換算値 171♂/石

エネルギー量 11,956,000kcal

       換算値 76kcal/100931)

1980年 収 量400kl
図110 ショウユの生産村

 現在,日 本には3つ のちがった醤油圏があるという｡関 東はこい口,関 西はうす口,

そして名古屋地方はたまりである[平 野 1978]｡そ の影響か,た まりは現在の飛M

でもよくみかける｡『 後風土記』の時代の飛騨の醤油はすべてたまりだったとおもわ

れ,現 在でもたまりをよくつかう｡た まりはいわゆる｢玉 未醤｣の 上ずみ液で(つ く

りかたは ミソの項参照),原 料はダイズ･塩･水 だけである｡ダ イズ1石 につき8升

か ら1石 のたまりがとれた らしい｡

 味噌,醤 油と酒は,こ の 時代の飛騨ではもっともおおきな食品加工産業であった｡

しか し,生 産地の分布をくらべると味噌は高山町村だけ(3件),醤 油は高山町村の

ほかに吉城郡の舟津町村と東町村,益 田郡の下原町村と分布をひろげ(6件),酒 は

僻地をのぞけば生産村がまんべんな くひろが りその 数 もおおい(ユ8件)｡こ のような

分布の差は,味 噛は自家製による自給が原則であり,醤 油がその副産物として利用で

きたのにたいし,酒,と くに清酒は自家製造が相対的に困難だったという技術的問題

を反映 した ものであろう｡

31)し ょ うゆ･た ま りの 数値
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シ ロ イ モ

『後風土記』記載 名 白 芋

標 準 和 名 ジ ヤガイモ

学    名 Solanum tuberosum

推 定 総生産量 1,051石

重    量 158kg

      換 算 値 150kg/石

エ ネルギ ー量 109,272,000kcal

       換 算 値  77kcal/1009

1980年 収 量2,14Qt

図111 シロイモの生産村

 『後風土記』 には,｢白 芋｣｢畑 芋｣な ど8種 類のイモ類 の記載があ る｡こ の うちシ

ロイモについて石 田[石 田 1976]は サ トイモに同定 し,ハ タケイモをジ ャガイモに

同定す る｡し か し,飛 騨 とりわけ吉城郡一帯において シロイモは別 に仙台イモ ともよ

ばれ,『 後風土 記』 に も｢白 芋撃台｣と あるとお り,こ れは ジャガイモの地方 名である

ことが確認されている｡

 ま た,ハ タケイモがジャガ イモの総称 ではないか とす る疑 問につ いて は,『後風土記』

の記載によ って あきらか となる｡す なわ ち,ハ タケイモの生産村22の うち21村 が シロ

イモの生産村 に重復す るばか りでな く,両 者 は明確 に区別 して記録 されてい る｡た と

えば吉城郡岸奥村(宮 川村岸 奥)に は,｢畑 芋 一石六斗 白芋八石五斗｣と あ る｡両

者が同一の もので あれば,こ うした記載 は生 じ得ない｡し たが って,『 後風土記』 の

｢白 芋｣は ジ ャガ イモに,｢畑 芋｣は サ トイモとす るのが妥 当であろ う｡

 な お,飛 騨 におけるジャガイモの地方名 は,シ ロイモをふ くめて3種 類 を採録 した｡

そ のひとつが アカイモであ り,他 はム ロサキイモである｡こ の3種 はいずれ もイモの

皮に特徴 的な形質 にもとつ く命 名で あり,ア カイモはジャガ イモのひ とつ の品種 ダ ン

シャクにあて られ る｡こ れ は比較的後代にな って導入 され たものの ようであ る｡

 生 産村 は飛騨北部 にひろ く分布 し,い わ ゆるSUBSISTENCE型 を しめす｡
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ス イ カ

『後風土記』記 載名 西 瓜

標 準 和 名 ス イカ

学    名 Citrullus aulgaris

推 定 総生産量 一

重    量

       換 算 値2.5-3kg/中1個

エ ネルギー量

       i換算 値  31kcal/100 g

l980年 収 量199t

図112ス イカの生産村

 スイカの日本への伝播は,16世 紀末とも17世紀中頃ともいわれる｡当 初の栽培種は

黒皮･球 形･紅 肉の1種 だけで,そ の後300年 間は,こ の黒皮種のみが栽培 されつづ

けた｡品 種改良のなかった江戸時代,ス イカは下層階級の食物とされていた｡

 品種改良がすすむのは,外 国種の導入がさかんになった明治19年 頃以降のことであ

る｡し たがって,『 後風土記』が記録する大野郡三福寺村で栽培されたスイカは黒皮

種 とみられ,当 時はまだ飛騨一円に普及 していなかった新来の作物であった｡た だ し,

三福寺村の枝村上野はスイカの 特産地 であり,す でに｢上 野西瓜｣の 名があった と

『飛州志』に記録 している｡

 スイカには,水 分･糖 分がおおく,無 機質やビタミンはす くない｡果 汁は,利 尿作

用があることか ら腎臓病に効果があるとされる｡
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ズ イ キ

『後風土記』記載名 荻

標 準 和 名 サ トイモ

学 名Colocasia esculents

推 定 総生産量 283貫800匁

重    量 1.1t

       換算 値 2009/本

エ ネルギー量 136,000kcal

       換 算 値  16kcal

1980年 収 量247t(サ トイモの収量)

図113ズ イキの生産村

 サ トイモの葉柄をズイキとよぶ｡『後風土記』には｢lc｣と ある｡

 ズイキの生産村15村 のうち,飛 騨南部の下原郷(益 田郡下呂町と金山町)に14村 集

中し,根 茎の利用を主としたサ トイモの生産村とは著しい分布上の差異を示す(ハ タ

ケイモの項参照)｡こ れは根雪期間と最深積雪量とにつよ く支配された結果とみられ,

ズイキの生産村はいずれも根雪期間が20日以下の地域に分布する｡そ の分布のタイプ

は,い わゆるECOLOGY型 に属する｡

 生産量はすべてに記載があり,そ の総量は283貫800匁 に達 し,1村 当たり平均約19

貫が生産されたのである｡ズ イキは乾燥 してホシズィキに製するが,『 後風土記』の

産物中にはその名がない｡し たがって,大 量に生産されたズイキは疏菜,な かんずく

葉菜のひとつとして多用されたとおもわれる｡し か し,生 のズイキは水分がおお く,

これにふくまれる栄養素はすくない｡
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ス ガ ル ノ ス

『後風土記』記載名 螺嵐案

標 準 和 名 クロスズメバチ(の 巣)

学    名 碗吻｣α1θω癖

推定総生産量 一

重    量 ･  換算値

エネルギー量    換算値

1980年 収 量

図114 スガルノスの採集村

 ス ガル ノスは,久 々野郷(久 々野町)あ た りで ジバチ ともジスガ レとよぶ クロスズ

メバチVespula lezuisiの 巣 であ る｡地 中にある この巣 には数段の幼虫室 があ り,脂 肪

に富む幼虫を巣 ごと とりだ して食用す る｡

 産 出の記載 があるのは,大 野郡 山梨村(久 々野町山梨)1村 だけで ある｡こ の村 の

項 には,毎 年7～8月 に土 中にあ るジバ チの巣を掘 り出 し,高 山へ売 りに出 した とあ

るt冨 田 1977a:192]｡し た が って,こ れは食用 として珍 重された ものであろう｡

 『飛州志』に は,｢食 用虫類｣5種 類 のなか に,イ ナゴ,タ ニ シ,ア オ ガイ,｢ト ウ
         はちのL
ノ木虫｣と ともに｢蜂 子｣が みえる｡こ うした昆虫を食用に供する習慣は,現 在も一

部の人びとの間に伝承されており,と きおりクロスズメバチの捕獲がおこなわれる｡
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ス モ モ

『後風土記』記載名 李

標 準 和 名 ス モモ

学    名 Prunus salicina

推 定 総生産量 105石

重    量 16t

       換 算値 159/斗

エ ネル ギー量 6,730,000kcal

       換算 値  46kca1/1009

1980年 収 量

図115ス モモの生産村

 『後風土記』に記載のあるスモモは,小 粒で酸味のつよい在来型のニホンスモモで

あろう｡こ の果実の栽培はかなりふるくからおこなわれていたらしく,在 来型のナシ

や リンゴ,モ モなどとともに,東 アジァの古い果実コンプレックスをなしていたもの

とおもわれる｡日 本の遺跡からの出土例としてはっきりしているものに,平 城宮北の

核果完全品4個 がある｡

 『後風土記』によると,ス モモの生産村は152村 を数え,当 時の果実類のなかでは

もっとも数がおお く,生 産村の分布 もごく限られた地域を除いてかなりひろい｡当 時,

飛騨の北辺や益田川上流域に生産村が欠落するのは,積 雪量につよく影響された結果

であろう｡

 丹生川村旗鉾での聞きとりによると,こ の在来型のスモモはフルーッのひとつ とし

て供 されたが,甘 味のある新品種の導入によって急速にうしなわれていった｡そ して,

あたらしい移入種はハダ ンキョウ(巴 丹杏)と よばれ,在 来種と区別 していたらしい｡

 いずれにして も,ス モモの栽培には樹木の管理にかなりの労力が必要である｡そ の

ため,安 価な果実が容易に入手できるようになると,ス モモは放置されたり,あ るい

は伐 りはらわれて,現 在ではこれを栽培して食用す ることがほとんどない｡

 在来種の小粒であおいスモモは,漬 物にするとたべやすくなるという｡現 在でも高

山の朝市では,塩 水であさく漬けたスモモがパ ックにして売 られている｡
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セ リ

『後風土記』記載 名 芹

標 準 和 名 セ リ

学 名Oenanthe stoloniferaブaaanica

推 定 総生産量 一

重    量 一

       換 算 値

エネルギー量 一

       換 算 イ直  17kcal 1009

1980年 収 量 一

図116セ リの生産村

 セ リは大野郡川上郷大原村(清 見村大原)に のみ記載 があ る｡生 産量の記録 はな い｡

 セ リは,｢七 草 がゆ｣に 入れ る野菜の ひとつである｡セ リのほか,ナ ズナ,ゴ ギ ョ

ウ,ハ コベ,ホ トケノザ,ス ズナ,ス ズ シロをふ くめて春の七草 と称す る｡こ の うち,

『後風土記』で は,セ リ,ナ ズナ,ス ズナ(カ ブラナ),ス ズシロ(ダ イコン)の4

種 が産物 として記載 されて いる｡

 セ リは,セ リ科の多年草であ る｡す でに,平 安時代 の 『延喜式』の なか にも,当 時,

セ リが栽培されていたことが しるされている｡日 本以外 に も,東 南 アジアでおお くみ

られ,中 国,イ ンドネシアで は食用 とされ る｡

 セ リは,水 田や湿地 にこのんで 自生す る｡冬 か ら春先 にか けて採集す るのがよい と

され る｡葉 に は,か お りがある｡

 『後風土記』には,セ リのほか ミツバゼ リ(野 蜀葵)が みえるが,産 物の項 には記

載 されて いない｡こ れ は,い わゆ る ミツバを さす とお もわれる｡
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ソ バ

『後風土記』記載 名 蕎 麦,ソ バ

標 準 和 名 ソバ

学    名 Fagopyrum esculentum

推定 総生産量 ユ,685石

重 量151.6t,

       換 算値 90kg/石

エ ネルギー量 520,079,000kcal

       換 算 値 343kcal 1009

1980年 収 量 一 一

図117 ソバの生産村

 ソバの生産村 は258村 を 数え,飛 騨415村 の6割 に達す る｡穀 類の なかでは,ソ バ は

ヒェ,コ メ,オ オムギ,コ ムギにつづ き,ア ワの226村 を うわまわる｡記 載 量は約1,

677石,ユ 村 当た り平均15石 で,こ れ もアワの7石 を はるかに うわまわる｡

 生 産村の垂直分布 は200～1,30bmと 当時 の居住地域 の全 域 におよび,モ ー ドは

700～800mと たか い｡こ の高度 は,稲 作 の高距限界 にほぼ一致する｡高 度別の収量

では,700m以 下 で1村 平均4.5石 を しめすのにたい し,800m以 上 で は10石 に 達す

る｡し たが って,デ ンプ ンを主成分 に若干で はあるが良質 のタ ンパ ク質を もふ くむソ

バ は,ヒ エとと もに,当 時の非稲作地帯の主食 糧を構成 した重要 な穀物であ った｡

 一 方,生 産村の水平分布には,益 田郡小坂郷(小 坂 町)以 南 が欠落す るとい うおお

きな特色がある｡生 産村が全村 の50

00以上を占めるにもかかわらず,こ

うした分布の傾向を しめす作物には,

ソバのほかにアワ･ア ズキ｡エ ゴマ

がある｡こ れらはいずれ も焼畑の系

譜につらなる伝統的作物であり,そ

れが益田郡南部に欠落する｡こ のこ

とは,『後風土記』の当時,益 田郡南

部では伝統的な作物が,よ り商品価

値のたかいチャやコゥゾにおきかわ

っていたことをしめす ものであろう｡ 図118 ソバの高度別生産量(単 位 合)
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ダ イ コ ン

『後風土記 』記載 名 大 根,大 コ ン,羅 菖

標 準 和 名 ダ イコン

学  名Raphanus sativus var.

               hortensis

推定総生産量

重    量

19,923貫

74.7t

換算値S11･中1本

エネルギー量 10,460,000kcal

換算値20kcal/100g

1980年 収 量 5,254t 図119ダ イコンの生産村

 カブラとともに重要な根菜で,年 間を通じて食用に供するため,大 量のダイコンが

漬物として保存される｡

 ダイコンの栽培村は,当 時の高山町村周辺に数村を認めるほか,ほ とんどが庄川流

域の諸村に集中する｡こ の地域には,高 山代官所支配地のほか寺社領除地が相対的に

数多 く認められ,こ の寺社領除地をもつ村 とダイコンの栽培村との間にたかい相関が

ある｡し たがって,当 時の支配のありようが,栽 培植物の選択にかなりの影響をおよ

ぼしたのではないかとみられる[松 山 1981]｡

 庄川流域諸村で生産されたダイコンの相当量は,高 山町村はじめ古川町村などへも

たらされたであろう｡葉 菜でないゆえに,長 距離の輸送に耐え得たか らである｡『飛

州志』の｢菜 穀之種子｣に は,大 根の品種に｢尾 張大根,地 大根,ホ ソネ大根,夏 大

根｣の4種 が記載され,す でにかなりの品種分化のあったことがしられる｡

 このダイコンを栄養学的にみると,こ れには,デ ンプンを分解する酵素であるアミ

ラーゼをおおくふ くむ｡し たがって,生 食するのが効果的で,｢大 根おろし｣は その

もっともよい調理法である｡ま た,ヌ カミソづけに加工すると,ダ イコンにヌカのビ

タミンB1が 移 り,そ の効果をたかめることができる｡

 ダイコンの葉は,カ ブラナとともにカルシウム,鉄,ビ タミンA･Cの 供給源とし

て重要な食品であった｡
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ダ イ ズ

『後風土 記』記載 名 大 豆

標 準 和 名 ダ イズ

学    名 Glycineノ レTax

推 定 総生産量 4,860石

重    量 656t

       換 算 値 135kg/石

エ ネルギ ー量 2,598,156,000kcal

       換 算 値  396kcaI/1009

1980年 収 量400t

図120 ダイズの生産村

 弥 生時代すで に栽培 され たというダ イズ は,『 後風土記』 の当時,ヒ エの403村 につ

いで栽培村 がおお く,400村 を 数え る｡そ の記載量 は約4,847石 で,1村 当 た り平均で

は12石 となる｡

 『後風土記』の産物 に記載 された食品群 を栄養学的 にみ ると,動 物性 タ ソパ ク質の

給源 となる食品 は全体の約4°oに すぎない｡こ れを補 ったのがダ イズであり,現 在 に

くらべ て精 白度の ひ くか った コメや ヒエであ った(コ メの項参照)｡

 このダ イズはタンパク質･脂 質 に富む食品で,成 入1人1日 に必要 な熱量2,000kcal

は3･4合 で十 分まかなえ,コ メの4合 に匹敵す る｡そ の うえ,こ の場合 はタ ンパ ク質

1809を もふ くむ｡し か し,ダ イズ は組織 がかた く消化率が ひ くい うえに血球凝集作

用があるため,食 用 には熱処理が必要であ る｡

 と ころで,当 時の飛騨で はダ イズ とヒエがつ よい作物結合を しめ し,両 者の総収量

の比率 はダ イズ1:ヒ ェ6･2で あ る｡仮 りに ヒェ6209(4 .8合)と ダイズ1009を あ

わせて食用 した場合,2,690kcalの 熱 量 と969の タ ンパ ク質 とが得 られ る｡ したが

ってこの場 合 に不 足 す る栄養素 は,カ ル シウムとビタ ミンA･B1･Cの み とな る｡

『後風土記』当時のダイズ とヒェのつよい作物結合 は,栄 養学的にみて もす ぐれた選

択の結果を しめすのである｡
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タ ケ ノ コ

『後風土記』記載 名 筍,箆 筍

標 準 和 名 ネマガ リダケ

学    名 Sasa kurilensis

推 定総生産量 14,400貫

重    量 54t

       換 算 値 一

エネルギー量 12,852,000kcal

       換 算 値 34kcal/1009

1980年 収 量

図121タ ケの分布(○)と タケノコの採集村

 飛 騨では,益 田郡以外に竹林 がほとんどない｡『 後風土記』の記載か ら,当 時の タ

ケの分布 を復元 した結果 も,現 在の植生 に一致す る｡こ のタケは籠や桶 のタガにつか

われたマダケであろ う｡し か し,『 後風土記』 のタケ ノコの生産村 とタケの分布 はほ

とん どか さな らない｡し たが って タケノコと記載 されているのはマダケやモ ウソ ウチ

クの もので はな く,日 本 海 側 の積 雪 量 の おおい山地 に群 落 をつ くるネマガ リダケ

S.kurilensisで あ る｡ネ マガ リダケのタケノコ は珍 味 とされ,立 夏の ころに採集 して

贈物 に も利用 された とい う｡そ のほかネマガ リダ ケは籠作 りに利用 され,そ の技法は

中部地方 の籠細 工の一系列をつ くってい る[中 村 1977:351]｡
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タケ フシ ニ ン ジ ン

『後風土記』記載名 竹節人参

標 準 和 名 トチバニンジン

学 名P侃4κ ブψoπ加5

推定総生産量 500匁

重    量 1.9kg 換算値

エネルギー量     換算値

1980年 収 量

図122 タケ フシニンジンの採集村

 ｢竹節人参｣は,ウ コギ科オタネニンジン属 トチバニンジンの異称｡『 後風土記』

には別に｢栃 木人参｣と もある｡横 にはう太い地下茎に結節があるところからこの名

がある｡そ の分布は,北 海道か ら九州にかけての暖･温 帯におよぶ｡飛 騨でも深山の

谷間などに生育するが,生 産村として記録されているのは益田郡和佐村(下 呂町和佐)

1村 だけで,生 産量は5QO匁である｡

 ｢竹節人参｣は おもに解熱･健 胃剤として用いられるが,し ば しばオタネニンジン

(チョウセンニンジン)の 代用にされる｡
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タ ニ シ

『後風土記』記載 名 田螺,タ ニ シ

標 準 和 名 タニ シ

学 名Viviparidae

推 定 総生産量 5斗

重    量 72kg

      換算 値 144kg/石

エ ネルギー量 ll,000 kcal

      i喚算 イ直  86kcal 1009

1980年 収 量

図123 タニシの漁獲村

 タニ シは,大 野郡大八賀郷三福寺村(高 山市)で4斗5升,吉 城郡 古川郷 高野村

(古川町)で5升 のそれぞれを産す るとかかれて いる0

 タニ シは,『 飛州志』に よると,ハ チ ノコや イナゴとともに｢食 用虫類｣と して分

類 されてい る｡岐 阜県で は,タ ニ シの ことをツボとよぶ｡春 先,水 田や小川で ッボひ

ろいと称 して採集 がおこなわれた｡現 在,農 薬 などの影響で,タ ニ シの個体数が著 し

く減少 した とい う｡

 淡 水産の員 のなか には,寄 生虫(ジ ス トマ)の 中間宿主 とな るものが ある｡た とえ

ば,カ ワニナは,肺 ジス トマの第1中 間宿主 である｡タ ニ シの仲間 のマメタニシは,

肝 臓 ジス トマの中間宿主であ る｡か つて食用 された タニ シ類 のなかに,寄 生虫の中間

宿主 とな った ものがいた可能性があ る｡そ の場合,河 川流域の住民 は,ジ ス トマ にた

いす る罹病率 がたかか った ものとかんがえ られ る｡

 関東 地方 におけ る縄文後期の貝塚の うち,シ ジ ミ,タ ニ シなどの淡水産貝類を多 く

出土す るグループがある｡現 在 の,群 馬･栃 木両県 にまたが る地域 で,当 時,海 岸線

か ら遠 くはなれていたとかん がえ られ る｡タ ニシ類の うち,オ オ タニ シ,マ ル タニ シ,

カ クタニ シなどの出現頻度 がたか い｡

 『後風土記 』に記載 され たタニシの種名は不 明で あるが,数 種類のタニシ科の貝が

ふ くまれて いた ものとお もわれる｡
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チ チ コ

『後風土記』記載名 チ ＼コ,チ チカ ブ,鯖

標 準 和 名 カ ジカ

学 名Cottus(Cottus)hilgendorfi

推 定 総生産量 500尾

重    量 2.5kg

       換 算 値 10-509/尾

エ ネルギー量 1,000kcal

       換 算 値  101kca1/100932)

1980年 収 量

図124 チチコの漁獲村

 『後風土記』に は,｢鯖｣｢チ チ カブ｣｢チ･コ｣と かかれている｡現 在,岐 阜県 で

は,カ ジカ科カ ジカ属のカジカや,ハ ゼ科 ヨシノボ リ属の ヨシノボ リも,チ チ コ,チ

チカブという方名で よばれ る｡

 ｢風 土 書上帳｣の 吉城郡高原郷数河村(神 岡町数河)に 関す る記載の なかに,チ チ

カブ リという魚が春の彼岸のころ,川 の上流にのぼ って,石 の間に産卵す る,と いう

ことが しるされてい る｡さ らに,チ チカブ リは,別 名,大 頭 ともよばれ るとい う｡カ

ジカ科の カジカが川を遡上 して産卵す ること[宮 地･川 那部･水 野 1978:308],お

よび現在,川 上川流域で,カ ジカの ことが,チ チカブ,チ チ コ,ダ イガシラな どとよ

ばれ ること[丹 羽 1976a:193-194]の2点 か らして,チ チカブ リは,カ ジカであ る

可能 性がたか い｡

 チ チコは,宮 川,高 原川,益 田川でそれぞれ漁獲 されてい る｡こ の3水 系をあわせ

て も,生 産高の合計 は,0･5～2･5kgに す ぎない｡海 抜高度 による分布 は,600～900m

に ほ ぼか ぎられ る｡

 チ チカブ リは,｢風 土書 上帳｣に よると,慶 事賀礼のさいにもちいられた｡カ ジヵ

や ヨシノボ リなどは,つ くだ煮や煮物 としてたべ るとおい しい魚 である｡

32)ウ グイの数値
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チ ャ

『後風土記』記載名 茶

標 準 和 名 チ ャノキ

学 名Camelliasinensis

推 定 総生産量2,092貫

重 量7･8t換 算 値2409/斤

エ ネルギー量 換算値 一

1980年 収 量44t(荒 茶 の生産量)

図125チ ャの生産村

 茶は照葉樹で,そ の生育には気候的制約をおおきくうける｡飛 騨 は南部の益田郡を
                                   くらいやま

のぞいて,茶 栽培には適さない｡こ れ については 『後風土記』の山之 口村 の項 に位山

よ り北 は寒気 がつ よ く,竹 と茶 は植えて もたか くの びないとあ る[冨 田 1977a:197]｡

それ は益田郡 の茶の記 載量1,689貫(14村)に たい し,大 野郡50.5貫(8村),吉 城 郡

には収量の記載 な し(1村)と い う量的 な差 とな ってあ きらか にあ らわれている｡

 茶 はビタミンCの 主要 な補給源で あった｡茶 の飲用 は元禄時代 にはすでに飛騨各地

でひろ くお こなわれて いた らしい｡元 禄5年(1691)に は,高 山町村 か ら阿多野郷 な

どへ の荷物を運 搬す る牛方の運賃の うわまえを はねていた ものが あったので,茶･塩

･味 噌･ム シロ･た ば この5品 の うわまえを禁止 してい る｡こ の5品 は飛騨 では生産

しない重要産物 であ ったか らだ とい う記事[岐 阜県編 1972a:694]か ら,当 時か な

り茶 が飲用 された ことが うかがえ る｡18世 紀 前半(享 保年間)に なると茶 は他 国産 の

ものとともに益田郡の ものが高山へ運ばれている記録[岐 阜県編 1972a:856]が あ

り,益 田郡での 生産 もようや くたかま って きた ことがわか る｡こ の頃に 編纂 された

『飛州志』には,中 呂,中 切,中 津原,下 山といった益田郡 の茶 の産地 が記載 されて いる｡

 『後風土記』 の ｢明 治三年必用品他國よ り買入高凡積｣[冨 田 1977a:t S:]

に は,茶15万 斤(茶 の1斤 は240匁 と されるので計36t)代 金18,750両 とあ る｡こ れ

は米,塩,雑 穀,木 綿 につ いで第5位 を しめる金額で あった｡
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ツ ク ネ イ モ

『後風土記』記載名 佛掌薯,ツ ク芋

標 準 和 名 ナガ イモ

学 名Z)ioscorea batatas

推定 総生産量 14貫600匁

重    量 55kg

       i換算 値 3009/本

エ ネルギー量44,000kcal

       換 算 値  99kcal/1009

1980年 収 量

図126ツ クネイモの生産村

          つくねいも

 『後風土記』には｢佛 掌薯｣ま たは｢ツ ク芋｣と あり,ヤ マノイモと明確に区別す

る｡し たがって,こ れは中国原産の栽培種ナガイモの1品 種であろう｡食 用部位は根

と球芽｡い わゆる｢と ろろ汁｣は もっとも一般的な食用法である｡

 生産村 は,飛 騨中部の相対的に広い谷底平野の山麓部に沿 う吉城郡糠塚村と東門前

村(と もに国府町)の2村 にすぎない｡こ うした極端にす くないツクネイモの生産村

は,当 時まだ山野で採集するヤマノイモの利用が普遍的であった事情をよくしめして

いる｡

 ックネイモの主成分は炭水化物で,そ のおもなものはデンプンと粘質物 とである｡

これは生食も可能で,ア ミラーゼをはじめおおくの酵素をふくむ｡一 般的にいって,

当時イモ類は,茶･果 物などとともに,ビ タミンCの 供給源としても重要な食品であ

った｡
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ツ ク バ ネ

『後風土記 』記載 名 ツ クハ ネ,ツ クバ ネ

標 準 和 名 ツクバ ネ

学 名Buckleya lanceolata

推 定 総生産量

重    量    換算 値

エネルギー量    換算 値

1980年 収 量 一 一

図127 ツクバネの採集村

 ツクバネは,一 名ハゴノキともいうビャクダン科の落葉低木で,本 州の山地に特産

する｡『 後風土記』には,吉 城郡高野村と太江村(い ずれ も古川町)の2村 にのみ記

載がある｡

 ックバネの食用部位はわか葉 と果実で,わ か葉 はひた しものにす る｡ま た,長 さ

lcm前 後の果実は塩蔵 して料理のツマに用いるほか,採 集直後のものは煎 って食用

に供する｡し か し,採 集村が2村 とす くないことからみて,ッ クバネの果実の利用は

ごく限られた地域にのみおこなわれたものとおもわれる｡

 『飛州志』には｢木 之名附国名｣に｢ツ クハネ｣と ある｡
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ト ウ ノ キ ビ

『後風土記』記載 名 唐 黍

標 準 和 名 キ ビ属(?)

学 名Panicum spp.

推定 総生産量 3.2石

重    量 480kg

       換 算 値 150kg/石

エ ネルギー量 1,699,000kcal

       換 算 値  354kcal 100 gss》

1980年 収 量 一

図t2s トウノキビの生産村

 『後 風土記』 には,大 野郡三福寺村(高 山市)に のみ,｢唐 黍 三石二斗｣と あ る｡し

か し,こ れ以外 には｢唐 黍｣の 記載例 がま った くない｡同 書 の｢園 菜 山疏 野 菜｣

の項[冨 田 1977b:285]を み て も,モ ロコシにあた る｢蜀 黍｣を みるにとどまる｡

                           とうもろこし

 『飛 州志』によれば,｢菜 穀之種子附名品｣に｢◎ 蜀黍 玉蜀黍 トウノ粟｣と あ

り,ト ウモ ロコシをモロコシのひ とつ にふ くめて いる｡キ ビについては｢◎ 黍 小 黍

                           とうもろこし
三尺黍 トウノ黍｣と ある｡同 じく｢食 用ノ草類｣で は,｢玉 蜀黍拷｣と 記 載 して

いる｡

 現 在わずかに残 っている飛騨の方言 では,ト ウモ ロコシを｢と うなわ｣と 称す る｡

これ は｢飛 州志』 にい う｢ト ウノ粟｣｢ト ウア ワ｣と 一致す る｡

 『後風土記』では,カ ワラグ ミや コウボウチ ャの ように しば しば地方名で記 載 して

いることを考 慮す ると,三 福寺村 の｢唐 黍｣は トウモロコシではな く,｢と うのきび｣

と読むべ きではなかろ うか｡も しそ うだ とすれば,こ れは 『飛州志』 の｢ト ウノ黍｣

と なりキ ビ属にふ くまれ るべ きで,ト ウモ ロコシで はない｡し か し,そ うだ とす ると

すで に｢飛 州志』 に記録 された トウモ ロコシが,『 後風土記』で は皆無 とな るので ト

ウモロコシの可能性 をす てることもできない｡こ の問題 は未解決 のまま残 され る｡

 いずれに して も,キ ビおよび トウモ ロコシにつ いて は地 方名がおお く,さ らに調査

の必要が ある｡

33)ト ウモ ロ コシの 数 値
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ド ジ ョ ウ

『後風土記』記載名 ドジャウ,鰭

標 準 和 名 ドジ ョゥ

学 名Cobitis spp.

推 定 総生産量 1,310尾

重 量39.3kg

       換 算 値 309/尾

エ ネルギ ー量 35,000kcal

       換算 イ直  188kcal/1009

1980年 収 量2.5t(ド ジ ョウ類)

図129 ドジ ョウの漁獲村

 『後風土記』における ドジ ョウは,ド ジ ョウ科の シマ ドジ ョウ属 とホ トケ ドジョウ

属 の魚を さす｡場 合 によ って は,ア ジメ ドジョウを もふ くむ ことがかんがえ られ る｡

しか し,た とえば,吉 城郡 古川郷高野村(古 川町)で は,｢ア ジ メ1斗｣,｢ド ジ ャウ

5升｣と して,ド ジョウとアジメ ドジョウが区別 されてい る｡こ の点か ら,ド ジョウ

のなか にアジメ ドジョウがふ くまれない可能性がたかい｡

 ドジ ョウの漁獲村 は,宮 川流域の3村,庄 川流域では鳩 ケ谷村(白 川村 鳩谷)の1

村 のみで ある｡垂 直分布 は,500～600mに か ぎられ る｡

 ドジ ョウの生産高 は,ア ジメ ドジョウの10分 の1に すぎない｡ア ジメ ドジョウが,

ア ジメ穴漁法 によ り多獲 されたのにたい し,ド ジ ョウには,粗 放的 な漁法が適用 され

ていたので はないだろ うか｡ド ジョウが庄川流域の1村 と宮川水系で しか記載 されて

いない反面,ア ジメ ドジ ョウの分布 が広範囲 にお よんでいる ことは,こ うした漁法 の

ちが いを反映 して いるとかんがえ られる｡し か も,ア ジメ ドジ ョウは,ド ジョウに く

らべて美味 とされて お り,こ うした好 み も漁獲量の多寡 に影響 をおよぼ してい るのか

もしれ ない｡
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ト チ

『後風土記』記載名 栃,ト チ

標 準 和 名 トチノキ

学    名 Aesculus turbinata

推 定 総生産量 1,725石

重    量 311t

       換 算 値 180kg/石

エ ネルギー量 883,189,000kcal

       換 算 値 365kcal/loo 9

1980年 収 量

図130 トチの採集村

 トチの記載 は151村 に み られ,堅 果類のなかで はク リの225村,ナ ラの156村 につ ぐ｡

トチの採集村 の うち,収 量 の記載があ るのは47村 でその総量は約540石,1村 当 た り

平均12石 に達 する｡こ の値を151村 の平均 にみなす と,飛 騨 における トチの全 採集量

は1,725石,約311tと 推 定できる｡そ れ は,約1,200人 を1年 間養える量で ある｡

 トチの実の利用は縄文 時代か らすで に認め られ,そ の遺存体の発見 はクル ミ･ド ン

グ リ･ク リにつ いでおおい[渡 辺 1975]｡時 代別 にみると 前期か らの ものが早 い例

だが,出 土例が飛躍的にふえ るのは晩期 になってか らで,本 格的 なアク抜 き技術が こ

の頃に開発 された ことを推定させ る｡こ う して,落 葉樹林帯で は,縄 文 晩期 に トチが

Staple foodの 位 置を しめたであ ろう｡

 トチ は粒が大 き く大量 に採集 しやすい こと,味 が よいなどの理 由か ら最近まで各地

で利用がつづいていた｡ 『飛州志』に｢栃 粥,栃 餅｣と あ るよ うに雑穀 とともに アク

抜 き した トチの粉 を粥 にた き,あ るいはダ ンゴやモチにつ くって供 してきた｡現 在の

飛騨 でも トチモチ,ト チセ ンベイなどにつかわれて いる｡し か し,家 具や建築用材 に

里 山の トチノキのほ とんどが伐採 されて いて,採 集 は困難 にな った とい う｡

 飛騨 に伝承 され る トチのア ク抜 き技術 は,加 熱処理 と水 さ らしとのふたつ の技法が

むすびついたきわめて高度 な段階の もので ある[松 山 1977]｡だ が,現 在 ではその技

術 も忘れ さられつつ ある(ト チの栄養組成 はカへの項参照)｡
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ナ シ

『後風土記』記載名 梨,梨 子

標 準 和 名 ナ シ

学 名Pyrus serotina

推 定 総生産量 320石

重    量 24t

       換 算 値 7.5kg/斗

エ ネルギ ー量 6,495,000kcal

       換算 値  40kcalf 1009

1980年 収 量179t(日 本 ナ シ)

図131ナ シの生産村

 ナシは,果 樹としてはめずらしく外来種の影響をあまりうけず,日 本産のヤマナシ

を基本におおくの品種がつ くられた｡そ のなかには,明 治30年代に生れた｢長 十郎｣

や｢二 十世紀｣な どの優秀な品種がある｡『 飛州志』の｢食 用果実｣の なかには｢飯

梨 鷲梨 瓶子青 山梨 小梨｣の5種 がみえる｡そ の種類のおおさは他の果実に例

をみないもので,ナ シにたいする当時の関心のたかさがわかる｡

 『後風土記』のナシの記載は104村 にあり,当 時の果物のなかではスモモとな らん

で数がおおい｡し かし,生 産量はす くなく,収 量の記載がある14村のうち,最 大は舟

津町村の15石,つ いで古川町方村の10石である｡古 川町方村の項にはナシの栽培が古

川では昔からさかんで,高 山へ うりだ し,｢古 川梨子｣と して特別珍重されたとある｡

 現在,ナ シは250～3009の 果実が1木 当たり300～500個 ほどつ くように栽培され

ており,1木 当たり90～150kgの 収量がある｡

 果実類は昭和15年 まで容量で集計されており,当 時の容量･重 量換算率は1石 が40

貫とされていた｡こ の換算率をつかうと古川のナシは1,500kg(400貫)だ ったこと

になる｡そ こでナシの1木 当たりの収量を90kgと みこむと,10石 のナシをとるには

果樹約17本 で十分である｡『 後風土記』の記載が商品用にかぎるとかんがえ,全 生産

量の何割かの量の記載 しかされてないとしても,そ の栽培面積はあんがいす くなか っ

たようである｡
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ナ ス

『後風土記』記載名 茄 子

標 準 和 名 ナ ス

学 名Solanaccae

推 定 総生 産量 2,050個

重    量 2t

       i換算 値 909/1個

エ ネルギ ー量 319,000kcal

       換算 値18kca1/1009

1980年 収 量875t

図132ナ 系の生産村

 『後風土記』に記載 され たナスの生 産村 は32村 で,疏 菜類ではカブ ラの46村,ダ イ

コンの43村,カ ボチ ャの35村 につ いでおおい｡し か し,ナ スの生産村 は,吉 城郡糠塚

村(国 府町糠塚)を 除 くと,31村 す べてが大野郡 白川郷(白 川村 と荘川村)に 集 中す

る｡こ の うち,生 産量の記録 は赤谷村(荘 川村赤谷)に1,500,御 母 衣村(白 川村御

母衣)に550と あ る｡い ず れ も単位 は記載 がない｡こ の単位のな い表示 は,ナ スのほ

か,キ ュウ リとカボ チャに も共通す る｡当 時,こ れ らの果菜類が どの ように計量 され

たかあき らかでない｡

 ナ スは連作 を忌むた め,年 ごとに栽培地 をか える必要があ る｡し たが って,ナ スの

生産村で は,他 の果菜や根菜を も栽培 したとみ られ る｡ナ ス生産村 における果菜･根

菜の組みあわせをみると,ダ イコン･カ ブ･ゴ ボウ･カ ボチ ャとの組 みあわせが9400

で も っと もおお く,つ いでキュウ リの5300で あ る｡白 川郷南部(荘 川村)で は,こ れ

らのほか ウ リを加え る例 が若干 ある0こ うした果菜 と根菜の組みあわせは,白 川郷 に

のみ分布 し,当 時 この地 域が飛騨 における疏菜栽培 の先進地域であ った ことを うかが

わせ る｡
                       まぶ

 『飛州志』によると,ナ スには枝葉を枯死さす｢舞｣と いう病気が記録されている｡

その防除法の記載がないことからみて,当 時の疏菜栽培は,か なりの困難をともなっ

たものとおもわれる｡
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ナ タ ネ

『後風土記』記載名 菜種,ナ タネ

標 準 和 名 ナタネ

学    名 β7僻5加6甜 ψθ∫彦痂

推定総生産量 393石

重    量 51t

       換算値 700gel

エネルギー量 1,550,000kcal

       換算値 31kcal/1009

1980年 収 量 一

図133ナ タネの生産村

 ナ タネには,β7鷹 ∫ゴ6α6αηψ85痂5とB.napusと が ある｡こ の うち, B.π ψ螂 は明治

以降 にあた らしく導入 された品種で,茎･葉 が青みをおび,粉 をふ いた ようにな るの

が特徴 である｡こ のB･napesの 採 油量は,10a当 た り200～4001で 効 率がよい｡

 これ にたい して,在 来型のB.6翻 ψ63'痂 は,葉 が こい緑色をなす｡そ の葉･茎 は

野菜 として食用 され る反面,採 油量 は10a当 た り100～2001と 相対的 にす くな い｡

 『後風土記』 に記載 されたナタネは,こ れ ら2品 種の うち在来型のjB. campestrisで

あ る｡そ の生産村 は飛騨北部の吉城郡 に集中 し,南 部 の益 田郡 にはまった く分布 しな

いとい う極端 なかた よりを しめ して いる｡こ うした分布上の特色 は,ナ タネに先行 し

て普及 した とみ られ るエゴマ･ゴ マの油脂作物 に も共通す るが,ナ タネは これ らよ り

一層北への分布のかた よりがおおきい(エ ゴマ･ゴ マの項参照) ｡

 18世 紀 中葉の 『飛州 志』 には,｢膏 油｣の 原料 として エゴマ･ゴ マと ヒヨビが ある

のみで,ナ タネの記載 はない｡こ のことか ら,ナ タネの飛騨での普及 は18世 紀 中葉以

降の ことと判断される｡こ れが在来型のB.campestrisで あ った｡

 ナ タ ネの採油に は,ま ず種子を よ く乾燥す る｡つ いで これをむ らな くい り,製 粉 し

たあ と蒸 して袋に入 れ,油 を しぼりとる｡こ うして得た ナタネ油は灯火用 とな ったが,

精 製度のたかい ものは食用油 にもな った｡採 集 したあとの しぼ り粕 は,肥 料 に利用 さ

れていた｡
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ナ ツ メ

『後風土記』記載名 喪,ナ ツメ

標 準 和 名 ナツメ

学    名 Zizyphusブujuba

推定総生産量 2.4石

重    量 0.4t

       換算値 150kg/石

エネルギー量

       換算値

1980年 収 量 一

図134ナ ツメの生産村

 『後風土記』には｢喪｣｢ナ ツメ｣と ある｡ナ ツメの生産村は23で,当 時の栽培果実

のなかでは,い わゆるSUBSISTENCE型 の分布をしめすウメの105村,ナ シの104

村,モ モの89村,カ キあ102村 に くらべて著 しくす くない｡し かし,ナ ツメの生産村は

高山町村周辺に集中する傾向がつよ く,｢ま ち｣で の消費を主 目的に生産された果実

であることをうかがわせる｡し たがって,分 布はSUBURBAN型 に似た特徴をもつ｡

 生産量の記載があるのは6村,そ の総収量は6斗3升 で1村 当たり平均1斗5合 で

ある｡こ の値をナツメの全生産村にあてはめると,当 時の生産量は約2石4斗 に推定

できる｡こ の大量の果実は,生 食するほか,い ったん蒸 したあと乾燥して煮食用の保

存食品に大量に加工されたものとおもわれる｡現 在でも,飛 騨ではナツメをびん詰に

して保存 しておき,必 要に応 じて煮食する習慣がある｡

 これらのほか,ナ ツメの用途には民間薬があり,と くに神経衰弱や声がれに用いて

効果があるとされている｡
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ナ マ ズ

『後風土記』記載 名 鰭

標 準 和 名 ナ マズ

学 名Siluyus(Parasilurus)asotus

推定 総生産量 17尾

重    量 17kg

       換 算 値  o･3-lkg/尾

エ ネルギ ー量 4,000kcal

       換 算 値  101kcal/loo 9

1980年 収 量 一

図135ナ マズの漁獲村

 日本産 のナマズ3種 の うち,ビ ワコオオナマズ とイ ワ トコナマズ は,琵 琶湖 の特産

種 であ る｡『 後風土記』 の｢総｣は,マ ナマズである｡

 ナ マズの漁獲村 は益 田川水系のみで,そ の分布 は海抜400m以 下 の5次 河川 流域

にのみかぎ られ る｡総 生産高 は,わ ずか5～17k9に す ぎない｡益 田川本 流につ いて

み ると,マ ス,カ ワコイ,ア ユ,ウ ナギ,ナ マズの5種 類 の魚があ る｡こ の うち,ア

ユ とマスは遡河性,ウ ナギは降河性,カ ワコイとナマズは,全 生活史を通 じて淡水で

生活す る,と いう特徴をそれぞれ もって いる｡す なわち,益 田川水系の5次 河川流域

は,さ まざまな生活サイ クルを もつ淡水魚が まじりあ って分布 して いるとい う点 で興

味が もたれ る｡

表6 お もな魚類の1009当 たり成分

食 品.

ナ マ ズ

ア  ユ

ウ グ イ

サ ケ

マ  ス

エ ネル ギ ー

(kcal)

水 分(
g)

101

128

101

155

142

77.5

74.6

78.2

69.3

71.0

タ ンパ ク質

(g)

18.3

18.3

18.2

20.7

22.0

脂 質(
g)

6δ

【D

｢Q

4

3

9
向

FD

2

8

5

糖 質(
g)

0.5

0.i

o.i

O.1

0.1
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ナ ラ

『後風土記』記載 名 楢,ナ ラ

標 準 和 名 ナ ラ

学 名(～uercusspp.

推 定 総生産量1,170石

重 量211t

換 算 イ直180kgノ 石

エ ネルギ ー量1:S,000kcal

i換算 値324kcal/1009

1980年 収 量 一

図136ナ ラの採集村

 飛 騨の全415村 の うち,ナ ラの採集村 は156を 数 え,ク リの224村 につ いでおおい｡

収 量 の記載が あるのは47村,そ の総収量 は352.5石,1村 当 たりの平均採集量 は7.5石

で ある｡こ れをナ ラの全採集村の平均収量にみなす と,飛 騨 におけるナラの推定 収量

は1,170石 とな る｡

 したが って,推 定収量1,170石 は重量に換算 して,約211tに な る｡こ れを食用 に供

する場合,脱 渋･製 粉工程で約40°0の 目べ りが あるため,純 粋 に利用で きるのは127t

とな る｡ナ ラデンプ ンのカ ロリーは324kcal 1 QO gで あ る｡し たが って総カ ロ リー

量は436×10s kcalに な る｡こ れは,成 人1人1日2,000 kcal摂 取 す ると仮定 した

場合,約600人 を1年 間にわた って支持で きる計算 になる｡

 ア ク抜 き して得 られ る トチやナ ラ,ワ ラビの根のデ ンプ ンは農耕以前の主食糧 と し

て重要であ った｡『 後風土記』の時代 には,こ れ ら野生デ ンプ ン質食糧 は補助的 な地

位にあった にもかかわ らず,採 集量はきわめておお い｡し たが って,農 耕以前 の段階

では,非 常 に大量に採集 された はずであ る｡し か しなが ら,こ れ らのデ ンプ ンは,成

分 がほとん ど炭水化物で あり,タ ンパ ク質,脂 肪,無 機質,ビ タ ミン類 とい った重要

な栄養素を ほとんどふ くんで いない｡コ メやコムギな どの穀類が約1000の タ ン1¥°ク質

をふ くむの に くらべ ると,主 食糧 として は質的 な問題をふ くんで いる｡つ ま り,農 耕

段階で はコメや ヒエだけで もあ る程度栄養バ ラ ンスが とれ るが,カ ロ リー源 をナラや

トチにのみ依存 した時代 には,狩 猟 と漁携 とが栄養補給 のために不可欠だ ったという

みかた もで きるのである(ナ ラの栄養組成 はカへの項参照)｡
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ニ ン ジ ン

『後風土記』記載 名 入 参,胡 薙菖

標 準 和 名 ニ ンジン

学   名Daucus(arota var. satiaa

推定 総生産量

重    量

       換算 イ直  200-250g!本

エ ネルギー量

       …喚算値32kcal/loo 9

1980年 収 量III

図137 ニ ンジンの生産村

 ニ ンジンは,現 在 もっとも一般的な根菜 のひとつであ るが,『 後風土記』の当時は

栽培がさかんでなか った らしい｡ニ ンジ ンの生産村 は,当 時,野 菜栽培の さかんな庄

川流域 に集 中 して分布す る｡し か し,消 費地であ った高 山町村･古 川町方村 の周辺諸

村にはほとんどみ られな い｡収 量 は大野郡御母衣村(白 川村御母衣)に のみ50本 の記

載がある｡こ れは重量 にして10～12.5kgで あ る｡

 この値 を もっと もおお い生 産量 とみな し,ニ ンジ ンの生産村11す べ てにあて はめ る

と,当 時の飛騨で はllO～138kgが 得･られて いた ことにな る｡一 方,現 在の生産量

444tは,飛 騨の 全農家1戸 当た り平均31kgで あ る｡し たが って,『 後風土記』 の

頃のニ ンジ ンの生産量 は,現 在 の農家3～5戸 分 に しかあた らない｡明 治初期か らの

100年 間 に,ニ ンジンの生産が著 しく増加 した ことがあきらかであ る｡

 食 品 としてのニ ンジ ンは,葉･根 部 にカロチ ンをおお くふ くみ,ビ タ ミンA給 源

として重要で ある｡た だ し,ニ ンジ ンだ けを供 した場合,カ ロチンの利用効率 はひ く

く,脂 肪 およびタ ンパ ク質 とと もに摂取す ることで,そ れをたかめ得 る｡ま た,葉 も

緑黄色野菜 と して価値がたかい｡生 ニ ンジ ンはアス コル ビナーゼをふ くみ,ビ タ ミン

Cを 破壊す る｡
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ニ ン ド ウ

『後風土記』記載名 忍冬

標 準 和 名 スイカズラ

学  名Loniceraブaponica

推定総生産量 4貫

重 量15kg換 算値

エネルギー量 一  換算値

1980年 収 量 一

図138ニ ン ドウの採集村

 ｢後 風土記』 には｢忍 冬｣と ある｡こ れ はスイカズラ科の多年生 つ る植物 スイカズ

ラで,冬 で も一部の葉がお ちないことか ら,｢忍 冬｣の 名があ る｡

 生 産村 は大野郡 殿村(神 岡町殿)の みであ る｡し か し,明 治21年(1888)の 『商工

技芸 飛M之 便覧』[中 谷 1976]に は,船 津町 の項 に｢薬 種商｣と ともに｢忍 登酒醸i

造 所｣の あ った ことがかかれている｡船 津町のす ぐとな りにある 殿村 で 生 産 された

｢忍 冬｣は,薬 品に加工 されたほか,薬 用酒であ る｢忍 冬酒｣の 原料に もか な りの量

がつかわれたとかんがえ られ る｡,こ の｢忍 冬酒｣は,ス イカズラの葉や茎･つ るの浸

出液 と焼酎 とを まぜてつ くるとい う｡天 保年間(1830～1844)の 記 録で は,こ の薬用

酒は1合 が1匁5分 もす る高価 な ものであ った｡そ の価格 は,当 時 のいわゆ る銘酒 と

された酒の,約10倍 に相 当 した｡

 これ らのほか,ス イカズラには薬 を乾燥 して茶のかわ りに飲用す ることもお こなわ

れた らしい｡た だ し,そ うした習慣が,『 後風土記』 当時 の飛騨 にあったか どうか,

あ きらかでない｡な お,薬 品 としての｢忍 冬｣は 高山町村 の薬店で もうられていた｡

そ の価格 は,1貫 当たり銀12匁 であ った[冨 田 1977a:15]｡
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ネ ギ

『後風土記』記載名 葱

標 準 和 名 ネギ

学 名Albumfistulosum var.

             giganteum

推定総生産量 24貫

重    量 90kg

       換算値 100-1509/本

エネルギー量

       換算値 一

1980年 収 量591t 図139ネ ギの生産村

 ネギはユ リ科ネギ属の野菜である｡も ともと温帯産の野菜であるが,耐 寒性にす ぐ

れている｡生 育には,水 分をおおく必要とする｡日 本では,10世 紀初頭にかかれた

『本草和名』にも,ネ ギの記載があり,ふ るくか ら栽培されていたことがわかる｡

 飛騨では現在も｢ヒ ダネギ｣の 名がある｡こ れは,雪 中にあって冬を しのいだネギ

をさすこの地方特有の名のようである｡

 『後風土記』が記録するネギの栽培村は,荻 町村(白 川村荻町)と その周辺に分布

が限定されている｡そ の理由はあきらかではないが,こ れらの諸村に関してもほとん

ど生産量の記録がないことからみて,大 規模なネギ畑が存在 したとはかんがえにくい｡

現今のネギの栽培はごく小面積にすぎず,家 屋に付随する菜園に2～3畝 みるにとど

まっている｡

 なお,当 時の大野郡で栽培されたカラシナ,ク キタチナ,ネ ギといった葉菜類中で

は,ネ ギの栽培村が12村 とおおいものの,カ ブラ,ダ イコン,ゴ ボウ(い ずれも30村

以上)と いった根栽には遠 くおよばなか ったことは注意を要する｡お そらくこの頃の

疏菜栽培は,根 菜主体であり,葉 菜はまだまだ山菜に求められていたとおもわれる｡

ネギはニラやノビル,ア サツキで代用 し得たか らである｡
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ハ工

『後 風 土 記 』 記 載 名 鱗,ハ エ,ア マ ゴ,

ア マ ゴ ハ エ

標 準 和 名 ア マ ゴ,ヤ マ メ

学 名Salmo(Oncorhyncus)mason

masou(宮 川･庄 川･高 原 川

水 系)

Salmo(Oncorhyncus)masou

macrostomus(益 田 川 水 系)

推 定 総 生 産 量440,590尾

重 量132t換 算 値

60-3009/尾

エ ネ ル ギ ー 量143,140,000kcal

換 算 値143kca1/尾34)

1980年 収 量 一 一

図140ハ エの漁獲村

 『後風土記』の｢鱗｣に は,ハ エ,ア マ ゴハエ とい うよび名がつ けられてい る｡こ

の｢鱗｣は,ム ツバエ,シ ラハエとい った コイ科の魚 ではな く,サ ケ科の魚 であ る｡

しか も,日 本海へ流下す る宮川や庄川 にお ける｢鱗｣は,ア マゴである｡た だ し,『 後

風土記』 のなかで は,ア マゴとヤマメが記載の うえで区別 されて いるわけではない｡

 『後風土記』に は,益 田川流域で とれ る｢鱗｣が3年 後 にマス にな るとかかれてい

る｡ま た,益 田川流域 では,｢之 末｣と よばれ る魚が とれ るとある｡｢之 末｣は,岐 阜

県 の方言で,ア マゴの銀 白化 した もので降海 型の ものを さす｡つ ま り,当 時 益 田川

流域 で,ア マゴ,銀 白化 した アマ ゴ,遡 河性 のヤマ トマスが区別 されていたことにな

り,こ の点 は注 目して もよいだ ろ う｡

 ｢鱗｣の 分布は,非 常 にひろい｡海 抜高度か らす ると,イ ワナについで分布 の上限

がたか い｡

 『後風土記』 にあ らわれ る魚類の垂直分布を しらべてみ ると,魚 類生態学で いわれ

る,イ ワナ域,ヤ マメ域,ウ グイ域,オ イカワ域,コ イ域 とい った淡水魚の垂 直分布

様式 とうま く対応す る｡こ の ことは,『 後風土記』が,資 料的にみて質 のたかい もの

であることを しめ して いる｡

 ｢鱗｣の 生 産高 は,全 淡水魚中,ウ グイにつ いでおお く,全 体の10～1600を しめ る｡

34)マ ス の数 値
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ハ シ バ ミ

『後風土記』記載名 榛子,ハ シバ ミ

標 準 和 名 ハ シバ ミ

学    名 Goが 欝 勧67ψ妙伽

           var. Thunbergii

推定総生産量 1石2斗

重    量 216kg

       換算値 1kg/1

エネルギー量 1,397,500kca1

       換算値 647kca1/1009

1980年 収 量 一 図141ハ シバ ミの採集村

 本 州以南にふつ うにある落葉低木樹で,陽 のあた る斜面に生育 し,栽 培 もされ る｡

数 年で成木 とな り,開 花･結 実す る｡実 は食用す る｡『 飛州志』 には｢食 用果実｣の

なか に｢榛｣が みえ る｡し か し,『 後風土記』のハ シバ ミの記載 は4村 にすぎず,量

の記録があ るのは畦畑村の3斗 だけである｡ナ ラ,ク リ,ト チが石単位で採集 された

のに くらべ ると,ハ シバ ミの採集量 はきわめてす くない｡日 本 のハシバ ミの実の生産

量 はひ くいのだろ うか｡

 ヨーロッパではハ シバ ミの利用が さかんで,ヘ ーゼルナ ッッとよばれ,現 在 も市場
                            プレボのレアル

にひろ くでまわ っている｡こ のハ シバ ミは,ヨ ーロ ッパで は｢先 亜寒帯気候期｣か ら

 ボ レアル

｢亜寒帯気候期｣(9,000～10,000年 前)の かわりめに花粉量がいっきにふえるので,

年代決定の鍵になるとされている｡こ れは日本産のハシバミとは別のオウシュウハ シ

バ ミで,食 料 として人類が持ちあるいたためにヨーロッパ各地に拡散 したと考えられ,

中石器時代の遺跡か らしば しば大量の種子が発見される[塚 田 1974]｡

 しかし,日 本でのハシバ ミの利用は意外に不振で,先 史時代では縄文時代の出土例

はわずかに1例,長 野県曽利5号 住居趾(中 期)の パン状炭化物に果皮のかけらがみ

つけられているのみである｡
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ハ タ ケ イ モ

『後風土記』記載名 畑 芋,里 芋

標 準 和 名 サ トイモ

学 名Colocasia esculents

推 定 総生産量 130石

重    量 19.5t

       換算 値 150kg/石

エ ネルギー量 9,346,000kcal

       換算 値 60kca1/1009

1980年 収 量247t

図142ハ タケイモの生産村

r後風土記』に言己載されたサ トイモの生産村は燭 郡池本村(潮 村池本)の｢署

華+一 石二斗｣の1例 をみるにすぎない･し かし,サ トイモの栽培の歴史は千数酵

たのぼるところか ら,こ の当時 まで飛騨 にほ とんど栽培 されなか った とはか んが えに

くい｡お そ らく｢後 風土記』 にある｢畑 芋｣は,エ グイモや トウノイモを溶､くめたサ

トイモの異称で あろう(シ ロイモの項参照)｡

 ｢畑 芋｣を サ トイモ とみた場合の生産村 は,飛 騨西北部 に偏在す る｡こ れ らの地域

は根雪期間が100日 前 後 におよぶため,多 年生 であるサ トイモの葉柄 の利用 よ りも根

茎 を食用 に供す ることが より一般的であ り,生 産村 のかたよ りを もた らした ので あろ

う｡ズ イキの生産村 との間に認 め られ るきわだ った差異 は,こ うした理 由に もとつ く

もの とおもわれ る｡
           し

 サ トイモは,イ モ類の中ではタ ンパ ク質,カ ル シウム,鉄,ビ タ ミンB1が おお く,

ビタ ミンCも おおい｡タ ンパ ク質の質 もよ く,す ぐれた食品である｡し か し,水 分

がおお く1009当 た りのエネルギーは コメの2000に も満たない｡そ のため,主 食糧 と

してサ トイモだ けか ら2,000kcalを 摂取 しようとす ると4kg(中 位 のサ トイモを83

個)も の量が必要 とな る｡そ の場合,タ ンパ ク質 の補給 は十分 とな り,不 足す る栄養

素 は ビタ ミンAだ けで ある｡
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ハ ツ タ ケ

『後風土記』記載名 初茸

標 準 和 名 ハツタケ

学    名 Lactarius hatsudake

推定総生産量 一

重    量 一

       換算値309/中1本

エネルギー量 一

       換算値

1980年 収 量

図143ハ ツタケの採集村

 『後風土記』に｢初 茸｣と 記載 されたバッタケは,担 子菌類に属す るキノコでアカ

マツ林や クロマツ林に生 える｡こ れには,う ま味の成分である5'一 グアニル酸がおお

くふ くまれ,マ ッタケとと もに珍重 された｡し か し,そ の採集村 は吉城郡 長倉村(上

宝村長倉)だ けで,収 量 の記載 はない｡

 『飛州志』には食用 の菌類21種 類 中に,ハ ツタケがみえ る｡『 後風土記 』当時,採

集村が1村 に限定 され るほど,こ れは特殊なキ ノコではなか った とかんがえ られ る｡

 江 戸時代 の記録 によると,関 東地方で はバ ッタケをおお く料理 に用いたよ うで ある｡

な お,関 西ではこれ にかわ ってマッタケが一般的であ ったという｡こ うしたキノコ類

の利用にみ られ る地域差 は,関 東で はバ ッタケがた くさんで るがマ ッタケの産地 は甲

州にほぼ限 られた こと,関 西で はマツタケが一般的 でハ ツタケはほ とん ど得 られなか

った ことに由来す るらしい[日 本風俗史学会編 1978:321]｡飛 騨 は この両者を とも

に産す ることがあきらかで あ り,バ ッタケとマツタケの利用に関 しては,関 東 と関西

の中間的性格を もつ地 域だ った ことがわかる｡
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ハ ト

『後風土記』記載名 ハ ト,鳩

標 準 和 名 キ ジバ ト

学 名Streptopelia orientalis

              orientalis

推 定 総生産量 274羽

重    量 274kg

       換 算値 lkg/羽

エ ネルギー量 123,000kcal

       換 算 値 112kca1/1009

1977年 収 量127羽 図144ハ トの捕獲村

 ハ トの捕獲村 は24村 で,そ の うち21村 に捕獲数が記載されて いる｡捕 獲数は240羽,

1村 当 た り平 均12羽 で,お もに,益 田川 と宮川流域の村 む らで捕獲 されて いる｡

 『後風土記』にあ らわれ るハ トは,日 本産のハ トの うち もっともふつ うにみ られ る

キジバ トを さす とかんがえ られ る｡

 『飛州志』には,ハ トの種類 として,ツ チ ク レバ ト(班 鳩)と アオバ ト(青 鳩)が

記載 されて いる｡ツ チク レバ トは,お そ らく,キ ジバ トをさす ものとおもわれ る｡ア

オバ トは,日 本特有 の亜種で,あ まりおお くみか けることはない種類であ る｡

 キ ジバ トは,植 物性 の食物を主食 としている｡し か も,そ の捕食時間が朝夕でだい

たいきまってい る｡田 畑 で,ア ワ,ム ギ,マ メな どを捕食 することが おお い｡こ のた

め,村 む らで は,比 較 的,目 にふれやすい鳥 であ った とお もわれ る｡
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バ ン チ ャ

『後風土記』記載 名 晩 茶

標 準 和 名 チ ャノキ

学 名Camellia sinensis

推 定 総生産量 200貫

重  量750kg換 算 値

エネルギ ー量     換 算 値

1980年 収 量44t(荒 茶 の生産量)

図145バ ンチャの生産村

 『後風土記』にみられる茶の記載には,｢茶｣｢青 茶｣｢下 山茶｣と,こ の｢晩 茶｣

がある｡た だ し,バ ンチャの生産村は益田郡中切村(金 山町中切)1村 だけで,生 産

量は200貫 を しめす｡

 茶は,茶 つみの時期とつみとる部位(新 芽,わ か葉,枝･葉 など)に 応 じて品質に

差が生 じる｡ふ つう,一 番茶,二 番茶,三 番茶とつみ,い わゆるバ ンチャは番外つみ

の茶とされ,相 対的に品質のおとるものとされる｡た びかさなる茶つみに耐えるには,

チャノキの生育条件にすぐれた環境での栽培が要求されるため,飛 騨では相対的に温

暖な益田郡最南部にのみ生産村が局限されたものであろう｡

 なお,バ ンチャを生産する中切村 は,現 在｢白 川茶｣の 名でしられる美濃最北端の

茶産地に近接する｡し たがって,チ ャノキの栽培や製茶技術のうえで,｢白 川茶｣の

影響をつよくうけたものとおもわれる｡

 バ ンチャの生産量200貫 は,当 時の中切村43戸 の1戸 当たり平均で4.7貫 のおお くに

達する｡こ のことからみて,バ ンチャは当時すでに商品として販売されたものと判断

できる｡
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ヒ ェ

『後風土記』記載名 稗,ヒ エ

標 準 和 名 ヒェ

学 名Echinochloa crus-9α〃2

           var.frumentacea

推 定 総生産量 30,293.5石,

重  量3,544t

       換 算 値 6508/1

エ ネルギ ー量 13,114,060,000kcal

       換 算 値 370kcal/1009

1980年 収 量 図146 ヒエの生産村

 『後風土記』に記載 のある ヒエの栽培村 は403を 数 え,全415村 の970を 占め る｡各

種産物 のうちでは,生 産村 が もっともおおい｡そ の総収量 は約3,544t(30,293石)

に達す る｡こ れ は,当 時 の総人 口92,600人 を支持す るに必要 なエネルギ ー総量のほぼ

20°0に 相当 し,コ メにつ ぐ重要な食糧源で あ った｡た だ し,ヒ エの総収量は コメの50

%に と どまる｡

 ヒエ栽培村の垂直分布 は200～1,300mに お よぶ｡し か し,1村 当た りの平 均収量

には高度 による差がおおき く,水 田稲作が低 調であ った800m以 上 で78.7斗 と最大

を しめす｡こ の地帯 は飛騨の辺境地域で,そ こに当時の ヒエ栽培地帯が形成 される｡

 現 在知 られてい る縄文･弥 生･古 墳時代の遺跡分布をみ ると,こ の地域では水田稲

作が定着 しはじめた古墳時代遺跡が認 め られな い｡し たが って,800m以 上 の高地利

用 は当時ほ とんどなか った と推定で きる｡一 方,『 後風土記』 当時の19世 紀 には,ヒ

ェ作を食糧経済 の中心 とす る諸村が成立･展 開をみて いる｡こ の ことか らみて,飛 騨

の高度のたかい山地斜面の利用 は古墳 時代 ごろにいったん放棄 され,そ の後斜 面での

ヒエ栽培を通 じて再 び利用 され は じめたと もかんがえ られる｡

 800m以 下 の諸村で はヒエ とイネとが栽培 され,ヒ エの収量 は,600～800mで34.0

斗,400～600mで23.3斗,200～400mで16.3斗 と,高 度が さが るにつ れて減少す

る｡こ れ は 『後風土記』の当時,低 平地 で ヒエか らイネへ の交代が急速に進行 して い

た ことを しめす もので もある｡
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ヒ バ リ

『後風土記』記載名 雲 雀

標 準 和 名 ヒバ リ

学 名Alauda araensis japonica

推 定 総生産量

重   量    換 算 値

エネルギ ー量    換 算 値

1980年 収 量

図147 ヒバ リの捕獲村

 ヒバ リの捕獲村 は,大 野郡七 日町村(高 山市)だ けである｡『 飛州志』に よると,

ヒバ リ(二 告天子)は,当 時,食 用 とされた鳥 にふ くまれている｡

 ヒバ リは,畑 地か草地 にふつ うみ られ る鳥で,冬 期には,積 雪のす くない地方 へ移

動す ることが しられている｡､

 『後 風土記』 のなかで,産 物 として量的 に記載 されてい る鳥類 は,ヤ マ ドリ,キ ジ,

コ トリ(総 称)の みである｡カ モ
,ヒ バ リなどは,産 物 として記載 されて はいるが,

いずれ も捕獲数は不 明である｡

 な お,『 後風土記』にはつぎの39種 類の鳥類が記録 されて いる｡ツ ル,ガ ン(カ モ),
                     ちどり

ウ,ク イ ナ,セ キ レ イ,ソ ビ,シ ギ,水 乞 鳥,千 鳥,エ ン オ ウ,サ ギ,ヤ マ ガ ラ,シ

ジ ュ ウ カ ラ,ヒ ワ,ア ト リ,ツ グ ミ,ハ ト,キ ジ,タ カ,ヤ マ ド リ,ヒ ヨ ド リ,シ ト

ド,ツ グ ミ,モ ズ,テ ラ ツ キ(キ ツ ツ キ の こ と),ウ グ イ ス,子 規,ツ バ メ,ウ ソ,

                          かわげ ら
ミソサザイ,ル リ,コ マ ドリ,シ ギ,鶏,加 志鳥,川 鳥,川 天良,ハ コ ドリ,コ ウモ

リ｡た だ し,こ れ らの大部分 は,村 む らの産物 として は記載 されていない｡
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ヒ ヨ ビ

『後風土記』記載 名 ヒ ョビ

標 準 和 名 ハ イイヌガヤ

学    名 Cephalotaxus Harringtonia

             subsp. nana

推 定 総生産量 5石5斗2升

重    量 994kg

       換 算値 lkgμ

エ ネル ギー量

       換 算 値 一

1980年 収 量 図148 ヒヨビの採集村

 『後風土記 』にある ヒョビは,イ ヌガヤ科のハ イイヌガヤの種子であ る｡採 集村は

33村 で,垂 直分布のモー ドは600mで あ る｡地 理的 には,採 集村の7500が 飛 騨北部

に集中す る｡こ うした分布上の特色は,ハ イイヌガヤが 日本海斜面 の森林の下生え と

して相対的におおい ことにもとつ くもので,飛 騨南部にかたよって分布す る油料植物

ホホサ ケ(ホ ホサケの項 参照)と 対照的であ る｡

 ヒ ヨビの種子か らしぼ った｢膏 油｣,つ ま りヒヨビ油 は もっぱ ら灯 火用で,食 用 には

供 さない｡そ の しぼり粕 はヒヨビカスとよび肥料 に用 いた 記録 があ る[石 田 1976:

203]a

 『飛 州志』 の｢膏 油｣の 項 には,エ ゴマ油 とと もに ヒョビ油があ る｡そ の説 明によ

ると,ヒ ョビ油の光 は,エ ゴマ油 に著 しく劣 るものであ った らしい｡し たが って 『後

風 土記』 の当時 は,す で にかな りの部分が エゴマにおきか え られて いた とみ られ る｡

しか し,エ ゴマ栽培村の分布(エ ゴマの項参照)と くらべ ると,ヒ ヨビの記載の おお

い庄川流域北部 ではエゴマが欠落す る｡こ の地域では当時なお,ヒ ヨビは重要な灯火

用油で あ った とみ られ る｡

 生 産量の記 録 は,採 集村33の うちの3村 に しかな く,そ の量 は5斗 に満たな い｡
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ヒ ラ タ ケ

『後風土記』記載名 平茸

標 準 和 名 ヒラタケ

学 名Pleurotus ostreatus

推定総生産量 一

重    量

       換算値 309/中1本

エネルギー量

       換算値

1980年 収 量105t(岐 阜県全体)

図149 ヒラタケの採集村

 ヒラタケ はシメジ科 のキノコで,傘 は径5～15cmの 半 円な い し扇形 で,茎 はみ じ

かい｡表 面 は白色ない し灰色をなす｡春 か ら秋,広 葉樹 の枯れ幹,倒 木などに多数群

生す るので収量 がおおい｡最 近人工栽培が さかんにな り｢味 シメジ｣の 名で店頭にで

ている｡味･に おいと もくせがな く,汁 物や いため ものによ くつか う｡

 ヒラタケの記載 のあ る村 は5村 で,う ち3村 は吉城郡小鳥郷(古 川 町･宮 川 村)に

集 中 して いる｡こ れ らの村 は茸類の記載 がおお く,か な らず コウタケ も生 産 している｡

これはコウタケ とヒラタケの発生す る環境が よ くにているた めで あろうか｡

 ヒラタケ に関 してはsほ かにホ シヒラタケ5村 の記載 がある｡し か し,そ の分布 は

大 野郡 白川郷に集 中 して いて ヒラタケの生産村 とは重な らない｡

 ヒラタケ は3°oの タ ンパ ク質をふ くむほか,リ ンは100mg°oも あ り非常におおい｡

ビタ ミンB1, B2,ニ コチ ン酸があ り
, D効 果 を もつ エル ゴステ リンもふ くんで いる｡

一 般 にキノ コ類はカ ロ リー源 とはな らないが
,そ の他 の必須栄養素の含有 は意外にお

お く,ふ る くか ら副食 として重要な役割をはた していた｡
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フ キ

『後風土記』記載名 蕗

標 準 和 名 ノブキ

学    名 Adenocaulon himalaicu〃2

推定総生産量

重    量    換算値 一

エネルギー量

       換算値 llkcal/1009

       換算値 34kcal 100 gs5)

1980年 収 量

図150 フキの採集村

 多年生の草本で,成 長 した茎はときに1mに 達する｡古 来,疏 菜にかわるものと

して,フ キは多用されてきた｡そ の保存食品には佃煮があるが,か つてはいったん煮

沸したあと乾燥するのが一般的であった｡

 フキは山野にひろく自生するにもかかわらず,『 後風土記』に記載 があるのはわず

か6村 にすぎない｡し かもそのすべてが,大 野郡白川郷南部(荘 川村)に 集中する｡

これに似た分布をしめす栽培植物には,ミ ョウガとウリがある｡な かで もウリは,こ

の地域に分布がほぽ限 られる唯一の果菜で,カ ボチャやナスが庄川流域諸村一帯にみ

られるのと対照的である｡い ずれにしても,庄 川流域は当時の飛騨において もっとも

多様な野菜栽培地域であり,こ のフキもあるいは栽培されたものかもしれない｡

 フキの葉柄は,1009当 たりで960が 水分であるが,カ ルシウムや リン,ナ トリウ

ムなどの無機質がかなりふ くまれる｡フ キノ トウは,フ キにくらべると栄養価が全般

にたかく,そ れだけエネルギーがたかくしあされている｡

35)フ キ ノ トウの数 値
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フ ナ

『後風土記』記載名 鮒,フ ナ

標 準 和 名 フ ナ属

学 名Carassius spp･

推 定 総生 産量 760尾

重    量 218kg

       i換算 値 200-5009/尾

エ ネルギ ー量 88,000kcal

       換 算 イ直  101kcal〆1009

1980年 収 量15.2t

図151 フナの漁獲村

 『後風土記』の｢鮒｣が,フ ナ属(},ara∬iusの な かのキ ンブナ･ギ ンブナの いずれ

をさす のか,あ るい は両者 の総称で あるのかはあき らかでない｡こ の フナの漁獲村 は,

古 川町方村周辺の宮川 にのぞむ4村 にか ぎられ,あ わせて400尾 と2斗4升5合 の記

録が ある｡

 『後風土記』 にはまた,フ ナが袈裟丸村(古 川町袈裟丸)ま で分布す るとかかれて

いる｡こ れによれば,袈 裟 丸が,フ ナの分布上限であ った とみなされ る｡こ の ことか

ら,フ ナの分布 は宮川水系の5次 河川 に分布が限 られたと一応 はかんがえ られ る｡

 宮 川水系の5次 河川 にのみ分布 した ことがあき らかな ものには,フ ナのほかヤツメ

ウナギ,サ ケ,ゴ リの3種 で,こ れにアユ(と きに4次 河川 まで遡上す る)を 加 える

こと もで きる｡宮 川水系の5次 河川におけるフナ とサケは,益 田川水系の5次 河川の

マスとカワコイに対比で きる点 はお もしろい｡

 フ ナは,ふ るくか らナ レズシの材料 に用い られて きたが,『 後風土記』の当時,飛

騨で どの ように して食用 に供 されていたかは,ま だわか っていない｡
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ヘ ラ タ ケ

『後風土記』記載名 箆筍,箆 竹笑,箆 竹筍

標 準 和 名 ヤダケ

学    名 .Pseudosasaブaponica

推定総生産量

重   量    換算値

エネルギー量    換算値

1980年 収 量

図152ヘ ラタケの採集村

 ヘラタケはヤダケの別名で,暖 帯の山野に野生するが,庭 などに栽培されることも

ある｡こ の竹は幹が細 く直立し,節 間がなが く,皮 があつ くて強 じんであることから
や

箭 に利用 され る｡『 延喜式』 では｢箆 竹｣が セ イロやカゴの材料 として利 用された記

載 がある｡単 位は｢株｣で あ った｡し か し,竹 細工の材料 としてはネマガ リダケやマ

ダ ケが主体 とな り,ヤ ダ ケはあま り利用 され ないようであ る｡

 『後風土記』で もヘ ラタケの利用 は食料 として のタケ ノコだけだ った｡ヘ ラタケを

産す る村 は吉城郡瓜 巣村 の1村 だ けであ る｡し か し,産 物の項 とは別 に,ヘ ラタケ に

関するい くつかの記載がある｡た とえば,大 野郡 山之 口村の諸山の草木 を書 き出 した

なかに｢箆 竹｣が あり,牧 ケ洞村 には｢篠 筍｣と｢箆 竹筆｣が,村 域 の深 山にた くさ

ん はえるので,立 夏の ころか らと りはじめ高 山町 に売 りだす こと,塩 漬 けにす るとや

わ らか く孟宗竹や呉竹の ものよ りうまいことがかかれている｡ま た,白 川郷 の説 明の

なかには｢箆 竹筍｣が フキ,ヤ マノイモ,ウ ドな どとともに村む らの 日常の食 にあて

られていたとある｡こ れ らの記載 によれば,サ サやヘ ラタケのタケ ノコが,飛r各 地

で 日常ひろ く利用 されて いた とかんがえ られ る｡そ の伝統 は現在 もうけつがれ,｢山

菜漬 け｣に はヘ ラタケノコが欠かせ ないものになって いる｡

 栄 養的にみ ると,ヘ ラタケ ノコはビタ ミンAの 含有 がたか い｡タ ンパ ク質 もおお

く,と くに先のほ うの柔 らか な部分にそれがおおいという[上 田 1980]｡
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ホ シ グ リ

『後風土記』記載 名 乾栗子

標 準 和 名 ク リ

学 名Castanea crenata

推 定 総生産量 一

重    量

       換 算 値

エネルギー量

       換=算イ直  249kcal(100gas)

1980年 収 量 45t(ク リの収量)

図153ホ シグリの生産村

 『後風土記』に記載 されたク リの加工品に は,カ チグ リとホシグ リがある｡こ のふ

たつは ともに吉城郡長倉村(上 宝村長倉)1村 だ けに産す る｡カ チグ リは干 したあと

殻 と渋皮 をとった もの,ホ シグ リは殻つ きのまま乾 した ものを いう｡商 品価値 はカチ

グ リが相対的にたか い｡

 当 時,ク リは主食糧を補い,ま た山菓 として も供 され た重要 な食品で,そ の採集村

は225村 にお よぶ｡こ の うち採集量 の記載があ る村 は約3分 の1で,ほ とんどが吉城

郡 高原･下 高原郷(上 宝村･神 岡町)に 集 中 し,生 産高 もおおい｡こ の両郷 は,当 時

ク リの植栽が確実視 され る唯一の地 域である｡

 と ころで,ク リを は じめとす る堅果類 には,ム シクイがたいへんおおい｡わ た した

ちが1981年10月 下 旬 に しらべた ところで は,ナ ラ類で20%ほ ど,カ シ類で はム シクイ

率が5000に もな り,ク ヌギにいた ってはほとん どすべてに虫がつ いて いた｡ク リもム

シクイの被害 を うけやす い堅果で,そ の割合 は5000を くだ らないとお もわれ る｡

 こ う したク リなどの堅果類の加工には,乾 燥 はきわめて有効 である｡な ぜな ら,干

す ことによって,実 のなか の害虫が とりのぞけるばか りでな く,ム シクイであ って も

それをすて ることな く食用 に供 し得 るか らであ り,食 品 にふ くまれ る栄養素を ま った

く減 らす ことがない処理方法だか らであ る｡し たが って,採 集 後に種子を乾燥す るこ

とは,ク リだ けでな く トチやナ ラなどにも必ず採用 されて いた｡

36)甘 栗の数値
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ホ シ ゼ ン マ イ

『後風土記』記載名 干 狗脊,干 狗脊菜,

         ホ シゼ ンマイ

標 準 和 名 ゼ ンマイ

学 名Osmunda japonica

推 定 総生産量 34貫

重    量 128kg

       換算 値

エネルギー量 366,080kcal

       換 算 値  286kcal/lOO 9

1980年 収 量 一 図154ホ シゼンマイの生産村

 わかい茎を早春に採集 し,く りかえし手でもみつつ乾燥 して製 したのが,ホ シゼン

マイである｡

 ホシゼンマイは貯蔵に耐えるのみならず輸送も容易で,た かい商品価値をもった｡

明治3年 の飛騨からの移出品目には,数 量は不明ながら,ホ シワラビとあわせて200

両が計上されている｡

 ホシゼンマイの生産村は,庄 川流域の北部諸村に分布がかたよる｡『 後風土記』に

も大野郡の尾上郷村か ら小白川村(い ずれも白川村)ま での諸村では良質のゼ ンマイ

がとれ,ホ シゼ ンマイに加工 してさかんに売出したとある[冨 田 1977a:253]｡こ

れらの うち,も っとも生産量がおおいのは大野郡森茂村(清 見村森茂)で,6貫 にも

達する｡ホ シゼンマイに製すると,重 量で生の10分の1以 下に減少す るというか ら,

この場合の採集量はじつに60貫 におよぶ｡

 ホシゼ ンマイの生産村 と,庄 川流域南部のホシワラビ生産村との間には明確な地域

差が認められる｡ゼ ンマイは乾燥 した ものだけが商品化されたが,ワ ラビは生の状態

でも販売されたようである(ワ ラビの項参照)｡な お,ホ シゼンマイはリン,カ ルシ

ゥム,鉄 などの無機質に富む食品である｡
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ホ シ ヒ ラ タ ケ

『後風 土記』記載名 干 平茸

標 準 和 名 ヒラタケ

学 名Pleurotus ostreatus

推 定 総生産量 19貫

重  量72kg換 算 値

エネルギ ー量 一  換 算 値

1980年 収 量

図155ホ シヒラタケの生産村

 ヒラタケの加工品である｡乾 燥処理は,塩 蔵とともに,『後風土記』の当時にはも

っともよく使われた加工方法で,ワ ラビ,ゼ ンマイ,ヨ モギ,マ イタケなどの乾燥品

が産物として記載されている｡

 この乾燥処理の方法は,廃 棄率をすくなくし,ほ とんどの栄養素が濃縮されたかた

ちでたもたれるなど,非 常に効果的な食品保存法であった｡し かも,こ の方法で加工

した食品は変質 しにくいうえ,水 分をとりのぞいて軽量化されるため,輸 送に適 して

もいた｡『 後風土記』に記載された乾燥製品のすべてが,当 時の辺境の村の産物であ

るのには,こ うした理由があった｡

 ホシヒラタケの生産村は5村 で,そ のすべてが大野郡白川郷(白 川村)に 集中して

いる｡こ の種の産物としてはめずらしく生産量の記載がくわ しく,村 ごとに1～10貫

つ くられ,そ の総量は19貫 となる｡

 ヒラタケの成分は約9000が 水分なので,ホ シヒラタケ19貫 は生 のま まだ と190貫

(720kg)と いう量に達する｡こ のように大量の採集が可能であったのは,ヒ ラタケの

採集期間が春から秋までと長いうえ,広 葉樹林のなかに群生する傾向があるためだと

おもわれる｡現 在,保 存用としてのヒラタケの乾燥品はす くな く,お おくが水煮され

ている｡
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ホ シ マ イ タ ケ

『後風土記』記載名 干舞i茸

標 準 和 名 マイタケ

学 名07の1σ プケoη40∫6

推定総生産量 一

重    量    換算値

エネルギー量    換算値

1980年 収 量

図156ホ シマイタケの生産村

 『後風土記』当時の飛騨において,採 集 したキノコ類を乾燥加工 し,遠 距離にある

｢まち｣で の消費を目的にした産物には,こ のホシマイタケのほか,ホ シヒラタケが

あるにすぎない｡大 多数のキノコ類は新鮮な状態で食用されるため,商 品化 し得る生

産村の分布域が限定されがちであった｡

 これに対して,乾 燥加工 したホシマイタケは,飛 騨の辺境地帯で生産されても,商

品化が可能である｡『 後風土記』に記録されたホシマイタケの生産村は大野郡楢谷村

と大原村(清 見村楢谷･大 原)の2村 にすぎず,生 産量の記載はない｡し か し,こ の

両村 ともに産物として記載 されたキノコ類はホシマイタケのみであり,キ ノコ類に関

してはホシマイタケつ くりに特産地化 していた可能性 もある｡

 マイタケを乾燥 したホシマイタケは,生 のものにくらべて風味がよく,長 期の貯蔵

に耐える｡そ れには,採 集後に天日で十分乾燥する必要があり,と きにはイロリのう

えにあげて火力乾燥することもあった らしい｡
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ホ シ ヨ モ ギ

『後風土記』記載 名 干 蓬

標 準 和 名 ヨモギ属

学 名Artemisia spp･

推 定 総生産量 1,040貫

重    量 3.9t

       換 算 値 一

エネルギー量 53,893,000kcal

       換 算 値  29kcal/lOO93?》

1980年 収 量

図157ホ ショモギの生産村

 食用に供する場合,ヨ モギは採集後すぐにアク抜きす るか,も しくは加熱乾燥 して

保存する｡し か し,ヨ モギは人里にごくふつうにみられる植物であり,こ れが 『後風

土記』当時に食品として商品化されていたとはかんがえがたい｡ヨ モギを加熱乾燥 し

たホシヨモギは,む しろ灸のモグサの原料だったとおもわれる｡

 モグサはヨモギの葉を陰干しにし,臼 でよくつ くと葉裏の長い丁字毛がからまって

のこる｡こ れをふるいにかけて丁字毛と粉末になった他の部分とを選別し,さ らに丁

字毛をよ くついてわたのようにしたものである｡モ グサの原料にはヨモギとヤマヨモ

ギがつかわれる｡

 ホシヨモギの生産村は吉城郡の丸山･東 雲･吉 田村の3村(い ずれも神岡町)だ け

だが生産量はおおく,3村 あわせて1,040貫(約4t)に もなる｡こ れらホシヨモギの

生産村は,食 用を目的に採集したとみられる白川郷のヨモギ･モ チクサの生産村との

間に,は っきりとした地域差が認められる｡

37)ヨ モギ の値

516



小 山･松 山･秋 道･藤 野･杉 田 『斐太後風土記』による食糧資源の計量的研究

ホ シ ワ ラ ビ

『後風土記』記 載名 干 蕨,乾 蕨

標 準 和 名 ワ ラビ

学    名 Pteridium aquilinum

推 定 総生 産量 73貫

重    量 275kg

       換 算 値

エネルギ ー量 758,000kca1

       換 算 値 276kcal/1009

1980年 収 量

図158ホ シワラビの生産村

 『後風土記』の当時 も,ワ ラビは重要な野生食用植物で あった｡そ の食用 にはアク

抜 きして供す るほか,ホ シワラビや ワラビ粉に加工 する｡こ れ らの生産村 は,全415

村 の 約19°0に 達 し,ワ ラビの利用 がさかんだ った ことを しめ して いる｡

 この うち,ホ シワラビは15村 で生 産され,そ の80°0が 大 野郡 白川郷 に集中す る｡こ

れ らの諸村 には生産量の記録 があ り,も っともす くない村で500匁,最 大 は寺河戸･

一 色両村(荘 川村寺 河戸･一 色)の10貫
,1村 当 た り平均5貫 弱であ る｡こ れを ホシ

ワラビの生産村15村 にあてはめ ると,推 定総生 産量 は73貫 に もなり,白 川郷諸村 では

ホ シワラビをさかん に 売 出 した という記 載[冨 田 1977a:252-253]も うなずけ る｡

 こ うしたホシワラビづ くりは,ま ず早春 に採集 したわか芽 のわた毛を とる｡そ のま

ま放 置す ると硬化 して しまうため,た だ ちに蒸すか湯で煮 て,そ のあと乾燥す る｡乾

燥 の間は,ワ ラビの組織を こわ し,か つむ らな く乾 くよう,く りか え し手で もむ必要

があ る｡

 このホ シワラ ビと,生 ワラビの栄養成分を くらべてみ ると,生 ワラビか らはほ とん

ど栄養素 が期待で きないの にたい し,熱 処理を加え乾燥 したホシ ワラ ビはほぼ完全食

品 とな り,わ ずかに ビタ ミンB1･Cが 不 足す るだ けにすぎな くなる｡た だ し,ワ ラ

ビにはビタ ミンB1の 分解酵素 アノイ リナーゼをふ くむ ため,多 食す ると脚気 などの

栄養障害をお こす おそれが ある｡
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ホ ホ サ ケ

『後風土記』記載 名 ホ ウサケ,ホ､サ ケ

標 準 和 名 アブ ラチ ャン

学 名Parabenzoin praecox

推 定 総生産量

重    量    換算 値 一

エネルギ ー量    換 算 値 一

1980年 収 量

図159 ホホサケの採集村

 『後風土記』 にある｢ホaサ ケ｣｢ホ ウサケ｣は,ク スノキ科 の アブラチ ャンで あ

ろう｡

 ア ブラチ ャンは山地 に自生す る落葉の灌木 で,1.5cmほ どの果実 は晩秋 に 黄熟す

る｡そ のおお きい種子 は油を しぼ り[牧 野 1977:532],灯 火用 とす る｡飛 騨で い う

｢ホ ～サケ｣の 呼称 は,ア ブラチ ャ ンの果皮が晩秋 になると不規則 にさける ことに由

来す る もの とお もわれ る｡

 採 集村5村 はいずれ も宮峠以南の太平洋側斜面 の海抜400～500mに 分 布 し,大 野

郡 山之 口村(萩 原町山之 口)を 北限 とす る｡な お,こ の山之 口村 の項 には,｢ホ ウサ

ケ子 をと りて油 とす と云｣と ある[冨 田 1977a:196]｡い ず れの村 に も生産量 の記

載はない｡

 ア ブラチ ャンの種子か ら採集 した 灯 火用 の 油 は,日 本海側斜面の ハ イイヌガヤ の

油にかわる もので ある｡植 生のちがいを反 映 した 資源利用 の ひ とつであ りいわゆ る

ECOLOGY型 の産物 として,こ れ は非常 に興味深 い｡
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マ イ タ ケ

『後風土記 』記載 名 舞 茸,マ ヒタケ

標 準 和 名 マ イタケ

学 名Grifola frondosa

推 定総生産量 14貫

重  量53kg換 算 値

エネルギー量 一  換算 値

1980年 収 量 一

図160マ イタケの採集村

 『後風土記』 に記載があ るキノコ類(菌 類をふ くむ)は,12種 類 を数え る｡こ の う

ち,生 産村 が20村 以上み られ るのは,マ ッタケ,シ メジ,コ ウタケ,キ ノコで,コ ウ

タケをのぞ く3種 の生産村 の分 布 はいわゆ るSUBURBAN型 を しめ し,｢ま ち｣で

の消費にむすびつ いた採集産物であ った｡

 残 る8種 類の生産村 はいずれ も5村 以下 で,マ ツタケなどに くらべて著 しくす くな

い｡そ のなかで,長 距離 の輸送に耐え る乾燥加工品が産物 としてあ るのは,こ のマイ

タケ とヒラタケにすぎない｡乾 燥加工 された ところか ら,マ イタケ もまた｢ま ち｣へ

の 出荷を 目的に した もので,一 定の商品価値があ った(ホ シマイタケの項参 照)｡

 マ イ タケ はナ ラ林,と くに ミズナ ラや ク リの老木 の根 もとに比較的よ,く発生 す る｡

聞 きと りによれば,そ の採集期間 は9月 初旬か ら9月 下旬 ない し10月 初旬までだ とい

う｡『 後風土記 』によ ると,生 産村 は大野郡北部に1村,吉 城郡北部 に3村 あ るにす

ぎない｡採 集量 はうち2村 をあわせて7貫 の記録 があ る｡マ イタケとホシマ イタケの

生 産村が ま った く一致 しない ことか らみて,北 部4村 で採集 された生のマイ タケ は,

お そ らくLOCALな 消 費 にあて られたので あろう｡

 マ イタケは,い ったんゆでてか ら砂糖醤油でたべ ることがおおい｡現 在で もその価

格 は,マ ツタケ,シ メジにつ ぐという｡
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マ ス

『後風土記』記載 名 鱒,マ ス,ア マゴマス

標 準 和 名 サ クラマス(ヤ マ メ),ヤ マ

       トマ ス(ア マゴ)

学 名Salmo(Oncorhynchus)masou

       masou (宮川･庄 川･高 原

       川 水 系)

       Salmo(Oncorhynchus)mason

       macrostomus(益 田川水系)

推定総生 産量 5,680尾

重    量 3.4t

       換 算 値 0.3-0.6kg/尾

エネルギー量 2,897,000kcal

       i換算 値  142kcal/1009

1980年 収 量5t38》

図161マ スの漁獲村

 益 田川流域では,｢鱒｣は アマゴマス,ま た はマス とよばれ るのにたい し,宮 川･

高 原川･庄 川流域では,｢鱒｣は マスとよばれ る｡吉 城郡古川郷古川町方村(古 川町)

の項 には,マ スが宮川 と荒城川 に毎年のぼ るとい うことがかかれてい る｡こ れ にたい

して,宮 川の支流,小 八賀川 は,水 温がひ くいので,ア ユやマスはのぼ らな いと もし

るされて いる[冨 田 1977a:387]｡

 一 方,益 田川のマスが降海 して,ふ たたび遡上す るとい う記載 はない｡し か し,『 後

風土記』の なかで｢之 末｣と よばれ る魚が,益 田川流域 にのみ分布す ることが記載 さ

れて いる｡こ の｢之 末｣は,現 在 で も,ア マゴの銀 白化 した ものをさす[金 古 1974b:

164-165;本 庄 1976:27-35]｡こ の ことか ら,宮 川,高 原川,庄 川流域 のマス は,

日本海 に降海す るサクラマスで あり,益 田川流域 のマスは,現 在い うところのヤマ ト

マス(あ るいはアマゴマス,サ ツキマス)に 相 当す る[川 那部 1976:58-63]｡

 『後 風土記』によると,マ スは,｢笙,ヤ ス,寿 丸網,一 之瀬仰天網｣な ど,さ ま

ざまな漁法 によって漁獲 された｡と くに,吉 城郡小鷹狩郷 の杉原村産 の ものは,｢杉

原鱒｣と して 当時,珍 重された らしい｡こ のマス は,庄 川 と宮川で1次 河川 まで,局

原川で は2次 河川まで遡上する｡益 田川で は,5次 河 川のみに分布す る｡総 生産高 は,

1.7～3.4tで あ る･(マ スの栄養組成はナマズの項参照)｡

38)放 流分をふ くむ,ニ ジマスをのぞ く
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マ ツ タ ケ

『後風土記』記載名 松 茸,松 輩,松 タケ

標 準 和 名 マツタケ

学    名 Tricholoma matsutake

推 定総生 産量 296貫

重    量 1.1t

       換 算 値309/中1本

エネルギー量

       換 算 値 一

1980年 収 量331t(岐 阜 県全域)

図162マ ツタケの採集村

 マ ツタケ はお もにアカマツ林 に発生するが,と きにクロマッ林 や,高 山帯の ツガの

天然林,あ るい はエゾマツー トドマ ツ林に もみ られ る｡採 集 季節 はおもに秋だが,6

～7月 の梅雨 どきに も採集 され ることがあ り
,こ れを ッユマ ツタケとよぶ｡

 『後風土記』 に記載 があるのは25村 でrそ の垂 直分布 は海抜200～800mに 集 中

す る｡し たが って飛騨 のマツタケ は,お もにアカマッ林で採集 した もの とお もわれ る｡

 採 集村 は益 田郡 に17村 と もっともおお く,大 野郡4村,吉 城郡 の4村 であ る｡こ の

うち,大 野･吉 城郡 と益 田郡阿多野郷の計14村 は,い ずれ も高 山町村か ら3里 前後の

距離 にある｡そ のほか,小 坂町村(小 坂町)へ1里 以内が3村,萩 原町村(萩 原町)

へ4里 前後が3村 と,採 集村の8割 が｢ま ち｣の 周辺 に分布す る｡こ れ らの諸村 は新

鮮 なマツタケの供給 を 目的 に した,い わゆるSUBURBAN型 の ネ ッ トワークをつ く

りだ して いたのであろ う｡こ れ はマッ タケの採集村が シメジとおお くか さなることに

もしめされ,高 山町村周辺で は8村 中7村 で両者を産す る｡

 マ ツタケの採集量 の記録 は6村 にみ られ,1村 平均11.8貫 で あ る｡こ れを全採集村

にあて はめ ると総量 は296貫 とな り,シ メジの245貫 を うわまわ る｡

 な お,マ ツタケは漬物 に ももち いた｡美 濃尾州領で は,｢漬 松茸｣用 に1村 で1,600

本 を上納 した記録 があ る[岐 阜県 1972a:255]｡
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マ ル メ ロ

『後風土記』記載名 棍 檸,マ ル メロ

標 準 和 名 マルメロ

学 名(ydonia oblonga

推 定 総生産量 325果

重    量 16kg

       i換算 値 509/個

エ ネルギー量 10,000kcal

       換 算 値  76kcal1100939)

1980年 収 量

図163 マル メロの生産村

 マル メロはバ ラ科の落葉果樹で,ヨ ー ロッパ ではギ リシア･mマ 時代か ら栽培 さ

れ,日 本 には寛永年間(1624～ ユ644)に 渡来 したといわれ る｡

 『飛州志』 には食用果実の なかに｢橿 樟｣が みえるので,19世 紀初頭 には飛騨で も

この果実 が栽培 されていた とみ られ る｡

 果 実 は生食 しに くく,砂 糖漬な どに加工す る｡長 野県で洋カ リンと呼ぶのは このマ

ル メロの ことで,カ ン詰製 品につ くり,現 在 で も特産品の ひとつであ る｡し か し
,マ

ル メロを市場でみか けることはほとん どない｡か つて は新 しい果物 と して一時的に流

行 したが,結 局 は一般に普及 しなか った｡『 後風土記』に は庄川流域北部の3村 と吉

城郡高原川上流の4村 に記載が ある｡マ ルメロの渡来後200年 ほ どの間 に,こ れ らの

辺境諸村 に導入 されていた｡こ れ は,暖 地 で裁 培 して も,あ まり結実 しないといわれ

る｡当 時 の生産村 が飛騨北部 にかたよ っているのは,こ う した ことに もとつ くのか も

しれ ない｡

 こ のマル メロに非常によ く似 た果実 に,カ リンPseudoeydonia sinensisが あ る｡こ れ

は中国原産 とされ るが,日 本へ の渡来時期 には諸説 がありよ くわか っていない｡カ リ

ンもマル メロと同 じような特徴 を もってお り,石 細胞 のおお い果実 はしぶ味が あ りす

っぱ いので,生 食 には適 さない｡カ リンも砂糖漬 やゼ リーに加工す る｡

39)カ リンの数 値
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ミ ソ

『後風土記』記載名 未醤

標 準 和 名

学    名 一

推定総生産量 一

重    量 一

       換算値

エネルギー量

       換算値  207kcal/loo9

1980年 収 量1,100t
図164 ミソの生産村

 『後風土記』当時の飛騨は,高 山,古 川,舟 津などの町方を除 くと,そ のほとんど

は農村である｡こ れ ら農家の食生活は自給自足が原則で,必 需品である味i',醤 油さ

え購入することは稀であった｡た とえば当時の地主でも,日 常は自家製の味噌や醤油

を用い,祭 礼,法 要などに限って｢上 味噌｣を 買う程度だったといわれている｡

 ｢未醤｣の 分布がみ られるのは高山一～三之町村だけで,こ の｢ま ち｣の 住民は製

品として味噌を購入 したのであろう｡た だし,高 山の3つ の町は飛騨の総人口の約12

0D近 くを擁したので,味 噌は当時としては相当規模のおおきな食品加工業であった｡

 飛騨の味噌のつくりかたについては,『 飛州志』に詳細な記載がある｡そ れによる
             たまみ そ

と,飛 騨で一般につ くるのは玉未醤で,こ れはコウジをつかわない もので ある｡そ の

つ くりかた は春(旧 暦三月 中旬),ダ イズをむ して臼でつ き,て ま りほどのおおきさ

にまるめ,こ れを イロ リなどのいつ も火をたいている場所の うえにスをひいてな らべ,

30日 ほ どほす｡つ いで これを臼でつ いて味噌粉につ くる｡こ の粉 と水･塩 を10:8:

4の 割合で まぜ る｡そ の後50～60日 た って よ く熟成す るとオケの中にスを入 れ,タ マ

リを汲みだす｡そ のの こりが味噌で ある｡ま た｢檜 玉未醤｣と いうコメヌカでつ くる

味噌 もあ った｡コ メヌカをダイズと同様 の過程で粉状 につ くり,こ れをダ イズの味噌

粉 に2～3割 まぜ た もので,品 質はおと って いた｡
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ミ ョ ウ ガ

『後風土記』記載名 蓑荷

標 準 和 名 ミョウガ

学 名Zingiber Mioga

推定総生産量

重   量   換算値

エネルギー量 ･  換算値

1980年 収 量

図165 ミョウガの生産村

 お もに花序 とわか芽 とを食用 に供す る多年生 の栽培植物｡た だ し,山 野 に も生 えて

いる｡こ の山野 にみ られる ミョウガ は,そ の分布地 のほとん どが人の居住趾 ない しそ

の付近 とかんがえ られ るところか ら,古 く中国か ら伝播 した ミョウガが人 によ って分

布域 をひろげ,そ の後に野生化 した もの とみ られ る[北 村･村 田･小 山 1964]｡

 飛 騨 ではこの ミョウガの花序 が,ア カカブを主体 とす る漬物｢品 漬｣に 加 え られ,

風 味を添 えて いる｡ち なみに｢品 漬｣に は,カ ブラと ミョウガのほかキュウ リ,ナ ス,

チ ョロギ,シ メジ,ホ ウキタケなどが加わ る[石 田 1976]｡栽 培･野 生 の植 物 をと

りまぜ た｢山 の幸｣の 漬物 である｡

 な お,ミ ョウガ は繊維 がおお く,ふ くまれ る栄養素 はす くな い｡1009当 た りで,

94°0が 水分 である｡
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ム ジ ナ

『後風土記』記載 名 狢

標 準 和 名 ニ ホンアナグマ(?)

学    名 Meles meles anakuma

推 定 総生産量 5頭

重    量    換 算 値

エネルギー量    換 算 値

1980年 収 量

図166ム ジナの捕獲村

 ム ジナ とタヌキは,動 物学的に ことな った動物で ある｡ム ジナはイタチ科のニ ホ ン

アナグマであ り,タ ヌキはイヌ科の ホ ンドタ ヌキをさす｡『 後風土記』 のムジナが,

ニ ホ ンアナグ マとホ ン ドタヌキのいずれをさす のか,あ るいは両者の混称で あるのか

は定 かでない｡

 タ ヌキは,ア ナ グマのほ った穴を棲み家 とす ることがある｡と もに人 家近 くや山地

部に棲 息す る夜行性の雑食動物で ある｡

 ｢後 風 土記』 には,吉 城郡双六村(上 宝村 双六)1村 のみにムジナの記載 があ る｡

現 在では,飛 騨一 円にムジナ(ニ ホ ンアナグマ)は 比較的おお く棲息 してお り,畑 作

物にたいする被害 もところによってはおお きいという｡

 ア ナグマの肉は脂肪 に富み,美 味とされ,タ ヌキの肉はまずいとされ る｡『 飛州志』

には,タ ヌキ は｢不 食獣類｣に 分類 されて いる｡聞 きとりによ ると,タ ヌキもアナ グ

マ も,と きに毛皮 が利用 された とい う｡タ ヌキの毛 は防寒用 としてたか く取 引された

が,ア ナグマの毛は硬 くて値段 も安か った らしい｡
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モ モ

『後風土記』記載名 桃

標 準 和 名 モ モ

学    名 1)γ麗 π5ρ6師6σ

推定総生産量 32石

重    量 4.8t

       換 算 値 15kg/斗

エ ネルギ ー量 1,547,000kcal

       換 算 値 37kcal 1009

1980年 収 量1,221t

図167 モモの生産村

 モモの原産は中国で,中 国で発達 した東洋種と,ふ るく中央アジァ,ペ ルシャを経

て地中海につたわった欧州種がある｡日 本では縄文時代遺跡からの発見はないが,弥

生時代には登呂,唐 古,韮 山などの遺跡にあり,歴 史時代では川原寺,藤 原宮趾,平

城宮趾などで発見されている｡し たがって,モ モは果物としてひろ く好まれてきたと

いえる｡

 現在のモモの主要品種は,明 治初期に中国から導入された上海種をもとに,日 本で

育成･改 良されたものなので,『 後風土記』のモモはそれ 以前の粒のちいさい在来種

だったとおもわれる｡

 モモの果実は1木 当たり3,500個 ぐらいつ くが,虫 や病気によわ く,完 熟までには

半分ほどが未熟果のままおちてしまう｡現 在では,1木 につき,1個 平均250～3009

の果実が350～500個 ほどなるように栽培されている｡品 種もおおく,早 生･中 生･

晩生種があり,6月 中旬から8月 上旬まででまわる｡

 『後風土記』に記載のあるモモの生産村数は89村で,生 産量の記録があるのは14村,

その平均値は3斗3升 で,生 産高がもっともおおい丸山村(宮 川村丸山)で も2石5

斗にとどまる｡こ の数値はナシ,ウ メなどの果実に くらべ,相 対的にす くな くなって

いる｡し か し,生 産村はほぼ飛騨一円に分布する｡

 現在の生産量1,221tは,栽 培果実のなかでもっともおおい｡そ の93°0は,大 野郡

と吉城郡で生産されている｡
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ヤ サ イ

『後風土記』記載名 野菜

標 準 和 名

学    名

推定総生産量

重    量    換算値

エネルギー量    換算値 一

1980年 収 量31,000t(野 菜類の集計)

図168ヤ サイの生産村

 『後風土記』 に記載のあ る疏 菜 は,カ ボチャ･キ ュウ リ･ナ スとい った果菜 と,ダ

イコン･ゴ ボ ウなどの根菜であ り,と もに種類 と栽培村がおおい｡し か し,ネ ギ とカ

ラシナを除 くと,葉 菜 にはみるべ き作物 がほとんどない｡カ ブラナは根菜 の葉を,ク

キタチナはナタネのわか葉を利用す るもので,そ れ 自体独立 した葉菜 として栽培 され

る もので はな い｡

 一 方,｢野 菜｣の 生産村 は,高 山町村 の周辺 に集 中的 に分布す る｡こ の分布上 の特

色は,当 時,11,180人 余 の人 口を擁 した｢ま ち｣,高 山 町村 での消費を 目的に して｢野

菜｣が 生 産されて いた ことを しめす と判断 され る｡

 このふたつの理 由か ら,｢野 菜｣の 実体 は長距離輸送が相対的に困難で あった葉菜

とみ られ る｡根 菜の ひとつであ るカブ ラナの一部 は高山町村 への出荷 を目的 と して い

たが,そ の生産村 が丹生川流域沿 いに分布 す るの と好対照 を しめ している｡

 と ころで,『 後風土記』以後 の飛騨 にあ らた に導入 された野菜 は,数 がおおい｡そ

のお もな ものには,ト マ ト,イ チゴ,タ マネギ,ハ クサイ,ピ ーマ ン,メ ロ ン,キ ャ

ベ ッ,ホ ウレンソウ,レ タス,カ リフラワーが ある｡い わゆ る洋菜 の進出がめざま し

い｡こ れ らあ らたな野菜10種 類 の総生産量は約17,300tで,飛 騨で生産 され る野菜

の5600に 達 している｡こ れ らのあた らしい野菜 は,『 後風土記』 の ころの雑穀一大豆

一 魚 にかわる米飯一野菜一 肉類 というあ らたな食 品コ ンプ レックスを もた らす ことに

な ったとおもわれ る(皿.討 論 6.食 糧 生 産の変容 の項参照)｡
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ヤ ツ メ ウ ナ ギ

『後風土記』記載 名 八 ツ目ウナギ

標 準 和 名 ヤツメ ウナギ属

学 名1,ampetra(Lethenteron)SPP.

推 定 総生産量 2升

重    量 3.6kg

       換 算 値1009/｣

エ ネルギー量 7,000kcal

       換 算 値  253kcal/loo9

1980年 収 量

図169ヤ ツメウナギの漁獲村

 ヤ ツメウナギの ことを ウナギとよぶ地域 もあ るが,『 後風土記』 では,ウ ナギ とヤ

ツメウナギが区別 されている｡し か し,ヤ ツメウナギの漁獲村 は,吉 城郡小鷹狩郷谷

村(古 川町谷)だ けで,そ の漁獲量 は2升 であ る｡

 『飛州志』に は,｢蝉 魚｣と してヤッメとカナがふ ってあ る｡ま た,｢風 土 書上 帳｣

の 古川町方村(古 川町)に 関す る記載 には,｢鰐｣と して,キ タ コとカナがふ ってあ

る｡｢鐸｣あ るい は｢鰹 魚｣と あ らわ され る魚は,ニ ゴイ,ウ ナギ, ドロバ エ,ア ブ

ラハヤ,ヤ ツメウナギ,モ ツゴな どである[渋 沢 1958]｡ま た,｢鰹｣が,タ ウナギ

科タ ウナギ属の タウナギを さす場合 もある[岡 本 1940:195-196]｡

 ヤ ツメウナギ は,ウ ナギ と同様,脂 肪 に富む｡ま た,ビ タ ミンAの 含量が,1009

当 た り25,0001Uで あ り,わ ずか109で 成 人1日 の基準量 をみたす｡

 ヤ ッメ ウナギは,夜 盲症の薬 としてふ るくか らもちい られて きた｡た べ るさいには,

蒲 焼 きに した り,く ん製 に した ものが もちい られ る｡

528



小 山･松 山･秋 道･藤 野･杉 田 『斐太後風土記』に よる食糧資源の計量的研究

ヤ マ ア ザ ミ

『後風土記』記載名 山葡,ヤ マアサ ミ

標 準 和 名 フジアザ ミ

学    名 Cirsium purpuratum

推定総生産量 3,900束

重    量 一 換算値

エネルギー量 一 換算値

1980年 収 量 一

図170ヤ マアザ ミの採集村

 石 田は｢山 葡｣を フジアザ ミCirsium purpuratumに 同 定 して いる｡そ して,飛 騨 に

おけ るフジアザ ミの分布は,庄 川流域(白 川郷)か ら天生峠 にか けての地域,お よび

上宝村栃尾周辺 に限 られ るとい う[石 田 1976:228]｡『 後 風土記』の｢山 葡｣の 採

集村 が庄川流域北部に限定 されて いるの は,こ うした自然分布 とみ ごとな一致 を しめ

してい る｡

 採集村 は13村 を数 えるが,採 集量 の記録が あるのは白川郷御母衣村(白 川村御母衣)

の みで,300束 とあ る｡牧 野 によると,60～90cmに も なるフジァザ ミの根 は食用 に

供されたという[牧 野 1977]｡こ の 指摘 と,｢束｣と い う単位 とか ら,白 川郷諸村で

採集 されたヤマアザ ミは,お もに根 を利用す るためであ った可能性がたかい｡俗 にい

う｢や まごぼう｣は,モ リアザ ミの根であ る(ヤ マゴボ ウの項参照)｡
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ヤ マ ゴ ボ ウ

『後風土記』記載 名 山午勇i

標 準 和 名 ヤ マゴボウ

学 名Phytolacca esculenta

推 定 総生産量 450貫

重  量1,688kg

       換 算 値 一一

エネルギー量 4,523,000kcal

       換算 値 73kcal/100 goo)

1980年 収 量

図171ヤ マゴボウの生産村

 ｢や ま ごぼう｣と よばれ るもの には,ヨ ウシュヤマゴボウPhytolacca americans,マ

ル ミノヤマゴボウP.japonica,ヤ マ ゴボ ウPesculentaが あ る｡石 田[石 田 1976]

は,『 後風土記』記載 の ものをヤマ ゴボウに同定 し,か つ その分布 は吉城郡神岡地方

の 山地 にほぼ限定 され るとす る｡

 生 産村 と量 は,吉 城郡野首村50貫･同 郡吉 田村400貫(い ずれ も神岡町)で あ る｡

根 は,食 用よ りも薬用 にす る｡た だ し,長 野県 の松本市 や飯 田市 の周辺で は,30年

ほ どまえか ら｢や まごぼ う｣を 裁 培 しているという｡こ れ は根を味噌 づけに して保存

してお き,野 菜 のす くな くな る冬 に食用に供す るらしい｡ヤ マゴボウ の葉 はそばの

つな ぎにつかわれ る こともあ る｡こ の｢や まごぽ う｣は,根 に有毒 な成分を ふ くむ

1).esculentaで はな く,モ リアザ ミCirsium dipsacolepisだ とお もわれる｡

 『後風土記』の｢山 午勇｣が モ リアザ ミの根を さす とすれば,こ れには若干 のタ ン

パ ク質 と糖質がふ くまれるほか,カ ル シウム･リ ン･ナ トリウムとい った無機質 を相

当量ふ くんで いる｡ビ タ ミンはほとんどない｡

40)干 し葉の値
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ヤ マ ズ ミ

『後風土記』記載名 山ズミ

標 準 和 名 オオウラジロノキ

学 名Malus tschonoski

推定総生産量 8石

重    量 一 換算値 一

エネルギー量 一 換算値

1980年 収 量 一

図172ヤ マズミの採集村

 ヤ マズ ミは,バ ラ科 リンゴ属オオ ウラジロノキ1Vlalus tschonoskiの 飛 騨 にお ける方

名であ る｡食 用部位 は果実｡飛 騨 では この果実を冷水にひた し,あ あ色 にかわ るのを

まって食用 に供 した｡果 実 は1cm前 後 とさほどおおき くない｡

 分 布 はほぼ本州 に限 られ,飛 騨 の山地 に も生育す るが,個 体数 はおお くない とい う｡

生 産村 数は11で,飛 騨の東部 および南部 の山地斜面に立地 する諸村 に限 られ る｡お そ

らくは,山 菓のひとつ と して供 されたので あろう｡た だ し,採 集量が8石 に推定 でき

ることをかんがえると,こ のヤマズ ミは,エ ビヅル と同 じように,果 実酒づ くりの原

料 にもちい られた可能性 もたかい｡
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ヤ マ ド リ

『後風土記』記載名 山 鳥,山 トリ

標 準 和 名 ヤマ ドリ

学    名 Syrmaticus soemmerringii

推定 総生産量 1,500羽

重    量 1.5t

       換 算 値 lkg/羽

エ ネルギー量 989,000kcal/

       i喚算 値  132kcal/1009

1977年 収 量5,263羽

図173 ヤマ ドリの捕獲村

 日本特産のキジ科 の鳥｡留 鳥で地方 により羽色が ちが うので5亜 種 にわ けられ る｡

飛Mの ものは羽色の淡 いs.S. scintillansで あ る｡

 ヤマ ドリは中山帯 の森林に群をつ くってすみ,採 餌 時にかぎ って草原や低山帯 にお

りる｡し たが って,ヒ トのhabitatと の距離 は,低 山帯 を生息域 にもつキ ジよ りはな

れて いる｡

 『後風土記』 にみ られ るヤマ ドリの捕獲村 の分布 は,水 平･垂 直分布 ともにキ ジに

よ くにて いるが, ,垂 直分布 はわずかにたかい(モ ー ド600m)よ うで ある･捕 獲 数は

ユ,327羽 で あ る｡し か し数量 の記載

がない村を これに加 え ると,総 数 は

1,500～2,000羽 に達す るであろ う｡

『岐阜県林業統計』によ ると,昭 和

48～52年 の 年平均捕獲数 は6,500羽

とおおい｡キ ジの1,800羽 に くらべ

ると3.6倍 を しめす｡こ れ はヤマ ド

リとキ ジのポ ピュ レーシ ョンの差に

もとつ くとかんがえ られ る｡

 しか し,最 近 は狩猟圧がたか まっ

て,大 型のヤマ ドリはす くない｡
図174 ヤマ ドリの高度別捕獲数(単 位 羽)
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ヤ マ ナ シ

『後風土記 』記載名　 山梨,山 ナ シ

標 準 和 名 ヤマナシ

学 名　Pyrus　pyrifolia

推 定 総生産量　 5斗5升

重 量 　83kg

　 　 　　　　　換算値　 15kg1斗

エ ネルギー量 　27,000,000kcal

　 　 　　　　　換算値　　40kcal!loo941)

1980年 収 量

図175ヤ マナシの採集村

　 『後風土記』 には,ナ シとヤマナ シとが区別 されて いる。 したが って,ナ シは現在

「二十世紀」 や 「長十郎」などの栽培品種を もつ ニホ ンナ シPyrus　 spp.に,ヤ マナ

シはニホ ンナシの基本種であ る日本原産のヤマナ シに推定で きる。

　採集村 は5村 が記載 され,う ち3村 にあわせて3斗3升 の記録 がある。その1村 当

た り平均 収量1斗1升 を5村 の平均値 とみな して も,ヤ マナシの総採集量は5斗5升

とす くない。採集村 と収量 とが ともにす くない ことか ら,当 時 ヤマナシは局地 的に利

用 された果 実であ った とかんがえ られる。

　大 野郡 山之 口村(萩 原町山ノロ)の 項 には,『 後風土記』編纂の,こめの調 査にあた

って,村 び とが書きあげた山中および村里 の樹木 のなか に,ヤ マナ シがみえ る[冨 田

1977a:196]。 た だ し,こ の村の産物 の項 には記載が ない。

41)ナ シの値
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ヤ マ ノ イ モ

『後風土記』記載名　薯蕷

標 準 和 名 ヤマノイモ

学 　 　 　名 Dioscorea japonica

推定総生産量

重　　　　量

　　　　　　　換算値　３００９１本

エネルギー量

　　　　　　　換算値 ９９ｋｃａｌ！ｌＯＯ　ｇ

１９８０年 収 量
図 １７６ ヤマノイモの採集村

　 『後風土記』に は 「薯蕷」とあ るが，これ はナガイモ （中国原産の栽培　 Ｄ．６ａｔａｔａｓ）

ではな く， ヤマノイモの ことであろ う。

　ヤマノイモ は飛騨 で も低 山帯 に自生 し，夏か ら秋 にかけて長大な根 を形成す るため，

その採集時期 は晩秋 ないし早春 にか ぎ られ る。 しか し， ヤマノイモの 自然分 布は広 い

範囲 におよぶに もかかわ らず， 『後風土記』での採集村 は飛騨北辺に偏在 している。

　 「薯 蕷」をナガイモ と解釈すれば， 当時 のナガ イモの栽培村 がきわめて極地的であ

った ことにな る。ただ し，『後風土記』で はこの 「薯 蕷」 と 「佛掌薯 」 とを区別す る。

後者が栽培種 とかんがえ られ るところか ら，「薯蕷」 は，ヤマ ノイモ とす るのが妥 当で

あろ う。それに して も，採集村 の分布が飛騨 の北辺 にかた よる理由 はあき らかで ない。

　 このヤマノイモは， 「とろろ汁」 に して食用 され るほか， 煮食 に もよ く， カマ ボコ

や菓子の材料 に もつかわれて いる ［本 山　１９７８］。 そのほか， これ は民間薬に も用い

られた らしく，冬 の寒の間に皮 をむき灰 や石灰をぬ りつけてかげぽ しに した ものが，

薬効がたかか ったとい う。

ヤマノイモの １００９当た り成 分

　 エネルギ ー ９９ｋｃａｌ 糖 質 ２１．１９

　 水 分 ７３．０９ 繊 維 ０．４９

　 タ ンパ ク質 　 　４．２ｇ

　 脂　 　 　質 　　 ０．ｌｇ
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小山 ・松山 ・秋道 ・藤野 ・杉 田　 『斐太後風土記 』による食糧資源の計量的研究

ユ ス

『後風土記』記載名　柚

標 準 和 名　ユズ

学 名Citrus　junos

推定総生産量

重 量

　　　　　　　換算値　699!個

エネルギー量

　　　　　　　換算値　　54kcal!1009

1980年 収 量

図17T　 ユズの生産村

　果皮 ・果汁を料理につかう。果皮に特有の芳香があり,果 汁は淡黄色で酸味をもつ。

現在でもよくつかわれる調味用の素材である。

　チベ ットから中国の奥地に野生 し,日 本にはふるく伝えられ各地で栽培された。 ミ

カン科の常緑小高木で,カ ンキツ類としてはカラタチについで寒さにつよいものだと

いわれている。、しかし,飛 騨での分布をみると北部にはまったくなく,太 平洋側斜面

の益田郡南部に偏在する。 これ らの諸村は,す べて根雪期間20日 の等深線の外にでる

もので,ユ ズの生育が根雪期間の長さにかなりの制約をうけるものとお もわれ る。

『後風土記』にはユズ生産村が6村 記録されている。生産量はいずれの村にも記載が

ない。
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国立民族学博物館研究報告　　6巻3号

ユ リ

『後風土記』記載名　百合

標 準 和 名　ユ リ

学 名Lilium　 spp・

推定総生産 量

重 量

　　　　　　　換算値　 100-150g/個

エネルギー量

　　　　　　　換算値　　124kcal/lOOg

1980年 収 量

図178　 ユ リの採集村

　 『後風土記』 には 「百合」 とだ けあ り,同 定は困難で あるが,お そ ら くは近畿地方

以北を お もな分布域 とす るヤマユ リLilium　 auratumか,あ るいは新潟県以西 に分布

す るササ ユ リL.japonicumの いずれか とお もわれ る。石 田は,こ れをササユ リに同定

して いる[石 田　 1976]。 また,『 飛州志』で はヤマユ リが 「不食草類」 にふ くまれ る。

もしこの記述 に誤 りがない とすれ ば,ヤ マユ リはほ とんど食用 に供 されなか った こと

にな り,『 後風土記』の 「百 合」は石 田のいうようにササユ リの可能性 がたか い。

　 このユ リの採集村 は,庄 川上流域の 白川郷を中心とす る10村 にふぎ られ る。仮 りに

この ユ リをササユ リとして も,飛 騨 における分布が,ユ リの生産村 ほどに著 しく偏在

す ることはない。 したが って,こ の生産村の偏在は,な ん らかの 目的を もった野生植

物利用の うえでの選択の結果 とみ られ る。一方,こ れ ら10村 に記録 されたユ リは,オ

ニユ リ,コ オニ ユ リな どの栽培 ユ リの可能性 もつよい。ヤサ イの項で述べた ごと く,

庄 川流域諸村 は当時の飛騨 にあ って疏菜栽培が相対的にさかんな地域であ った ことが

その推定 の根拠 となる。

　栽培 ユ リはデ ンプ ン質 が意外 にす くな く,熱 量 もひ くい。同 じ1009当 た りで は,

カ タク リの82.0%,332kcalに く らべ ると著 し くす くな く,27.2％,124　 kcalを し

めす 。
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ヨ モ ギ

『後風土記』記載 名　丈葉,餅 草

標 準 和 名 ヨモギ属

学 名Artemisia　 spp.

推 定総生 産量　 48貫

重 量 　 180kg

　 　 　　　 　　換算値

エネルギー量 　53,000kca1

　 　 　　　 　　換算値　 29kcal/1009

1980年 収 量

図179　 ヨモギ ・モチクサの採集村

　○　ヨモギ　　十　モチクサ

　各地の山野にひろくみられる多年草で,早 春に採集 したわか芽を餅につきこんで供

することがおおい。モチグサともいう。

　 『後風土記』にはヨモギとモチクサの両者が区別して記載 してあるが,い ずれの生

産村 も大野郡白川郷(白 川村 ・荘川村)に 集中する。白川郷ではモチクサは南部に,

ヨモギは北部諸村に卓越する。

　食用にするヨモギには,わ か芽をゆでて供するオ トコヨモギがある。白川郷を2分

するヨモギとモチクサは,オrコ ヨモギとヨモギとの差をあ らわしているのか,単 な

る地域的な呼称の差なのかあきらかではない。

　 ヨモギは各種のビタミンやカルシウムにとむが,繊 維がおお く強靱であり,ア クが

つよいため,食 用にはアク抜きが欠かせない。

　漢方ではヨモギの類が止血剤につかわれる。
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リ ョ ウ ブ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 リヤウブ

『後風土記』記載 名　令法,令 法,レ ゥプ

　　　　　　　　　 レウブ

標 準 和 名 リョウブ

学 名　 Clethra　barbinervis

推定 総生産量　 1,800貫

重 量　　6.8t　　　換算値

エネルギ ー量　一 　 　換算値

1980年 収 量

図180リ ョウブの採集村

　 リョウブ科 の落葉小高木 で,飛 騨 の低山帯にふつ うにみ られ る。

　 『後風土記』 には,リ ョウブの採集村6村 の記録 があるが,分 布が　 　゚一的であるに

もかかわ らず採集村 がす くない こと,お よびそのほとんどが庄川流域 に集 中 し,吉 城

郡 では1村 にすぎず,益 田郡 には認め られない ことの理 由はあ きらか でない。採集量

は吉城郡 吉田村(神 岡町吉 田)の1村 にのみ,300貫 とあ る。

　 リョウブはわか葉 を採集 し,食 用に供 した。 したが って,300貫 もの量 を採集す る

には,か な りの範 囲を移動す る必要があ ったとみ られ る。用途 は,お もに穀類にた き

こんで,い わゆる 「かてめ し」につ くるのが一般的であ った とみ られ る。 なお,貯 蔵

にはい ったんゆがいた あと,乾 燥 した。
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リ ン ゴ

『後風土記』記載名　 林檎,リ ンゴ

標 準 和 名　 リンゴ

学 名　 Malus　 asiatica

推 定 総生産量　 6石

重 量　900kg

　 　 　　　　　換算 値　 150kg1石

エ ネルギー量 　383,000kcal

　 　 　　　　　換算値　　50kcal!1009

1980年 収 量440t

図181　 リンゴの生産村

　 『後風土記 』には 「林檎」 「リンゴ」とある。 リンゴは22村 に記載 されて い るが,

収 穫量 は3村 をあわせて8斗2升 の記録があ るにす ぎない。 その1村 当た り収量2斗

7升 を リンゴ栽培村 の平 均収量 にみなす と,総 量は約6石 で,同 様 に推定 した ウメの

5.7石 に匹敵す る。 当時の リンゴ栽培村の半数が,高 山町村か ら6km圏 内 に分布 す

ることか らみて,リ ンゴのおお くはフル ーッとして生食 され た もの とお もわれ る。

　 日本への リンゴの導入 は文久年間(1861～1863年)が 最初 であるといわれ る。現在

栽培 され る ヨーロ ッパ系品種が本格的 に導入 され るのは明治5年(1872)以 後 の こと

に属す る。 したが って,『 後風土記』編纂 のた めの調査(明 治3～4年)が お こなわ

れた当時,飛 騨で栽培 されていたのは,ワ リンゴMalus　 asiaticaで あ った とかんがえ

られ る。ただ し,現 在 この品種はま った く残 されていない。

　 リンゴが日本へ渡来 して以 後,10年 た らずの間に飛騨 へ導入 され得たの は,当 時 こ

の地域が生糸 の生産 ・移 出(明 治3年 の移 出高 は255,500両 に のぼ った)を つ うじて,

新 しい文化要素 の吸収を可能に していた ことによるのであ ろう。
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ロ ウ ジ タ ケ

『後風土記』記載名　 老人タケ

標 準 和 名 ク ロカワ

学 名　 Boletopsis　leucomelas

推 定 総生産量

重 量　 　 　　換算 値

エネルギー量　　　　換算値

1980年 収 量

図182　 ロウジタケの生産村

　 『後風土記』 にあ るロウジタケは,イ ボタケ科のクロカワの飛騨にお ける地方 名で

あ る。 これは,秋 に山林中に群生 また はまば らに発生す るキノコで,カ サ はは じめ丸

い山形,の ち開 いて扁平 あ るいは中央が皿状に くぼみ,径5～20cmに な る[清 水 ・

水野 ・伊 沢　 1980:176]。

　 ロウジタケの採集村 は大野郡 山梨村(久 々野町山梨)だ けである。採集量の記載は

ない。

　益 田郡萩原町での聞きと りによると,ロ ウジタケ は手の ひらほどの大形 のキノコで,

そ のままで は苦味があるため,ふ つ うつ け焼 きに してたべた という。 したが って この

ロウジタケは,カ サのひ らいた ものをおもに採集 したよ うで ある。 『飛州 志』 には,

ロ ウジタケにあた るもの はない。

　 この ロウジタケのほか,『 後風土記』に は,マ ッタケ,ヒ ラタケ,ハ ツタケ,シ イ

タケ,シ メジ,マ イ タケ,コ ウタケ,キ タケ,イ ワタケ とキ ノコ、　 }れにザ ツキ ノコ

が記載 されている。 しか しそのおお くは,ロ ゥジタケと同 じく,生 産量 の記録がない。

量が記載 されて いるの は,マ ツタケ,シ メジ,コ ウタケ,マ イタケ,ヒ ラタケ(ホ シ

ヒラタケ)の5種 類 にか ぎ られ る。 この5種 類をのぞ くキノコは,『 後風土記』 の当

時か ら相対的にLOCALな 消 費 にあて られ ることのおおい産物であ ったとみ られ る。
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ワ サ ビ

「後風土記』記載 名　 山葵,ワ サ ビ

標 準 和 名　 ワサ ビ

学 名　 Wasabia　 japonica

推 定 総生産量　 96貫

重 量 　361kg

　 　 　　　　　換算値

エネルギ ー量　 171,000kcal

　 　 　　　　　換算 値　 73kcal/1009

1980年 収 量

図183　 ワサビの採集村

　ワサビの食用部位は地下茎 と葉柄である。近年ではともに粕漬につ くり,ワ サビ漬

として商品化する。また,ワ サビの葉柄だけをゆがき,冷 水にひたして辛さと苦味を

ぬいて供するところも一部に認められる。

　ワサビの自然分布は,深 山の清流中とその近辺にほぼ限られる。こうした生育条件

に支配された結果,ワ サビ生産村13村 はすべて当時の辺境にならぶとい うい わゆ る

MARGINAL型 の分布を しめす。 生産村の高度は800　m以 上にあるものが7割 に

達する。

　根茎にはビタミンCが おおくふ くまれるが,わ さび漬にすると,ほ とんどな くな

る。カラシと同じく,シ ニグリンをふくみ,辛 味を呈する。ワサビの根茎にふ くまれ

る精油類は,食 欲増進や防腐効果がある。『本朝食鑑』[人見　]978(1697)]に は,魚

鳥の毒けしによいとある。

　 『延喜式』によると,当 時のワサビの産地は若狭,越 前,丹 後,但 馬,因 幡がよく

しられており,飛 騨か らは2斗 が貢納されていた。 このワサビは野生のものを利用す

るほか,比 較的ふるくか ら栽培されていたらしい。それには,6～7月(旧 暦)に で

きる種子をもちいることもあったが,ふ つ うはふるい根をのこしておき,礫 まじりの

清水のながれる場所をえらんでうえたものとおもわれる。
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ワ ラ ビ

『後風土記』記載 名　蕨

標 準 和 名　 ワラビ

学 名　Pteridium　 aquilinum

推 定 総生産量

重 量

　　　　　　　 換算値

エネルギー量

　　　　　　　 換算値　23kcal!1009

1980年 収 量

図184 ワラビの採集村

　展開す るまえのわか葉を食用 に供す るほか,乾 燥 して ホシワラ ビにつ くる。また,

根 茎か らはデ ンプ ンをとりだ し,ワ ラビ粉 に製す る。その際,残 余 の繊維で ワラビ縄

をあむ。

　 このホ シワラビ ・ワラビ粉 ・ワラビ縄 は,い ずれ もワラビの商品化を 目的につ くら

れた製品であ る。 これ らの生産地の分布 には,加 工段階に もとつ くとみ られ る地 域差

があ る。すなわち,加 工段階 として は一次段階 にあるホシワラビが庄川上流域諸村 に

集 中す る(ホ シワ ラビの項参照)。 また,二 次製品で あるワラビ粉 は,益 田川上流域

と高原川の支流 の跡津川流域にあ る相対的に僻遠の諸村におおい。 これ らワラビ粉生

産村 は,当 時の非稲作 ・雑穀栽培地帯に一致 し,生 産量 は800m以 上 の高度におお

くなって いる。

　一方,ワ ラビその ものの記載 は2村 にす ぎず,そ のひ とつ大野郡西洞村 は採集 量を

10石8升 と容量 で記録 して いる。 この西洞村か ら吉城郡阿多野郷 にか けての諸村 はワ

ラビ粉の生 産地 であ り,そ の記載 はすべて容量で ある。 この ことか ら,西 洞村 の ワラ

ビは,ワ ラビ粉だ とかんがえ られ る。

　 したが って,ま った く処理を ほどこさない ワラビその ものが産物 と して記載 されて

いるの は,大 野郡渚村 だけとい うことに なる。収量の記録 はない。
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ワ ラ ビ コ

『後風土記』記載名　蕨 粉,蕨 の粉

標 準 和 名　 ワラビ

学 名　Pteridium　 aquilinum

推 定 総生産量　 157石

重 量　 17t

　 　 　　　　　換算値　 108kg1石

エ ネルギー量 　59,015,000kcal

　 　 　　　　　換算イ直　 347kcal　 100942)

1980年 収 量

図185ワ ラビ粉の生産村

　 ワラビ粉の生産村 は34村,記 載総量 は145石 で あ る。生 産の中心 は益 田郡 阿多野郷

の20村 で,こ れ は全生産村 の63°0を 占める。 この ほか,吉 城郡下高原郷 には7村 が集

中 し,も うひとつの 中心をな している。 これ らの諸村の生 産量 はめだ ってたか く,最

高値 は野麦村 の20石 を しめす。生産村1村 当た りの平均収量 は4.4石 で ある。

　 ワラビ粉 はワラビの根 か ら抽 出 した純粋 に ちかいデ ンプ ンで,わ らび もちにつ くり

食用 にも供 されたが,お もな用途 は和傘用の ノ リで,大 量 に移 出された。

　明治3年 の 「國産諸品費 出償概記」[冨 田　 1977b:286-287]に は,「 蕨粉200石 」

があ り,そ の価格 は1斗 当た り1両 と記録 されて いる。 これ は同時期 に買入れた移入

米1斗 当た り価格の1.7倍,同 じく移入雑穀の3倍 に相当 し,ワ ラビ粉 の価値が きわ

めて高 か った ことを しめ してい る。

　 ワラビ粉つ くりの方法 は,『 後風土記 』の池 ケ洞村 の 項 につ ぎのようにあ る[冨 田

1977b:182-183]。 阿 多野郷の村 では,春,雪 どけの頃か らヒエ苗 を植 える時 までの

30～40日 間,秋 は収穫 のあと雪がふ りつ もるまでの40～50日 の間,と もに村 か ら3～

4里 もある奥山に小屋 がけ して,女 性たちが総出で鍬,備 中真鍬で根をほ り,そ れを

石で打 ち くだ き,箱 に入 れ水をか け,槽 にため てかわか してつ くった。粗い もの は自

家用 の食料 にし,精 選 した ものは5斗 ずつ菅籏に入れ る。男たちはそれを牛におわせ,

他 国へ持 ちだ して うり,塩 や茶 にか えて村の産業 とした。同様 のことは吉城郡 下高原

郷に もお こなわれて いたとある。

42)ク ズデンプンの数値
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Ⅲ討 論

　本稿は,明 治初期の文献にあらわれた,飛 騨における食品の計量的研究をめざした

ものである。 その目的とするところは,『 斐太後風土記』という特定の文献にかかれ

た食品の全インベ ントリーについて,食 糧資源に関する学際的研究に有効な資料を呈

示することにある。そして,そ の特徴は,こ の研究が コンピュータを活用しながらす

すめられたという点にあるといえるだろう。

1.コ ン ピ ュ ー タ の 利 用

　民族学 の研究 に積極的に コンピュータをとりいれ,コ ンピュータ民族学 とい う新 し

い分野を確立 しよ うとす る試み は,国 立民族学博物館で はじめ られた ものであ る。 コ

ンピュータ民族学 とは,コ ンピュータを用 いアル ゴ リズ ムを明確 に し理論的な展開を

はか るとい う方法論の開拓 と,コ ンピュータを 「道具」 として利用す る　 　 とりあつ

か うデータの量 をふやす,異 質のデー タを変換す ることに より質 を均一化す る,そ れ

らを正確 にはや く処理す る　　 とい うふたつ の方向がかんがえ られ る[杉 田　 1979]。

　 この研究 は後者 に属す る ものであ る。具体的な例をのべ ると,『 後風土記』 には415

の村 について,455品 目の産物 の記載が あった。これを村 と産物 のマ トリックスにお き

か えると約250,000コ マが必要であ る。 しか も産物 のあらわれかたに は村 の頻度でみ

ると1～403の 差 が あ り,村 ごとに組みあわせが ちが う。 産物 はそれぞれ独 自の分布

を もって いる。 そ こで2種 の産物 につ いての分布 を比較す る作業をかんがえてみる。

これは455の 産 物か らふたつの品 目を組 と してすべてと りだす ことで あるか ら,そ の

総数は45502=103,285と な る。3品 目の場合 は,455C3=15,596,035で あ る。 しか

もこれは水平分布だ けで,ほ かに海抜,植 生帯,水 源 への距離 など も考慮 にいれ る必

要 がある。 これ は人力だけではと うて い不可能な数で,し か も人力で おこな った場合

誤 りをな くすた めに個 々の結果 につ いて の再チ ェ ックが必要 となる。 コ ンピュー タ処

理の場合 は速度 と正確 さが保証 されて いる。また,そ のア ウ トプ ッ トにつ いては,研

究者の主観 やお もいつ きな どの不確定要素が排除 されてい る。

2.食 糧 の イ ンベ ン トリー

　本稿でとりあげた食品は 『斐太後風土記』に産物としてかかれたものについて,一

定の枠ぐみで選別することなく,す べての品目について考察をくわえたものである。

つまり,明 治初期の時点での飛騨地方の全食糧についての計量的研究である。食糧品

544



小山 ・松山 ・秋道 ・藤野 ・杉田　 『斐太後風土記』に よる食糧資源の計量的研究

目175は,全 体の産物品 目455の 約38°0に あた る。本稿が その ようなかたちを とったの

は,わ れわれが食糧資源 に対す る知的興味を もっている以上 に,食 糧の研究に歴史資

料 をつか い,そ れを コンピュータで処理す るという視点 と不可分 の関係 にあ る。

　第1に 食糧 は技術,社 会組織,宗 教 などの文化 の他の要素 とくらべ,人 間の生存に

とってよ り基本的 な要素である。 しか し,そ のこと自体が もつ意 味を,単 に特定の食

物が分布す るとか しな いとい う形式 だけで はな く,科 学 的に解釈可能 なデ ータにかえ

ることが必要で あろ う。そのために,わ れ われ がとった基本概念 は,つ ぎの よ うなも

のである。食物 が集団の生存に とってどんな価値 をもつか:つ ま り研究 の対象 とな る

の は,① 食物 の もつ エネルギー量,あ るいはその効率(Energy　 Ef巨ciency)は どの程

度か,② エネル ギー量が どんな規模 の集団(Population)を ささえているか,あ るい

はささえ うるか(Carrying　 Capacity),そ して③食物 にふ くまれ る栄養構成か ら計算

され る基本 的な要求量(Demand)は どれ ぐらいか,お よび それがみたされて いるか

どうか とい うい き値(Threshold)の 問 題だ った。 このよ うなデ ータにつ いて は,本

稿で はで きるだけ簡単 な資料の呈示につ とめた。

　 上記の基本 概念 はきわめて生物学的な もので,民 族学のめ ざす文 化的な面で の意義

はひ くい とい う意見 もあるだ ろう。 しか し,人 間の生存 にとって食糧 は不可欠 な もの

で,わ れわれは食糧を人 口の"Ecological　 Determinants"の ひ とつ として注 目 して い

るのであ る。本 稿では,そ のよ うな点を考慮 した数量的 なデ ータが しめ されて い る。

　 つ ぎに問題 とな るの は,100年 前 の食糧生 産の 実態 をどう位置づ けるか とい うこと

である。食糧 の生産 も時代 や文化の影響を うけ,つ ね に変化 して いる。100年 前 とい う

ちか い過去(Ethnographic　 Present)の 時 点を積極的に評価するには,現 代(Contem-

porary)と い う時点 との比較が もっとも効果 的な方法であ ろ う。 そ こに あ ら わ れ る

差は,100年 間 の変 容をそのままにあ らわす ことにな り,そ のプ ロセスはフィール ド

での聞きとり調査 による古老たちのはな しな どか ら復元す ることがで きる。 しか も,

援用資料 となる民俗学の 成果や統計記録 も充実 してい るとい う利点 がある。

　 過去 の食糧生産の実態を総合的 に復元す る試み は,よ りとおい過去へむか う歴 史的

なアプロー チにつ なが る。すで にわれわれは,日 本におけ る生業 の変遷 が狩猟 採集 一農

耕一産業 化 とい う段階 を経 なが らも,そ れが単線的(Lineal)で な く,重 層的に変化

して きたとい う生業構成のダ イナ ミズムに関す る仮説(は ぎと り説)を 呈示 して きた

L小 山ほか　 1979]。 そ の基礎データとなったの は,稲 作社会 とは異質 の山村 社会,と

くに飛騨地方 の食糧経済 の分析資料 だ った。 そ して,こ のよ うなアプ ローチ は文 献記

録 のない先史時代(縄 文,弥 生)の 生活復元 につなが るものであ る。食糧 という社会
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の下部構造にかかわる対象をえらぶことにより,日 本文化の変遷は連続的にとらえる

ことができるとかんがえるのである。

　歴史にあらわれた時代をつうじて,日 本人の主食はコメであり,副 食として野菜 ・

魚を摂取 し,獣 類はほとんどとらなかった。そのようなおおきな流れをふまえながら

も,食 品にたいする嗜好性,価 値観などは,地 域や環境によって変化をしめす・その

点 に 「すべての食品をとりあげる」という,も うひとつの理由がみとめられるであろ

う。それは食糧のすべての要素をひとつひとつあきらかにすることで,全 体像を抽出

するという自然史(Natural　 History)の 概念と同一のものである。動物や植物の分類

学は自然界を構成するすべての種についての辞書的研究であり,自 然界での動 ・植物

の位置をさぐる壮大な試みで もある。われわれのあつか ったのは食糧という限定され

た分野であるが,そ の発想はおな じである。 リス トのなかにはあるが,そ の時点では

ほとんど利用 されないような品目でもすてることはしなかった。それらも全体を構成

する1要 素であるという立場をとったからである。気候や技術の変化にともなって,

食糧生活もおおきな影響をうける。このような変化に人間がどのように対処してゆく

か,と くに食糧生産量と人口の問題はきわめて生態学的な問題である。そして,人 口

と食糧のバランスがおおきくくずれたとき,た とえば飢饒のさいに利用される救荒食

物(Emergency　 Food)な どの特定の文化的価値をあたえられたものも,イ ンベント

リーにふ くまれるのは当然である。本稿では,ひ とつの歴史資料にふ くまれるデータ

を現代科学のひろい分野に適用可能なものとするために,以 上にのべたような観点か

ら整理し呈示することにした。

　 しかし,『 後風土記』の記事がいかに正確なものであって も,記 録者および編者の

「選択」がつよくかかったものであるという限界はみとめておく必要がある。そのた

めに同時代資料としては 『飛州志』を比較資料としてつかい,現 代のものとしては,

ある意味では 『後風土記』と同質の記録である 『岐阜農林水産統計年報』の産物の収

量を主として併記することにした。それはわれわれの調査の基点が現代という時点に

あることをあきらかにしておきたかったためである。

　 このようにみてくると,本 稿のねらいは十分いいつくされたのではないだろうか。

本稿にかかれた個 々の生産物に関する情報が,今 後のこの分野の研究の発展の手がか

りとなるならば,わ れわれのもっともよろこびとするところである。

　 われわれがつ くった 「ヒダ ・マッピング ・システム」は,食 品にかぎらず工芸品,

鉱物,換 金作物,薬 草など 『後風土記』にあるすべての産物を網羅 しており,対 話型

になっているため,コ ンピュータへの問いかけにたいして秒単位のはやさで解答がブ

546



小山・松山・秋道・藤野・杉田　 『斐太後風土記』による食糧資源の計量的研究

ラウ ン管上 に表示 され る。 そ してTry　 and　 Error方 式 で質問を くりか え し必要情報

をと りだす ことができる。

3.分 布 図 の 意 味

　 この章で は,「 斐太後風土記食品 目録」 に呈示 した資料,お よびそれをつ くりだ し

た システ ムのア ウ トプ ッ トの利用例 につ いてのべ る。

　本稿 では,食 品のおのおのにつ いて生産村の分布図を しめ して ある。 これ は 「ヒダ

・マ ッピング ・システム」か らのアウ トプ ッ トであ る。分布図 は研究の基礎資料 とし

てよ くつか われ るが,測 定尺度 として は もっと もあ らいBinominal(あ るかないか)

な表示で ある。 た とえば,コ メの生産 につ いて いえば,100石 の生 産で も,1石 にみ

たない生産量がかかれていて も,そ れ はともに 「あ る」とい う同価値で あらわ されて

いる。 しか し,そ うして あ らわされ る平面分布 は,巨 視的 に傾 向を把握す るためには

もっと も有効な ものであ る。分布図を比較す ることによ り,明 治初期の飛騨 にお ける

産物 には,つ ぎの ような類型が み られ ることがわか った。

　① 生産村 の数がおお く,飛 騨全体 にひろ く分布す る。 基本的 な産物でSUBSIS-

　 　 TENCE型 と よぶべ きもの(ヒ エ ・ダ イズなど)。

　② 　高 山 ・古川などの 「まち」 だ けにあ るもの。URBAN型(ミ ソ ・サケ ・シ ョ

　　 ウユなど)。

　③ 　高 山 ・古川な どの 「まち」 の周辺部に集中分布す る。SUBURBAN型(野 菜

　　 類 ・キノコなど)。

　④ 特定地域 に集 中す る分布。特産物的 な傾向を もつ③ の型 に似て いるが,「 まち」

　　 とのかかわ りあいは不明瞭であ る。LOCAL型(コ ウマ ・野菜類 な ど)。

　⑤ 自然環境 の制約をつよ く反映 して いる もの。太平洋側斜面 にあ り,飛 騨の 中北

　　 部 とは気候条件の ことな る益田郡 にあ る(ま た はない)型 。ECOLOGY型 とで

　　 もよぶべ き もの(タ ケ ・タケノ コ ・ホホサ ケなど)。

　⑥ 過去 には分布がひ ろか った と推定 され るが,『 後風土記』の時代 には 辺境地だ

　　 けに残存 している産物の分布。MARGINAL型(ワ ラビ・クズ ・マルメ ロなど)。

　 ほ とんどの食 品はこれ らの うちいずれか の型,あ るいは複合 型をとる。 そ して それ

ぞれの食品は時代 によ ってその分布を変化 させて いる。た とえば,後 述 するよ うに野

菜 は100年 の うちにLOCAL型 か らSUBSISTENCE型 に かわ っている し,ヒ エは

SUBSISTENCE型 か らMARGINAL型 に な り,現 在はほぼ消滅 して いる。 サケ

(酒),ミ ソ などの加工品類はURBAN型 で あ ることをか えて いない。デ ータと して尺
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度のあらい分布図を発展させ,よ りこまかい数値へ うつ していくという方法はすでに

松山[松 山　 1979]が 堅果類の採集,秋 道[秋 道　1979]が 魚類の生産に関する論文

で展開している。たとえば,秋 道は飛騨における淡水産魚類の分布差に注目し,そ れ

が高度(よ りくわしくは河川次数)に よる魚類のすみわけを反映しているためである

ことを発見した。そして,明 治初期の飛騨の魚類生産高が,魚 類の自然分布とみごと

に合致 していることを証明 した。秋道の研究はそのような成果をもたらす とともに,

『後風土記』の記載の正確さを証明す るというText　Critiqueと しての役 目もはた した。

4.生 産 量 の 把 握

　研究のための基礎資料をコンピュータで処理したことの利点は,す べての食品の生

産量を数量的に正確に把握することができたことである。それによって,『後風土記』

当時の飛騨地方で生産される食品のエネルギー量を復元 し,そ れが人口とどうかかわ

りあっていたかをしることができる。また,ど のような食品がエネルギー源として重

要であったか(ま たはなかったか)を 数量的 にあきらかにす ることができる。 「産物

の記録」の項でのべたように,『 後風土記』の産物量の記載には準拠する資料によっ

て,つ ぎのようなグループにわけることができる。

　① 量の単位が統一され,記 載がほぼ完全である。

　② 量的単位に統一がな く,記 載にも脱落がおおい。

　⑧ 量の記載がほとんどない。

　以上のような資料か ら食品の総量をしるためには,ま ず記録の脱落をおぎない,単

位を統一してエネルギー量を復元することが必要である。それには種々の方法がかん

がえられるが,こ こではもっとも単純に産物ごとの記載量の平均値をとり,そ れによ

って記載のない村の生産量にあてることにした。こうして得 られた産物の総量は 「推

定総生産量」として,品 目ごとに記してある。さらに,そ こでえられた値を重量に換

算し(容 量や個体数で あらわされて いる品目については重量換算値を記してある),

栄養分析表をつか ってエネルギー量にかえる作業をした(重 量換算値,栄 養量は記録

にょったが,必 要なものについては実測をおこない,な お不明なものについては推定

した。これらの数値の修正は今後のこの研究の課題としてのこされる)。 産物の 推定

生産値の誤差については,記 載量がおおく,単 位が明瞭な品目は誤差がす くなく,そ

うでないものは誤差がおおきい。その信頼度は上にのべた記載法の分類①,②,③ と

相関 していることになる。

　以上の手続きによって復元された食品の大項目別エネルギーは表7の とおりである。
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明治初期 の飛騨で生産 された食品の総

カロ リー量 は約512億kcalで,そ の う

ち約9000を 穀 類 が しめて いる。ついで

豆類(5%),第3位 が種実類(3.5%)

で,そ のほかの魚,イ モ,果 実,獣 な

どは ユ%以 下で ある。第1位 の穀類に

ついて,エ ネルギー量の内訳をみ ると,

コメ(57.5°0),ヒ エ(28.7°o),オ オ

ムギ ・コムギ(11.3°0)が 全 体の97.5

00を しめ
,こ れ らが 『後風土記』 当時

の飛騨の人び とのStaple　 Foodと な

っていたことがわかる。 しか も,当 時

の山村の主食が雑穀であったという通

念に反して,飛 騨 という典型的な山村

表7　 『後風土記』の生産食品

　　 エネルギー表

種 類 i (X103kcal) Op

穀 　 類

豆 　 類

種 実 類

魚 介 類

イ モ 類

果 実 類

野 菜 類

デ ンプ ン

獣 　 類

鳥 　 類

そ の 他

45,766,801

2,872,921

1,776,917

　 247,409

　 147,340

　 145,379

　 99,326

　 79,549

　 74,252

　 　 2,008

　 11,956

・ ・.

5.6

3.7

0.5

0.3

0.3

0.2

0.2

0.1

計 51,213,858

1日1人 あ た りエ ネル ギ ー摂 取 量

51,213,858,000kcal÷95,600人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 365Q=1,515　 kcal

文化圏 において さえ,コ メが5割 以上 とい う圧 倒的な比率 を主食のなかで しあていた

ことがわか る。 ムギが比較的たか い比率 を もつ のはコメの裏作であ るという事情 によ

るものだろ う。 ただ し,ヒ エ はコメにつ ぐカ ロ リー量があ り,生 産村 の数では コメを

うわ まわ るとい う事実 は,ヒ エが ある意味で はコメよ りも基本的 なStaple　 Foodで

あ った ことを うかがわせ る。ただ し,ア ワ,ソ バ,キ ビなど他の雑穀 類 は,す で に こ

の時点で量的に もす くな く,分 布 が辺境地域にかたよ る衰退の傾向をみせてい る。

表8

種 類

穀 　 類

豆 　 類

魚 介 類

種 実 類

獣 　 類

野 菜 類

イ モ 類

果 実 類

鳥 　 類

デ ンプ ン

そ の 他

『後風土記』の生産食品

タンパク質量

タンパ ク質(9)

1,019,446,100

　 232,386,100

　 37,605,200

　 33,218,900

　 10,822,700

　 6,293,900

　 3,983,300

　 　 800,700

　 　 373,300

　 　 　 45,900

　 1,619,200

%

75.7

17.3

2.5

2.3

0.s

O.5

0.3

0.1

0.1

計 1,346,595,300

　豆類 の うち重要な もの はダイズであ

る。 ダイズはほぼすべての村 でつ くら

れていた基本的 な食品で,エ ネルギー

源 と して の比率 もたか いが,そ れ以 上

にコメ,ヒ エにつ いで第3位 を しめ る

タ ンパク質 の価値がおお きい(表8)。

ミソ,タ マ リ,ト ウフなどのダイズ加

工 品が飛騨 でよ く発達 してい ることも,

基 本 的食 品と して のダ イズの位 置をよ

くしめ している。

　飛騨 が山村地帯 としての特殊性 を顕

著 にみせ ているの は,種 実類 がエネル
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ギー源 の第3位 を しめていることであ ろう。種実類の推定生産量 か ら計算で きるエネ

ルギー量 は18億kca1に ちか いが,そ の うちの8割 は トチ(5000),ナ ラ(2400),ク

リ(11°o)の 堅 果類であ る。 ただ し,『 後風土記』の堅果類 の記載 はあ らく,そ の推

定量 につ いての誤差を十分 みて お く必要があ る。 しか し,ト チ,ナ ラはほぼ完全な野

生資源 であり,し か も食用 にす るためには繁雑なプ ロセシ ングを必要 とす るに もかか

わ らず[松 山　 1977],主 食 と して この ような位 置にあ った ことは,採 集 活動 の重要

性 と,時 間的 な根のふか さを再認識 させ るのであ る。

　 その ほか,エ ネルギ ー源 として比率 のたかい食品 としては,エ ゴマ(2.6億kca1),
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 えのあぶら
ウグイ(1.4億kcal),ジ ャガ イモ(1億kcal)が あ げ られ る。ただ し,エ ゴマは荏油

として食用 よ り灯火 などに利用 されたで あろう。 ウグイは当時の動物性 タンパ ク源 と

して生 産量 がとびぬけてたかい。平 均 してかんがえ ると,当 時 の飛騨で は,す べての

人が ウグ イを3日 に1尾 たべて いた ことになる。 イモ類の生産 は雑穀型の飛騨で は予

想 に反 して低調である。

5.食 品 の 輸 入

　512億kcalと いう食品生産量は当時の飛騨国では十分ではなかったようである。そ

れは 『後風土記』の附録の飛騨から売り出された産物および買入れられた産物の記録

か らわかる。この記録は明治3～5年 のものであるが,明 治3年 のものが もっとも正

確で,明 治4・5年 は省略がおおい。価格には年次別に多少の変動があるが,量 的に

はほぼ一定していたとかんがえてよい。それによると,飛 騨国が買入れた品目のうち

もっとも金額のおおいのはコメで88,230両,15,000石 とある。 ほかに,食 品として

表9 明治3年 の飛騨における食品

エネルギー消費量と1人 あた

り1日 摂取量

エ ネ ル ギ ー 量(kcal)

生産量

移入量(+)

移出量(一)

51,213,858,000

11,439,360,000

　　　105,579,000

62,547,639,000

(コ メ,ヒ エ)

ワ ラ ビ,

カ チ グ リ

1日1人 あた りエ ネル ギ ー摂 取 量

62,547,639,000kcal÷926,000人 ÷365日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　=19851kca1

は,雑 穀(8,000石,2,666両),無 塩肴

(量 不明,2,000両),塩 乾肴(量 不明,

1,100両)が ある。また,エ ネルギ ー量

にはかかわ らな いが重要 な ものと して,

塩(1,300石,60,450両),茶(15,000

斤,18,750両)が あが っている。 これ

らを購入す るた めの売出品は,生 糸を

中心 とした繊維品,金,銅 などの鉱物

が主要な ものである。 コメの輸入量 は

生産量の30%1,雑 穀 はヒエの2700に

達 して いた。 しか も,食 品の輸出はき

550



小 山 ・松山 ・秋道 ・藤野 ・杉田　 『斐太後風土記』 による食糧資源の計量的研究

わめてす くない。 当時の飛騨の人 びとの農作以外の生産活動のほ とんどは,エ ネルギ

ー源 としての食 品の購入のためについやされて いた といえ るだ ろう。

　表9に は 「後風土記』の時代の食 品の総生産量,輸 入 量(コ メ,雑 穀),輸 出量(ワ

ラビ,カ チグ リ)の 収支を エネルギー量で しめ して ある。その量 は約625億kcalで あ

り,そ れを 当時の人 口量 で 除す ると,1人 あた りの1日 の 平 均エネルギー摂取量 は

1,850kcalと な る。 この値 は,日 本人 の栄養状態が向上 した 昭和50年 度 の1日1人 当

た りエネルギ ー量2,188kcalに お とるが(約85°oに あた る),100年 前 の 日本 の もの

と して はかな り良好 な もので はないだ ろうか。

6.食 糧生産の変容

　明治初期以来の100年 の間 に,飛 騨の生活はどのような変化を とげたのだ ろうか。

明治4年 以来,飛 騨 とい う行政区域 はな くな ったが,現 在で も高 山市 と大野郡(1町

7村),吉 城 郡(3町3村),益 田郡(4町1村)は ひとつの地域的な まとま りをみせ

て いる。『後風土記』 にあった415村 はそれぞれの市町村 の大字 という小単位にな った。

昭和55年(1980)の 飛騨 の人 口は約176,000人 で,2倍 近 くにの びて いる。ただ し,

日本の人 口全体が この間に約3倍 とな って いることをみると,飛 騨の人 口ののび率は

低調 といわなければな らない。 人 口の分布状態 は,100年 前 にすで に高 山三町(一 之

町,二 之町,三 之町)に 全体 の1200が 集 中す るとい う都市化 の傾 向が あ らわれて いた。

昭和55年 にはい っそ うそれがつ よま り,全 人 口の35%が 高 山市 にあつ ま ってお り,そ

の結果農村部 の人 口が減少 している(表10)。

　 このよ うな人 口分布の変化 と相 関のふか い食糧生産の構造 はどのよ うにかわ った の

だろ うか。その変化 は 『後風土記』 の食品 の推定生産量と現代 の統計 を対比す ること

に よりあ きらかにで きる。 もっともおお きな もの は,Staple　 Foodと して 『後風土

記』の時代には供給 エネルギ ー量の90°0以 上を しめて いた穀 類のグループ,と くにそ

のなかで も重要だ った コメとヒエにお

こ って いる。 コメは100年 間 の うちに,

生 産量で3倍 の7,471tか ら23,600t

にふ えてい る。そ して,生 産村 の分布

もひろが り,『 後 風土記』にあ る村(現

在存続す る もの)で コメを生産 しない

の は野麦村だ けとな っている。

　 これ にた い して,か つてはほぼすべ

市 郡

表70飛 騨における人口の推移

年

Ca.

　 1870

高山市

大野郡

益田郡

吉城郡

ii,26Q

26,284

31,482

23,082

00

12

29

34

25

':1

62,176

21,527

43,493

48,674

00

35

12

25

28

計 92,054 100 175,870 i100
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ての村でつ くられていた ヒエは,ま った く生産 され な くなり(3,544t→0),お な じく

オオムギ(1,101t→0),ア ワ(169t→0),キ ビ(11t→0),ソ バ(152t→0)な ど も公

式 の統計か ら姿を消 してい る。 わずか に コムギ(430t→12　 t)が 量 的 にはす くないが

生 産がつづ いて いる。同様 の ことがダ イズ(656t→400t)に もいえ る。

　 明治初期 の農業生産 はヒエが もっと もひろ くつ くられていたに もかかわ らず,産 量

ではコメ(耐 寒性のあ る品種が未開発で高度のたかい村 ではつ くることがで きなか っ

た)に おとってお り,さ らに,ヒ エに附随す るア ワ,キ ビ,ソ バな どの雑穀類 も中心

部で衰退 し辺境部 におされつつ あ った。つま り,当 時 は主食 とその生産が雑穀 か らコ

メへの交代の過渡期 にあ った ことがわか る。 その交代 は この100年 の うちに完全 にお

わ った といえ る。それ は 『後風土記』の村の記事 に しば しば あらわれた焼畑が,現 在

は消滅 した こととも関連 がふか いで あろう。

　雑穀類 とともに姿を けした ものに,主 食の第3位 にあ った堅果類があ る。堅果 類の

利用 は,当 時において も高度のたか い辺境村 に集 中 して いたが,と くにその中心 とな

って いた トチ(320t→0),ナ ラ(210t→0)は ま った く記録か らきえた。 しか し,ク リ

(170t→45t)は 主食以外の用途がおお く,あ る程度 の産量を維持 してい る。 ただ し,

その生 産形態は,採 集か ら栽培へ とうつ りか わ って いる。

　野菜類 の生 産に もおおきな 変化がお こっている。 『後風土記』 の時代 の野菜生産 は

近代的な都市供 給型 の萌芽期 にあ り,地 域は高 山近郊 と庄 川 流 域 地 方 に限 られ,品

目はす くな く,生 産量 はひ くか った[松 山　 1981]。 今 日の野菜生 産はあき らか にそ

の延長線上 にあ り,分 布が ひろが り,生 産量が急ti'の びてい る。 その実態 は カ ブ

(291t→3,700t),キ ュ ウ リ(0・3t→1,520t),カ ボ チ ャ(32t→226t),ダ イ コ ン(75t

→5
,205t),ニ ンジ ン(0→,..),ネ ギ(0→591t)な ど百倍か ら数千 倍の数量をあげ

るようにな った。品 目 も大幅にふえ 『後風土記』の時代には一般 に しられて いなか っ

た タマ ネギ(185t),ハ クサ イ(2,910t),ピ ー マ ン(96t),ホ ウ レンソウ(1,960t),

レ タス(90t)な どが量産 され るよ うになってい る。

　野菜 と同様 にあつかえ るものにキノコ類があ る。キノコの利用 は もともとさかんで,

た とえば 『飛州志』 には21種 の記載 がある。 しか し,生 産 を採集 に依存 して いたため

産量 はす くな く,供 給が不安定 ゴ、ものだ った。 しか し,そ の後,栽 培化 に成功 した シ

イタケ(0→2,116t)43》,ヒ ラタケ(0→105t)43)は 量 産 され るよ うにな った。 キ ノコ

類 として市場 にあ らわれ るのは,ほ か には稀少価値のつ よいマツタケだ けであ る。そ

のほかのキノコ類 は朝市 などに少量 あ らわれた り,家 レベルで採集 され消費 され るこ

43)岐 阜県全域の生産量
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とはあ って も,飛 騨 の食品 イ ンベン トリーか らは姿を け した。

　果実類の生産に も野菜 とよ く似た変化がみ られ る。現代の統計か らきえた もの に,

ス モモ,ア ンズ,マ ル メロ,ナ ツメ,グ ミ,ア ケ ビがあ り,生 産量 の急増 した ものに リ

ンゴ(lt→440t),ナ シ(24t→179t),モ モ(52t→1,221t)が あ る。 ウメ(10t→51t),

カ キ(46t→47t)は 産 量があま りかわ っていない。 果物の うちで このよ うな生産 の差

異のでた理 由には,一 般 にマーケ ッ トの需要 や輸送,保 存などにかかわる各種 の問題

がかんがえ られ る。それに して も明治時代に もっとも分布がひ ろ く,好 まれ ていたス

モモが食品の イ ンベ ン トリーか らきえたのはどのよ うな理由に よるものだろ うか。

　農作物を主体 とした以上 の食 品の変化 は生産機構 の うえでのおお きな変化 であ って,

エ ネルギ ー量の差異 はあま りみ られず,あ る種 の食品 の増加にたい して他の ものが減

少す るとい う関係があ る・ む しろ食生活の本質的 な変化 は動物 性 タンパ ク源 の摂取量

の増加 に顕著 にあらわれている。 『後風土記』 の時代の動物 性タ ンパ ク源 は主 と して

魚類で あ って,肉 類の しめ る比率 はご くひ くい ものだ った。 と くに,家 畜の ウシ,ウ

マは 『飛州志』 に 「不食獣類」 とみえるように食糧 と しての対象にはな って いなか っ

た。 クマ,イ ノシシな どの野生獣 につ いて も薬用 としての利用がめだち,当 時の食 品

イ ンベ ン トリーに肉類が確固と した位 置を しめていたか どうか うたがわ しい。それが

現在で は,肉 は食糧 として欠 かす ことので きない ものとな った。現代 の産量統計 はか

な らず しも消費をあ らわ していないが,ウ シの飼育頭数(16→18,400頭)に み られ る

よ うに,生 産量 は千倍以上にな ってい る。 しか も,『 後風土記』の食品 リス トにはな

か った ニワ トリ(219,000羽),ブ タ(ユ6,700頭)が おお く飼育 され重要な食 品 目とな

って いる。

　 『後風土記』の時代 までに肉類の供給源であ った野生動物の生産はど うか わ ったの

だろ うか。 現代 の統計か らきえた もの として シカ(184頭 →0),サ ル(75頭 →O),

カ モ シカ(80頭 →0)が あ る。 シカはたかい狩猟圧 がつづ いた結果,飛 騨で は絶滅 し

たとかん がえ られてい る。カモ シカは特別天然記念物 と して保護 され,捕 獲 の対象 と

な って いないが,最 近その数を増 しているといわれ る。 イノシシ(252頭 →124頭)は

ほぼ横 ばいの状態にあ り,ク マ(8頭 →194頭)は 意外 にもその 数がふえて い る。キ

ジ(920羽 →1,484羽),ヤ マ ドリ(1,500羽 →5,263羽)は ふえてお り,ウ サギ(23羽 →

1,678羽)は その数をおおき くふや して いる。

　 これ らの数字か らいえ ることは,野 生動物 は絶対生産量 としてはあま り変化 がない。

それは野生動物が一定の地域で人問 と共存 しなが ら生存 して いるためであ り,そ れ ら

の動物 がそれ ぞれの環境 とポ ピュレーシ ョン ・ダ イナ ミックス(食 資源,出 生率
,狩
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猟圧をふ くむ死亡率)を もって いるためである。 したが って,食 資源 と して人間の側

か ら野生動物を みるとき,な ん らかのかたちでの干渉(保 護,放 鳥 ・獣)を しないか

ぎ り,量 的 な増加 は期待 できない。そのよ うなバ ラ ンス関係を有利な方面 にうちやぶ

るのは,ウ シにみ られ るよ うな家畜飼育の規模の拡大 とか,特 定種 の家畜化 しか方法

がない。

　 『後風土記』 の時代の主た る動物タ ンパ ク源で あった,淡 水魚類 の生産 にもおお き

な変化がおこってい る。 もっともポ ピュラーな 魚 のひとつで あ った ハエ(132t→0)

は姿 をま った くけし,ウ グ イ(266t→85t)は 約1/3に 生 産量がおちて いる。 それにか

わ って,ア ユ(6t→184t)が お お きくのび,イ ワナ(2t→24t),ウ ナ ギ(0.3t→5t),

コ イ(0→5.3t),フ ナ(0.2t→15.2t)な どの生 産 もふえている。

　 このよ うな変化の もっと もおお きな原 因は河川改修(護 岸,ダ ム)工 事 にと もなう

環境 の変化で ある[秋 道　 1979]。 これ によって飛騨 の河川 は本来の連 続 した もの は

な く,分 断 された流れのつ なぎあわせ とい う状態 にな って しま った。 そのよ うな状態

のなかで は放流,養 殖 などの人的干渉 がはげ しくお こなわれ る魚種 の生産 はの び,そ

うでない魚種の生産 は低下す るのであ る。 しか し,海,湖,大 河のよ うな大容量 の水

塊のない飛騨地方で はど うして も魚類の生産量 に限 りが あり,現 在 では動物 タ ンパ ク

供給 の主流の位置を肉類へ ゆず ってい るとい うべ きで あろう。

　 野生植物資源 の生 産は,堅 果類で ものべた ように一様に減少 あ るいは消滅 して いる。

と くに,山 間部で生 産量 のたかか った ワラビコ(17t→0),ク ズ(6t→0),ヨ モ ギ(0.2t

→0)な ど にそれがあ きらかである。 これは野生植物 が 食用にす るためのプロセスが

なが く,お お くの人 力を必要 とするとい った条件のほか に,個 人 的な レベルでの経済

価値はあ って も,地 域全体 と して はほ とんど意味を もた な くな ってい るためで ある。

現代における安定 した食糧流通 システムの成立 は,こ れ らの救荒食料 的な食 品,生 産

量がす くな く供給の不安定 な食品を,そ のイ ンベ ン トリーか ら排除 して しま うことに

な ったので あろう。

N.ま と め

　以上にのべたのは本報告のIIの 「食品目録」に呈示された,分 布図 ・推定生産量 ・

現代の農林統計などのデータを中心にした飛騨地方の過去100年 間の食糧にかかわる

考察である。その結果を食生活という場面にかえて極論的に要約すると,明 治初期に

はヒエーダイズーウグイという食品の組みあわせが,100年 後の現在ではコメーヤサ
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イーウシに変化しているといえる。 しかも,そ の差は品目だけではな くエネルギー量

の増加,栄 養構成の向上をももた らしていることはあきらかである。

　現在の日本人の平均寿命,身 長,体 重をはじめとする形質人類学的測定値が しめす

伸びは,あ たかも 「人種」の交代があったかとみられるほどにおおきいといわれてい

る。このような現象と食生活の変化には,つ よい相関関係があるはずである。われわ

れのあつかったものは飛騨 という地方の100年 前の一地誌 を中心としたごくかぎられ

た資料にすぎなかった。しかし,そ れでもなお日本 という一国の動静をあきらかにう

つしだしていることがわかるのである。
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　　 １９７６　『果物のたどってきた道』日本放送出版協会 （ＮＨＫ ブックス）。

中村俊亀智

　　 １９７７ 「中部地方タケカゴ細工の諸相一 日本列島におけるカゴ細工の諸系列 （３）」ｒ国立民

　　　　　 族学博物館研究報告』２（２）：３５１－３７６。

日本風俗史学会編

　　 １９７８　『図説江戸時代食生活事典』雄山閣。

日本考古学協会洞穴調査委員会

　　 １９６７　『日本の洞穴遺跡』平凡社。

日本植物友の会編

　　 １９７２　『日本植物方言集　草本類篇』八坂書房。
ＮＩＷＡ，　Ｈｉｓａｓｈｉ

　　 １９３７ ＡＮｅｗ　Ｓｐｅｃｉｅｓ　ｏｆ　Ｃｏｂｉｔｉｄａｅ　ｆｒｏｍ　Ｊａｐａｎ（Ｃｏｂｉｔｉｓ　ｄｅｌｉｃａｔａ）『動物学雑誌』４９（２）：７２－７４．

丹羽　彌

　　 １９７６ａ『木曽谷の魚』大衆書房。

　　 １９７６ｂ『あじめ　アジメドジョウの総合的研究』大衆書房。

小原哲二郎

　　 １９４９ 『雑穀の科学及びその利用』河出書房，ｐｐ・８９－９１。

岡田 要 ・今泉吉晴

　　 １９７８　『原色日本哺乳類図鑑』保育社。

岡本正一

　　 １９４０　『満支の水産事情』水産通信社。

岡崎　稔 ・本荘鉄夫 ・立川　互

　　 １９７２ 「在来マス類の放流に関する研究一皿　黒石谷におけるアマゴの放流試験 （１）」『岐阜

　　　　　 県水産試験場研究報告』１７：３５－５０。

大野正夫

　　 １９５７　『果樹栽培図説』朝倉書店。

大島正満

　　 １９３０ 「ヤマメおよびアマゴの分布境界線に就いて」『地理学評論』６：１１８６－１２０８。

林野庁

　　 １９６９ 『鳥獣行政のあゆみ』林野庁。

斉藤　薫 ・熊崎隆夫 ・立川　互

　　 １９７５ 「イワナの増殖に関する研究一 皿　 イワナの生殖腺の発達過程について」『岐阜県水産

　　　　　 試験場研究報告』２１：６１－６５。

酒詰仲男

　　 １９６１ 『日本縄文石器時代食糧総説』土曜社。
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小 山 ・松山 ・秋道 ・藤野 ・杉 田　 『斐太後風土記』による食糧資 源の計量的研究

佐々木高明

　　１９７２　『日本の焼畑』古今書院。

佐々木高明 ・深野康久

　　１９７６ 「ルカイ族の焼畑農業一 その技術と儀礼についての調査報告一 」『国立民族学博物　　　　　館
研究報告』１（１）：３３－１２５。

澤村東平

　　１９５１ 『農学大系　二　作物部門　雑穀編』養賢堂。

渋沢敬三

　　１９５８　『日本魚名集覧』（第１部）角川書店。

　　１９５９　『日本魚名の研究』角川書店。

司法省刑事局編

　　１９７７　『日本の飢謹資料』原書房 （初版，１９３２，復刻版）。

清水大典 ・水野仲彦 ・伊沢正名

　　１９８０　『原色きのこ』家の光協会。

杉田繁治

　　１９７９ 「民族学における情報処ｍ コンピュータ民族学について」『国立民族学博物館研究　　　　　報告』４（１）
：２４－４２。

須田圭三

　　１９７３ 『飛騨０寺院過去帳の研究』 医療法人生仁会須田病院。

立川 互 ・岡崎 稔 ・本荘鉄夫

　　１９７３ 「在来 マス類の放流に関する研究一Ｗ　秋期に放流した アマゴ１年魚銀化型と河川型

　　　　　の定着性の相違について」『岐阜県水産試験場研究報告』１８：２５－２９。

田口喜三郎

　　１９６６ 『太平洋サケ ・マス資源とその漁業』恒星社厚生閣。

高嶋四郎 ・二井内清之 ・渡辺　斉

　　１９７６　『原色日本野菜図鑑』保育社。

田中茂穂

　　１９２９ 「ヤマメとマスとの分類学上の関係」『動物学雑誌』４：４８９－４９９。

床井　弘 ・斉藤時泰編纂 （桜井正信解説）

　　１９７９　『日本産物誌 （日本地誌略物産弁）』八坂書房。

冨田禮彦編

　　１９７７ａ『大日本地誌大系　斐太後風土記』 １巻　雄山閣。

　　１９７７ｂ『大日本地誌大系　斐太後風土記』２巻　雄山閣。

冨田令禾

　　１９６４ａ「風土書上帳（一）」『飛騨春秋』 ９（８）：１－４。

　　１９６４ｂ「風土書上帳口」『飛騨春秋』 ９（９）：１－４。

　　１９６４ｃ「風土書上帳（（＝１」『飛騨春秋』 ９（１０）：１－４。

　　１９６４ｄ「風土書上帳四」『飛騨春秋』 ９（１１）：１－６。

　　１９６５ａ「風土書上帳田」『飛騨春秋』１０（１）；１－３。

　　１９６５ｂ「風土書上帳㈹」『飛騨春秋』１０（２）３１－３。

　　１９６５ｃ「風土書上帳（ｔ）」『飛騨春秋』１０（３）：１－３。

　　１９６５ｄ「風土書上帳囚」『飛騨春秋』１０（５）：１－４。

　　１９６５ｅ「風土書上帳㈲」『飛騨春秋』１０（６｝：１－６。　　
１９６５ｆ「風土書上帳㊨」『飛騨春秋』１０（８）：１－３。

　　１９６５ｇ「風土書上帳（⇒」『飛騨春秋』１０（９）２１－４。

　　１９６５ｈ「風土書上帳白」『飛騨春秋』１０（１０）：１－３。

　　１９６５量「風土書上帳⇔」『飛騨春秋』１０（１１）；１－３。

　　１９６６ａ「風土書上帳㈲」『飛騨春秋』１１（２）：１－４。

　　１９６６ｂ「風土書上帳㊨」『飛騨春秋』１１（４）２１－３。

　　１９６６ｃ「風土書上帳㈱」『飛騨春秋』１１（５）３１－４。

　　１９６６ｄ「風土書上帳旧」『飛騨春秋』１１（６）：１－４。

　　１９６６ｅ「風土書上帳ｂ」『飛騨春秋』１１（９）３１－３。
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　　１９６７ａ「風土書上帳㈲」『飛騨春秋』１２（６）３２６－２８。

　　１９６７ｂ「風土書上帳㊨」『飛騨春秋』１２（７）２２４－２７。

　　１９６７ｃ「風土書上帳⇔」『飛騨春秋』１２（９）３２９－３４。

　　１９６９ａ「風土書上帳の社寺の部ｅ」『飛騨春秋』１４（２）：２５－２９。

　　１９６９ｂ「風土書上帳の社寺の部口」『飛騨春秋』１４（３）：２６－２９。

　　１９６９ｃ「風土書上帳の社寺の部ｕ」『飛騨春秋』１４（５）：２９－３２。

　　１９６９ｄ「風土書上帳の社寺の部四」『飛騨春秋』１４（６）：２９－３０。

　　１９６９ｅ「風土書上帳の社寺の部田」『飛騨春秋』１４（７）．２１－２６。

　　１９６９ｆ「風土書上帳の社寺の部（．’Ｊ」『飛騨春秋』１４（９）：２８－３１。

　　１９６９ｇ「風土書上帳の社寺の部（－Ｌ１」『飛騨春秋』１４（１０）：２７－２８。

　　１９６９ｈ「風土書上帳の社寺の部囚」『飛騨春秋』１４（１１）：２８－３０。

　　１９７０ａ「風土書上帳の社寺の部伽」『飛騨春秋』１５（１）：２２－２６。

東海農政局岐阜統計情報事務所編

　　１９８０　『岐阜農林水産統計年報　昭和５４～５５年』岐阜農林統計協会。

塚田松雄

　　１９７４ 『花粉は語る一 人間と植生の歴史一 』岩波書店。

上田弘一郎

　　１９８０ 『竹と日本人』日本放送出版協会 （ＮＨＫ ブックス）。

上木順三 ・後藤孔明 ・金古弘之

　　１９７４ 「飛騨川水系の魚類」岐阜県高等学校生物教育研究会編 『岐阜県の動物』大衆書房，

　　　　　ｐｐ．１０８－１１１０

上村木曽右衛門 （大野政雄校訂解説）

　　 １９７０　ｒ飛騨資料　飛騨国中案内』岐阜県郷土資料刊行会。

臼田　博 ・本荘鉄夫

　　 １９７５ａ「在来マス類の放流に関する研究一Ｘ 伊勢湾で採捕された標識放流アマゴ （Ｏｎｃｏｒｈｙｎ－

　　　　　ｔｈｕｓ　ｒｈｏｄｕｒｕｓ）といわゆる本マスの鱗の大きさと隆起線数の比較」『岐阜県水産試験場

　　　　　研究報告』２１：９－１４。

　　 １９７５ｂ「在来マス類の放流に関する研究ｍ 　伊勢湾で採捕された標識放流アマゴ （Ｏｎｃｏｒｈｙｎ－

　　　　　ｃｈｕｓ　ｒｈｏｄｕｒｕｓ）といわゆる本マスの鱗相比較」『岐阜県水産試験場研究報告』２１：１５－１９。

渡辺　誠

　　 １９７５　『縄文時代の植物食』雄山閣。

山本素石

　　 １９７８ 「釣師から見たサケ科漢魚の謎」『淡水魚』４（１）：１５０－１５４。

山崎隆三

　　 １９７７ 「幕末維新期の経済変動」『岩波講座　日本歴史１３ 近世５』岩波書店，ｐｐ．１２６－１７２。

吉田嘉広

　　 １９７４ 「カワシンジュガイ （Ｍα㎎α痂⑳７αＺα６痂 ＨＡＡＳ）」岐阜県高等学校生物教育研究会編 『岐

　　　　　阜県の動物』大衆書房，ＰＰ．２９８－２９９。
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　　　　　付録1　 　 村　 コ　 ー　 ド

村コード陣 矧 郷 矧 村 　 剖 現 在 の 地 名

1101

1102

iias

1104

iias

iias

iia7

iiag

1109

1110

1111

1112

1113

1114

1115

1116

12Q1

1202

1203

1204

1205

1206

iaa7

i2as

i2as

1210

ia11

1301

1302

1303

1304

isa5

1306

isa7

i3as

i3a9

1310

1311

1312

1313

1314

大 野

t/

//

ii

//

//

//

//

//

ii

//

ii

ii

//

//

//

ii

//

//

//

//

ii

//

ii

〃

//

//

ii

〃

ii

ii

//

//

ii

//

ii

//

//

//

//

〃

灘

//

//

ii

//

1/

ii

ii

〃

〃

//

ii

//

ii

//

//

大 八 賀

　 //

　 //

　 ii

　 //

　 //

　 //

　 ii

　 //

　　〃

　 //

小 八 賀

　 //

　 ii

　 //

　 //

　 //

　 ii

　 //

　　//

　　//

　　//

　　//

　　//

　　〃

片 野 村

石 浦 村

千 島 村

花 里 村

西 一 色 村

上 岡 本 村

春 国 村

下 岡 本 村

七 日 町 村

桐 生 村

本 母 村

冬 頭 村

江 名 子 村

高山一之町村

高山二之町村

高山三之町村

三 福 寺 村

松 本 村

松 木 村

五 名 村

漆 垣 内 村

大 洞 村

塩 屋 村

山 口 村

大 島 村

岩 井 村

滝 村

山 口 村

町 方 村

坊 方 村

大 谷 村

小 野 村

根 方 村

白 井 村

芦 谷 村

板 殿 村

日 面 村

日 影 村

駄 吉 村

塩 屋 村

旗 鉾 村

高 山 市

　 //

　 //

　 //

　 //

　 !/

　 //

　 ii

　 〃

　 //

　 //

　 //

　 ii

　 //

　 //

　 〃

高 山 市

　 ii

　 //

　 //

　 //

　 //

　 //

　 //

　 //

　 //

　 //

大野郡丹生川村大字山口
//

//

//

//

//

ii

//

//

//

ii

//

ii

//

//

ii

ii

//

//

//

//

//

ii

//

//

//

ii

町方

坊方

大谷

小野

根方

白井

芦谷

板殿

坊方

日影

駄吉

塩屋

旗鉾
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村 コ ー ド 郡 名 郷　 名 村 　　 　 毫 現　　在　　の　　地　　名

1314

1315

1316

1317

1318

1319

1320

1321

1322

1323

1124

1325

1326

1327

1401

1402

1403

1404

1405

i501

1502

1503

1504

1505

1506

1507

1601

1602

1603

1604

1605

1701

1702

1703

1704

1705

1706

1707

1708

1709

1710

1711

大 野

//

//

ii

//

ii

ii

//

//

//

//

ii

//

ii

//

//

ii

//

//

//

//

//

//

ii

//

ii

//

//

ii

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

小 八 賀

　 //

　 //

　 //

　 //

　　//

　 //

　 ii

　　//

　　//

　 //

　　//

　　//

　　//

久 々野

　 //

　 //

　 //

　 //

河 内

　 ii

　 //

　 //

　 ii

　 //

　 ii

三 枝

　 ii

　 ii

　 //

　 //

　 //

岩 井 谷 村

池 の 俣 村

久 手 村

瓜 田 村

法 力 村

殿 垣 内 村

小 木 曽 村

下 坪 村

大 萱 村

桐 山 村

細 越 村

新 張 村

下 保 村

宮 村

山 梨 村

久 々 野 村

無 数 河 村

山 之 口 村

引 下 村

小 坊 村

木 賊 洞 村

長 淀 村

渚 村

有 道 村

阿 多 粕 村

前 原 村

赤 保 木 村

上 切 村

中 切 村

下 切 村

川 上

ii

//

ii

ii

//

//

//

ii

ii

//

下 林 村

山 田 村

下 之 切 村

新 宮 村

八 日 町 村

三 日 町 村

牧 ケ 洞 村

藤 瀬 村

福 寄 村
三 ッ 谷 村

下 本 村

大野郡丹生川村大字曽手
////

////

////

ii　 ii

////

ii　 ii

ii　 ii

////

ii　 ii

ii　 ii

ii　 ii

ii　 ii

////

岩井谷

池之俣

久手

瓜田

法力

北方
//

//

大萱

桐山

細越

新張

下保

大野郡宮村

　〃　久々野町大字山梨

　〃　　〃　　　　久 野々

　〃　　〃　　　　無数河

益田郡萩原町大字山之口

大野郡久々野町大字引下

　〃　　〃　　　 小坊

　〃　　〃　　　　木賊洞

　〃　　 〃　　　　長淀

　〃　　 〃　　　　渚

　〃　　 〃　　　　有道(無 住)

　〃　　〃　　　　阿多粕

高 山市

　 ii

　 ii

　 ii

　 //

高山市

　//

　ii

　ii

　ii

大野郡清見村大字三日町

　〃　　〃　　　牧ケ洞

　〃　　〃　　　藤瀬

　〃　　〃　　　福寄
　〃　　〃　　　三ツ谷
　〃　　〃　　　坂下

562



小 山 ・松 山 ・秋道 ・藤野 ・杉田 『斐太後風土記』による食糧資源の計量的研究

村 コ ー ド 郡 名 郷 名 村 　 　 　名 現 在 の 地 名

１７１２

１７１３

１７１４

１７１５

１７１６

１７１７

１８０１

１８０２

１８０３

１８０４

１８０５

：１．

１９０１

１９０２

１９０３

１９０４

１９０５

１９０６

１９０７

・１：

１９０９

１９１０

１９１１

１９１２

１９１３

１９１４

１９１５

１９１６

１９１７

１９１８

１９１９

１９２０

１９２１

１９２２

１９２３

１９２４

１９２５

１９２６

１９２７

１９２８

１９２９

１９３０

大　野

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

！／

／／

ｉｉ

ｒｉ

／／

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

Ｊ／

１／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

Ｊ／

／／

ｒ，

／／

／／

／／

／／

Ｊ／

／／

／／

１／

／／

／／

／／

川　上
／／

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

小 鳥
／／

ｉｉ

ｉｉ

坂 　 　 　村

有 巣 村
二 俣 村

中 野 村

楢 谷 村

大 原 村

ｉｉ

／／

夏 厩 村

上 小 鳥 村

二 本 木 村

池 本 村

江 黒 村

大 谷 村

白 川
／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

１／

ｒｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

Ｊ／

／／

／／

／／

六 厩 村

三 尾 河 村

寺 河 戸 村

黒 谷 村

総 則 村
一 色 村

猿 丸 村

町 屋 村

新 渕 村

野 の 俣 村

中 畑 村

牧 戸 村

牛 丸 村

岩 瀬 村

赤 谷 村

森 茂 村

中 野 村

海 上 村

尾 上 郷 村

尾 神 村

福 島 村

牧 村

長 瀬 村

御 母 衣 村

平 瀬 村

木 谷 村

俣 木 脇 村
野 谷 村

大 牧 村
荻町村 （本）

大野郡清見村大字坂下
ｉｉ　　　ｉｉ 巣野俣

〃　　　〃 ／／

１／　　　！／ ｉｉ

！／　　　ｔ／ 栖谷
ｉｉ　　 ｉｉ 大原

大野郡清見村大字夏厩
ｒｒ　　 ｒｉ

／／　　 ／／

／／　　　／／

〃　　　〃

〃　　　〃

上小鳥

二本木

池本

江黒

大谷

大野郡荘川村大字六厩
／／　　 ／／

／／　　 ／／

／／　　　！／

／／　　　Ｊ！

〃　　　〃

／／　　 ／／

／／　　　／／

ｉｉ　　　ｉｉ

／／　　　／／

ｉｉ　　　ｉｉ

ｔ／　　　 ｆｊ

／／　 　　／／

／／　 　 ／／

／／　　 ／／

／／　　　／／

三尾河

寺河戸

三谷

黒谷

惣則
一色

猿丸

町屋

新淵

野々俣

中畑

牧戸

牛丸

岩瀬

赤谷 （無住）

〃　清見村大字森茂

〃　荘川村大字中野 （無住）

Ｊ／　　　／／

ｔ／　　　ｔ／

海上 （無住）

尾上郷

〃　白川村大字尾神 （無住）

／／　　 ／／

／／　　　 ／／

／／　 　 ／／

〃　　　〃

Ｊ／　　　／／

ｉｉ　　　ｉｉ

〃　　　〃

〃　　　〃

／／　　 ／／

Ｊ／　　　／／

福島 （無住）

牧

長瀬

御母衣

平瀬

木谷

保木脇
野谷 （無住）

大牧 （無住）
荻町

５Ｇ３
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村 コ ー ド１郡 名 郷 名 村 　 　 　名 現　　在　　の　　地　　名

１９３１

１９３２

１９３３

１９３４

１９３５

１９３６

１９３７

１９３８

１９３９

１９４０

１９４１

１９４２

１９４３

２１０１

２１０２

２１０３

２１０４

２１０５

２１０６

２１０７

２１０８

２２０１

２２０２

２２０３

２２０４

２２０５

２２０６

２２０７

２２０８

２２０９

２２１０

２２１１

２２１２

２２１３

２２１４

２２１５

２２１６

２２１７

２２１８

２３０１

２３０２

２３０３

大 野

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

／／

１／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

吉 城

ｉｔ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

白 川

ｉｉ

ｉｉ

〃

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

広 瀬

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

吉 城

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

古 川

　 ｉｉ

　 ｉｉ

　 （分）

島 村

牛 首 村

鳩 ケ 谷 村

飯 島 村

大 窪 村

馬 狩 村

内 ケ 戸 村

加 須 良 村

椿 原 村

有家 ケ原村

芦 倉 村

小 白 川 村

三 川 村

上 広 瀬 村

広 瀬 町 村

村 山 村

糠 塚 村

名 張 村

瓜 巣 村

金 桶 村

山 本 村

鶴 巣 村

三 月 町 村

桐 谷 村

木曽垣内村

半 田 村

八 日 町 村

漆 垣 内 村

蓑 輪 村

今 　　 村

西 門 前 村

東 門 前 村

宮 地 村

柏 原 村

享 之 瀬 村
森 部 村

大 沼 村

折 敷 地 村

宇 津 江 村

高 野 村

畦 畑 村

大野郡荘川村大字荻町

　〃　　〃　　　島

　〃　　〃　　　牛首 （無住）

　〃　　〃　　　鳩谷

　〃　　〃　　 飯島

　〃 ’ 〃　　 大窪

　〃　　〃　　 馬狩

　〃　　〃　　　内ケ戸 （無住）

　〃　　〃　　　加須良 （無住）

　 〃　　〃　　　椿原

　〃　　〃　　　有家ケ原

　〃　　〃　　　芦倉

　 〃　　〃　　　小白川

吉城郡国府町大字三川

　〃　　〃　　　上広瀬

　〃　　〃　　 広瀬町

　〃　　〃　　　村山

　〃　　〃　　　糠塚

　〃　　〃　　　名張

　〃　　〃　　　瓜巣

　〃　　〃　　　金桶

吉城郡国府町大字山本

　〃　　〃　　　鶴巣

　〃　　〃　　　三日町

　〃　　〃　　 桐谷

　〃　　〃　　　木曽垣内

　〃　　〃　　　半田

　〃　　〃　　　八日町

　〃　　〃　　　漆垣内

　〃　　〃　　　蓑輪

　〃　　〃　　　今

　〃　　〃　　　西門前

　〃　　〃　　　東門前

　〃　　〃　　　宮地

大野郡丹生川村大字柏原

　〃　　〃　　　 三之瀬

　〃　　〃　　　 森部

　〃　　〃　　　　大沼

　〃　　〃　　　　折敷地

吉城郡国府町大字宇津江

　〃　古川町大字高野

　〃　　〃　　　畦畑

５６４



小山 ・松山 ・秋道 ・藤野 ・杉田　 『斐太後風土記 』による食糧資源の計量的研究

村 コー ド１

２３０４

２３０５

２３０６

２３０７

２３０８

郡 名

吉 城
／／

／／

／／

／／

郷 名

古 川

　　／／

／／

ｉｉ

／／

村 　 　 　名

是 重 村

古川町方村

上 北 村

中 北 村

下 北 村

現 在 の 地 名

２４０１

２４０２

２４０３

２４０４

２４０５

２４０６

２４０７

２４０８

２４０９

２４１０

２４１１

２４１２

２４１３

２４１４

２４１５

２４１６

２４１７

２４１８

２４１９

２４２０

２４２１

２４２２

２４２３

２４２４

２４２５

２４２６

２４２７

２４２８

２４２９

２４３０

２４３１

２４３２

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

〃

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

１／

小 島

　 １／

　 ／／

　 ／／

　 ｉｉ

　 ｉｉ

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 〃

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ｉｉ

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ！／

行 真 村

沖 之 町 村

沼 町 村

杉 崎 村

太 江 村

袈 裟 丸 村

野 口 村

末 真 村

岩 丸 村

戸 市 村

数 河 村

小 谷 村

大 無 雁 村

小 無 雁 村

落 合 村

岸 奥 村

野 首 村

林 村

牧 戸 村

丸 山 村

巣 之 内 村

種 蔵 村

菅 沼 村

山 之 山 村

塩 屋 村

洞 村

中 沢 上 村

禰宜ケ沢上村

巣 納 谷 村

鮎 飛 村

加 賀 沢 村

谷 村

吉城郡古川町大字是重

　〃　　〃　　　一之町

　〃　　〃　　　二之町

　”　　〃　　　三之町

　〃　　〃　　　向町

　〃　　〃　　　殿町

　〃　　〃　　　上町

　〃　　〃　　　大野町

　〃　　〃　　　上気多

　〃　　〃　　　中気多

　〃　　〃　　　下気多

吉城郡古川町大字沼町

　〃　　　〃　　　　〃

　ｉｉ　　 ｉｉ　　　　ｉｉ

　〃　　〃　　　杉崎

　〃　　〃　　　太江

　〃　　〃　　　袈裟丸

　〃　　〃　　　野口

　〃　　〃　　　末真

　／／　　 ／／　　　 ／／

　〃　　〃　　　戸市

　〃　　〃　　　数河

　〃　宮川村大字小谷

　〃　　〃　　　大無雁

　〃　河合村大字小無雁

　〃　宮川村大字落合

　〃　　〃　　 岸奥

　〃　　〃　　　野首

　〃　　〃　　　林

　〃　　〃　　　牧戸

　〃　　〃　　 丸山

　〃　　〃　　　巣之内

　〃　　〃　　　種蔵

　〃　　〃　　　菅沼

　〃　　〃　　　山之山

　〃　　〃　　　塩谷

　〃　　〃　　　洞

　〃　　〃　　　中沢上

　”　　”　　　禰宜ケ沢上

　〃　　〃　　 巣納谷

　〃　　〃　　　鮎飛

　〃　　〃　　　加賀沢

　〃　神岡町大字谷

５Ｇ５



村 コ ー ド 郡 名

２５０１

２５０２

２５０３

２５０４

２５０５

２５０６

２５０７

２５０８

２５０９

２５１０

ａｓｉｉ

２５１２

２５１３

２５１４

２５１５

２５１６

２５１７

２５１８

２５１９

２５２０

２５２１

２５２２

２５２３

２５２４

２５２５

２５２６

２５２７

２５２８

２５２９

２５３０

２５３１

２５３２

２５３３

２５３４

２６０１

２６０２

２６０３

２６０４

２６０５

２６０６

吉 城

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

Ｊ／

Ｊ／

ｉｉ

５ＧＧ

郷 名

小鷹狩

　 ／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

高 原

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ｉｉ

村 名

平 岩 村

大 村

寺 地 村

笹 ケ 洞 村

信 包 村

黒 内 村

谷 村

稲 越 村

大 木 村

芦 谷 村

船 原 村

保 村

月 ケ 瀬 村

天 生 村

元 田 村

新 名 村

上 ケ 島 村

羽 根 村

有 家 村

有 家 林 村

保 木 村

中 沢 上 村

ニ ツ 屋 村

角 川 村

森 安 村

西 忍 村

高 牧 村
三 川 原 村

打 保 村

戸 谷 村

小 野 村

桑 ケ 谷 村

杉 原 村

小 豆 沢 村

平 湯 村
一重ケ根村

福 地 村

中 尾 村

神 坂 村

栃 尾 村

国立民族学博物館研究報告　　６巻３号

現 在 の 地 名

吉城郡古川町大字平岩

　〃　　〃　　　上野

〃　　〃　　　中野

〃　　〃　　　下野

〃　　〃　　 寺地

”　　〃　　　笹ケ洞

〃　　〃　　　信包

〃　　 〃　　　黒内

〃　　〃　　　谷村

〃　河合村大字稲越

〃　　〃　　　大谷

〃　　　〃　　　　〃

〃　　〃　　 舟原

〃　　〃　　 保

〃　　〃　　 月ケ瀬

〃　　 〃　　　天生

〃　　 〃　　　元田

〃　　〃　　 新名

”　　〃　　　上ケ島

〃　　〃　　　羽根

〃　　〃　　　有家

〃　　〃　　 保木林

〃　　　〃　　　　〃

”　　〃　　　中沢上

〃　　 〃　　　ニッ屋

〃　　 〃　　　角川

〃　宮川村大字森安

〃　　 〃　　　西忍

〃　　〃　　 高牧

〃　　〃　　　三川原

〃　　〃　　　打保

〃　　〃　　　戸谷

〃　　〃　　　桑野

／／　　 ／／　　　　／／

〃　　〃　　　杉原

〃　　〃　　　小豆沢

吉城郡上宝村大字平場

　〃　　〃　　　一重ケ根

　〃　　〃　　　福地

　〃　　〃　　　村上

　〃　　〃　　　中尾

　〃　　〃　　　神坂

　〃　　〃　　　栃尾



小 山 ・松 山 ・秋道 ・藤 野 ・杉 田　 『斐太後風土記』に よる食糧資源の計量的研究

村コー ド！郡 名 ｔ郷 名 １ 村 名 ！ 現 在 の 地 名

２６０７

・１：

２６０９

２６１０

２６１１

２６１２

２６１３

２６１４

２６１５

２６１６

２６１７

２６１８

２６１９

２６２０

２６２１

２６２２

２６２３

２６２４

２６２５

２６２６

２６２７

２９２８

２６２９

２６３０

２６３１

２６３２

２６３３

２６３４

２６３５

２６３６

２６３７

２７０１

２７０２

２７０３

２７０４

２７０５

２７０６

２７０？

２７０８

２７０９

２７１０

２７１１

２７１２

吉 城

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

Ｊ／

／／

／／

／／

／／

Ｊ／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

高 原

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

今 見 村

柏 当 村

蓼 俣 村

田 頃 家 村

赤 桶 村

笹 島 村

苧 生 茂 村

葛 山 村

下 佐 谷 村

長 倉 村

岩 井 戸 村

中 山 村

隻 六 村

桃 原 村

鼠 餅 村

新 田 村

上 灘 村

宮 原 村

見 座 村

在 家 村

本 郷 村

吉 野 村

荒 原 村

蔵 柱 村

阿 曽 保 村

野 首 村

丸 山 村

小 萱 村

東 雲 村

釜 崎 村

吉 田 村

下 高 原

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ／／

巣 山 村

柏 原 村

大 笠 村

山 田 村

西 村

伏 方 村

寺 林 村

堀 内 村

梨 ケ 根 村

朝 浦 村

麻 生 野 村

石 神 村

吉城郡上宝村大字今見
ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

〃

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

１／

／／

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

／／

柏当

蓼之俣

田頃家

赤桶

笹島

苧生茂

葛山

下佐谷 （無住）

長倉

岩井戸

中山

双六
／／

鼠餅

新田

宮原

宮原

見座

在家

本郷

吉野

荒原

蔵柱

神岡町大字阿曽保
／／

／／

／／

／／

１／

／／

野首

丸山

小萱

東雲

釜崎

吉田

吉城郡神岡町大字巣山
／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

柏原

大笠

山田

西

伏方

寺林

堀之内

梨ケ根

朝浦

麻生野

石神

５６７



国立民族学博物館研究報告　　６巻３号

村ａ一ド陣 名 陣 矧 村 　 名 【 現 在 の 地 名

２７１３

２７１４

２７１５

２７１６

２７１７

２７１８

２７１９

２７２０

２７２１

２７２２

２７２３

２７２４

２７２５

２７２６

２７２７

２７２８

２７２９

２７３０

２７３１

２７３２

２７３３

２７３４

２７３５

２７３６

２７３７

２７３８

２７３９

２７４０

２７４１

３１０１

３１０２

３１０３

３１０４

３１０５

３１０６

３１０７

３１０８

３１０９

３１１０

ｓｉｌｌ

３１１２

３１１３

吉 城
／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

益 田

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

下 高 原

〃

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

阿 多 野

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

数 河 村

金 木 戸 村

森 茂 村

打 保 村

瀬 戸 村

和 佐 符 村

下 本 村

岩 井 谷 村

伊 西 村

和 佐 保 村

殿 村

鹿 間 村

東 町 村

舟 津 町 村

割 石 村

ニ ツ 屋 村

吉 ケ 原 村

東 漆 山 村

西 漆 山 村

牧 村

笈 破 村

大 多 和 村

左 古 村

跡 津 川 村

土 村

杉 山 村

横 山 村

茂 住 村

中 山 村

久 須 母 村

大 西 村

柳 島 村

小 屋 名 村

辻 村

小 谷 村

甲 村

見 座 村

立 岩 村

小 瀬 村

廿 石 村

上 ケ 見 村

大 広 村

吉城郡神岡町大字数河

〃　上宝村大字金木戸

〃　神岡町大字森茂

〃 〃 　 打保

〃 〃 　 瀬戸

〃 〃 　 和佐符

〃 〃 　 下之本

〃 〃 　 岩井谷

〃 〃 　 伊西

〃 〃 　 和佐保

〃 　〃 　 殿

〃　 〃 　 鹿間

〃 〃 　 東町

〃 〃 　 船津

〃 〃 　 割石

〃 〃・ 　 ニツ屋

〃 〃 　 吉ケ原

〃 〃 　 東漆山

〃 〃 　 西漆山

〃 〃 　 牧

〃 〃 　 笈破

〃 〃 　 大多和

〃 〃 　 佐古

〃 〃 　 跡津川

〃 　〃 　 土

〃 〃 　 杉山

〃 〃 　 横山

〃 〃 　 東茂住

〃 〃 　 西茂住

〃 〃 　 中山

大野郡久 野々町大字久須母

〃 〃 　 大西

〃 〃 　 柳島

〃 〃 　 小屋名

〃　 〃 　　 辻

〃　朝日村大字小谷

／／ ／／

ｉｉ　 ｉｉ

ｉｉ　 ｉｉ

〃 〃

／／ ／／

ｉｉ　 ｉｉ

〃 〃

甲

見座

立岩

小瀬

万石

上ケ見

大広

５６８



小山 ・松山 ・秋道 ・藤野 ・杉 田　 『斐太後風土記』による食糧資源の計量的研究

村 コー ドｉ郡 名 郷 名 村 名 現 在 の 地 名

３１１４

３１１５

３１１６

３１１７

３１１８

３１１９

３１２０

３１２１

３１２２

３１２３

３１２４

３１２５

３１２６

３１２７

３１２８

３１２９

３１３０

３１３１

３１３２

３１３３

３１３４

３１３５

３１３６

３１３７

３ｚｏ１

３２０２

３２０３

３２０４

３２０５

３２０６

３２４７

３２０８

３２０９

３２１０

３２１１

３３０１

３３０２

３３０３

３３０４

３３０５

３３０６

益 田

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

Ｊ／

／／

／／

／／

１／

／／

／／

ｉｉ

／／

ｉｔ

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

１／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

阿 多 野

　 ／／

　 ／／

　 ｉｉ

　 ／／

　 ／／

　 〃

　 ／／

　 ！／

　 ／／

　 〃

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ｉｉ

　 〃

　 ／／

　 ／／

　 ／／

　 ！／

　 １／

　 ／／

　 ／／

　 ｉｉ

小 坂

ｉｉ

ｉｉ

〃

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

上 呂

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

黒 川 村

青 屋 村

寺 沢 村

浅 井 村

寺 附 村

小瀬 ケ洞村

黍 生 谷 村
一 之 宿 村

桑 之 島 村

宮 之 前 村

西 洞 村

胡 桃 島 村

猪 の 鼻 村

中 之 宿 村

中 洞 村

池 ケ 洞 村

下 之 向 村

日 影 村

大 古 井 村

上 ケ 洞 村

阿多野郷村

野 麦 村

日 和 田 村

小 日和 田村

門 坂 村

小 坂 町 村

岩 崎 村

無 数 原 村

大 島 村

坂 下 村

長 瀬 村

赤 沼 田 村

落 合 村

湯 屋 村

大 洞 村

尾 崎 村

大 ケ 洞 村

宮 田 村

奥 田 洞 村

四 美 村

上 呂 村

大野郡朝日村大字黒川

／／

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

！／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

青屋

寺沢

浅井

寺附

小瀬ケ洞

黍生谷
一之宿

桑之島

宮之前

西洞

胡桃島

高根村大字猪之鼻

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

中之宿

中洞

池ケ洞

下之向

日影 （無住）

大古井 （無住）

上ケ洞

阿多野郷

野麦

日和田

小日和田

益田郡小坂町大字門坂

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

！／

／／

／／

／／

小坂

岩崎

無数原

大島

坂下

長瀬

赤沼田

落合

湯屋

大洞

益田郡萩原町大字尾崎

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

大ケ洞

宮田

奥田洞

四美

上呂

５６９



国立民族学博物館研究報告　　６巻３号

村 コ ー ド 郡 名 邸 名 村 名 現 在 の 地 名

３４０１

３４０２

３４０３

３４０４

３４０５

３４０６

３４０７

３５０１

３５０２

３５０３

３６０１

３６０２

３６０３

３６０４

３６０５

３６０６

３７０１

３７０２

３７０３

３７０４

３８０１

３８０２

３８０３

３８０４

３８０５

：１．

３８０７

． ．
．！．

：１’

３８１０

３８１１

３８１２

３８１３

３８１４

３８１５

３８１６

３９０１

３９０２

３９０３

３９０４

益 田
／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

萩 原
ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

中 呂

／／

ｉｉ

下 呂
／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

竹 原
／／

〃

／／

下 原
／／

／／

／／

／／

／／

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

馬 瀬
／／

／／

／／

桜 洞 村

萩 原 町 村

上 村

花 池 村

中 呂 村

西 上 田 村

東 上 田 村

野 上 村

羽 根 村

跡 津 村

湯 之 島 村

森 村

小 川 村

少 ケ 野 村

三 原 村

門 原 村

乗 政 村

宮 地 村

野 尻 村

御 厩 野 村

保 井 戸 村

瀬 戸 村

三 ツ 淵 村

和 佐 村

夏 焼 村

田 口 村

蛇 尾 村

門 和 佐 村

久 野 川 村

火 打 村

中 切 村

福 来 村

中 津 原 村

大 舟 渡 村

下 原 町 村

渡 村

川 上 村

黒 石 村

数 河 村

中 切 村

益田郡萩原町大字桜村

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

萩原

上村

花池

中呂

西上田

下呂町大字東上田

益田郡萩原町大字野上

　〃　　〃　　　羽根

　〃　　〃　　　跡津

　〃　　〃　　　古関

益田郡下呂町大字湯之島

／／ ／／

／／ ／／

ｉｉ　 ｉｉ

／／ ／／

／／ ／／

森

小川

少ケ野

三原

門原

益田郡下呂町大字乗政

　〃　　〃　　　宮地

　〃　　〃　　　野尻

　〃　　〃　　　御厩野

益田郡下呂町大字保井戸

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

／／

ｉｉ

ｉｉ

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

／／

瀬戸

三ツ淵

和佐

夏焼

田口

蛇之尾

門和佐
久野川

火打

金山町大字中切

／／

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

ｉｉ

福来

中津原

大船渡

下原町

渡

益田郡馬瀬村大字川上

　〃　　〃　　　黒石

　〃　　〃　　　数河

　〃　　〃　　　中切
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小山 ・松山 ・秋 道 ・藤野 ・杉田　 『斐太後風土記』 による食糧資源の計量的研究

村 コ ー ド 郡 名 郷 名 村 名 現 在 の 地 名

３９０５

３９０６

３９０７

‘１：

３９０９

３９１０

益 田

ｒｒ

／／

／／

／／

／／

瀬馬
／／

ｉｉ

／／

／／

／／

堀 之 内 村

名 丸 村

井 谷 村

惣 島 村

西 村

下 山 村

益田郡馬瀬村大字堀之内

〃 〃 名丸

〃 〃 井谷

〃 〃 惣島

〃 〃 西村

〃 〃 下山

『後風土記』の 「新旧地名対照表」による。
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国立民族学博物館研究報告　　６巻３号

付録 ２ 品目別生産村一覧

産 詔　 　 　 名 　＝ 　アオ ガイ　 　 　 載 量
＝ ５８０合

１２ ０１ （　 　 　４ ８０合 ）　 １７０ １ （

産 詔　 　 　 名 　＝　アオ チャ　 　 　 載 量
ｅ ２３０貫

３８ １ｉ （　　 　２ ３０貫 ）

産 藷 護
１３ １ ６

＝　アカ ザ

量ｅ ３００合　 　３００合 ）

産
ａ　 　 　 名 　＝ 　アケ ビ　 　 　 載 　 　ｅ ３０

１００合）

村 数ｅ ２

村 数 ＝ １

村 数＝ １

村 数＝ ７

２ ３ ０ ３ （ ３ ０貫 ） ２ ７ ０ ４ （ 一 ） ３ ６ ０ ４ （ 一 ） ３ １ ０ ７ （ 一 ）

２ ７ ０ ４ （ ＝ ） ３ １０ ７ （ 一 ） ３ ６ ０ ６ （ 一 ）

産
０　 　 名 ｅ 　アジ メ　 　 裁 　最 ｅ５．　３６石 ， ４４貫

１４ ０ ４
１５ ０ １

１５ ０ ２
１５ ０ ３

１５ ０ ５
１６ ０ ２

１７ １ ７
１８ ０ １

１８ ０ ２
１８ ０ ３

１９ ０ ７
ｉｓ ｏ ｓ

１９ １ ０
１９ １ ２

１９ １ ４
１９ １ ５

１９ １ ７

（ ２ ０ ０合 ）

（ １ ２ ０合 ）（ １ ０ ０合

）（ ５ ０合 ）

（ ８ ０合 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（ ３ ０合
）

（ ２ ０合 ）（ ３ ０合
）

（ ３ ０合 ）（ ５ ０合
）

（ ６ ０合 ）（ ３ ０合
）

１ ９ １ ８
ａ ｉ ｏ ２

２ １０ ３
２ １ ０ ４

２ ３ ０ ２
２ ３ ０ ５

２ ５ ０ ７
２ ６ ２ ３

２ ７ ２ ６
３ １０ ２

３ １ ０ ３
３ １ ０ ４

３ １ １ １
３ １ １ ２

３ １ １ ３
３ １ １ ４

３ １ １ ６

産
Ｐ 名 ｅ アズ キ載 量ｅ ５７８”３ ２石

１ １ ０ １
ｉ２ ０ ｉ

１２ ０ ３１
２ ０ ６

１３ ０ １１３ ０
２

１３ ０ ３１３ ０
４

１３ ０ ５

１３ ０ ６

１３ ０ ７１３ ０ ８

１３ ０ ９

１３ １ ０
１３ １ １

１３ １ ２
１３ １ ３

１３ １ ４
１３ １ ５

１３ １ ６
１３ １ ８

１３ １ ９
１３ ２ ０

１３ ２ １
１３ ２ ２

１３ ２ ３
１３ ２ ４

１３ ２ ５
１３ ２ ６

１’３ ２ ７
１４ ０ １

１４ ０ ２
１４ ０ ３

１４ ０ ４
１４ ０ ５

１５ ０ １
１５ ４ ２

１５ ０ ３
１５ ０ ４

１５ ０ ５
１５ ０ ７

ｉｓ ｏ ｉ
１６ ０ ２

１６ ０ ３
１６ ０ ４

１６ ０ ５
ｉ７ ０ １

１７ ０ ２
１７ ０ ３

１７ ０ ４
１７ ０ ５

１７ ０ ６
１７ ０ ８

（ 一 ）

（ ４ ０ ０ ０合 ）（ ３ １ ０ ０合 ）

（ ５ ０ ０ ０合 ）

ｌ Ｑ４２３００）４０３００）
（ １２００合 ）
（ １５００合 ）
（ １６ ００合 ）
（ ２ ０００合 ）（ ８

００合 ）
（ ２４ ００合 ）
（ ２ ７００合 ）
（ １５００合 ）
（ ８００合 ）
（ ８ ００４ ）
（ １２００合 ）
（ ８００合 ）（

１５０含 ）
（ ２ ８００合 ）（ １５００合

）（ ３ ０００合 ）

（ １３００合 ）
（ ２０ ００合 ）（ ２ １５０合

）
（ １２００合 ）（ １８

００合 ）
（ ６ ７００合）
（ ３ ６００合）
（ １７７００合 ）
（ ｉＯ ＯＯ合 ）
（ １４ ００合 ）
（ １８００合 ）
（ １２ ３００合 ）
（ ５００合）
（ ７００合 ）
（ ２００合 ）
（ ２５０合）（ １５００合 ）

（ ３００合）（ １００合 ）

（ １２００合 ）（ ｔ６００合）

（ ２６００合 ）〔 ２８００合 ）

（ ２ ３００合 ）（ ２３００合 ）

（ １６００合 ）（ ３ ０００合 ）

（ １７００合 ）（ １２００合
）

（ １５００合 ）

ｉ ｓ ｏ ｉ
ｉ ｓ ｏ ｚ

１ ９ ０ ４
１ ９ ０ ５

ｉ ｓ ｏ ｓ
１ ９ ０ ７

１ ９ ０ ８
ｉ ｓ ｏ ｓ

ｉ ｓ ｉ ｏ
１ ９ １ １

ｉ ｓ ｉ ２
１ ９ １ ３
１ ９ １ ４

１ ９ １ ５
１ ｓ ｉ ｓ

１ ９ １ ？
１ ９ １ ９

１ ９ ２ ０
１ ９ ２ １

１ ９ ２ ２

１ ９ ２ ３
１ ９ ２ ４

１ ９ ２ ５１ ９ ２ ６

ｉ ｓ ａ ｓ
１ ９ ２ ９

１ ９ ３ ０
１ ９ ３ ２

１ ９ ３ ３
１ ９ ３ ４
１９ ３ ５

１ ９ ３ ６
１９ ３ ７

１ ９ ３ ８
１９ ３ ９

１９ ４ ０
１ ９ ４ １

１９ ４ ２
１９ ４ ３

２ ｉ ｏ ｉ
２ １ ０ ２

２ １ ０ ３
２ １ ０ ４

２ １ ０ ５

ａ ｉ ｏ ｓ２
１ ０ ７
２ １ ０ ８

ａ ａ ｏ ｉ
２ ２ ０ ２

２ ２ ０ ３
２ ２ ０ ４

２ ２ ０ ５
２ ２ ０ ６

（ ５０合）
（ ５００合）
（ ２０合）（ １００合）

（ １００合）
（ １００合）
（ １２０合）
（ １００合）
（ ２００合）
（ ｉＯＯ合）
（ ４００合）

｛ ５蹟 １
（ １５００匁）
（ １５００匁）
（ ４貫）
〔 １５００匁 ）

（ ２ ３００合）
〔 ３ ５００合）（ ２ １００合）

（ ５２００合）（ ６ ８００合）

（． ６００合）（ ５００合）

（ １６００合）（ ２４００合）

（ ２ ５００合）（ ５００合）

（ １５００合）（ ５００合）

（ ２０００合）（ ８００合）

（ １５００合）（ １２００合）

（ ４００合）（ １００合）

（ １２０合）（ １４００合）

（ ８００合）（ ３４０合）

（ ４８０合）（ ４００合）

（ ２１００合）
（ ２５００合）
（ ｉ８０合）
（ ４０ ０合）
（ １７００合）
（ ２５０ ０合）
（ ８００合）
（ １６０ ０合）
（ ７０ ０合）（ １１００合）

（ ２００ ０合｝（ 亘０５０合）

（ ２５０ ０合）（ ２０００合）

（ ２０００合）（ ６０ １０合）

（ ３１００合）（ ４００ ０合）

（ ３２００合）（ ３１００合）

（ ８２０ ０合）
（ ２０００合）
（ ｌｉ７ ０合 ）（ 童５００合）

（ １３００合 ）（ １８９ ０合）

（ ２０００合）（ ５０ ０合 ）

村 数篇 ６６

３ １ １ ７
３ ２ ０ ２

３ ２ ０ ３
３ ２ ０ ４

３ ２ ０ ５
３ ２ ０ ６

３ ２ ０ ７
３ ２ ０ ８

３ ２ ０ ９
３ ２ １ １

３ ３ ０ １
３ ３ ０ ２

３ ３ ０ ３
３ ３ ０ ４

３ ３ ０ ５
３ ３ ０ ６

（ ２ 貫 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）
－ １

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）
一 ）

（ 一 ）
（ ５ ０ 合 ）

（ １０ ０合 ）
（ ５ 貫 ）

（ ２ 貫 ）

｛ １５９創

村 数 ＝ ２５６

２ ３ ０ １
２ ３ ０ ２

２ ３ ０ ３
２ ３ ０ ４

２ ３ ０ ５
２ ３ ０ ６

２ ３ ０ ７
２ ３ ０ ８

２ ４ ０ ２
２ ４ ０ ４

２ ４ ０ ５
２ ４ Ｄ ６
２ ４ ０ ７

２ ４ ０ ８
２ ４ １ ０

２ ４ １ １
２ ４ １ ２

２ ４ １ ３

２ ４ １４
２ ４ １ ６

２ ４ １ ７２
４ １ ８

２ ４ １ ９２
４ ２ ０

２ ４ ２ １２
４ ２ ２

２ ４ ２ ３
２ ４ ２ ４

２ ４ ２ ５
２ ４ ２ ６

２ ４ ２ ７
２ ４ ２ ８

２ ４ ２ ９
２ ４ ３ ０

２ ４ ３ １
２ ４ ３ ２

２ ５ ０ １
２ ５ ０ ２

２ ５ ０ ３
２ ５ ０ ４

２ ５ ０ ５
２ ５ ０ ６

２ ５ ０ ７
２ ｓ ｏ ｉ

２ ６ ０ ２
２ ６ ０ ３

２ ６ ０ ４
２ ６ ０ ５

２ ６ ０ ６
２ ６ ０ ７
． １

２ ６ ０ ９
２ ｓ １０

（ ７３００合）
（ ２０００合）（ ５０００合）

（ ２２０ ０合 ）（ ４５００合 ）

（ ２０００台 ）（ １０００合）

（ ３２００合 ）（ １０００合 ）

（ ５０００合 ）（ ４０００合 ）

（ ７０００合 ）
（ ２０００合 ）
（ ２００ ０合 ）
（ ２０００合 ）
（ ８００ ０合 ）（ ４ １００合 ）

（ ５２００合 ）
（ ４００ ０合 ）
（ ６００合 ）
（ ８０ ０合 ）
（ ２２００合 ）（ ８００合 ）

（ １００ ０合 ）（ １５００合 ）

（ １５０ ０合 ）
（ ２０００合 ）
（ ２５０ ０合 ）
（ １１００ ０合 ）
（ １０３００合 ）
（ ２４０ ０合 ）
（ ５０００合 ）（ ５００ ０合 ）

（ １５０ ０合 ）（ ３ １０ ０合 ）

（ ９６ ０合 ）（ ５０ ０合 ）

（ ３００ ０合 ）
（ ３０ ０合 ）
（ ５００ ０合 ）（ ２５ ００合 ）

（ ２００ ０合 ）
（ ２０ ００合 ）
（ １０ ０台 ）
（ ４８０ ０合 ）
（ １２８ ００合 ）（ ２００ ０合

）
（ ２０ ００合 ）（ ４００ ０合

）
（ １４０ ００合 ）（ １０ ００合

）
（ ４０ ０合 ）（ ２０ ００合 ）

３ ４ ０ ６
３４ ０ ７

３ ５ ０ １
３５ ０ ２

３ ６ ０ １
３ ６ ０ ２

３ ６ ０ ３
３ ６ ０ ４

３６ ０ ５
３ ６ ０ ６

３８ ０ １
３ ８ ０ ２

３ ８ ０ ３
３ ８ ０ ４

３ ９ ０ ４
３ ９ ０ ６

２ ６ ２ ４
２ ６ ２ ５

２ ６ ２ ６
２ ６ ２ ７

２ ６ ２ ８
２ ６ ２ ９

２ ６ ３ ０
２ ６ ３ １

２ ６ ３ ２
２６ ３ ３

２ ６ ３ ４
２６ ３ ５
２６ ３ ６

２ ６ ３ ７

２ ７ ０ ４
２ ７ ０ ５

２ ７ ０ ６
２ ７ ０ ７

２ ７ ０ ８
２ ７ ０ ９
２ ７ １０

２ ７ １ １

２ ７ １ ２
２ ７ １ ３

２ ７ １ ４
２ ７ １５

２ ７ １ ６
２ ７ １ ７

２ ７ １ ８
２ ７ １ ９

２ ７ ２ ０
２ ７ ２ １

２ ７ ２ ２
２ ７ ２ ３

２ ７ ２ ４
２ ７ ２ ５

２ ７ ２ ６
２ ７ ２ ７

２ ７ ２－８
２ ７ ２ ９

２ ７ ３ ０

２ ７ ３ １２ ７ ３ ２

２ ７ ３ ３

２ ７ ３ ４
２ ７ ３ ６

２ ７ ３ ７
２ ７ ３ ８

２ ７ ３ ９
２ ７ ４ ０

２ ７ ４ １
３ １２ ６

３ １２ ７

（ ６貫 ）

（ 一 ）（ ５ ０ 合 ）

（ １ ５ ０合 ）
（ ｉ ８ ０合 ）

（ ２ ５ ０ ０匁 ）
（ ５貫 ）

（ １ ５ ０合 ）
（ １ ５ ０合 ）

（ ５ ０合 ）
（ ２ ５ ０合 ）

（ ７ ０合 ）
（ ７ ０合 ）

（ １ １０ ０合 ）
（ ２ ０ ０合 １

（ ５貫 〕

（ ２００ ０合 ）
（ ２５０ ０合 ）（ ８０ ０合 ）

（ １０〔｝０ ０合 ）（ ４００ ０合 ）

（ １００ ０合 ）（ ６００ ０合 ）

（ ３８ ０合 ）（ ２００ ０合 ）

（ ２ ｉＯ Ｏ合 ）（ ５４０ ０合 ）

（ １４０ ０合 ）（ １２０ ０合 ）

（ ３３０ ０合 ）（ ３３０ ０合 ）

（ ４２０ ０合 ）（ ５００ ０合 ）

（ ６０ ００合 ）（ １６ ００合 ）

（ ２００ ０合 ）（ ６ ００合 ）

（ ５００ ０合 ）（ ４０ ００合 ）

（ ４０ ００合 ）（ １０ ００合 ）

（ ２ ００合 ）（ ８０ ０合 ）

（ ３ ００合 ）（ ４ ００合 ）

（ ７ ００合 ）（ ５ ００合 ）

（ 藍０ ００合 ）（ ４０ ００合）

（ １２ ００合）（ ８ ００合）

（ ２０ ００合）
（ １０ ００合）（ ６ ００合）

（ ３００合）
（ ８０合）
（ ６００合 ）（ １３００合）

（ ２５０合 ）
（ ５００合 ）
（ １００合 ）
（ ２ ３００合 ）
（ ３９０合 ）
（ ２００合 ）
（ １０００合 ）（ １８００合 ）

（ ２ ５００合 ）
（ 一 ）
（ 一 ）

５７２
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１ ７ １０

１ ７ １４
１ ７ １５

ｉ ｒ ｉｓ
ｉ ７ １７

１ ８ ０ １
１ ８ ０ ２

１ ８ ０ ３
１ ８ ０ ４

１ ８ ０ ５
１ ８ ０ ６

（ ３ ０ ０ ０ 合 ）（ １ ２ ０ ０ 合 ）

（ ２ ０ ０ 合 ）
（ ２ １ ０ ０ 合 ）

（ 一 ）
（ ３ ２ ０ ０ 合 ）

（ １ ５ ０ ０ 合 ）
（ ４ ９ ０ ０ 合 ）

（ ４ ０ ０ ０ 合 ）
（ １ ２ ００ 合 ）

（ １ ２ ０ ０合 ）

産 物 名 ＝ ア プラル イ
記 載 量ｅ ２ ２． ６５石

１ １ １４

１ １ １５
１ １ １６

１ ７ ０ ３

ｔ － ）（
一 ）

（ 一 ）（ ２ ４ ００ 合 ）

産 物＝ アユ

２ ２ ０ ７

２ ２ ０ ９
２ ２ １０

２ ２ １ １
ａ ２ ｉ ２

２ ２ １ ３
２ ２ １ ４

２ ２ １ ５
２ ２ １ ｆ，

２ ２ １ ７
ａ ２ ｉ ｓ

２ １ ０ ３

２ ２ ０ ２
２ ２ ０ ５

２ ５ ３ ２

（ ３２００合 ）（ ４００合 ）

（ ８００合 ）（ ６００合 ）

（ ９００合 ）（ ３５００合 ）

（ ４００合 ）（ ３００合 ）

（ ２６００合 ）〔 １３００合）

（ ８０００合）

（ １ ０ ０ ０合 ）（ ５ ０ ０合 ）

（ １ ９ ０ ０ 合 ）

（ ２ ２ ０ ０合 ）

記載量＝ ６ ３３４０尾 ， ５００匁
１９ ２ １
ｉｓ ａ ２

１９ ２ ３
１９ ２ ４

１９ ２ ５
ｉｓ ａ ｓ

２ ３ ０ ２
２ ３ ０ ５
２ ４ ０ ４

２ ４ １３
２ ４ １４

２ ４ １ ５

（ － １ ０ ０ ）

（ ５ ０ ０ ）（ ５ ０ ）

（ １ ３ ０ ）（ ５ ０ ）

（ １ ０ ０ ）（ ２ ０ ０ ０ ）

（ １０ ０ ０ ）（ ２ ０ ０ ）

（ １ １ ０ ０ ）（ １０ ０ ０ ）

（ ５ ０ ０ ｝

産 物 名 ＝ アユキ ョウ
記 載 量ｅ Ｏ

２ ４ １ ３ （ 一 ）

産 物 名＝ アワ

２ ４２０
２ ４２１
２ ４２５
２ ４２７
２ ４２８
２ ４２９
２ ４ｓａ
２ ４３ １
２ ４３２
２ ５０２
２ ５０７

２ ５２４

記 載 量 ＝ １５５８ ７９石
１２ ０ １
ｉ２ ｉｏ

１２ １ １
１３ ０ １

１３ ０ ２
１３ ０ ３

１３ ０ ４
１３ ０ ５

１３ ０ ５
１３ ０ ７

１３ ０ ８
１３ ０ ９
１ ３ １ ０

１３ １ １
１ ３ １ ２

１ ３ １ ３
１ ３ １ ５

１ ３ １ ６
１ ３ １ ７

１ ３ １ ８
１ ３ １ ９

１ ３ ２ ０
１ ３ ２ １

１ ３ ２ ２
１ ３ ２ ３

１ ３ ２ ４
１ ３ ２ ５

１ ３ ２ ６
１ ３ ２ ７

１ ４ ０ １
１ ４ ０ ２
１ ４ ０ ３

１ ４ ０ ４
１ ４ ０ ５

１ ５ ０ １
１ ５ ０ ２

１ ５ ０ ３
１ ５ ０ ４

１ ５ ０ ５
１ ５ ０ ７

１ ６ ０ １
１ ６ ０ ４

１ ６ ０ ５
１ ７ ０ ３

１ ７ ０ ８
１ ７ １０

１ ７ １ ３
１ ７ １ ４

１ ７ １ ６
１ ７ １ ７

１ ８ ０ １
１ ８ ０ ２

（ ３０ ００合 ）
（ ６００ ００合 ）（ ２５０ ００合 ）

（ ２ １００合 ）（ ６２ ３０合 ）

（ １５ ００合 ）（ １２ ００合 ）

（ １５ ０００ ）（ １９２ ００合 ）

（ ２０ ００合 ）（ ６ ００合 ）

（ ２２ ００合 ）
（ ３ ５００合 ）
（ ２５ ００合 ）
（ １００ ００合 ）（ １

６００合 ）
（ ４０ ００合 ）（ ８００合

）
（ １６００合 ）（ ２ ０００合 ）

（ ｉ６００合 ）（ ２ ０００合 ）

（ １８００合 ）（ ９ ７００合 ）

（ ２ １２０合 ）（ ６ ２００合 ）

（ ６ ０００合 ）（ ４ ３５００合 ）

（ Ｓ ＯＯＯｏ）（ ３ ９０００合）

（ ２８００合）
（ ４５００合 ）（ ５０００合 ）

（ ４ ９３００合 ）（ ２０００合〉

（ ２５００合 ）（ １０００合）

（ １１００合）（ ３０００合 ）

（ １１００合）
（ ５００合）（ ８００合 ）

（ ２０００合）
｛ ８００ ０合）（ ５０００合）

（ １００ ０合 ）（ ８３０ ０合 ）

２０００合 ）
｛ ４０１０ ０合 ）
（ 一 ）（ ５６００合 ）

（ ２２０ ０合 ）

１ ９ ０ ３
ｉ ｓ ｏ ４

１ ９ ０ ５
１ ９ ０ ６

１ ９ ０ ７
１ ９ ０ ８

１ ９ ０ ９
１ ９ １０

１ ９ １ １
１ ９ １２
１ ９ １３

１ ９ １４
１ ９ １５

１ ９ １７
１ ９ １８

１ ９ １９
ｉ ｓ ａ ｏ

１ ９ ２ ２
１ ９ ２ ３

１ ９ ２ ４
１ ９ ２ ６

１ ９ ３ ０
１ ９ ３ ２

１ ９ ３ ３
１ ９ ３ ５

１ ９ ３ ８
１ ９ ３ ９

１ ９４ ０ｉ ｓ ４ ｉ

１９ ４ ２１ ９４ ３

２ １０ １

２ １０ ２
２ １０ ３

２ １ ０ ４
２ １０ ５

２ １０ ６
２ １ ０ ７

ｚ ｉ ｏ ｓ
２ ２ ０ ２

２ ２ ０ ４
２ ２ ０ ５

２ ２ ０ ６
２ ２ ０ ７

２ ２ ０ ９
２ ２ １ ０

２ ２ １ ２
２ ２ １ ３

２ ２ １ ４
２ ２ １ ５

２ ２ ｉ ｓ
２ ２ １ ７

（ 一 ）（
一 ）

（ ３ ０ ０ ｝（ ３ ０ ０ ）

（ １ ０ ０ ０ ）（ １ ０ ０ ０ ）

（ １０ ０ ）（ ５ ０ ０ ）

（ ７ ０ ０ ０ ｝（ ５ ０ ０尾 ）

（ ２ ０ ０ ０尾 〉

（ 一 ）

（ ２０ １０ ０合 ）
（ １２８０ ０合 ）（ １２００ ０合 ）

（ ２５５ ００合 ）（ １０２０ ０合 ）

（ ５２０ ０合 ）（ ２５ ００合 ）

（ ２０ ７０ ０合 ）
（ ９５ ００合 ）
（ ４６ ００合 ）
（ １３５ ００合 ）（ ５

０ ００合 ）
（ １８０ ００合 ）（
１０５ ００合 ）

（ ５６ ００合 ）（ １５０
０合 ）

（ １６ ６０合 ）（ ５０
０合 ）

（ ２ ３００合 ）（ ８０
０合 ）

（ ｉ４ ００合 ）（ ７ ５００合 ）

（ ｉ２００合 ｝（ ｉ２００合 ）

（ ５ １００合 ）（ ８００合 ）

（ １８００合 ）（ ４ ５００合 ）

（ ４ ５００合 ）（ ５ ２００合 ）

（ ３ ０００合 ）
（ ２ ０００合）
（ ２ ７４０合 ）
（ ５０ ０００合）
（ １２ ０００合）
（ １８００合）
（ ４ ２００合 ）
〔 １３００合）
（ １２００合 ）
（ ８００合）
〔 ２０５０合）
（ ５００合）
（ １０００合）
（ ｉ５０合）（ ２００合

）
（ １０００合）（ ９０

０合）
（ １８０００合）（ ３６０

０合 ）
（ ３２００合 ）（ ２
８８００合 〉

（ ３３００合 ）

２ ６ １ １

２ ６ １ ３
２ ６ １４

２ ６ １ ５
２ ６ １ ６

２ ６ １ ７
２ ｓ ｉ ａ

２ ６ １ ９
２ ６ ２ １

ｚ ｓ ａ ２
２ ６ ２ ３

（ １２ ００合 ）
（ ３ ００合 ）
（ １０ ００合 ）
（ １２ ００合 ）（ ８０ ００合 ）

（ １６ ００合 ）
（ ７ ００合 ）
（ ８００含 ）
（ １０ ００合 ）
（ １００合 ）
（ ４ ００合 ）

村 数 ｅ １５

２ ６ ３ ７
２ ７ ２ ６

３ ２ ０ ５

３ ３ ０ １

（ ４ ００合 ）
（ ８ ０００合 ）
（ ４ ０００合 ）
（ １２５０合 ）

村 数 ＝ ４５

２ ５１２
２ ５２４
２ ５２５
２ ５２７
２ ５２８
２ ５２９
２ ５３０
２ ５３ １
２ ５３２
２ ５３３
２ ５３４

（ ２００尾 ）（ ３００尾 ）

（ ６ ８００尾 ）
（ 一）
（ １２０００尾 ）（ １０ ０００尾 ）

（ ５００尾 ）（ ６００尾 ）

（ １０００尾 ）（ １００００尾 ）

（ ５０尾 ）

村 数＝ ２

村 数ｅ ２２６

２ ３ ０ ５’
ｚ ｓ ｏ ｓ

２ ３ ０ ７
２ ３ ０ ８

２ ４ ０ ２２ ４ ０ ３

２ ４ ０ ４

２ ４ ０ ５
２ ４ ０ ６

２ ４ ０ ７
２ ４ ０ ８

２ ４ １０
２ ４ １ １

２ ４ １２
２ ４ １３

２ ４ １４
２ ４ １５

２ ４ １６
２ ４ １７

２ ４ １８
２ ４ １９

２ ４ ２ １
２ ４ ２ ２

２ ４ ２ ３
２ ４ ２ ４

２ ４ ２ ５
２ ４ ２ ６

２ ４ ２７２
４ ２８

２ ４ ３ １２
４ ３２
２ ５ ０ １

２ ５ ０２
２ ５ ０ ３

２ ５ ０ ４
２ ５ ０ ５

２ ５ ０ ６
２ ５ ０ ７

２ ６ ０ ２
２ ６ ０ ３

２ ６ ０ ４
２ ６ ０ ５

２ ６ ０ ６
２ ６ ０ ７
． ｉ ：

２ ６ ０ ９

２ ６ １ ０
ｚ ｓ ｉ ｉ

２ ｓ ｉ ２

２ ６ １ ３
２ ６ １ ４

２ ６ １ ５

（ ２１００ ０合）
（ ６８００合 ）（ １００００合）

（ １０００ ０合）（ ４０００合）

（ ５００合）（ １０００ ０合 ）

（ ６５０ ０合）
（ ２５００ ０合）
（ １５００ ０合 ）
（ ２４００ ０合 ）
（ ２００ ０合 ）
（ ７２０ ０合 ）
（ １０２０ ０合 ）
（ １６８０ ０合 ）
（ １２００ ０合 ）
（ １ １６０ ０合 〉（ １６０ ０合 ）

（ ２４０ ０合 ）（ ４４０ ０合 ）

（ ２５０ ０合 ）（ ３６ ００合 ）

（ １２８０ ０合 ）（ １２０ ０合 ）

（ １５ ００合 ）（ ８２ ００合 ）

（ ３２ ００合 ）（ ２０ ００合 ）

（ ７５ ００合 ）９０ ００合 ）

き １４ ００合 ）
（ ２ ０００合 ）
（ １０ ８００合 ）
（ ２ ５００合 ）
（ ３ ０００合 ）
（ ８ ０００合 ）
（ ５０００合 ）
（ １５００合 ）
（ ８ １００合 ）
（ １６０００合 ）
〔 ２ ２００合 ）
（ ５０００合 ）
（ ６８００合 ）（ １２０００合 ）

（ １５０００合 ）（ ｉ２００合 ）

（ ３６００合 ）（ １０００合 ）

（ １２００合 ）
（ ４２００合 ）
（ ６６００合 ）
（ １７００合 ）

３ １ ２ ８
３ １ ２ ９

３ １ ３ ０
３ １ ３ １

３ １ ３ ２
３ １ ３ ３

３ １ ３ ４
３ １ ３ ５

３ １ ３ ６
３ １ ３ ７

３ ８ ０ １

３９ ０６
３ ９０７
３９０８

２ ６ ０ ９

２ ７ ２ ５
２ ７ ２ ６

２ ７ ３ ８
２ ７ ３ ９

３ ８ １ １
３ ８ １ ２

３ ８ １３
３ ８ １ ４

３ ８ １ ５
３ ８ １ ６

ｚｓ２ ｉ
２６２２
２６２３
２６２４
２６２５
２６２６
２６２７
２６２８
２６２９
２６３０
２６３２
２６３３
２６３ ４
２６３ ５
２６３ ６
２６３ ７
２７０４
２７０ ５
２７ ０６
２７０ ７
２７０ ８
２７ ０９
２７ １０
２７ １１
２７ １２
２７ １３
２７ １４
２７ １５２
７１６
２７ １８２
７ １９
２ ７２０
２７ ２１
２ ７２２
２ ７２３
２ ７２４
２ ７２５
２ ７２６
２ ７２７
２７２８
２７２９
２７３０
２７３ １
２７３２
２７３３
２７３４
２７３６
２７３７
２７３８
２７３９
２７４０
２７４ １

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（ ２ ０ ０合 ）

（ ４ ０ ０含 ）（
１２ ０ ０合 ）

（ ３ ０ ０合 ）（ ３ ６ １ ０合 ）

（ ２００合 ｝
（ ４００合 ）（ ４００合 ）

（ ５００匁）（ ５０尾 ）

（ １００尾 ）（ ３０尾 ）

（ １５０尾 ）（ １００ ）

（ ３０尾 ）（ １００尾 〉

（ ２００尾 ）（ １５００尾 ）

（ ２００尾 ）

（ ２００ ０合）
〈 ２００ ０合 ）（ ２００ ０合 ）

（ ２０００ ０合 ）（ ３５００ ０合 ）

（ １２００ ０合 ）（ ５０００ ０合 ）

（ ２４００ ０合 ）
（ ５０ ０合 ）（ １０００ ０合 ）

（ ４８０ ０合 ｝（ ４０５ ０合 ）

（ ９ ｉＯＯ合 ）（ ７０ ０合 ）

（ ４２０ ０合 ）（ ２ ８００合 ）

（ ３ １１０合 ）（ １５００合 ）

（ ３ ３００合 ）（ １２０ ００合 ）

（ ７ ５００合 ）（ ２ ０００合 ）

（ ２ ０００合）（ １０ ０００合 ）

（ １２ ０００合 ）（ １ １０００合）

（ ４ ８００合 ）

（ ５００ｑ）

（ ７０００ｊ
（ ２００合）（ ７００合）

（ ９５００合）（ １０００合）

（ １０００合）（ ３２００合）

（ １５００合）（ ２３００合）

（ ２００含 ）（ １００
０ ）

（ １０００合 ）（ ４００合
）

〔 ４０ ０合 ）（ ４００４ ）

（ ２０ ０合 ）（ ７００ ０合 ）

（ ７５０合 ）（ ２００ ０合 ）

（ ６ １０ ０合 ）（ １０７０ ０合 ）

（ ６５８ ０合 ）

５７３
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１ ８ ０ ３

１ ８ ０ ４
１ ８ ０ ６

１ ９ ０ １

１ ９ ０ ２

（ ２１０ ０合）
（ ４０ ０合）（ １００ ０合）

（ １２０００合）〈 ８３００合）

産 物 名 ＝ ア ンズ
暑己 　 ＝ １． ３ ３

１ ３ ０ ３

１ ６ ０ ５
１ ７ ０ ５

１ ７ ０ ６

２ １ ０ １

（ － ８ ０合 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ － ｉ（
一 ）

産 物 名 ｅ イノシシ
ヨ ｅ Ｏ ３

ｉ ｚ ｉｏ

１ ２ １ １
１ ３ １０

１ ３ １ ４
１ ３ １ ９

１ ５ ０ ７
ｉ ｉ ｉ

１ ７ １ ６
１ ７ １７

ｉ ｓ ｏ ｉ
ｉ ｓ ｏ ２

１ ８ ０ ３
ｉ ｓ ２ ２

１ ９ ２ ３
１ ９ ２ ５

ｉ ｓ ２ ｓ
１ ９ ４ ３

２ ４ ２ ７
２ ５ １２

２ ５ ２ ８

て 　 － ５定 ）（ ３疋 ）

（ １疋 ）（ ２
疋 ）

（ １疋 ）
（ １疋 ）
（ １疋 ）（ １

疋 ）
（ ５疋 ）（ １疋 ）

（ １疋 ）（ １疋 ）

（ １疋 ）（ １疋 ）

（ ３疋 ）（ １疋 ）

（ １疋 ）（ １疋 ）

（ ５疋 ）
（ ２０疋 ）

産 物 名 ｅ イモル イ

２ ２ １ ８
２ ３ ０ １

２ ３ ０ ２
２ ３ ０ ３

２ ３ ０ ４

２ ｉｏｓ
２２ ０２
２２０ ５
２２ １０
２２ １２

２ ５ ３ ０

ａ ｓ ２ ｉ
２ ７ ３ ９

３ １０ ６
３ １ １ ９

３ １ ２ ０
３ １２ １

３ １ ２ ２
３ １ ２ ３

３ １ ２ ４
３ １ ２ ５

３ １２ ６
３ １ ２ ７

３ １２ ８
３ １２ ９

３ １ ３ １
３ １ ３ ６

３ １ ３ ７
３ ２ ０ １

記 ＝ １ ８ ６ 。 ０ ４石
２ １０２
２ １０３
２１０５
２ ２０ １
２ ２０２

（１ ２ ００００合 ）（ ２ ００００合
）

（ ２ １０００合）（ ６
４００合 ）

（ ２ ００００合 ）

産 物 名 ｅ イワタケ

２ ２ ０ ４

２ ２ ０ ７
２ ２ １ ３

２ ４ ２ ９
２ ４ ３ ０

（ ６０００合 ）
（ ８００合）（ １００００合 ）

（ １０００合 ）（ ９１００合 ）

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ １ ０ ０ 合 ）（ ５ ０合 ）

（ １疋 ）（ ２
）（ １疋 ）

（ ４疋 ）
（ １疋 ）（

一）

（ ２疋 ）（ １
疋 ）（ １疋 ）

（ ２疋 ）
（ 一）（ ６疋

）（ ６疋 ）

（ ５疋 ）
（ ８疋 ｝（ ５疋 ）

（ １０疋 ）（ ４疋 ）

（ ４疋 ）

（ 一 ）（ ４
・６ ４ ０合 ）

（ ２ ５ ０ ０ ０合 ）（ １
０ ０ ０合 ）

（ ３ ０ ０ ０合 ｝

２ ６ １ ６
２ ６ １ ７

２ ６ １ ８
２ ６ １ ９

（ ２６０ ００合 ）
（ １０ ５００合 ）（ ５３ ００合 ）

（ ７２ ００合 ）

村 数 ＝ ２０

２３０ ２
２４０ ２
２４０ ５
２４０ ７
２６３ ７

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（ １ １ ０ ０合 ）

村 数 呂 ７７

３２０ ３
３２Ｑ ４
３２０ ５
３２０ ６
３２０？
３２０ ８
３２０９
３２ １０
３２ １１
３３０ １
３３０ ２
３３０ ３
３３０ ５
３３０６
３４０ １
３４０ ７
３６０ ２
３６０４
３６０ ５

（ １疋 ）（ ５疋
）

（ ２ ）（
３疋 ）

（ ２ ）（ ５ ）

（ ５疋 ）（ ３
）

（ １ ５疋 ）（ ３疋 ）

（ ３疋 ）（ ６疋 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ ３疋 ）（ １疋 ）

（ 一 ）（ ４ ）

（ 一 ）

村 数 ＝ １９

２６ １６
２７０ ４
２７０ ５
２７０６
２７０ａ

（ 一 ）（
３ ０ ０ ０合 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）

村 数 ＝ ３

３１３４
３１３５
３１３６
３１３７

３２０８
３２０９
３４０ １
３５０ １
３５０２

３６０６
３７０２
３７０３
３７０４
３８０ １
３８０２
３８０３
３８０４
３８０７
３８０８
３８１２
３８１３
３８１４
３９０３
３ ９０４
３９０７
３９０８
３９０９
３９ １０

２ ７１０
２７ １３
２７２５
２７４０

５００合）

§
４ ００合 ）
１６００合 ）

（ ２００合）

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ ３ ）

（ ２ ）（
一 ）

（ １ ）（ ２ ）

（ ２ ）（
一 ）
一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（ ２ 疋 ）

（ ３ 疋 ）（ ３ 疋 ）

（ ２ 疋 ）

（ ３ 疋 ）

（ 一 ）

（ ６ ０ ００ 合 ）（ ２ ０ ０ ０ ０合 ）

（ ３ ６ ０ ００ 合 ）

曇 ＝ ０

２ ６．１ ６ （ 一 一 ）

産 ＝ ワナ

３ ２ ０ ８ （ 一 ）

言己 　 ・＝ ７ ６ ３ ０ ， ４ １
１ ６ ０ １

１ ７ １ ６
１ ７ １ ７

１ ８ ０ ５
： ｉ ．

ｉ ｓ ｏ ｉ

１ ９ ０ ２
１ ９ ０ ３

１ ９ ０ ５
ｉ ｓ ｏ ｓ

１ ９ ０ ７
１ ９ ０ ９

１ ９ １ ０
ｉ ｓ ｉ ｉ

１ ９ １ ３
１ ９ １ ５

１ ９ ２ ０
１ ９ ２ ２
１ ９ ２ ３

．

｛
１ ０ ０尾 ）

一 ）

（ － １（
一 ）

（ 一 ）

｛ １５０ ｊ
（ ２ ５ ０ ）（ ９ ０ ）

（ ２ ０ ０ ）（ ３ ０ ０ ）

（ ６ ０ ）

§
３ ５ ０ ）
１ ５ ０ ）

１ ２ ０ ）（
２ ４ ０ ）

（ ２ ０ ０ ）

｛
５００ ）
７００ ）

産 ｅ ワナ シ
記 載 量 ＝０

１９ ２ ４

１９ ２ ５
１９ ２ ６

１９ ２ ７１９ ２ ８

ｉ ｓ ｚ ｓ

１９ ３ ０
１９ ３ ２

１９ ３ ３
１９ ３ ４

１９ ３ ５
１９ ３ ６

１ ９ ３ ８
１９ ３ ９

１ ９ ４ ０
１９ ４ ２

１ ９４ ３
２ ３ ０ １

（ ３ ０ ０ ）（ ８ ０ ０ ）

き
５ ０ ０

１ ０ ０ ）
１ ３ ０ ）

｛ ５。－１

｛ ５。一；
（ ２ ０ ）（

３ ０ ）

（ １ ０ ）（
一 ）

（ １ ０ ０ ）（
４ ５ ）

（ ３ ５ ）（
５ ０ ）

（ ２ ０ ０ ）

３ ２ ０ ９ （ 一 ）

村 薮 昌 ７３

２ ５ １２

２ ５ １４
２ ５ １８

２ ５ １９
２ ｓ ｉｓ

２ ７ １４２
７ ３ ５

３ １ １５
３ １ １９

３ １２ Ｄ
３ １ ２ ０
３ １ ２ １

３ １ ２ ２
３ １ ２ ３

３ １ ２ ４
３ １ ２ ６

３ １２ ７
３ １ ２ ８

（ ３ ００尾 ）（ ５
０尾 ）

（ ３０ ０尾 ）（ ３ ０尾 ）

（ 一 ）（ １貫 ）

｛ ，１：０ ）

１ ｝翻｛ §翻

（ １５ ００匁 ）

｛ 釜葛

｛ ３Ａ）

村 数 ； １

３１２９
３１３０
３１３ １
３１３２
３１３３
３１３４
３１３５
３１３６
３１３７
３２０ １
３２０２
３２０５
３２０７
３２０８
３２０９
３２ １１
３７０ １
３９０３

（ ２貫 ）
（ ５００匁 ）
（ ２ ５００匁 ）

１ ２Ｒ＞
（ １ ７ ０ ）（ ３貫 ）

（ １貫 ）ｃ
‐ 〉

（ 一 ）（ ２ ０ ０ ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）

５
－ ）

２ ０ ０ ）

（ ３ ０ ０尾 ）

３ １０ ？ （ 一 ）

韮 物 名 ＝ ウグ イ

１２０１
１４ ０３
１４ ０４１５０２

１５ ０３１’５０ ４

１５０５
ｉｓｏａ
１６ ０４
１６ ０５
１７０１
１７ ０４
１９３ ０
２ １０２
２ １０ ３

記 量 ＝ ６７２４８ ０尾 ，
（１０２ ０００ ）（ １１００

尾 ）（ ８ ００尾 ）

（ ３ ５００尾 ）
（ ７００尾 ）（ ２ ００

尾 ）（ １２００尾 ）

（ 一）
（ 一 ）

（ １ １ ０ ０尾 ）（
一 ）

（ 一 ）（４ ５ ０ ０ ０ ０尾
）

（ ２ ５ ０ ０尾 ）

３４ ５合 ，５ ０． ５貫
２ ４ ２ １
２ ４ ２ ５

２ ４ ２ ７
２ ４ ２ ８

２ ４ ２ ９
２ ４ ３ ０

２ ４ ３ １
２ ５ １ ２
２ ５ １４

２ ５ ２ ５
２ ５ ２ ７

２ ５ ２ ９
２ ５．３ ０

２ ５ ３ １
２ ５ ３ ２

（ 一 ）（
１ ０ ０ ）

（ ５ ０ ０ ）
（ ５ ０ ）

（ ５ ０ ）

ミ
５ ０ ）

１ ０ ０ ）

（ ２ ０ ０尾 》（ １ ０ ０尾 ）

（ － １（
一 ）

（ １ ０ ０尾 ）（ ３ ０ ０尾 ）

（ １ ０ ０尾 ）（ ２ ０ ０尾 ）

村 薮 鶉 １０５

３ １ １ １
３ １ １２

３ １ １３
３ １ １４

３ １ １６
３ １ １７

３ １ １ ８
３ ２ ０ １

３ ２ ０ ２
３ ２ ０ ３

３ ２ ０ ４
３ ２ ０ ５

３ ２ Ｑ ６
３ ２ ０ ８

３ ２ Ｑ ９

（ ３貫 ）

（ １５ ０ ０匁 ）（
１５ ０ ０匁 ）

（ ４貫 ）（ １ ５ ０
０匁 ）

（ ２貫 ）（
１貫 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）

（ １ １ ０ ０ ）（ １ ５ ０ ０ ０ ）

（ ３貫 ）ｃ ‐ 〉

（ 一 ）

３ ５ ０ ２
３ ５ ０ ３

３ ６ ０ １
３ ６ ０ ２

３ ６ ０ ３
３ ６ ０ ４

３ ６ ０ ５
３ ６ ０ ６

３ ８ ０ １
３ ８ ０ ２

３ ８ ０ ３
３ ８ ０ ４

３ ８ １ １
３ ８ １２

３ ８ １３

（ ８ ０ ０尾 ）（ ８ ０ ０尾 ）

（ ８ ５ ０ ）（ １３ ０ ０ ０ ）

（ １２ ０ ０ ０ ）（ １ ２ ０ ０ ）

（ １ １ ０ ０ ）（ ８ ５ ０ ）

（ ３ ０ ０ ０ ）（ １ ３ ０ ０ ）

（ １ ４ ０ ０ ）（ １ ０ ０ ０ ）

（ 一 ）（ 一 ）

（ 一 ）

５７４
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２ １０ ４
２ ｉｏ ｓ
２３０ １
２３０ ２
２３０ ４
２３０ ５
２４０ ４
２４０ ７
２４ １３
２４ １４
２４ １５
２４２ ０

（ ２ ０ ０ ０尾 ）（ ２ ０ ０

尾 ）（ １ ０ ０ ０ ）

（ ２ ０ ０合 ）

（ １ ４ ５ 合 〉（ ２ ０ ０ ０
）

（ １ ０ ０ ）（ ３ ０ ０
）

（ １ ０ ０ ）（ ２
０ ０ ）

（ １ ０ ０ ）（
一 ）

産 物 名 ＝ ウサ ギ
記 嵩 ２３
１９０ ３
１９ １０

（－ － ３疋 ）

（ １０疋 ）

産 物 名 ｅ ウ シ
記 載 量 嵩 １６

２６ ｉ６ （ ５珂三）
２６ １８ （ １疋 ）
２６２ ２ （ １疋 ）

産 物 名 ＝ ウ ド
記 載 量 ＝ ５０把

１３ １ ０ （ 一 ）

１３ １ ４ （ 一 ）
１５ ０ ５ （ 一 ）

産 物 名 ＝ ウナ ギ

２ ５ ３ ３

２ ５ ３ ４
２ ６ ２ ４

２ ７ １ １
２ ７ ２ ５

２ ７ ２ ６
２ ７ ３ ９

３ １ ０ １
３ １ ０ ２

３ １０ ３
３ １０ ７

１９２ ３
１９ ２５

（ ２ ０ ０尾 ｝（ ３ ０尾 ）

（ ３ ０ ０尾 ）（ ５ ０尾 ）

（ ３ 貫 ）（ １０ ０尾 ）

（ ５ ０尾 ）（ ７ ０ ０ ）

（ １０ ０ ）（ １ ２ ０ ０ ）

（ ６ ０ ０尾 ）

（ ３疋 ）
（ ３疋 ）

２６ ２５ （ ２疋 ）
２６２ ７ （ １疋 ）

１５ ０ ６ （ ５ ０多巴）

１５ ０ ７ （ 一 ）
１９ ４ ０ （ 一 ？

記 載 量 ＝ ６３． ７貫ρ ５ １尾
ｉ２０ ｉ
２３０ ２
２３０ ５
２４ １３
２４ １５

（ １ ２ ０ ０匁 ）（ １ ０貫 ）

（ ６貫 ）（ ３ 貫 ）

（ １貫 ）

産 物 名 ｅ ウマ
記 載 量ｅ ２４３疋

１２ ０ ５

１３ ０ ３
１３ １ ９

１４ ０ １
１４ ０ ２

１４ ０ ３
１４ ０ ４
１５ ０ ３

１５ ０ ５
２ ２ １ ４

２ ２ ｉ ｓ

（ ３疋 ）（ １疋 ）

（ 五疋 ）
（ ２０疋 ）
（ １０疋 ）
（ ９疋 ）
（ １０疋 ）
（ １疋 ）
（ ４疋 ）
（ ２疋 ）
（ ４疋 ）

産 物 名 ｅ ウ メ
記 識 １ ２ ． ４
ｉ２０ ｉ
ｉａｏ ａ
１３０ ７
１３ １８
１３ １９
１４０ ５
１６０ ５
１７０ ４
１７０ ５
１７０ ６
１７ １０
ｉｓａ４
１８０ ５
１９０ １
１９０ ２
１９０ ４
１９０ ５
１９０ ６
１９０ ８
１９ １４
１９ １５
１９ ２７
１ｓ ｉｓ
２１０ ４
Ｄ ｉｏ ｓ２ １Ｄ ８

２２０ ２

（ １ ５ ０合 ）

（ 一 ）（ ５ ０合

）（ ６ ０ ０合 ）

（ ４ ０ ０合 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（ ８ ０合
）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ｝（
一 ）

（ 一 〉（
一 ｝

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）

産 名 ｅ ウ リ
記 載 量ｅ Ｏ
ｉｓｏ ２
１９０ ４

（ 一 ）
（ 一 ）

産 物 名 ≡ ウルカ
雪 ：＝
のロ リ ロ リ

２ ４ １ ３ （ 一 ）

産 物 名 ｅ エ

２４３ ２
２５０ ７
２５２ ４
２５ ２８
２５ ２９

２５ １５
２６ １７
２６ １８
２６ １９
２６２ ２
２６２ ３
２６２ ４
２６２ ６
２６２ ７
２６２ ８
２６ ２９

２ ２ １ ４
２ ２ １ ５

２ ６ １ ２
２ ６ ２ ７

２ ６ ３ ０
２ ６ ３ ２

２ ６ ３ ３
２ ６ ３ ４

２ ６ ３ ６
２ ７ １ １

２ ７ １ ２
２ ７ ２ ３

２ ７ ２ ４
２ ７ ２ ６

２ ７ ４ １
３ １０ ７

３ １０ ８
３ １０ ９

３ １ １ ０
３ １ １ １

３ １ １ ２
３ １ １ ３

３ １ １ ４
３ １ １ ５

ｓ ｌ ｉ ｓ
３ １ １ ７

１９ ０ ６
１９ ０ ７

｛ ２認
（ １５貫 ）（ ２貫）

（ ２５０ ０匁）

（ １疋 ）（ ２疋 ）

（ １疋 ）（ ８疋 ）

（ ２疋 ）（ １疋 ）

（ ５疋 ）（ ｉ疋 ）

（ １疋 ）（ ４疋 ）

（ １疋 ）

（ 一 ｝（
一 ）

１０ ０合 ）

｛ 一 ｝

（ ５ ０ ０合 ）（ ２ ０ ０合 ）

（ ２ ５ ０合 ）（ ６ ９ ０ 合 ）

（ １０ ０ 合 ）（
一 ）

（ 一 ｝（ ３ ０ ０合 ）

（ ５ ０合 ）（ ５ ０ ０ 合 ）

（ ３ ０合 ）（ ２ ５ ０ ０合 ）

（ 一 ）（
一 ｝

（ 一 ）（ ２ ５ ０ ０合 ）

（ 一 ｝（
一 ｝

（ １ ２ ０ ０合 ）

（ ２ ２ ０ ０合 ｝（
一 ｝

（ 一 ｝

（ 一 ｝

（ 一 ｝

２ ５ ２ ４ （ 一 ｝

３ ２ １ １

３ ３ ０ １
３ ３ ０ ２

３ ３ ０ ３
３ ３ ０ ４

３ ３ ０ ５
３ ３ ０ ６

３ ４ ０ ５
３ ４ ０ ６

３ ４ ０ ７
３ ５ Ｑ １

（ 一）（ ５００尾 ）

（ ７０００尾 ）（ ７５００尾 ）

（ ９０００ ）（ １０００尾 ）

（ ５００尾）（ ３０００尾 ）

（ ５５００尾 ）（ ４２００尾 ）

（ １２００尾 ）

村 数＝ ６

ｉ ｓ ２ ｓ （ １疋 ）

村 数＝ ９

２ ６２８ （ ３疋）
２ ６３０ （ １疋 ）

村 数 ＝ ｉＯ

１ ９ ４ １ （ 一 ）

１ ９ ４ ２ （ 一 ）

村 数＝ １８

２ ５ ３ ３

３ ６ ０ ２
３ ６ ０ ３

３ ８ １ １

〔 ３貫 ）（ ４ ）

（ ４ ）（ １０ ）

村 数 ＝ ４４

２ ６ ３ ０

２ ７ １ ２
２ ７ １ ３

２ ７ １ ５
２ ７ ２ ２

３ １ １ ４
３ １ １ ５

３ １ １ ６
３ １ １ ７

３ １ １ ８
３ １ ２ ３

（ ６疋 ）（ ２疋 ）

（ ２疋 ）（
４疋 ）

（ １疋 ）（ ６
疋 ）

（ １０疋 ）（ ３
疋 ）

（ ５疋 ）（
１疋 ）

（ １疋 ）

村 数ｅ ｌＯ５

３ １１８
３ ２０１
３２０ ２
３２ ０３
３ ２０４
３ ２０５
３ ２０６
３２ ０７
３ ２０８
３ ２０９
３３ ０１
３３０ ２
３３ ０３
３ ３０４
３ ３０５
３ ３０６
３４ ０１
３４ ０２
３ ４０３
３ ４０４
３ ４０５
３４ ０６
３４ ０７
３ ５０１
３ ５０２
３ ５０３

｛ １
（ 一 ）（

一 ）

（ 一 ）（
一 ）

｛ １
（ 一 ）（

一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）
（ 一 ？

村 数＝ ８

ｉ ｓ ｏ ｓ
１９ １ ７

（ ）

（ 一 ）

村 数 ＝ ２

村 数ｅ ２５４

３ ８ １４

３ ８ １ ５
３ ８ １ ６

３ ９ ０ ３
３ ９ ０ ４

３ ９ ０ ５
３ ９ ０ ６

３９ ０ ７
３ ９ ０ ８

３ ９ ０ ９
３ ９ １ Ｑ

３２０ １

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（ ９ ０ ０ 尾 ）

｛ １５°ａ
（ ２０貫 ）（ ３００

尾 ）
（ ８００尾 ）（ ７００

尾 ）
（ １２００尾 ）

（ ３疋 ）

２７ １２
２ ７１４

１９ ４ ３

２ ５ ２ ８

３ ８ １ ３

３ ８ １ ４
３ ８ １ ５

３ ８ １ ６

３ １ ２ ６

３ １ ２ ８
３ １２ ９

３ １３ ４
３ １３ ５

３ １３ ６
３ １３ ７

３ ２ ０ ８
３ ２ ０ ９

３ ３ ０ １
３ ７ ０ ２

３６０ １
３６０ ２
３６０ ３
３６０ ４
３６０ ５
３６０ ６
３７０ １
３７０ ２
３７０ ３
３７０ ４
３８０ １
３８０ ２
３８０ ３
３８０ ４
３８０ ５
３８０ ８
３８ １０
３８ １１
３８ １２
３８ １３
３ ８１４３８ １５

３８ １６
３９ ０１
３９ ０５
３９ ０６

１９ １９
２ １０７

１疋 ）
１疋 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ ２ ０本 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ １０ ）

（ ８疋 ）
（ １５疋 ）（ １８疋 ）

（ ５疋 ）（ ４疋 ｝

（ ４５疋 ）（ ８疋 ）

（ １疋 ）（ ２疋 ）

（ ３疋 ）（ １疋 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）

１ ：；
（ 一 ）

１ ≡１
（ 一 ）

｛ ：１
（ 一 ）（

一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）
一 ）

（ 一 ）

ｃ ‐ 〉

（ 一 ）

（ 一 ）

！ 一 ）

５７５
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記 載 量ｅ ５４８ ７ ７石
１ １ ０ １
１ １ ０ ２

１ １ ０ ３
１ １０ ４

１ １０ ５
ｉ ｉ ｏ ｓ

１ １ ０ ７
１ １ ０ ８

１ １ １ ０
１ １ １ １
１ １ １ ２

１ １ １ ３
ｉ２ ０ ｉ

ｉ２ ０ ２
１２ ０ ３

１ ２ ０ ４
１ ２ ０ ５

１ ２ ０ ６
１ ２ ０ ７

１ ２ ０ ８
１ ２ １ ０

１ ２ １ １
１ ３ ０ １

１ ３ ０ ２
１ ３ ０ ３

１ ３ ０ ４
１ ３ ０ ５
１ ３ ０ ６

１ ３ ０ ７
１ ３ ０ ８

１ ３ ０ ９
１ ３ １ ０

１ ３ １ １
１ ３ １ ２

１ ３ １ ３
１ ３ １ ４

１ ３ １ ５
１ ３ １ ７

１ ３ １ ８
１ ３ １ ９

１ ３ ２ ０
１ ３ ２ １

１ ３ ２ ２
１ ３ ２ ３

１ ３ ２ ４
１ ３ ２ ５

１ ３ ２ ６
１ ３ ２ ７
１ ４ ０ １

１ ４ ０ ２
１ ４ ０ ３

１ ４ ０ ４
１ ４ ０ ５

１ ５ ０ １
１ ５ ０ ２

１ ５ ０ ３
１ ５ ０ ４

１ ５ ０ ５
ｉ ｓ ａ ｓ

１ ５ ０ ７
Ｔ ｓ ａ ｉ

１ ６ ０ ２
ｉ ｓ ｏ ｓ

１ ５ ０ ４

（ ｌｌＯＯ合 ）
（ ３２ ００合 ）（ ２ ００合

）
（ ７ ００合 ）（ ４００合 ）

（ ２００合 ）（ １０００合 ）

（ ９００合 ）（ ３ ０００合 ）

（ ６００合 ）
（ ２ ０００合 ）（
２ ０００合 ）

（ ４ ２００合）（
１３００合 ）

（ ｌｌＯＯ合 ）（
２００合 ）

〔 １２・００合 ）
（ ４００合 ）
（ ９００合 ）
（ １６００合 ）
（ ３ ２００合 ）（

８００合 ）
（ ６２０合 ）（
１７４０合）

（ ２０００合 ）（ １５００合 ）

（ ２ １００合 ）（ ９６００合 ）

（ ２０００合 ）（ １０００合 ）

（ １０００合 ）（ ４４ ５００合 ）

（ １０００合 ）（ ８０００合）

（ １３００合）（ ５００合 ）

（ ５００合 ）
（ ３５００合 ）（ ７０００合

）
（ ２０００合）（ １０００合 ）

（ ２００合 ）（ １０００合 ）

（ ２８８０合）（ ８０ ０合 ）

（ １０００合）
（ １３６０合）
（ ９００合 ）
（ ６５００合 ）（

４０ ０合）
（ １６０ ０合）（
１１０ ０合）

（ ４１００合 ）（
３００合）

（ ４００合）（
１５ ０合）

（ １８ ０合）（ ８０ ０合）

（ １０ ０合 ）（ ５００合）

（ １０ ０合）（ ２０ ０合）

（ ２０ ０合）
（ １００ ０合）

産 ｅ エ ン ドウ
記 載 量＝ ０

１９３０ （ 一 ）

産 物 名 ｅ オ オアザ ミ
記 載 量＝ ０

ｉ ｓ ｓ ｓ （ 一 ）

産 物 名 ｅ オオムギ

１ ７ ０ １
１ ７ ０ ２
１ ７ ０ ３

１ ７ ０ ４

１ ７ ０ ５
１ ７ ０ ６
１ ７ ０ ８

１ ７ １０
１ ７ １ １

１ ７ １２
１ ７ １３

１ ７ １４
ｉ ｒ ｉｓ

１ ７ １７
ｉ ａ ｏ ｉ

ｉ ａ ｏ ａ
１ ８ ０ ３

１ ８ ０ ４
１ ８ ０ ５
： ｉ ．

ｉ ｓ ｏ ｉ

１ ９ ０ ２
１ ９ ０ ３

１ ９ ０ ４
１ ９ ０ ５

１ ９ ０ ６
ｉ ｓ ｏ ７
１ ９ ０ ８

ｉ ｓ ｏ ｓ
１ ９ １０

１ ９ １ １
１ ９ １２

１ ９ １３
１ ９ １ ５

１ ｓ ｉｓ
２ １０ １

２ １０ ２
２ １０ ３

２ １０ ４
２ １０ ５

２ １０ ６
ａ ｉｏ ｓ

２ ２ ０ １
２ ２ ０ ２

２ ２ ０ ３
２ ２ ０ ４
２ ２ ０ ５

２ ２ ０ ６
２ ２ ０ ７

２ ２ ０ ｓ
ｓ ２ ｉ ｏ

２ ２ １ ３
２ ２ １４

２ ２ １ ５
２ ｚ ｉｓ

２ ２ １ ７
２ ２ １ ８

２ ３ ０ １
２ ３ ０ ２

２ ３ ０ ３
２ ３ ０ ４

２ ３ ０ ５２ ３ ０
７

２ ３ ０ ８

１９ ３ ２

１ ９ ３ ０

記 載 量＝ １１０８６．５７石
１ １ ０ １

１ １ ０ ２
１ １ ０ ３

１ １ ０ ４
ｉ ｉ ａ ５

ｉ ｉ ａ ｓ
１ １ ０ ７

ｉ ｉｏ ｓ
ｉ ｉ ｏ ｓ

１ １ １０
ｉ ｉ ｉ ｉ

１ １ １２
１ １ １３

ｉ ２ ０ ｉ
１ ２ ０ ２

１ ２ ０ ３

（ ２９８０ ０合）（ ６０３０ ０合）

（ ２ １９０ ０合）（ ８０００ ０合）

（ ４０００ ０合）（ ２０００ ０合）

（ ５００ ０合）（ ３ １００ ０合）

（ ８６００ ０合）（ ２５００ ０合）

（ ２６００ ０合）（ ４８００ ０合）

（ ４０００ ０合）
（１８０００ ０合）
（ ３４７０ ０合）
（ ３０００ ０合）

１９ １ ５

１ｓ ｉ ｓ
１ ９ １ ７

１ ｓ ｉ ｓ
ｉ ｓ ｚ ｏ
１９ ２ １

１９ ２ ２
１ ９ ２ ３

１ ９ ２ ４
１ ９ ？ ５

ｉ ｓ ａ ｓ

１ ９ ２ ７１９ ２ ８

ｉ ｓ ａ ｓ

１ ９ ３ ０
１ ９ ３ ２

（ ３５０ ０合 ）
（ ８５ ０合 ）（ ８０ ０

０）
（ ８０ ０合）
（ ４０ ００ ）
（ １０ ０合 ）（ １００ ０合 ）

（ ８０ ０合）（ ８０ ０合）

（ ２５ ０合）（ １５０ ０合）

（ ５０ ０合 ）（ ２４０ ０合 ）

（ 一 ）（ ２００ ０合 ）

（ ２５０ ０合 ）
（ １００ ０合 ）
（ １７５ ０合 ）
（ １００ ０合 ）
（ １３０ ０合 〉
（ １４３０ ０合）
（ １０６０ ０合 ）
（ ３６００ ０合 ）
（ １４００ ０合 ）
（ １３５０ ０合 ）（ ２６８０ ０合 ）

（ ８０ ０創（ ２４０ ０合 ）

（ ６５ ０合 ）（ ５３０ ０合 ）

（ ３０ ０合 ）（ ２８ ０合 ）

（ ６０ ０合 ）（ ２６０ ０合）

（ １５０ ０合 ）（ 一 ）

（ ２８０ ０合 ）（ １００ ０合 ）

（ １０ ００合 ）
（ １２ ００合 ）（ １５０ ０合 ）

（ １００ ０合 ）（ １９ ０合 ）

（ ６０ ０合 ）（ ４ ００合 ）

（ ４ ５０合 ）
（ １０ａ Ｏ合 ）
（ ３０ ０合 ）（ ｉ５０ ０合 ）

（ ６００合 ）（ ３００合 ）

（ ７００合 ）（ １０ ００合 ）

（ ８０ ０合 ）
（ ８１０ ０合 ）
（ １１００合 ）（ １０ ０００合 ）

（ ３００合 ）
（ ５００合 ）（

一 ）

（ ８８０合 ）（ ３８００合 ）

（ ３００合 ）（ ５００合 ）

（ 一 ）

ｔ － ）

（ １００００合 ）（ １０００合 ）

（ ３４００合 ）（ ３５００合 ）

（ １１２０合 ）（ ２００合 ）

（ １２００合 ）
（ ４５００合）
（ １５００合 ）
（ ２３００合 ）（ ２２００合 ）

（ ４００合 ）
（ ４００合 ）
（ ４０００合）（ １００００合

）
（ ２２００合 ）

２ ４ ０ １
２ ４ ０ ２
２ ４ ０ ３

２ ４ ０ ５
２ ４ ０ ７

２ ４ １ １
２ ４ １２

２ ４ １３
２ ４ １４

２ ４ １５
２ ４ １６

２ ４ １７
２ ４ １８

２ ４ １９
２ ４ ２ ０

２ ４ ２ １
２ ４ ２ ２

２ ４ ２ ３
２ ４ ２ ４

２ ４ ２ ５
２ ４ ２ ６

２ ４ ２ ７
２ ４ ２ ８

２ ４ ２ ９
２ ４ ３ ０

２ ４ ３ ２
２ ５ ０ １
２ ５ ０ ２

２ ５ ０ ３
２ ５ ０ ４

２ ５ ０ ６
２ ５ ０ ７

２ ５ ０ ８
２ ５ ９

２ ５ １０
２ ５ １ １

２ ５ １２
２ ５ １３

２ ５ １４
２ ５ １ ８

２ ５ １ ９
２ ５ ２ ２

２ ５ ２ ３
２ ５ ２ ４

２ ５ ２ ５
２ ５ ２ ６

２ ５ ２ ７
２ ５ ２ ８
２ ５ ２ ９

２ ５ ３ ０
２ ５ ３ １

２ ５ ３ ２
２ ５ ３ ４

２ ６ ０ ２
２ ６ ０ ３

２ ６ ０ ４
２ ６ ０ ５

２ ６ ０ ６
２ ６ ０ ７

２ ６ ０ ８
２ ６ ０ ９

ｚ ｓ ｉ ｉ
２ ６ １ ２

（ ３０ ０合）
（ ３０ ０合）
（ ４０ ０合）
（ ８００合）
（ １ＧＯＯ合）
（ ５ ０合 ）
（ ４ １０ ０合）（ ７５０ ０合

）
（ ６３０ ０合）
（ ６４０ ０合）
（ １ １０ ０合）（ ８０ ０合 ）

（ １５０ ０合 ）（ １００ ０合）

（ ３００ ０合）（ ４００ ０合）

（ １０００ ０合 ）（ １３５０ ０合 〉

（ ５０ ０合 ）（ １３０ ０合 ）

（ １５０ ０合）（ １５０ ０合 ）

（ ２００ ０合 ）（ ５０ ０合 ）

（ ５０ ０合 ）（ ７ ０合 ）

（ ３０ ０創（ ６０ ０合 ）

（ １０ ０合 ）（ ２０ ０合 ）

（ ２０ ０合 ）
（ ７０ ０合 ）
（ ５２０ ０合 ）（ ｌｉＯ Ｏ合 ）

（ ９０ ０合 ）
（ １３０ ０合 ）（ ２００ ０合 ）

（ ７０ ０合 ）（ ２００ ０合 ）

（ １５０ ０合 ）（ １４０ ０合 ）

（ ２４０ ０合 ）（ ３５０ ０合 ）

（ ２５００ ０合 ）（ １２０ ０合 ）

（ １００ ０合 ）（ ４５０ ０合 ）

（ １０００ ０合 ）
（ ７５０ ０合 ）
（ ７５ ００合 ）（ ２ １０ ０合 ）

（ ４００ ０合 ）
（ ７０ ０合 ）
（ ４８ ０合 ）（ １２０ ０合 ）

（ ５０合 ）
（ １００合 ）（ ４ ００合 ）

（ ４０ ０合 ）（ ５０ ０合 ）

（ １５０合 ）（ ２ ００合 ）

（ ２ ００合 ）

村 数 ＝ ４

１９ ３ ４ （ 一 ）

村 数 ＝ ４

１９ ３ ２ （ 一 ）

村 数ｅ ３７２

２ ５ ０ ７

２ ５ ０ ８
２ ５ ０ ９

２ ５ １ ０
２ ５ １ ２
２ ５ １ ３

２ ５ １ ４
２ ５ １ ５

２ ５ １ ６

２ ５ １ ７
２ ５ １ ８

２ ５ １ ９
２ ５ ２ ０

２ ５ ２ １
２ ５ ２ ２

２ ５ ２ ４

（ ２００ ００合 ）
（ ２ １０ ００合 ）
（ ３ ７００合 ）（ ３ ０００合 ）

（ ７０ ０００合 〉（ １０４ ００合 ）

（ ３０ ００合 ）（ １７ ０００合 ）

（ ７ ３００合 ）（ ３ ０００合 ）

（ ６７ ００合 ）（ ６６ ００合 ）

（ ４８ ００合 ）（ ４ ６００合 ）

（ １４ ７００合 ）（ ７９ １００合 ）

２ ６ １ ３
２ ６ １ ４
２ ６ １ ５

２ Ｅ １ ６
２ ６ １ ７

２ ６ １ ８
２ ６ １ ９

２ ６ ２ １
ａ ｓ ｚ ２

２ ６ ２ ，３
２ ＆ ２ ４

２ ６ ２ ５
２ ６ ２ ６

２ ６ ２ ７
２ ６ ２ ８

２ ６ ２ ９
２ ６ ３ ０

２ ６ ３ １
２ ６ ３ ２

２ ６ ３ ３
２ ６ ３ ４

２６ ３ ６
２６ ３ ７

２７ ０ １
２ ７ ０ ２

２ ７ ０ ３
２ ７ Ｑ ４
２７ ０ ５

２７ ０ ６
２７ ０ ７

２７ ０ ８
２ ７ ０ ９

２ ７ １ ０
２７ １ １

２７ １ ２
２７ １ ３

２７ １ ４
２７ １ ５

２７ １ ６
２７ １ ７

２７ １ ９
２７ ２ ０

２７ ２ １２７ ２ ２

２７ ２ ３２７ ２ ５

２７ ２ ６

２７ ２ ８
２７ ３ １

２７ ３ ３
２７ ３ ４

２７ ３ ６
２７ ３ ８

２７ ３ ９
２７ ４ ０

２ ７ ４ １
３ １ ２ ６

３ １ ２ ７
３ １ ２ ８

３ １ ３ １
３ １ ３ ２

３ １ ３ ３
３ １ ３ ５

１ ９ ３ ５

１ ９ ３ ４

３ １ ０ １

３ １ ０ ２
３ １ ０ ３

３ １ ０ ４
３ １ ０ ５

３ １ ０ ６
３ １ ０ ７

３ １ ０ ８
ｓ ｅ ａ ｓ

３ １ １０
３ １ １ １

３ １ １２
３ １ １３

３ １ １５
３ １ １６

３ １ １７

（ ５００合 ）
（ １２００合 ）（ ４ ００合 ）

（ １０ ００合 ）（ ２ ００合 ）

（ ４００合 ）（ １５００合 ）

１ ２ ５００合 ）
（ ３５０合 ）
，（ ４００合 ）

（ ５ＤＤ合 ）（ ２０００合 ）

（ ８００合 ）（ ２ ５００合 ）

（ ２ ０００合 ）（ ５００合 ）

（ ２０００合 ）（ ６０合 ）

（ １００合 ）（ ８３０合 ）

（ ２７００合 ）（ ３１０合 ）

（ ８６０合 ）（ ２００合 ）

（ １００合 ）（ ２００合 ）

（ ４００合 ）（ ３００合 ）

（ １０００合 ）
（ ８００合 》
（ ２４０合 ）
（ ３００合 ）
（ ２００合 ）
（ ３０００合 ｝（ ３３００合 ）

（ ５０００合 ）（ １２００合 ）

（ ３００合 ）（ ３０合 ）

（ ３００合 ）（ １００合 ）

（ ３０合）（ １００合 ）

（ １６００°｝
（ ３ ０ ０合 ）

（ ５ ０ ０ 合 ）（ ４ ０ 合 ）

（ ２ ０ ０合 ）（ ２ ２ ０ 合 ）

（ １０ ０ 合 ｝（ １ １０ ０ 合 ）

（ ２ ０ ０ 合 ）（ １ ４ ０ 合 ）

（ ５ ０ 合 ）
（ １８ ０合 ）

（ 一 ）（
一 ？

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ｝（
一 ）

（ ２ ０ ０合 ）

（ 一 ）

（ 一 ）

（ １０ ０合 ）
（ １４６００合 ）（ １１７ ００合 ）

（ ２ １０ ０合 ）
（ ８０ ０合 ）（ ２００ ０合 ｝

（ １０００ ０合 ）（
１２８ ００合 ）

（ ２００ ００合 ）
（ ５９ ００合 ）
（ ４４０ ０合 ）
（ ２２０ ０合 ）
（ ３２０ ０合 ）
（ ７９ ００合 ）
（ １６ °°ｑ ）
（ ２８ ０００ ）

５７６
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１ ２ ０ ４
１ ２ ０ ５

ｉ ｚ ａ ｓ
１ ２ ０ ７

ｉ ２ ０ ｓ
ｉ ２ ０ ｓ

ｉ ２ ｉ ｏ
１ ２ １ １

１ ３ ０ １
１ ３ ０ ２

１ ３ ０ ３
１ ３ ０ ４

１ ３ ０ ５
１ ３ ０ ６

１ ３ ０ ７
１ ３ ０ ８

１ ３ ０ ９
１ ３ １ ０

１ ３ １ １
１ ３ １ ２

１ ３ １ ３
１ ３ １ ４

１ ３ １５
１ ３ １６

１ ３ １７
１ ３ １ ８

１ ３ １ ９
１ ３ ２ ０

１ ３ ２ １
１ ３ ２ ２

１ ３ ２ ３
１ ３ ２ ４

１ ３ ２ ５
１ ３ ２ ６

１ ３ ２ ７
１ ４ ０ １

ｉ ４ ０ ２
１ ４ ０ ３

１ ４ ０ ４
１ ４ ０ ５

１ ５ ０ １
１ ５ ０ ２

１ ５ ０ ３
１ ５ ０ ４

１ ５ ０ ５
１ ５ ０ ７

Ｔ ｓ ａ ｉ
ｉ ｓ ｏ ２

１ ６ ０ ３
１ ６ ０ ４
１ ６ ０ ５

１ ７ ０ １
１ ７ ０ ２

１ ７ ０ ３
１ ７ ０ ４

１ ７ ０ ５
１ ７ ０ ６

１ ７ ０ ８
１ ７ １ ０

１ ７ １ １
１７ １ ２

１ ７ １ ３
１７ １ ４

１７ １５
１７ １ ６

１ ７ １７
１ ８ ０ ４

１８ ０ ５
１８ ０ ６

ｉｓ ｏ ２
１９ ０ ３

１ ９ ０ ４
１９ ０ ５

１ ９ ０ ６
， ｉ ．

１９ ０ ９
ｉｓ ｉ ｏ

（ ３２ ００合 ）（ ２４０ ００合 ）

（ ５００ ０合 ）（ ２３０ ００合 ）

（ ４００ ００合 ）（ １２ ００合 ）

（ ６０ ００合 ）
（ ８０ ００台 ）
（ ６８０ ０合 ）（ ３２０ ００合 ）

（ １６２ ００合 ）
（ ３３ ００合 ）
（ ６４ ００合 ）
（ ２８０ ００合 ）
（ ８０ ０Ｄ合 ）
（ ６０ ００合 ）
（ ３５ ００台 ）
（ ３２０ ００合 ）
（ １２０ ００合 ）
（ ２６０ ００台 ）（ ３６

００合 ）
（ ８２ ００含 ）
（ ４０ ００台 ）（ ８ ００台 ）

（ ８ ００合 》（ １００ ００含 ）

（ ４５０ ００含 ）（ ８ １ＧＯ台 ）

（ ４８ ００台 ）（ ４７ ００ｘ ）

（ ４２ ００ｘ ）（ ２０ ００含 ）

（ ８０ ００含 ）（ ３ １８ ００合 ）

（ ２４０ ００合 ）（ ３４０ ００含 ）

（ ６０ ００合 ）（ ３９０ ００合 ）

（ ６５０ ００合 ）（２２４０ ００合 ）

（ ７０ ００合 ）（ ８０ ００合 ）

（ ３８ ００合 ）
（ ３８ ００台 ）（ １２０ ００合 ）

（ ４０ ００合 ）（ ６０ ００合 ）

（ １００ ００合 ）（ １６０ ００合 ）

（ ３６０ ００合 ）（ ６００ ００合 ）

（ ６８４ ００合 ）（ ３ １２ ００合 ）

（ ４００ ００合 ）く ７ ６８００合 ）

（ ３６４ ００合 ）（ １８０００合 ）

（ ６０ ００合 ）（ ８５ ００合 ）

（ ４ ００合 ）（ １００合 》

（ ３ ０００合 ；（ ３００合 ）

（ ２ ００合 ）（ ３６ ００合 ）

（ 一）（ ６４ ００合 ）

（ ２０００合 ）（ ２５００合 ）

（ １２００ｄ ）（ ５０
０合 ）

（ １２ ００合 ）（ ７５
０ｅ ）

（ １５００合 ）（ ８００含 ）

（ ３２００合 ）（ ４ ００合 ）

１ ９ ３ ４

１ ９ ３ ５
１ ９ ３ ６

１ ９ ３ ８１
９ ３ ９

１ ９ ４ ０
１ ９ ４ １

１ ９ ４ ２
１ ９ ４ ３

ａ ｉ ｏ ｉ
２ １ ０ ２
２ １ ０ ３

２ １ ０ ４
２ １ ０ ５

２ １ ０ ６
２ １ ０ ？

２ １０ ８
ａ ２ ０ ｉ

２ ２ ０ ２
２ ２ ０ ３

２ ２ ０ ４
２ ２ ０ ５

２ ２ ０ ６
２ ２ ０ ７

２ ２ ０ ９

２ ２ １０
２ ２ １ １

２ ２ １２
２ ２ １３
２ ２ １４

２ ２ １５
２ ２ １６

２ ２ １７
２ ａ ｉｓ

２ ３ ０ １
２ ３ ０ ２

２ ３ ０ ３
２ ３ ０ ４

２ ３ ０ ５
２ ３ ０ ６

２ ３ ０ ７
２ ３ ０ ８

２ ４ ０ １
２ ４ ０ ２

２ ４ ０ ３
２ ４ ０ ４

２ ４ ０ ５
２ ９ ０ ６

２ ４ ０ ７
２ ４ ０ ８

２ ４ １０
２ ４ １ １

２ ４ １２
２ ４ １３

２ ４ １４
２ ４ １５

２ ４ １６
２ ４ １７

２ ４ １８
２ ４ １９

２ ４ ２ ０
２ ４ ２ １

２ ４ ２ ２
２ ４ ２ ３

２ ４ ２ ４
２ ４ ２ ５

２ ４ ２ ７
２ ４ ２ ８

２ ４ ２ ９
２ ４ ３ ０
２ ４ ３ １

２ ４ ３ ２
２ ５ ０ １

２ ５ ０ ２
２ ５ ０ ３

２ ５ ０ ５

２ ５ ０ ６

産 ｅ ニ ンジ ン
壷 一’ ｅ １
ロロ リ ロ コ の ド　

３８０ ８ （ １ １斤 ）

産 ｅ ブ ラ

１３ ０ １

１３ ０ ２
１３ ０ ４

１３ ０ ６
１３ ４ ７

１３ ０ ８
１３ １ ４

１３ １ ６

（ ７５ ００合）（ １０８ ００合 ）

（ ３ ００合）（ ８００合 ）

（ ７００合 ）（ ７ ２００合 ）

（ ４ ５００合 ）
（ ７０ ８０合 〉
（ ８０ ００合 ）
（ ２２Ｄ ＯＯ合 ）
（ ４９０ ００合 ）
（１０８ ６００合 ）
（ １２ ０００合 ）
（ １９０ ００合）
（ ２８０ ００合）
（ １６５ ００合 ）
（ ２０ ０００合 ）
（ １０ ７００合 ）
（ ２０ ０００合 ）
（ １５２ ００合 ）（ ４

６００合 ）
（ ２８０ ００合 ）
（ １０ ０００合 ）
（ ５６４ ００合 ）（
１０ ０００合 ）

（ ８０ ００合 ）（
８０ ５０合 ）

（ １００ ００合 ）（ ２
５６ ００合 ）

（ ４０ ００合 ）（
３ ５００合 ）

（ １６４ ００合 ）
（ ３６ ００合 ）
（ ８ ０ＤＯ合 ）
（ ７６０ ００合 ）
（ ５ ０００合 ）
（ ４ ０００合 ）
（ １５ ０００合 ）（ ４
２５ ００合 ）

（ １５ ０００合 ）（ １
５０ ００合 ）

（ １５ ０００合 ）（ １６００合
｝

（ ６ ０００合 ）（ １６ ００合 ｝

（１０００ ００合 ）（ ３００ ００合 ）

（ ６００ ００合 ｝（ ｉＯ ＯＯＯ合
）

（ １９ ２００合 ）（ ６０ ００合 ）

（ １００ ００合 ）（ ４ ２００合
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１ ３ ０ ４
１ ３ ０ ６
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２ ４ ０ ５
２ ４ １３

２ ４ １５
２ ｓ ｏ ｓ
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２ ６ ３ ２
２ ７ １ １

２ ７ １ ３
２ ７ ３ ０

２ ７ ３ ２
２ ７ ３ ９

２ ７ ４ ０

１ ９ ３ ２
１ ９ ３ ３

１９ ３ ４
１ ９ ３ ５

（ ２００合 ）（ ２０ ０合 ）

（ ６０ ０合 ）（ １２０ ０合 ）

（ ４ ０００合 ）（ ３ ０００合 ）

（ １３００合 ）（ ２ ００合 ）

｛ ７００合 ）（ ２００ ０合 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

記 載 鼠 ＝ １ ２５石
２ ３０５ （ １ ２ ５ ０合 ）

産 物 名 ＝ クキタチナ

３ ４ ０ ５ （ 一 ）

村 数 ＝ １
記 載 最 ＝ ０

１ ２ ０ １ （ 一 ）

産 物 窮 ＝ クサ エビ
記 載 量 ＝ １０貫

２ ３０３ （ １０貫 ）

産 物 名 ｅ クシガキ

村 数ｅ １

村 薮 ＝ ５９
紀 載 量ｅ ｌ６４． ５束 ，７４ ７９連 ， ｉ２０把

１４０５
１９３０
２４ １７
２ ４１８
２４ １９
２ ４２０
２ ４２ １
２ ４２２
２ ４２５
２ ４２８
２ ４２９
２ ４３２
２ ５２７
２ ６１７
２ ６２ １

（ 一〉
（ ６０束 ）（ １５把 ）

（ ３５把 ）（ １０把 ）

（ １０把 ）

｛ 毒８羅１
（ ３０束 ）（ ５連 ）

（ １５束 ）（ ５連 ）

（ ２０束）（ ３０連 ）

（ １０連 ）

産 ＝ クズ

２ ６ ２ ５

２ ７ １ １
２ ７ １３

２ ７ ２ ７
２ ７ ３ １

２ ７ ４ １
３ ２ ０ ５

３ ２ ０ ８
３ ２ ０ ９

３ ２ １ ０
３ ３ ０ ２
３ ３ ０ ３

３ ３ ０ ４
３ ３ ０ ５

３ ３ ０ ６

（ ２０束 ）
（ ２００連 ）（ ８０連 ）

（ ４０連 ）（ １００連 ）

（ 一）（ ６連 ）

（ ５東 ）

（ ２ ｊ
（ ２ ６ ８連 ）（ ４ ８ ０連 ）

（ ３ ３ ５連 ）（ １ ５ ０連 ）

（ ７ ， ５束 ）

記 載 量ｅ ４ １．－５５石 ， １５６貫
１ ９ ２ ４

１ ９ ２ ５
１ ９ ２ ７
１ ９ ２ ９

１ ９ ３ ０
１ ９ ３ ２

（ ８００合）（ ５５００合 ）

（ １５００合 ｝（ １３００合）

（ １００００合 ）（ １５００合 ）

産 勅 窮 ｅ クダモ ノ

１９ ３ ４
１ ９ ３ ５

１ ９ ３ ６
１ ９ ３ ７

１ ９ ３ ８

（ ５ ０００合 ）（ ３ ０００合 ）

（ ５００合 ）（ １９００合 ）

（ ２ ０００合 ）

３ ４ ０ ６

３ ５ ０ ３
３ ６ ０ ４

３ ６ ０ ５
３ ６ ０ ６

３ ７ ０ ４
ｓ ａ ａ ｉ

ｓ ｓ ａ ２
３ ８ ０ ３

３ ８ ０ ４
３ ８ ０ ５

３ ８ Ｑ ６
３ ８ ０ ７
： ｉ ：

３ ８ ０ ９

（ ３０連）
（ ８ ０連 ）（ ２０ ０連 ）

（ ３０連 ）（ ８連 ）

（ １００ ｊ
（ ６ ３連 ）

（ ｌｌＯＯ；ｊ
（ ８ ０ ０連 ）（ １７ ０連 ）

（ ５ ０ ０連 ）（ １ ５０ ０ｉ
ｌ藝）

（ ３ ５ ０連 ）

村 数ｅ ２ １

１ ９ ４ ０

１ ９ ４ １
１ ９ ４ ２
１ ９ ４ ３

２ ５ １３

（ ３ ０ ０ ０合 ）（ １ ５ ０ ０合 ）

（ １ ５ ０ ０合 ）（ ２ ５ ０ ０合 ）

（ 一 ）

＊ｔ 獅 ＝ １

３ ８ １ ０

３ ８ １ １
３ ８ １ ２

３ ８ １ ３
３ ８ １ ４

３ ８ １ ５
３ ８ １ ６

３ ９０ １
３ ９ ０ ２

３ ９ ０ ３
３ ９ ０ ５
・ ｔ

３ ９ ０ ９

３ ９ １ ０

２ ５ １ ５

２ ５ １ ８
２ ６ ０ ９
２ ６ １ ０

２ ６ １ ２

（ ２ ５ ０連 ）

（ １ ０ ０連 ）（ ｉ Ｏ Ｏ連 ）

（ ５ ０連 ）（ ８ ０連 ）

（ ５ ０連 ）（ 一 ）

（ １０連 ）

（ ３０ｉ）
（ ２０連 ）（ ２５連 ）

（ ２５連）（ １４連）

（ 一 ）（
一 ）

｛ Ａ１５００
（ ６貫）

’ 詑 裁 量
＝ ０

ｉ ｉ ｉ ｏ （ 一 ）

産 ＝ クマ

１９冨 ３
１９２５

ｅ 載 量 ＝８疋

（ １疋 ）（ ２疋 ）

産 ＝ ミ
詑 哉 量 ＝お４０合

ｉ ２ ０ ｉ
１ ２ ０ ４

１ ２ ０ ５

（ ４ ５ ０合 ）

（ ３ ０合 ）（
一 ）

産 ＝ 馳

１９ ２ ６

１ ３０ ７

２ ７ ０ ４
２ ７ ３ ９

甜 裁 量ｅ ３ら２．２８石
１ ２ ０ １
１ ２ ０ ３

１ ２ ０ ５
１ ２ ０ ６

１ ２ ０ ７
ｉ ２ ０ ｓ

１ ３ ０ ４
１ ３ ０ ７

１ ３ ０ ９
１ ３ １ ８

１ ３ １ ９
１ ３ ２ ０

（ ８ ０合 ）

（ ２ ０ ０合 ）（ 一 ）

（ １０ ０ ０合 ）（ 一 ）

（ 一 ）

（ ３ ０ ０合 ）
（ １０ ０ 合 ）

（ ２ ０ 合 ）
（ ２ ４ ０ ０ 合 ）

（ ５ ０ ０ 合 ｝（ １０ ０ ０合 ）

Ｉ ｓ ｉ ｓ

１ ９ ２ ０
ｉｓ ２ ｉ

１９ ２ ２
１９ ２ ３

１ ９ ２ ４
１ ９ ２ ５
ｉｓ ２ ｓ

ｌ９ ２ ７
１９ ２ ８

１ ９ ２ ９
１ ９ ３ ０

（ １疋 ）

（ １ ５ ０ 合 ）

（ 一 ）（ １０ 合 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）ｔ
－ 〉

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

村 数 ＝ ５

３ １３６ （ ２疋 〉

村 数 二 １１

３ １ ０ ３
３ １０ ５
３ １０ ６

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

村 数 ＝ ２２５

２ ５ ０ １

２ ５ ０ ２
２ ５ ０ ３

２ ５ ０ ４
２ ５ ０ ５

２ ５ ０ ７
２ ６ ０ ５

２ ６ ０ ６
２ ６ ０ ８

２ ６ ０ ９
２ ６ １０

２ ６ １ １

（ 一 ）

（ 一 ）（
－ １

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（ ８ ０ ０合 ）

（ ３ ２０ ０合 ）（ ５ ００ ０合 ）

（ １３ ０合 ）（ ６ ００ ０合 ）

（ ２ ０ ０ ０合 ）

３２０９

３ １ ０ ７

３ １ １０

２ ７ ４ １

３ １ ０ ７
３ １ ０ ８

３ １ １ １
３ １ １ ２

３ １ １３
３ １ １４

３ １ １ ５
３ １ １ ６

３ １ １７
３ ２ ０ １

３ ２ ０ ２

（ ２疋 ）

（ 一 ）

（ 一 ）

（ ２ ０ ０合 ）
（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）
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１ ３ ２ ５

１ ３ ２ ７
ｉ ４ ０ ｉ

１ ４ ０ ２
１ ４ ０ ３

１ ４ ０ ４
１４ ０ ５

１５ ０ １
１ ５ ０ ２

１ ５ ０ ３
１５ ０ ４

１５ ０ ５
１５ ０ ６

１ ５ ｆｌ７
１６ ０ ５

１７ ０ ２
１７ ０ ４

１７ ０ ５
１７ ０ ６

１７ １ ０
１７ １ ７

１８ ０ １
１８ ０ ２

１８ ０ ３
１８ ０ ４

１８ ０ ５
１８ ０ ６

ｉｓ ｏ ｉ
１９ ０ ２

１９ ０ ３
１９ ０ ４

１９ ０ ５
１ ９ ０ ６

ｉｓ ｏ ７
１９ ０ ８

１９ ０ ９
１ ９ １ ０

１９ １ １
１９ １ ２

１ ９ １ ３
１ ９ １ ４

１ ９ １ ５
１ ９ １ ６

１ ９ １ ７
１ ９ １ ８

（ ９ ０ ０合 ）

（ １２ ０ ０合 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）
一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）（ １０ ０ ０合 ）

（ 一 〉

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
ｉ － ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ ５ ２ ０ ０ 合 ）

（ 一 ）

（ 一 ）（ 一 ）

（ 一 ）（ 一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）

産 物 名 ｅ クル ミ
紀 ｅ ２９０ム

ｉ ａ ｏ ｉ

１ ３ １ ０
１ ３ １ ４

（－ － １ ２ ０合 ）（
一 ）

（ 一 ）

酵 ｅ コ ノコ
紀 一 ＝ １ ０ ０

３ ７ ０ ３ （ － １ ０ ０ ）

産 ｅ コ ウタケ
記 ＝ ３ ７ ． ５

１ ４ ０ ２
ｉ ｓ ａ ２

１ ９ ２ ５
１９ ２ ６

２ ４ ２ ４
２ ４ ２ ６

（ 一 ）

（ ３貫 ）
（ １ ５ ０ ０匁 ）

（ ３ 貫 ）
（ 一 ）

（ 一 ）

産 ｅ コウポチ ャ

ｌｌて「ポ
ｉ２０ ｉ
１２０ ３

１ ９ ３ ２

１ ９ ３ ４
１ ９ ３ ５

１ ９ ３ ７
１ ９ ３ ８

１ ９ ４ ０
１ ９ ４ １

１ ９ ４ ２
１ ９ ４ ３

２ １０ １
ａ ｉｏ ２

２ １０ ４
２ １０ ５

２ ｉｏ ｓ
２ １０ ７

２ １０ ８
２ ２ ０ ２

２ ２ ０ ３
２ ２ ０ ４

２ ２ ０ ６
２ ２ １ ３

２ ２ １ ４
２ ２ １ ５

２ ２ １ ８
２ ４ ０ ５

２ ４ ０ ７
２ ４ １ ０

２ ４ １ １
２ ４ １ ２

２ ４ １ ３
２ ４ １ ５

２ ４ １ ６
２ ４ １ ７

２ ４ １ ８
２ ４ １ ９

２ ４ ２ ０
２ ４ ２ １

２ ４ ２ ２
２ ４ ２ ３

２ ４ ２ ７
２ ４ ２ ８

２ ４ ２ ９
２ ４ ３ ０

２ ４ ３ １

１ ４ ０ ５
１ ７ １０

２ ７ ０ ４

２ ４ ２ ７
３ １０ ３

３ ２ ０ １
３ ２ ０ ４

３ ２ ０ ５

垂『 量ｅ ｉ ７ ０ 貫 ， ４ ． ６石

（ ４０貫 ）（ ４ ５貫 ）

（ １貫 ）

産 物 名 ｅ コウマ
Ｐ己 載 量ｅ ３７疋

３ １ ０ １ （ ２疋 ）

３ １０ ２ （ ３疋 ）
３ １０ ３ （ ３疋 ）

産 名 ｅ コウメ

２ ６ ３匿６ 一

９ 量ｅ ２０ ０合

（ ２０ ０合 ）

＝’ 記 ．哉 量
＝ １７ ３９石

１２０
１８０

（ ５ ０ ００ ）
１（ 一 ）

産 ＝
当げ 蓋亘 量 ＝ミ３５石含

ｉ ２ ０ ｉ （ ８ ５０合 ）

産 物 名 ｅ コ トリ
記 載 量 ＝ ３７４０羽

ｉ ２ ０ ｓ

１ ２ １ ０
１ ２ １ １

３ １ ０ ４

３ １ ０ ６
３ １ ０ ７

２６０？

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
－ １

（ 一 ）（
一 ）

（ ３ ５ ０ ０合 ）（
一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）〔 ８ ０ ０合 ）

（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ？

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ ４ ４ ４ ０合 》

（ ２０ ０ ０合 ）
（ ｉ ８ ０ ０合 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）

（ ２ ０ ０ ０合 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（ ８ Ｇ Ｑ合 ｝

（ ２ ５ ０ ０合 ）

（ ６ ５ ０ ０合 ）
（ ２ ８ ０ ０合 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 〉

（ 一 ）
一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）

（ １０ ０合 ）（
一 ）

（ 一 ）

（ ３ ０貫 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ ３貫 ）（ １５貫 ）

（ ３０貫 ）

（ ８疋 ）（ ５疋 ）

（ ４疋 ）

（ ｉＯＯ合 ）

２ ｓｉａ
２ ６１３
ａ ｓ ｉ４
２６ １５
２６ １６
２ ６ １７
２６ １８
２６ １９
２６２ １
２６２２
２６２４
２６２５
２６２６
２６２７
２６２８
２６３０
２６３ １
２６３ ２
２６３ ３
２６３４
２６３７
２７０ １
２７０２
２７０ ３
２７０ ４
２７０ ５
２ ７０ ６
２７ １０
２ ７１１
２７ １２
２ ７１３
２７ １４
２ ７２２
２７２ ３
２ ７２ ６
２７２ ８
２ ７３０
２ ７３２
２ ７３４
２ ７３５
２ ７３６
２ ７３８
２ ７３９
２ ７４０

（ １４０ ０合 ）
（ ３００ ０合 ）（ ２００ ０合 ）

（ １５００ ０合 ）（
一 ）

（ １６００ ０合 ）（ ２５０ ０合 ）

（ ３００Ｇ Ｏ合 ）（
一 ）

（ １００ ０合 ）（ ４０ ００合 ）

（ ５０ ００合 ）（ １００ ０合 ）

（ ５０ ００合 ）（ ２４０ ００合 ）

（ ３０ ００合 ）（ ８５ ０創

（ ２ ３００合 ）
（ ３ ５００合 ）
（ 一）
く １２３ ００合 》
（ ５００合 ）
（ ８００合 ）
（ ３ ０００合 ）
（ ３０００合）
（ ５０００ｘ）
（ １００００合 ）
（ 一）
（ ２ ００００合）
（ ２ ２０００合 ）
（ ｉＯＯＯＯ合）（ ３０００合 ｝

（ ４ ５０００合）
（ ２０００合）
（ ５０００合）
（ ４００合）
（ ２００００）
（ ４０ ０合）
（ ２０００合）
（ ２００ ０合 ）
（ ２ ２０００合 ｝
（ １００ ０合 ）
（ ２０００合）
（ ｉ４０ ０合 ）

村 数＝ １２

２ ７３９
３ ５０１
３５０２

（ ７ ０合 ）

（ 一 ）（
一 ）

村 数ｅ １

村 数ｅ ２ １

３２０６
３２０７
３３０２
３６０２
３６０３

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

村 数 ＝ １０

１ ３ ２ １

１ ３ ２ ３
（ ５貫 ）（ ２０貫 ）

村 数 ＝ １１

３ １ ０ ９

３ １ １ ０
３ １ １ １

（ １疋 ）（ ２疋
）

（ ３疋 ）

村 数ｅ １

村 数＝ ５

２ ６０９ （ １００合）

村 数ｅ １

村 数＝ ９

３ ２ ０ ６
３ ２ ０ ８

３ ２ Ｄ ９３
２ １Ｑ

３ ２ １ １３
３ ０ １

３ ３ ０ ２
３ ３ ０ ３

３ ３ ０ ４
３ ３ ０ ５

３ ３ ０ ６
３ ４ ０ １

３ ４ ０ ３
３ ４ ０ ４

３ ４ ０ ５
３ ４ ０ ６

３ ４ ０ ？
３ ５ ０ １

３ ５ ０ ２
３ ５ ０ ３

３ ６ ０ １
３ ６ ０ ３

３ ６ ０ ４
３ ６ ０ ５

３ ６ ０ ６
３ ７ ０ ２

３ ７ ０ ３
３ ７ ０ ４

３ ８ ０ １
３ ８ ０ ２

３ ８ ０ ３
３ ８ ０ ４

３ ８ ０ ５
３ ８ ０ ７

３ ８ ０ ９
３ ８ ］ Ｄ

３ ８ １ １
３ ９ ０ １

３ ９ ０ ２
３ ９ ０ ３

３９ ０ ４
３ ９ ０ ６

３ ３ ０ ？
３ ９ １ ０

３６０４
３６０５
３７０２

３ ６ ０ ４
３ ９ ０ １
３ ９ ０ ２

３ ９ ０ ５

３ ９ ０ ６

１ ７ １０

１ ８ ０ １

３ １ １ ２

３ １ １ ３

２ ６３４

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一づ（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 〉

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）
一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）
（ 一 ）

一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

く 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）

（ ）

（ 一 ？（
一 ）

（ 一 ）

（ 一 ）（
一 ）

（ 一 ）（
一 ？

（ １１貫）（ ４６０ ０合）

（ ２疋 ）（ ４疋）

（ ６ ９０合 ）

５Ｒ１
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１１０９ （　 　 　５００羽）　 ２５３ ３ （　 　 　 　１０羽）　 ３ １０ ４ （　 　 　１２０羽）　 ３７０３ （　　 １６０ ０羽 ）
１２０１ （　 　 　３００羽｝　 ３ １０ ２ （　 　 　　 　 一）　 ３７０ ２ （　 　 　２００羽）　 ３７０４ １　 　 １００ ０羽 ）
２ ５３２ 〔　 　 　 　１０羽）

産 ｅ ゴ ボウ
記 　載 　量ｅ ２５把 ， ５０００本

村 数 ＝ ３４

　　　 　　　 　　　 　 一 　　 　 　　 　〔　 　　 　 　　一）　 １５ ３’Ｌ〈　　 　 　　 　一，　　１ａ４ｕ ｃ　　 　 　　　－，
１９０５ （　 　　 　 　　一）　 １９ ２２ （　　 　 　　 　一）　 １９ ３３ （　　 　　５０本）　 １９４ １ （　 　 　　 　 　一）
１９０６ （　 　 　 　 　 一）　 ｉ９ ２４ （　 　 　１５ ０本）　 １９ ３４ （　 　 　 　 　 一）　 １９４ ２ （　 　 　 　 　 一＞
１９１０ （　 　　 　 　　一）　 １９ ２５ （　　 　 　　 　－ｊ　 １９ ３５ （　　 　 　　　－ｊ　 １９４ ３ （　 　 　　 　 　一）
１９１４ （　 　 　 　 　 一）　 １９２６ （　 　 　 　 　 一）　 １９ ３６ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０ ２ （　 　 　＿＿ ＿一）
１９１５ （　 　 　 ２ ５把 ）　 １９２７ （　 　 　 　 　 一）　 １９ ３７ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０ ３ （　 ４０００本 ）
１９１７ （　 　 　 　 　 一）　 １９２８ （　 　 　 　 　 一 ｝　 １９ ３８ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０ ５ （　 　 　 　 　 一）
１９ １８ （　　 　 　 　 一一）　 １９２９ （　 　 　 　 　　一）　 ｉ９ ３９ （　 　 　 　　　一）　 ２７３ ６ （　 　 　８００本 ）
１９２０ （　 　　 　 　　一）　 １９３０ （　 　　 　 　　一 ）

産 　 　 ＝ ゴマ
ａ 　 　　 ｅ ４ ． ８ ８

村 数コ ３８

１２０ １ （　 　１ １０ ０合）　 ２ ２０ １ （　 　 　　ｉＯ合 ）　 ２５ ０２ （　　 　３０Ｕ合）　 ’ｌｓ３ ｂ （　 　 　 　γじ台
１３２７ （　 　 　 ５ ０合）　 ２ ２０２ （　 　 　 ５ ０合）　 ２６ ０７ （　 　 　 ３０合）　 ２７０ ５ （　 　 　 ２０合
１４０５ （　 　　 １１０合 ）　 ２ ２０３ （　 　 　 　２ ０合 ＞　 ２６ １７ （　 　 　４００合＞　 ２７ ０７ （　 　 　 ２０合
１６０４ （　 　 ２０ ０合 ）　 ２ ２０５ （　 　 　 １０合）　 ２６ ２１ （　 　 　 ２０合）　 ２７０ ８ （　 　 　 １０合
１６０５ （　 　 １０ ０合 ）　 ２ ２０６ （　 　 　 １０合 ）　 ２６ ２４ （　 　 ５００合）　 ２７ １２ （　 　 　 ４０合
２１０２ （　 　 　 ３ ０合 ）　 ２ ２１３ （　 　 　 ３０合 ）　 ２６２５ （　 　 　５０ ０合）　 ２７ ２３ （　 　 　 ５ ０合
２ １０４ （　 　 　ｉＯＯ合 ）　 ２ ２ ｉ７ （　 　 　 ３ ０舎 ）　 ２ ６２７ （　 　 　 ３０合）　 ２７２ ６ （　 　 　１００合
２ １０５ （　 　 　 ２０合 ）　 ２３０５ （　 　 ２０ ０合 ）　 ２６ ３０ （　 　 １００合｝　 ２７ ３９ （　 　 １４０合
２ １０６ （　 　 　 ２０合 ）　 ２３０７ （　 　 ２ ００合 ）　 ２６３２ （　 　 　 ２ ０合）　 ２７ ４０ （　 　 　 ３０合
２ １０８ （　 　　 　１０合 ）　 ２４０７ （　　 　２ ００ＡＡ）

産 物 茗 ｅ コムギ
醤己　載 　量 ＝２ ９７６． ０２石

村 数＝ ３５２

１ １０ １ （ １５７ °°ａ ） 　１９ １５ （ 　 １２ °°０ ） ２５２４ （ １７５ °°ｑ ） ３ １°５ 　 　 ６Ｕ °； ）
１ １０２ （ １９２ ００ｑ ） 　１９ １６ （ 　 ５ ００４ ） ２５２５ （ 　 ２４０ ０ｑ ） ３ １０６ 　　 ４００ ００ ）
１ １０３ （　 　６ ２００合 ）　 １９ ｚ７ （　 　２５ ００合 ）　 ２５２６ （　 　５００ ０合 ）　 ３ １０７ （　 １２００ ０合 ）
１ １０４ （　 　４ ８００合 ）　 ｉ９ １８ （　 　２４ ００合 ）　 ２５２７ （　 　３２ ００合 ）　 ３ １０８ （　 ｉ３６０ ０合 ）
１ １０ ５ （　 １４ ０００合 ）　 ｉ９２ ７ （　 　 １２ ００合 ）　 ２５２８ （　 　４０ ００合 １　 ３ １０９ （　 ２８００ ０合 ）
１ １０６ （　 　６０ ００合 ）　 １９２９ （　 　 １４ ００合 ）　 ２ ５２９ （　 　３００ ０合 ）　 ３ １１０ （　 １３００ ０合 ）
１ １０７ （　 　 １２ ００合 ）　 １９３０ （’　 ２５ ００合 ）　 ２ ５３０ （　 　１００ ０合 ）　 ３ １１ １ （　 １２８０ ０合 ）
１ １０８ （　 　９３ ００合 ）　 １９３２ （　 　 ５ ００合 ）　 ２５３ １ （　 　１００ ０合 ）　 ３ １１２ （　 　４４０ ０合 ）
１ １０９ （　 １０ ０００合 ）　 １９３４ （　 　３ １００合 ）　 ２５３２ （　 　２０ ００合 ）　 ３ １１３ （　 　８３０ ０合 ）
１ ｉ１０ （　 　４０ ００合 ）　 １９３ ５ （　 　２ ５００合 ）　 ２５３３ （　 　３０ ００合 ）　 ３ １１５ （　 １０３０ ０合 ）

圭１１１１る｛　４°００倉１ 菱丑言杢｛　書９８°ｏ＞ｏ 　菱巷８§｛ §８８８８郵 §呈｛亨｛　§ｚｓ　８８創
１１１３ （　 ２０ ０００合 ）　 ２１０ ３ （　 ４００ ００ＱＯ）　 ２６０４ （　 　９０ ００合 ）　 ３ ｉ １８ （　 　 １２０ ０合 ）
１２０ １ （　 ４ ００００合 ）　 ２ １Ｑ ４ （　 １２００Ｄ合 ）　 ２６０５ （　 　４０ ００合 ）　 ３１ １９ （　 　 ７ ００合 ）
１２ ０２ （　 ２４ ９００合 ）　 ２ １０ ５ （　 　 ６２００合 ）　 ２６０６ （　 　８０ ００合 》　 ３ １２０ （　 　 ２０ ０合 ）
１２ ０３ （　 １０ ０００合 ）　 ２ １０ ６ （　 　４ １００合 ）　 ２６０７ （　 １２０ ００合 ）　 ３１２ １ （　 　 ９ ００合 ）
１２ ０４ （　 　 １６００合）　 ２ １０ ７ （　 　 ８３００合 ）　 ２６０８ （　 　５ ０００合 ）　 ３１２２ （　 　 ６ ００合 ）
１２０ ５ （　 １３２００合 ）　 ２ １０ ８ （　 　 ８０００合 ）　 ２６０９ （　 　１ ８００合 ）　 ３１２３ （　 　 ７ ００合 ）
１２０ ６ （　 　６０００合｝　 ２２ ０１ （　 　 ４７００合 ）　 ２６ １０ （　 １２ ０００合 ）　 ３１２４ （　 　 １５ ００合 ）
１２ ０７ （　 １００００合）　 ２２ ０２ （　 １２０００合 ）　 ２６ １１ （　 　３ ０００合 ）　 ３１２ ５ （　 　 　１００合 ）
１２０８ （　 ２ ００００合）　 ２２ ０３ （　 　 ７６００合 ｝　 ２６ １２ （　 　 １４ ００合 ｝　 ３１２６ （　 　 ６００合 ）
１２０９ （　 　１０００合）　 ２２ ０４ （　 　 ３３００合 ）　 ２６ １３ （　 　 ６００合 ）　 ３ １２ ７ （　 　 ９００合 ）
１２１０ （　 ２ ２０００合）　 ２２ ０５ （　 　 ６０００合 ）　 ２６ １４ （　 　６ ０００合 ）　 ３１２ ８ （　 　 １２００合 ）
１２ １ｉ （　 １５０００合 ）　 ２２０ ６ （　 　３２００合 ）　 ２６ １５ （　 　２ １００合 ）　 ３１３ １ （　 　 ９ ００合 ）
１３０１ （　 　 ３５００合）　 ２２ ０７ （　 　 ６５００合 ）　 ２６ １６ （　 ２４ ０００合 ）　 ３１３２ （　 　 １１００合 ）
１３０２ （　 １２３００合 ）　 ２２０ ９ （　 　４０００合 ）　 ２６ １７ （　 １０ ０００合 ）　 ３１３３ （　 　 ７ ００合 ）
１３０３ （　 ３ ２０００合）　 ２２ １０ （　 　６０００合 ）　 ２６ １８ （　 ５ ６００合 ）　 ３２０ １ （　 　６ ２００合 ）１３０４ （　 　５１００合）　 ２２ １１ （　 　４０００合 ）　 ２６ ｉ９ （　 ４ ０００合 ）　 ３２０ ２ （　 ２０ ０００合 ）

１３０５ （　 　３５００合）　 ２２ 王２ （　 　４４００合 ）　 ２６２ １ （　 　６ ０００合 ）　 ３２０ ３ （　 　 １０００合 ）１３０６
（　 １４４００合）　 ２２ １３ （　 １２５００合 ）　 ２６２２ （　 　 　１００合 ）　 ３２０ ４ （　 　２ ０００合 ）１３０７ （　 ６０００合）　 ２２ １４ （　 ３３００合 ）　 ２６２３ （　 ２ ０００合 ）　 ３２０ ５ （　 ８ ４００合 ）

１３０８ （　 　 ２５００合）　 ２２ １５ （　 　 ２９００合）　 ２６２４ （　 １８ ０００合 ）　 ３２０ ６ （　 　７ １００合 ）
１３０９ （　 　１５００合）　 ２２ １６ （　 ２８４００合）　 ２６２ ５ （　 　５ ５００合 ）　 ３２０ ７ （　 　６ ０００合 ）
１３１０ （　 １３２００合）　 ２２ １７ （　 ３８００合）　 ２６２６ （　 １０ ０００合 ）　 ３２０ ８ （　 ４ ２００合 ｝
１３１１ （　 １５０００合 ｝　 ２２ １８ （　 ２００００合）　 ２６ ２７ （　 ２５ ０００合 ）　 ３２０ ９ （　 　６ ８００合 ）
１３１２ （　 　６００ ０合 ）　 ２３ ０ ｉ （　 ２１２００合）　 ２６ ２８ （　 ２３ ０００合 ）　 ３２ １０ （　 　５２００合 ）
１３１３ （　 　２４００合 ）　 ２３ ０２ （　 １００００合）　 ２６ ２９ （　 　 ５００合 ）　 ３２ １１ （　 　４ ５００合 ）
１３１４ （　 　６４ ００合 ）　 ２ ３０３ （　 　４００ ０合）　 ２６ ３０ （　 ２ ００００合 ）　 ３３ ０１ （　 １０ ０００合 ）
１３ １５ （　 　４８ ００合 ）　 ２３ ０４ （　 １９０００合）　 ２６ ３１ （　 　２ ０００合 ）　 ３３０ ２ （　 　９ ２００合 ）
１３ １６ （　 　 ６０ ０合 ）　 ２３０５ （　 ４９０００合）　 ２６ ３２ （　 １２０００合）　 ３３ ０３ （　 １５ ２００合 ）
１３ １７ （　 　 ６ ００合 ）　 ２３０６ （　 ２０００ ０合）　 ２ ６３３ （　 ４１００合）　 ３３ ０４ （　 ｉ２０００合 ）
１３ ｉ８ （　 　７２００ Ａ）　 ２３ ０７ （　 １５０００合）　 ２６ ３４ （　 １５ ７００合 ｝　 ３３０ ５ （　 重４ ３０Ｑ合 ｝
１３１９ （　 ４５０ ００合 ）　 ２３ ０８ （　 １５００ Ｄ合）　 ２６ ３５ （　 　 ７２００合 ）　 ３３ ０６ （　 ３０ １００合 ）
１３２０ （　 ８ １０ ０合 ）　 ２４ ０ １ （　 　 ８００合）　 ２６ ３６ （　 ７２００合 ）　 ３４０ １ （　 １０ ０００合 ）
１３２ １ （　 ３８０ ０合 ）　 ２４ ０２ （　 ５４００合）　 ２６ ３７ （　 １４ ６００合 ｝　 ３４０ ２ （　 １８ ０００合 ）
１３２２ （　 ７５ ００合 ）　 ２４０３ （　 　 ８０ ０合 ）　 ２ ７０１ （　 　 ５００合）　 ３４ ０３ （　 ｉ２１００合 ）
１３２３ （　 　６３ ００合 ）　 ２４０４ （　 ５０００ ０合）　 ２ ７０２ （　 　２０００合）　 ３４ ０４ （　 　４ ０００合 ）
１３２４ （　 １００ ００合 ）　 ２４ ０５ （　 ８０００ ０合 ）　 ２ ７０３ （　 　 ８００合）　 ３４ ０５ （　 １５０００合 ）
１３２５ （　 ７２ ００合 ）　 ２４０６ （　 ５００ ００合 ）　 ２ ７０４ （　 　３８０ ０合｝　 ３４ ０６ （　 ２５２００合 ）
１３２６ （　 　９８ ００合 ）　 ２４０７ （　 　４００ ０合 ｝　 ２ ７０５ （　 　４６００合 ）　 ３４ ０７ （　 １３７００合 ｝
１３２７ （　 　９６ ００合 ）　 ２４０８ （　 　８ ８００合 ）　 ２ ７０６ （　 　６００ ０合）　 ３ ５０１ （　 １４３０ ０合 ）
１４０ １ （　 ４９０ ００合 ）　 ２４ １０ （　 　６ ０００合 ）　 ２ ７０７ （　 　７２０ ０合）　 ３ ５０２ （　 ４１６００合 ）
１４０２ （　 ８０ ００合 ＞　 ２４ １１ （　 ５ ０００合 ）　 ２ ７０８ （　 ２００ ０合 ）　 ３ ５０３ （　 １５０００合 ）
１４０３ （　 ２３０ ００合 ）　 ２４ １３ （　 　２ ２００合 ）　 ２ ７０９ （　 １５００ ０合 ）　 ３６０ １ （　 　８００ ０合 ）
１４０４ （　 ６８０ ００合 ）　 ２４ １４ （　 　 １８００合 ）　 ２ ７１０ （　 　２ １０ ０合 ）　 ３ ６０２ （　 １００００合 ）
１４０５ （　 　５６ ００合 ）　 ２４ １５ （　 　２ ２００合 ）　 ２ ７１１ （　 ２０００ ０合 ）　 ３ ６０３ （　 １７ ユ０ ０合 ）
１５０ １ （　 　９ ０００合 ）　 ２４ １６ （　 　 ４００合 ）　 ２ ７１２ （　 ２０００ ０合 ）　 ３ ６０４ 〔　 　７００ ０合 ）
１５０２ （　 １０ ０００合 ）　 ２４ １７ （　 　２ ２００合 ）　 ２ ７１３ （　 ４０００ ０合 ）　 ３ ６０５ （　 ２４０ ０合 ）
１５０３ （　 　４ ０００合 ）　 ２４ １８ （　 　２ ５００合 ）　 ２７１４ （　 　 ８０ ００合 ）　 ３６０６ （　 　 １８ ００合 ）
１５０４ （　 　４０ ００合 ）　 ２４ １９ （　 　３ ３００合 ）　 ２ ７１５ （　 　 ８０ ０合 ）　 ３ ７０ １ （　 １３４００合 ）
１５０５ （　 １００ ００合 ）　 ２４２０ （　 　 ６００合 ）　 ２ ７１７ （　 　 ６０ ０合 ）　 ３ ７０２ （　 １５０００合 ）

５８２



小山 ・松山 ・秋道 ・藤野 ・杉田　 『斐太後風土記 』による食糧資源の計量的研究

１５０７ （　 　３００ ０合 ）　 ２ ４２ １ （　 　 ５０ ０合 ）　 ２ ７１８ （　 　１２００合 ）　 ３７０３ （　 １０００ ０合 ）
１６０ 正 （　 　　３０ ０合 ）　 ２ ４２２ （　 　 ｉ５０ ０合）　 ２ ７１９ 〔　 　 １２００合 ）　 ３７０４ （　 １２００ ０合 ）
１６０２ （　 　 １６０ ０合）　 ２ ４２３ （　 　 ８００合）　 ２ ７２０ （　 　 ４００合 ）　 ３８０２ （　 　２８０ ０合 ）
１６０３ （　 ２００ ０合！　 ２ ４２４ く　 ３００ ０合 ）　 ２ ７２ ｉ （　 ４０００合 ）　 ３８０３ 〈　 　１１０ ０合 ｝
１６０４ （　 ９ ６００合 ）　 ２４２５ （　 １９ ０００合 ）　 ２ ７２２ （　 ６４００合 ）　 ３８０４ （　 ５３０ ０合 ）
ｌｆｉ　Ｏ　５ （　 １００ ００合 ）　 ２ ４２７ （　 ５０００合 ）　 ２ ７２３ （　 ８０００合 ）　 ３８０ ５ （　 ２５０ ０合 ）
１７０ １ （　 ３０４ ００ａ）　 ２ ４２８ （　 １０ ５００合 ）　 ２ ７２４ 〔　 　３５００合 ）　 ３８０６ （　 　 ８０ ０合 ＞
１７０ ２ （　 １５２ ００合 ）　 ２ ４２９ 〔　 １９ ０００合 ）　 ２ ７２５ 〔　 ２０００９合 ）　 ３８０７ （　 　 １５０ ０合 ＞

ｉ写００３４１ １１６６４８ａＯ　８創　 ２２４４３３０１ １ 　 ２５１００８創 ２２多２２６７１ 　 ４５き００８蓉 ｝　 ３３§００§ １ 　 ５１２５　ｄＯ　Ｏ　Ａ　ｌｑｖ
ｉ７０ ５ （　 　２ ２００合 ｝　 ２ ４３２ （　　 　２００合 ｝　 ２ ７２８ （　　 　５００合 ）　 ３８ １０ （　 　１６ ００合 ）
１７０ ６ （　　１８００合 ）　 ２ ５０ １ （　　３００００Ａ）　 ２７２９ （　 　　４００合 ）　 ３ ８１１ （　１０ １００ＡＱ）
１７０ ８ （　 　２ ０００合 ）　 ２ ５０２ （　 ４ １０００合 ）　 ２ ７３０ （　 　７２００合 ＞　 ３８ １２ （　 　２００ ０合 ）
１７ １０ （　 　４ ２００合 ）　 ２５０３ （　 　 ２０００合 ）　 ２７３ １ （　　 １２００合 ）　 ３８ １３ （　 　 ３８ ００合 ）
１７ １１ （　 　 ２００合 ）　 ２５０５ （　 　８０００舎 ）　 ２７３２ （　 　 １６００合 ）　 ３ ８１４ （　 　５１００合 ）
１７ １２ （　 　 　 ８０合 ）　 ２５０６ （　 　８０００合 ）　 ２７３４ （　 　 ５００合 ）　 ３８ １５ （　 　 ５６ ００合 ）
ｔ７ １３ （　 　 １６００合 ）　 ２５０７ （　 １８０００合 ）　 ２７３ ５ （　 　１１００ＡＯ）　 ３ ８１６ （　 　５ ７００合 ）
１７ １６ （　 　 　１５０合 ）　 ２５０８ （　 　７０００合 ）　 ２７３６ （　 　９５００合）　 ３９０ １ （　 　 １８ ００合 ）
１８ ０４ （　 　 ３２００合）　 ２５０９ （　 　 １５００合）　 ２７３ ７ （　 　　６７ ０合 ）　 ３ ９０２ （　 　 ５６００合 ）
１８０ ５ （　 　１６００合 ）　 ２５ １０ （　 　ｉ６００合 ）　 ２７３ ８ （　 　 ｉＯＯ Ｏ合 ）　 ３ ９０３ （　 　７６００合 ｝
１８０ ６ （　 　 １６００合 ）　 ２５ ｉ１ （　 　 ２２００合 ）　 ２７３ ９ （　 　３００ ０合）　 ３ ９０４ （　 　 ８０００合 ）
１９０ ２ （　 　 　５００合）　 ２５ １２ （　 ７００００合 ）　 ２７４ ０ （　　 ４ １０ ０合）　 ３９ ０５ （　 　 ２８００合）
１９° ５
１９ ０６ 　 ，８８創 ２５ １３２５ １５ 　 ２２°°° ）３６０００） ２７４ １３ １０’１ 　 ４°°ｘ）２０ ０ｘ ） ３ｓ °ｓ ｃ３ ９０７ 　 ６４ °°°）３００００）
１９ ０８ （　 　 ５００合）　 ２５ １８ （　 　２９００合 ）　 ３ｉＯ ２ （　 　８３０ ０合 ）　 ３ ９０８ （　 　５９００合）
１９０ ９ （　 　 ８００合 ）　 ２５ １９ （　 　 １７００合 ）　 ３ｉＯ ３ （　 　３０ ＱＯ合 ）　 ３ ９０９ （　 　５４６０合）
ｉｇ ｌ４ （　 　 ２００合）　 ２５２２ （　 　４ｉＯＯ合）　 ３ｉＯ ４ （　 　 １９ ００合 ）　 ３ ９１０ （　 　 ２７００合）

産 物 名 ｅ コメ
紀 載 量５ ５ １５ ７７ ２２石 ．

村 数 ＝ ３４３

１１Ｑｉ （２ ７５２°°＄｝ １９ １５ （ ２５６° °°） ２５° ５ （３°°° °°° ） ２７３６ １１°°°；）
１１０２ （７ ６０２０００） １９ １６ （ ４００ ０ｑ） ２５０ ６ （２２００ ００ｘ ） ２７３？ 　 ＿４００ｑ）
１１０３ （３ ２８４００合）　　１９ １７ （　１３５０ ０合）　 ２５０ ７ （２４００ ００合 ）　 ２７３８ （　　６０００合）
１１０４ （８１６０００合＞　 １９ １８ （　 １５５０ ０合）　 ２５０ ８ （２ １９６ ００合 ）　 ２７３９ （　 ２６２００合 ）
１１０５ （５６５０００合）　 １９ ２０ （　 　２８０ ０合）　 ２５０ ９ （　 　６８ ００合 ）　 ２７４０ （　 　９０００合 ）
ｉｉＯ６ （８２００００合）　 １９２ １ （　 　 　ｉＯ Ｏ合）　 ２５ １０ （　 １２０ ００合 ）　 ２７４ ｉ （　 ２６００ ０合）
ｌｉＯ７ （　８５０００合）　 １９２２ （　 　１６０ ０合）　 ２５ １１ （　４ ６４ ＤＯ合 ）　 ３１０１ （　４８００ ０合）
１１０８ １７０ＤＯ ＯＤ合）　 １９ ２３ （　　 ８９ ００合）　 ２５ １２ １２５ ００００合 ）　 ３１０２ （１４０８０ ０合 ）
１１０９ （５５６０００合 ）　 １９ ２４ （　 　２８ ００合）　 ２５ １３ （　 １６６ ００合 ）　 ３ １０３ （１４０００ ０合 ）
１１ １０ （４８００００合 ）　 １９ ２５ （　 　ｉ４ ５０合 ｝　 ２５ １４ （　 １２０ ００合 ｝　 ３ １０４ （ｉ８３９０ ０合 ）
ｉ亘 １１ （２０２０００合 ）　 １９ ２６ （　 　３ １００合）　 ２５ ｉ５ （　３ ４０００合 ）　 ３１０５ （　 　２００ ０合 ）
１１ １２ （５２５０００合）　 １９ ２７ （　 　 １６ ００合）　 ２５ １６ （　 ３ １１００合 ）　 ３１０６ （　 ４０００ ０合 ）
１１ １３ （８２００ ００合 ）　 １９ ２８ （　 　３ ６００合 ）　 ２５ １７ （　 　５２００合 ＞　 ３ １０７ （１５４４ ００合 ＞
１２０ １ （８３００ ００合 ）　 １９ ２９ （　 ３４ ０００合 ）　 ２５ １８ （　 ３１３００合 ）　 ３ １０８ （　 ９６３ ００合 ）
１２０２ （３３４０ ００合 ）　 １９ ３０ （ｉＯ５０ ００合 ）　 ２ ５１９ （　 ２ ４９００合 ）　 ３ １０９ （　 ８００ ００合 ）
１２°３ （５°５°°°° ） １９ ３２ （ １５ °°°° ） ２ ５２° （ ８５°°° ） ３ １１° （ ７５° °°ｘ ）
１２０４ （ １４０００ｐ ） １９ ３４ （ ５０ ８００； ） ２ ５２１ ｛ 　 ７０００ ） ３ １１１ （ ２８８ ００ｆｌ）
１２０５ （６０００ ００合 ）　 １９３５ （１１９ ８００合 ）　 ２ ５２２ （　 　４０００合 ）　 ３ １１２ （　 　４８ ００合 ）
１２０６ （１４００ ００合 ）　 １９ ４ｉ （　 　５ ３００合 ）　 ２ ５２４ （２ ２００００合 ）　 ３ １１３ （　 ２２５ ００合 ）
１２０７ （２６００ ００合 ）　 １９４３ （　 １０ ０００合 ）　 ２ ５２５ （　 　６０００合 ｝　 ３ １１５ （　 ｌｌ６ ００合 ）
１２０８ （５６００ ０Ｇ合 ）　 ２ ｉＯ１ （２８０ ０００合 ）　 ２ ５２６ （　 ７２０００合 ）　 ３ １１６ （　 　３２ ００合 ）

｝萎呈婆（ ｓ（ａｉｌ（１５３§§§馨１ 毅 §２３４（４ｄ（８７（１３§§§§彗｝ ２５２７２５２８２５２９１ ２８３１５§§§彗｝ §鎗 茎１ 語 §§§馨｝
ｉ３０ １ （１４０４ ００合 ）　 ２ １０５ （１８４ ０００合 ）　 ２ ５３０ （　 １５０００合 ）　 ３２０ ３ （　 　２ ｉＯＯ合 ）
１３０２ （７２８０ ００合 ）　 ２ １０６ （３３０ ０００合 ）　 ２ ５３ １ （　 　２５００合 ）　 ３２０ ４ （　 ２６ ００　ＡＯ）
１３０３ （６５００ ００合 ）　 ２ ｉＯ７ （７ ４０ ０００合 ）　 ２５３２ （　２３０００合 ）　 ３２０ ５ 〔１１２０００合 ）
１３ ０４ （１５０ ０００合 ）　 ２ １０８ （３ ｉ９０００合 ＞　 ２５３３ （　 １８０００合 ）　 ３２ ０６ （　２ ７８００合）
１３０ ５ （　 　２ ２００含 ）　 ２ ２０ １ （　 ９５７００合 ）　 ２５３４ （　 　 ３００合 ）　 ３２ ０７ （　 ９ ８２００合 ）

｝§曾§ ｛ ｉｓ　ｉｓ　８８８創 ２２２２８２３｛３３０ｉ　９９８８魯； ２２含８亨 ｛ 　 １塁８８蓉 １ 彗菱８§ １ ４３塁８０８８魯ｌ
Ｉ３ １９ （１９０ ０００合 ）　 ２ ２０４ １１５７０００合 ）　 ２６ １０ 〔　 　１０ ００合 ）　 ３ ２１０ 〔　 ３Ｄ２００合 ）
１３ ２° ｛２４３ ０°０° ） ２ ２°５ （２ ６°°°°° ） ２６ １２ （ 　 ６° °ｏ ｊ　 ３ ２１ １ （ ２°２°°° ）
１３ ２１ （１６５ ０００° ） ２２０６ （１４５０００ｑ ） ２６ １４ （ 　 ４ ０００ ） ３ ３０ １ （２ ６４９００° ）
１３ ２２ （１５３ ７００合 ）　 ２２０７ （３ ２５０００合 ）　 ２６ １６ （　 ２００ ００合 ）　 ３ ３０２ （　 ４ ８０００合 ）
１３２ ３ （２４０ ０００合 ）　 ２ ２０８ （　　 　 　　　一）　 ２６ １７ （　 １１３ ００合 ）　 ３ ３０３ （　４ １２００合 ）
１３ ２４ （１６ ００００合 ）　 ２２０９ （２ ４００００合 ）　 ２６ １８ 〔　 ５ ６００合 ）　 ３ ３０４ （　 ４２８０ ０合 ）
１３ ２５ （１５ ００００合 ）　 ２２ １０ （１８００００合 ）　 ２６ １９ （　 １５ ２００合 ）　 ３ ３０５ （２６４９０ ０合 ）
１３ ２６ （５０３ ７００合 ）　 ２２ １１ （１２８０００合 ）　 ２６２ １ （　 １８０ ００合 ）　 ３ ３０６ （１８５９０ ０合 ）
１３ ２７ （２４０ ０００合 ）　 ２２ １２ （２ ３４４００合 ）　 ２６２ ２ （　 １００ ００合 ）　 ３ ４０ １ （　 ９６００ ０合 ）
１４ ° １ （ １３２５ １ ２２ １３ （４ ６°°°°ｐ ） ２６２ ３ （ ３ １°°４ ） ３ ４°２ （２ ６°°° °° ）
１４０２ （９ ０８９００４） ２２ １４ （ ３６００ ０４） ２６２ ４ （ ６０ ０００４ ） ３４０３ （１２０７０ ０ｑ ）
１４０３ （２３ ６０００合）　 ２２ １５ （　 ２８０００合）　 ２６２ ５ （　 １０ ５００合 ）　 ３４０４ （　 ８０００ ０合 ）
１４ ０４ （２４ ７０００合）　 ２２ １６ （　 ９８４００合 ）　 ２６２ ６ （　 ５２ ０００合 ）　 ３４０５ （１１０００ ０合 ｝
１４ ０５ （３ ２５０００合 ）　 ２２ １７ （　８３４００合 ）　 ２６２ ７ （１ｉＯ ＯＯＯ合 ）　 ３４０６ （２４４００ ０合 ）
ｉ５０ ｉ （　 　９０００合｝　 ２２ １８ （　 ８００００合１　 ２６２ ８ （　 ４８ ０００合 ）　 ３４０７ （１８ １００ ０合 ＞
１５０２ （　 １００００合）　 ２３０ １ （１０７２　 ２石）　 ２ ６２９ 〔　 ２０ ０００合 ）　 ３５０ ｉ （１５２２ ００合 ）
１５０３ （　 　３０００合）　 ２３０ ２ （１８９００ ０合）　 ２ ６３０ （３ １６ ０００合 ）　 ３５０２ （２８８０ ００合 ）
１５０４ （　 ２５００合）　 ２３０ ３ （　 ５０００ ０合）　 ２ ６３１ （　 １５２００合 ）　 ３５０３ （２ １１２００台 ）
１５０５ （　３００００合）　 ２３０４ （３８８００ ０合）　 ２ ６３２ （　８ １０００合 ）　 ３６０ １ （ｉ３０４ ００合 ）
１５０７ （　 　２５００合）　 ２３０ ５ （　 　 １００ ８石）　 ２ ６３３ （　 ２９ ２００合 ）　 ３６０２ （２４００ ００合 ）
１６０ １ （　 ７２０００合）　 ２３０ ６ （５００ ０００合）　 ２ ６３４ （　 ８１２００合）　 ３６０３ （１１２ ０００合 ）
１６０２ （２０００００合）　 ２３０ ７ （３００ ０００合）　 ２ ６３５ （　５０６００合）　 ３６０４ （１６０ ５００合 ）
１６０３ （４ ２００００合）　 ２３０ ８ （３５０ ０００合 ）　 ２ ６３６ （　５２２００合 〕　 ３６０ ５ （　１５５０００）
１６０４ （８３２０００台｝　 ２４０ １ （　 ９０ ０００合 ）　 ２ ６３７ （３０ ００００合）　 ３６０６ （１００ ０００合 ）
１６０５ （７２８００ ０合）　 ２４ ０２ （　 ５ ８０００合 ）　 ２ ７０ １ （　 １０３００合）　 ３７ ０１ （５３ ３２００合）
ｉ７０ １ （５８０００ ０合）　 ２４ ０３ 〔１３０ ０００合 ）　 ２ ７０２ 〔　 ７５０ＤＯ合）　 ３７ ０２ （１９ ９６００合）
１７０２ （６８０００ ０合）　 ２４ ０４ （７００ ０００合 ）　 ２ ７０３ （　 １２０００合 ）　 ３７０ ３ （１２ ００００合 ｝
１７０３ （２８０００ ０合 ）　 ２４ ０５ （３００ ０００合 ）　 ２７０４ （２２２０００合 ）　 ３７０ ４ （１８ ００００合）ｉ７
０４ （４ ８０００ ０合 １　 ２４ ０６ （３７ ｔｏｏｏ合 ）　 ２ ７０５ （１０００００合 ）　 ３８０ １ （１０ ０童４０合）

１７０ ５ （４０８００ ０合 ）　 ２ ４０７ （　 ４ ３０００合 ）　 ２７０６ （１２０８００合）　 ３８ ０２ 〔　 ３ １５００合 ）
１７０６ （３１ １２０ ０合 ）　 ２ ４０８ （　 ２ ２００Ｄ合 ）　 ２７０７ （２４９００ ０合 ）　 ３８ ０３ （　 ２ ５８００合 ）

５８３
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１７０８ （２ ０５０００合）　 ２４ １０ （　 ３２０ ００合 ）　 ２７０８ （　 ７７０００合 ）　 ３８０４ （２５６５００合 ）
１７１０ （１５ ９０００合）　 ２４ １１ （　 １５００ ０合 ）　 ２７０９ （　６ ００００合 ）　 ３８０５ 〈３５６９００合）
１７１ １ （　 ３ ００００合）　 ２４ １２ （　 　 １６０ ０合 ）　 ２ ７ｉＯ （　 ４３０００合 ）　 ３８０６ （１３０５００合）
１７１２ （　 １５０００合）　 ２４ １３ （　 ５ １２０ ０合 ）　 ２７１ １ （１６００００合 ）　 ３８０７ （１４３６００合）
１７ｉ３ （　 ４ ８０００合）　 ２４ １４ （　 ４４ ０００合 ）　 ２７１２ （　 ７２０００合 ）　 ３８０ ８ （６３９９００合 ｝
１７１７ （　 　８ ５００合 ）　 ２４ １５ （　 １ １０ ００合 ）　 ２７１３ （１１００００合 ）　 ３８０９ （２ ４２ １００合｝
１８ ０ １ （　 ４ ７４００合 ）　 ２４ １６ （　 　４６ ００合 ）　 ２７１４ （　 　 １３００合 ）　 ３８ １０ （２ ５０ １００合）
１８ ０２ （　 ３ ００００合 ）　 ２４ １７ （　 　４８ ００合 ）　 ２７１５ （　 ４００００合 ）　 ３８ １１ （１４６４０ ０合）
１８０３ （１０ ９８００合 ）　 ２４ １８ （　 　８２ ００合 ）　 ２ ７１６ （　 　 ５２００合 ）　 ３８ １２ （１９２００ ０合 ）
１８ ０４ （１１０ ０００合 ）　 ２４ １９ （　 　６４０ ０合 ）　 ２ ７１７ （　 　 ８０００合 ）　 ３８ １３ （　 ７２ １０ ０合）
ｉ８０５ （　 ７ ２４００合 ）　 ２４２０ （　 　８００ ０合 ）　 ２７１８ （　 　２８００合 ）　 ３８ １４ （　 １２２０ ０合）
１８０６ （　 ６ ２０００合 ）　 ２４２ １ （　 　８８ ００合 〕　 ２７ ｉ９ （　 １９２００合 ｝　 ３８ １５ （ｉ８ １２０ ０合 ）
１９０３ （　 　 １２００合 ）　 ２４２ ２ （　 １６４０ ０合 ）　 ２７２０ （　 　 １６００合》　 ３８ １６ （　 ２３５０ ０合）
１９ ０４ （　 　 ４５００合＞　 ２４２ ３ （　 　６００ ０合 ｝　 ２ ７２ １ （　 ３１０００合 ）　 ３９０ １ （　 　３７０ ０合 ）

｝§８唇１ １２８暮８°ｏ＞ＯＡ 　塗珪２２４５｛　ξ８８８創 菱写塞§｛ §＆８８８蓉１ §§８§１ 藍４葦８８郵
１９ °７ （ １°５°°ｘ ） ２４２ ７ （ １°°° °Ｑ ） ２ ７２４ （ ５２８°°０ ） ３９°４ （ ９６°° °° ）

１９０８ （ ６ ５２０００ ） ２４２ ８ （ ７００ ０ｑ ） ２ ７２５ （ ７２００° ） ３９０５ （ ４６００ ００１９０９ （　 ７ ９２００合 ）　 ２４２ ９ （　 　 ８ ００合 ）　 ２ ７２６ （１２００００合）　 ３９０６ （　 ８８４０ ０合 ）

１９１０ （　 　 ９５００合）　 ２４３ ２ （　 １４ ０００合 ）　 ２７２７ （　 　 ５００合）　 ３９０７ （　 ３ １８０ ０合 ｝
１９ １１ （　 ３ ２５００合 ）　 ２５０ １ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ７３０ （　 　３２００合 ）　 ３９０８ （　 ９３６０ ０合 ）
１９１２ （　ｉ９８００合 ）　 ２５０２ （６８０００ ０合 ）　 ２ ７３ １ （　５２８００合 ）　 ３９０ ９ （　７８００ ０合 ）
１９１３
１９１４ ｛ ３ ５２°°ｘ ）３ ０５００ｘ） ２５° ３ （ ８５°° °０ ）２５０４ （１２５０ ０００ ） ２ ７３２２ ７３５ ｛ ４８°０ ）３５３０，°，） ３９ １° （ ６ °° °合 ）

産 物 名 ｅ コ ンニ ャク イモ
．記 一載 量ｅ ９９８貫

村 数ｅ ５

３ 　　 　 （　　 　 　　 　　）　 ３８ １２ （　 　 　　 　５貫 ）　 ３ ８１３ （　 　　１６０貫 ）　 ３８ １４ （　 　 　８０ ０貫 ）
３８ １１ （　 　　 　２０貫 ）

産 物 茗 ｅ サ ケ
記 載 量ｅ １３尾

村 数＝ ８

萎珪萎９１　 　 　：１ 茎珪舞含１　 　 塁峯｝ 茎§韮ラ｛　 　 　：１ 舞§§§｛　 　 §毘１

産 物 名 ｅ サケ
紀 一載 量 二 ２ｚ３４石

村 数＝ １８

１１　 　 （　 　 　 　 ０口１　 ２６３０ （　 １０００ ０合 ）　 ３ ５０２ （　 ７２０００合 ）　 ３７０ ３ （１００ ０００合 ）
１１１４ （　 　 　 　 　 一）　 ２７２５ （　 ５０００ ０合 ）　 ３ ６０ １ （　 　 　 　 　 一）　 ３７０４ （　 ８０ ０００合 ）
ｌｉｌ５ （　 　 　 　 　 一）　 ２７２６ （５８０００ ０合 ）　 ３ ６０４ （１０ ００００合 ）　 ３８０８ （　 ８０００ ０合 ）
１１１６ （　 　 　 　 　 一）　 ２７４０ （　 １８００ ０合 ）　 ３ ７０２ （ｉ３００００合 》　 ３８ １５ （　 ５０ ０００合 ）
２ ３０ ５ （７６０ ０００合 ｝　 ３３０ １ （１８０００ Ｇ合 ）

産 物 名 鳶 ザコ
記 載 量 ＝ ６．９７石 １ ７ ４ １ ５尾 。 １６ ， ５貫

村 数ｅ ３５

１１１２ （　 　　 ２００合 ）　 １９２ １ ｛ ．　 １００ ０’ ）　 ２ ５０２ （　 　 ５５０合 ｝　 ３６０４ （　 　 ２０ ０合 ）
１２０ １ （　 　 １５０合 ）　 １９３０ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ７２６ （　 　 ２００合 ）　 ３６０５ （　 　 １０ ０合 ）１４０
４ （　 　 　　 　 　一）　 １９３２ （　 　　 　 　　一 ）　 ３ ２０４ （　　２ ７００　）　 ３６０６ （　 　　 　７ ０合 ）

１７０ １ （　 　 　 　５０尾 ）　 １９３４ ｛　 　 　１３ ０　）　 ３ ２０５ （　１１３００　）　 ３８０ １ （　 　 　３０ ０合 ）１７１
６ （　 　 　 　 　 一）　 １９３５ （　 　 　 ４ ０　 ）　 ３ ２０６ （　 　 　 　 ６貫 ）　 ３８０２ （　 　 １０ ０合 ）

１９０６ 　 　 －） ２ １°２４５ ） ２１０３ 　 １４°１翻 ３２°７３２１１ 　 　 ：； ３８°３ ｔ３８０４ 　 ３５００ｇｊ

１９２０ 　 １。５°００ 　 ２３０１ 　 １１°塁畏 １ ３６°２３６０３ ｛ ３５。３Ｒ）０９Ａ） ３９°３ （　 ５°合）

産 物 名 ｅ ササゲ
言ｊ己 一載 量 ＝・８ ．－５ １石

村 数 ＝ ３６

１３０ ３ （　 　 　 ９０合 ＞　 １９ ｉ３ （　 　 　 ７ ０合 ）　 １９３０ （　 　 　 　 　 一）　 １９４ １ （　 　 　 　 　 一）
ｉ３２ ７ （　 　 ２ ００合 ）　 １９２０ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３２ （　 　 　 　 　 一）　 １９４２ （　 　 　 　 　 一）
１４０ ５ （　 　１３００合 ）　 １９２ １ （　 　　 　 　　一 ）　 １９３３ （　　 　 　　　一）　 １９４３ （　 　　 　 　　一）
１６０ １ （　　 　１００合 ）　 １９２２ （　 　　 　 　　一 ）　 １９３４ （　 　　 　 　　一）　 ２２ １３ （　 　 　７０ ０合 ）
１７１７ （　 　　 　　 　一）　 ｉ９２５ （　 　　 　　 　一 ）　 １９３５ （　　 　　 　　一）　 ２２ １７ （　 　　ｉ５０合 ）
１９０ ７ （　 　 　 ５０合 ）　 １９２６ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３６ （　 　 　 　 　 一）　 ２３０３ （　 　 １００ ０合 ）
１９０ ９ （　 　 ２００合 ）　 １９２７ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３７ （　 　 　 　 　 一）　 ２４０７ （　 　２０ ００合 ＞
１９ １１ （　 　 　１００合 ）　 １９２８ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３８ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ １１ （　 　２ ０００合 ）
１９ １２ （　 　 　 ５０合 ）　 １９２９ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９４０ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２５０２ （　 　 ５００合 ）

産 物 名 ｅ ササ タケ ノコ
記 ＝４ ００
１４０ １

’ぐ ～ ３ ５ ０頁 ）

産 電 ザツキ ノコ
記 畿 量 ５０

村 数 ＝ ３

２ ７０５ （ 一 ） ２ ７０６ （ ５０貫 ｝

村 数 ＝ ３

３２　 ４ （　 　 　　 　　一 ）　 ３ ２０５ （　 　　 　 　　一）　 ３２ ０７ （　　 　 　　　一）

産 物 名 題 サツマ イモ
書己 載 量 ＝二１００貫

村 数 鴇 ｉ

３８ １４ （　 　 　１〔〕０貫 ）

産 物 名 ｅ サモモ
記 載 量 ＝ １００合

村 数＝ １３

１３０ ３ （　 　 　 ５０合 ）　 ２ ｉＯ４ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ ０２ （　 　 　 　 　 一）　 ２７ １１ （　 　 　 　 　 一）
１３０ ７ （　 　 　 ２０合 ）　 ２ ｉＯ７ （　 　 　 　 　 一）　 ２ ２０７ （　 　 　 　 　 一）　 ３４０４ （　 　 　 　 　 一）
１８０４ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２１０８ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ２１５ （　 　 　 ３０合 ）　 ３４０ ７ （　 　 　 　 　 一）１９０８ （　 　 　 　

一 ）

産 ｅ ル

、凄亘 ．載 量 ＝：？ ５疋 ＿

村 数 ｅ １８

ｉ　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）　 １９ ２５ （　 　 　 １０疋 》　 １９ ３９ （　 　 　 　 ２疋 ）　 ２６２ １ （　 　 　 　 ５　 ）
１９２ １ （　 　 　 　 ３疋 ）　 １９２６ （　 　 　 　 １疋 ）　 ２４ ２６ （　 　 　 　 ４　）　 ２７３９ （　 　 　 　 ２疋 ）
１９２ ２ （　 　 　 　 ７疋 ）　 １９３２ （　 　 　 　 ｉ疋 ）　 ２ ５１２ （　 　 　 　 ６疋 ）　 ３１２ ８ （　 　 　 　 ５疋 ）
１９２３ （　 　 　 　 ３疋 ）　 １９３３ （　 　 　 　 ２疋 ＞　 ２６ ユ９ （　 　 　 　 ５疋 ＞　 ３２ １０ （　 　 　 　 ２　 ）

５８４
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１９２ ４ （　 　 　 １３疋 ）　 １９３６ （　 　 　 　 １疋 ）

産 名 ｅ サ ンカ 村 数＝ ２
記 載 量 ＝ ０

２３０ １ （　 　　 　　 　一）　 ２３０３ （　 　　 　　 　一 ）

産 物 タ ｅ サ ンショウ
記 載 量ｅ １．２ ２石

村 数 ＝ ３

２６０ ７ （　 　１２００合 ）　 ２６０ ８ （　 　 　 ２０合 ）　 ２７０４ （　 　 　 　 　 一）

産 物 客 ｅ サ ンシ ョウ ウオ
言己 載 量 ＝ ２０尾 一一

村 数 ＝ １

１６０ １ （　 　 　 ２０尾 ）

産 物 名 ｅ シイタケ
記 載 量ｅ Ｏ

村 数 ； １１

３２ ０８ （　　 　 　　　一）　 ３６０ ５ （　 　 　　 　　一）　 ３８０２ （　 　　 　 　　一）　 ３９０５ （　 　　 　 　　一）
３２ ０９ （　　 　　 　　一）　 ３６０ ６ （　 　　 　　 　一）　 ３８０３ （　 　　 　　 　一）　 ３９０６ （　　 　　 　　一）
３６ ０４ （　　 　　 　　一）　 ３ ８０１ （　 　　 　　 　一）　 ３８０４ （　 　　 　　 　一）

産 物 名 ＝ シオ
言己 載 量ｅ ６５俵

村 数 ＝ ３

１８σ５ （． 　 　 　２５俵）　 １８０６ （　 　 　 ３０俵 ）　 ｉ９ １６ （　 　 　 １０俵）

産 物 名 ｅ シカ
記 載 量 ＝ １２０疋

村 数 ＝ ４ ６

１４ ０４ （　 　 　 　 １疋 ）　 ３３０ １ （　 　 　 　 ８疋 ）　 ３６０５ （　 　 　 　 　 一）　 ３８０７ （　 　 　 　 　 一＞
１７ １６ （　 　 　 　 １疋 ）　 ３３ ０２ （　 　 　 　 ８疋 ）　 ３６０６ （　 　 　 　 ４　 ）　 ３８０８ （　 　 　 　 　 一）
１７ １７ （　 　 　 　 ６疋 ）　 ３ ３０３ （　 　 　 １５疋 ）　 ３７０２ （　 　 　 　 ３　 ）　 ３８ ｉＯ （ ・　 　 　 　 一）
１９０２ （　 　 　 　 ２疋 ）　 ３ ３０５ （　 　 　 　 　 一）　 ３７０ ３ （　 　 　 　 　 一）　 ３８ １２ （　 　 　 　 　 一）
２５ １２ （　 　 　 　 ３疋 ）　 ３ ３０６ （　 　 　 　 ５疋 ）　 ３７０４ （　 　 　 　 １　 ）　 ３８ １３ （　 　 　 　 　 一）
３ １２０ （　　 　 　　１疋 ）　 ３４ ０ １ （　　 　 　　　一）　 ３８０ １ （　 　 　　 　５　）　 ３８ １４ （　 　 　　 　 　一）
３ ２０ １ （　 　 　 　 ３疋 ）　 ３ ４０７ （　 　 　 　 ３疋 ）　 ３８０ ２ （　 　 　 　 ３　 ）　 ３９０３ （　 　 　 　 　 一）
３ ２０３ （　 　 　 　 １疋 ）　 ３ ５０ １ （　 　 　 　 ３疋 ）　 ３８０ ３ （　 　 　 　 　 一）　 ３９０４ （　 　 　 　 ３疋 ）
３２ ０５ （　 　 　 　 ３　 ）　 ３ ５０２ （　 　 　 　 １疋 ）　 ３８０４ （　 　 　 　 　 一）　 ３９０６ （　 　 　 　 ５疋 ）
３２ ０８ （　 　 　 　 ５　 ）　 ３ ６０２ （　 　 　 　 ３　 ）　 ３８０ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ３９０９ （　 　 　 　 ３疋 ）
３ ２０９ （　 　 　 　 ６疋 ）　 ３ ６０３ （　 　 　 　 　 一）　 ３８０ ６ （　 　 　 　 　 一）　 ３９ １０ （　 　 　 　 ４疋 ）
３２ １１ （　 　 　 　 ６疋 ）　 ３ ６０４ （　 　 　 　 ５　 ）

産 物 名 ｅ シジ ミ
記 載 量 ＝３００合

村 数 ＝ １

１１１２ （　－ 　　３００合）

産 ｅ シプ キ
２己 畿 量 ＝７５ ０合

村 ２｝＝ ３

２ ７『２４ ’（　－ 　 　５０合）　 ２ ７２８ （　 　 　３００合）　 ２７３ ８ （　 　 　４００合）

産 物 名 ＝ シメジ
、起 ．載 量 ＝５ １貫

村 数 ＝ ２４

ｌｌＯ２ （　 　　 　 　　一）　 ２ ２１２ 〔　 　　 　１５買）　 ３ １０ ｓ （　　 　 　　 　一）　 ３２０ ６ （　　 　 　　 　一 ）
１２０３ （　 　 　 　 ２貫）　 ３ １０ １ （　 　 　 　 　 一）　 ３ １０ ９ （　 　 　 　 　 一）　 ３２０ ７ （　 　 　 　 　 一 ）
ｆ３０ １ （　 　 　 　 　一）　 ３ １０２ （　 　 　 　 　 一）　 ３ １１０ （　 　 　 　 　 一）　 ３２ ０９ （　 　 　 　 　 一 ）
１４０２ （　　 　　 　　一）　 ３ １０３ （　　 　　３０貫）　 ３２０ １ （　 　　 　　 　一）　 ３３０ １ （　 　　 　　 　一 ）
２ ２０７　（　　　　　　３貫）　　３ １０４　（　　　　　　　一）　　３２０ ４　（　　　　　　　一）　　３３ ０２　（　　　　　　　一 ）
２ ２１０ （　 　 　 　 　 一）　 ３１０５ （　 　 　 　　１貫）　 ３２０ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ３６ ０４ （　 　 　 　 　 一 〉

産 ＝ シモ マチ ャ

３ ９１０ （　 　　 　１５貫 ）
紀 載 量 ＝ １５貫

産 物 名 ＝ ジュンサ イ
記 載 量 ＝０

村 数 ＝ １

村 数ｅ １

２ ３０５ （　 　 　 　 一 ）

産 物 名 ヨ ショウガ
記 ＝

村 数＝ １

３ ８ １『４ （　－ 　 　６『０貫 ）

産 物 名 ｅ ショウユ
紀 載 量 ＝ ３８石

村 数＝ ６

１１ １４ （　 　　 　 　 一）　 １ １ｉ６ （　 　　 　 　 一 ）　 ２７２６ （　 ３２００ ０合）　 ３ ８１５ （　 　 ２００ ０合 ）
１１１５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２７２ ５ （　 　４００ ０合 ）

産 ＝ シロ イモ
記 載 量 ＝ ５１０．２石 ， ５ １２籠

村 数＝ ７ ２

１３０３ （　 　４ １００合 ）　 １９０ ７ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９２８ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２２ １８ （　 ２５００ ０合 ）
１３１０ （　 ３４ ０００合 ）　 １９０ ８ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９２９ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２４１２ （　 　４ ５００合 ）
１３ １１ （　 　 ６０００合 ）　 １９０ ９ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３０ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２４１３ （　 　４４ ００合 ）
１３１２ （　１０ ０００合 ）　 １９ ｉＯ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３２ （　 　 　 　 　　一 ⊃　 ２ ４１５ （　２３ ００ ０合 ）
１３１３ （　 １０ ０００合 ）　 １９ １２ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３３ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２４１６ （　 　８ ５０ ０合 ）
１３ １４ （　 ３ ００００合 ）　 １９ １３ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３４ （　 　 　 　 　 一）　 ２４１７ （　 ２ １０００合 ）
１３ １５ （　 　５８００合 ）　 １９ １４ （　 　 　 　 　 一）　 １９３５ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ １８ （　 ５５ ０００合 ）
１３１６ （　 　 ２０００合 ）　 １９ １５ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３６ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２４１９ （　 ２２ ０００合 ）
１３２ ７ （　 ２ ００００合 ）　 １９ １７ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３７ （　 　 　 　 　 一）　 ２４２ １ （　 ２５ ０００合 ）
１４０ ５ （　 　 ５１２醜 ）　 １９ １８ （　 　 　 　 　 一）　 １９３８ （　 　 　 　 　 一｝　 ２４２ ２ （　 ２５ ０００合 ）
１６０ １ （　 　 ８００合 ）　 １９ １９ （　 　 　 　 　 一）　 １９３９ （　 　 　 　 　 一）　 ２４２３ （　 ６０ ０００合 ）
１８０ １ （　 　 ２０００合 ）　 １９２ ０ （　 　 　 　 　 一）　 １９４０ （　 　 　 　 　 一）　 ２４２４ （　 　９ ０００合 ）
１８０ ２ （　　５０００合 ）　 １９２ １ （　 　 　 　 　 一）　 ｉ９４ １ （　 　 　 　　 一）　 ２４２ ６ （　２０ ０００合 ）
１８０ ３ （　 　２０００合 ）　 １９ ２２ （　 　 　 　 　 一）　 １９４２ （　 　 　 　 　 一）　 ２４２ ７ （　 　 ８０００合 ）
１８０４ （　１１２００合 ）　 １９ ２４ （　 　２ ３００合 ）　 １９４３ （　 　 　　 　 　一）　 ２６０ ２ （　 　 　　 　　一）
１９０ ２ （　 　 　 　 　 一）　 １９ ２５ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １２ （　 　９ ２００合 ）　 ２６２ ９ （　 　 ２０００合 ）
１９０ ３ （　 　 　 　 　 一）　 １９ ２６ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １６ （　 ｉ４ ８００合 ）　 ２７０ ４ （　 １８０００合 ）

５８５
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１９０４ （　 　 　 　 　 一）　 １９２７ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １７ （　 ２６ ００合 ）　 ２ ７１１ （　 　８０００合 ）

産 名 ＝ スイカ
記 載 量ｅ Ｏ

村 数 ＝ １

１２０ １ （　 　 　 　 一 ）

産 物 名 ｅ ズイキ 村 数 ＝ １５
垂 ＝ ２ ８ ３ ． ８

３５０３ ’（　　 　 　１０貫 ）ｒＴ３ ８０５ （　 　 　 　 ３貫 ）　 ３８ １０ （　 　 　 　 ８貫 ）　 ３ ８１４ （　 　 　 ３０貫 ）
３８０ １ （　 　 　 ４０貫 ）　 ３ ８０６ （　 　 ８００匁）　 ３８ １１ （　 　 　 １３貫 ）　 ３８ ｉ５ （　 　 　 ６ ０貫）
３８０ ２ （　 　 　 ３０貫 ）　 ３８０７ （　 　 　 　 ３貫）　 ３８ １２ （　 　 　 １８貫 ）　 ３８ １６ （　 　 　 ２ ５貫 ）
３８０４ （　 　 　 ３０貫 ）　 ３ ８０９ （　 　 　 　 ８貫 ）　 ３８ １３ （　 　 　 　 ５貫 ）

産 物 名 ＝ スガル ノス 村 数 ＝ １
記 載 量 ＝ ０

擁 物 名 ＝ スモモ 村 数 ＝ １５２
曽 ｅ ２ ０ ， ６ ７

１２０ １ （　　 ８ １００合 ）　 １８０５ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １２ （　 　 １００合 ）　 ３１ １０ （　 　 　 　 　 一）
１２０ ３ （　 　１０００合 ）　 １８０６ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １３ （　 　 ２００合 ）　 ３１ ｉ２ （　 　 　 　 　 一）
ｉ２ ０５ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９０ １ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ２１４ （　 　 １００合 ）　 ３２０ １ （　 　 　 　 　 一 ）
１２０ ６ （　 　 ５００合 ）　 １９０２ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １４ （　 　 　 　 　 一）　 ３２０２ （　 　 　 　 　 一）
１２ ０７ （　 　 　 　 　 一）　 １９０４ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ２１５ （　 　 １００合 ）　 ３２０ ３ （　 　 　 　 　 一 ）
１２０ ８ （　 　　 　 　　一 ）　 １９０５ （　　 　 　　　一 ）　 ２２ １８ （　　 　 　　　一）　 ３２０４ （　 　　 　 　　一 ）
１２ ０９ （　 　　 　　 　一）　　１９０６ （　　 　　 　　一 ）　 ２４ ０７ （　 　　 　　 　一）　 ３２０ ５ （　 　　 　　 　一 ）
１３０ １ （　 　 １２００合 ）　 １９０７ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ４１１ （　 　 　 　 　 一）　 ３２０６ （　 　 　 　 　 一 ）
１３ ０４ （　 　 　２００合 ）　 １９０８ （　 　　 　 　　一 ）　 ２５ ０ １ （　　 　 　　　一）　 ３２０ ７ （　 　 　　 　　一 ）
１３０ ７ （　 　 　１００合 ）　 １９０９ （　 　 　 　 　 一 ｝　 ２５ ０２ （　 　 　 　 　 一）　 ３３０ １ （　 　 　 　 　 一 ）
１３ ０９ （　 　 ３００合 ）　 ｉ９ １０ （　 　 　 　 　 一 ｝　 ２ ５０３ （　 　 　 　 　 一）　 ３３０ ２ （　 　 　 　 　 一 》
１３ １８ （　 　 ３００合 ）　 １９ １１ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ５０４ （　 　 　 　 　 一）　 ３３０ ３ （　 　 　 　 　 一）
１３ １９ （　 　 　３００合 ）　 １９ １２ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２５ ０５ （　 　 　 　 　 一）　 ３３０４ （　 　 　 　 　 一 ｝
１３ ２４ （　 　 　 ５０合 ）　 １９ ｉ３ （　 　 　 　 　 一）　 ２６ ０４ （　 　 　１２０合 ）　 ３３０ ５ （　 　 　 　 　 一 》
１３ ２６ （　 　 ３５０合 ）　 １９ １４ （　 　 　 　 　 一）　 ２６０５ （　 　 　 ５０合 ）　 ３３ ０６ （　 　 　 　 　 一）
１３ ２７ （　 　 ４００合 ）　 １９ １５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ６０７ （　 　 ３００合 ）　 ３４０ １ （　 　 　 　 　 一）
１４ ０１ （　 　 　 　 　 一）　 １９ １６ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ６１ １ （　 　 １００合 ）　 ３４０ ４ （　 　 　 　 　 一）
１４ ０２ （　 　 　 　 　 一）　 ｉ９ １７ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ６３５ （　 　 ２００合 ）　 ３４ ０６ （　 　 　 　 　 一）
１４ ０３ （　 　 　 　 　 一）　 １９ １８ （　 　 　 　 　 一）　 ２６３６ （　 　 ３００合）　 ３４ ０７ （　 　 　 　 　 一）
１４ ０４ （　 　　 　 　 －ｊ　 １９ １９ （　　 　 　 　 一 ）　 ２７０４ （　 　 　 　 　 一）　 ３５ ０１ （　 　 　　 　 一 ）
１４ ０５ （　　 　 　　　－ｊ　 １９３ ０ ｛　 　 　　 　　－ ｊ　 ２ ７０５ （　 　　 　 　　一）　 ３５０ ２ （　　 　 　　　一）
１５ ０５ （　 　 　　 　 一）　 １９３ ２ （　 　　 　 　 一 ）　 ２７０６ （　 　 　 　　 一）　 ３ ５０３ （　 　 　　 　 一）
１６０ １ （　　 　 　　　一）　 １９３ ４ （　　 　 　　　－ｊ　 ２７０７ （　 　　 　 　　一）　 ３６ ０２ （　 　　 　 　　一）
１６ ０２ （　　 　　 　　一）　 １９３ ５ （　 　　 　　 　－ ｊ　 ２７０８ （　　 　　＿＿一）　 ３６ ０４ （　　 　　 　　一）
１６０３ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０ ２ （　 　 　 　 　 一）　 ２７０９ （　 　 １００合）　 ３６ ０６ （　 　 　 　 　 一）１６
０５ （　　 　 　　　一）　 ２ １０ ３ （　　 　 　　　一 ）　 ２７ １１ ｔ　 　　 　 　　－ ）　 ３７ ０２ （　 　　 　 　　一）１７０ １
（　　 　 　　　一）　 ２ １０ ５ （　　 　 　　　－ｊ　 ２７ １２ （　 　　 　 　　－ｊ　 ３ ７０３ （　 　　 　 　　一）１７０２ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０６ （　 　 ８００合 ）　 ２７ １３ （　 　 　 　 　 一）　 ３ ８０ ｉ （　 　 　 　 　 一）

１７０４ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０ ７ （　 　 　 　 　 一）　 ２７２３ （　 　 ３００合 ）　 ３ ８０２ （　 　 　 　 　 一）
１７ ０５ （　 　 　 　 　 －ｊ　 ２ １０ ８ （　 　 　 　 　 －ｊ　 ３１０ １ （　 　 　 　 　 一）　 ３ ８０４ （　 　 　 　 　 一）
１７０６ ｛　　 　 　　　－ｊ　 ２２０ １ （　　 　 　　　－ｊ　 ３１０２ （　 　　 　 　　一 ）　 ３ ８０７ （　 　　 　 　　一）
１７０８ （　 　２０００合）　 ２２ ０３ （　 　 　 　 　 一）　 ３ｉＯ３ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ８０８ （　 　 　 　 　 一）
１７１０ （　 　１１００合 ）　 ２２０ ４ （　 　 　 　 　 一）　 ３１０４ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ８１０ （　 　 　 　 　 一）
１？１３ （　 　 　　 　 ＝｝　 ２２０ ５ （　 　　 　 　 一）　 ３１０５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ８１１ （　 　 　 　　 一）
１７ １４ （　 　　 　 　　－ｊ　 ２ ２０６ （　 　　 　 　　－ｊ　 ３１０６ （　 　 　　 　　一 ）　 ３８ １６ （　 　 　　 　　一）
１８０ １ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ ０９ （　 　 ８００合 ）　 ３１０ ７ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ９０ １ （　 　 　 　 　 一）
１８０２ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １０ （　 　 １０００合 ）　 ３１０８ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ９０８ （　 　 　 　 　 一）
１８０４ （　 　 　 　 　 一｝　 ２ ２１１ （　 　 ２００合 ）　 ３１０ ９ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３９０９ （　 　 　 　 　 一）

産 物 名 ｅ セ リ 村 数＝ １
記 載 量＝ ０

１７ ｉ７ （　 　 　 　 一）

産 物 名 ＝ ソバ 村 数富 ２５８
墾 ＝ １６ ７ ． ４

ｉ２可 １て 　３２０００合）　 ｉ ９０２ （　 ｉ１５００合）　 ２４ １７ （　 　 １２ ００合 ）　 ２７０４ （　 　 １２ ００合 ）
１２０３ （　 　３００ ０合｝　 １９０３ （　 ３００ １０合 ）　 ２４ １８ （　 　２０ ００合 ）　 ２７０５ （　 　 ８ ００合 ）
１２０６ （　 　 ５ ００合）　 ｉ９０４ （　 ２２０００合）　 ２４ １９ （　 　 １３ ００合 ）　 ２７０６ （　 　 １５ ００合 ）
１２ １０ （１００００ ０合）　 １９０５ （　 １０４００合 ）　 ２４２ ０ （　 　 １２ ００合 ）　 ２７０７ （　 　 　８ ００合 ）
１２ １１ （　 １２０ ００合）　 １９０６ （　 ２０６００合）　 ２４２ １ （　 　４ ０００合 ）　 ２７０８ （　 　 ８ ００合 ）
１３０ １ （　 　 １５ ００合 ）　 １９０７ （　 　１５００合）　 ２４２ ２ （　 　 ７２００合 ）　 ２７ １０ （　 　 ５ ００合 ）
１３０２ （　 　４４ ００合）　 ｉ９０９ （　 　２５００合）　 ２４２ ３ （　 　９ ２００合 ）　 ２７ １１ （　 １２０ ００合 ）
１３０３ （　 　 １０ ００合）　 １９１０ （　 １０５００合 ）　 ２４２ ５ （　 　４８ ００合 ）　 ２７ １２ （　 ４０ ００合 ）
１３０４ （　 　 ８ ００合 ）　 １９ ｉｉ （　 　３０００合 ｝　 ２４２ ６ （　 ２ １０００合 ）　 ２７ １３ （　 ｉ３ ５００合 ）
１３０ ５ （　 　 １４ ００合 ）　 １９ １２ （　 　１２００合 ）　 ２４２ ８ （　 １００００合）　 ２７ １４ （　 　５ ２００合 ）
１３０ ７ （　 　６０ ００合 ）　 １９ １３ （　 　３５００合）　 ２４２ ９ （　 １１０００合 ）　 ２７ １５ （　 　２０ ００合 ）
１３０８ （　 ４０ ００合 ）　 １９１６ （　 ８０００合 ）　 ２４３ ０ （　 ２０ ００合 ）　 ２７ １９ （　 　 ８ ００合 ）
１３ ０９ （　 　８０ ００合 ）　 １９ １７ （　 　 ５００合 ）　 ２４ ３１ （　 　 ３２００合 ）　 ２７ ２２ （　 　４ ０００合 ）
１３ １０ （　 ２５０ ００合 ）　 １９ １９ （　 　１５００合 ）　 ２４３ ２ （　 　 ２００合 ）　 ２７２ ３ （　 １６ ０００合 ）
１３ １１ （　 １９０ ００合 ）　 １９３０ （　 　３２００合）　 ２５０ １ （　 　 ２０００合 ）　 ２７２４ （　 　４０ ００合 ）
１３ １２ （　 ３００ ００合 ）　 １９３２ （　 　１２００合 ）　 ２５０ ２ （　 　５８００合 ）　 ２７２ ５ （　 　４ ０００合 ）
１３ １３ （　 　５ ２００合 ）　 １９３３ （　 　 １６ ００合 ）　 ２５ ０３ （　 　 ３０００合 ）　 ２７ ２７ （　 　 　６００合 ）
１３ １４ （　 １５２ ００合 ）　 １９３４ （　 　１７００合 ）　 ２５０ ４ （　 ２０００合 ）　 ２７２ ８ （　 　 １００合 ）
１３ １５ （　 １２７ ００合 ＞　 ｉ９３ ５ （　 　２５００合 ）　 ２５０ ５ （　 　 ２０００合 ）　 ２７２ ９ （　 　 　 ４０合 ）
１３ １６ （　 　 １５ ００合 ）　 １９３８ （　 　３７００合 〕　 ２ ５０ ６ （　 　 ２０００合 ）　 ２７ ３０ （　 　 ８００合 ）
１３ １７ （　 １２ ０００合 ）　 １９３ ９ （　 　２５０ ０合 ）　 ２５ ０７ （　 　 ３０００合 ）　 ２７ ３２ （　 　 ２００合 ）
１３ １８ （　 　６０ ００合 ）　 ２ １０２ （　 　２０ ５０合 １　 ２ ５１６ （　 ｉ２３００合 ）　 ２７３ ３ （　 　１２００合 ）
１３ １９ （　 ４ １００合 ）　 ２ １０ ３ （　 　２６００合 ）　 ２ ５１７ （　 ｌｌ２００合 ）　 ２７ ３６ （　 　 １３００合 ）
１３２ ２ （　 　２２ ００合 ）　 ２ １０４ （　 ｉ４０００合 ）　 ２ ５２０ （　 　５９００合 ）　 ２７ ３７ （　 　 ２３０合 ）
１３ ２３ （　 　１８００合 ）　 ２ １０５ （　 　 ｌｌＯ Ｏ合 ）　 ２ ５２１ （　 　５１００合 ）　 ２７ ３８ （　 ２ ０００合 ）
１３ ２４ （　 　 １２００合 ）　 ２ １０ ６ （　 　８００ ０合 ）　 ２５３４ （　 １２０００合 ＞　 ２７ ３９ （　 　１２０ ０合 ）
１３ ２５ （　 ２ ０００合 ）　 ２ １０ ７ （　 ２２０ ０合 ）　 ２ ６０ １ （　 ２３４００合 ）　 ２７４ ０ （　 １７０００合 ）
１３２ ６ （　 ２０６ ００合 ）　 ２１０８ （　　 ２０００合 ｝　 ２６ ０２ （　 　 ｉ７００合 ）　 ２７ ４ｉ （　 　　 ４００合 ）

５８６
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１３２ ７ （　 　６４ ００合 ）　 ２２０ １ （　 　 　８ ９０合 ）　 ２６０３ （　 ２６ ０００合 ）　 ２７４ １ 〔　　 　２ ００，ａｕ）
１４０ １ （　 ２３ ０００合 ）　 ２２０ ２ （　 　 　８００合 ）　 ２６０４ （　 １９ ０００００）　 ３ ｉＯ２ （　 　 　９ ００台 ）
１４０ ２ （　 　 ５００合 ）　 ２２０３ （　 　 ４ ００合 ）　 ２６０５ （　 ２０ ０００合 ）　 ３１０３ （　 　 ６ ００合 ）
１４０ ３ （　 　１０００合 ）　 ２２０４ （　 　 ｔ３ ２０合 ）　 ２６０６ （　 １２０ ００合 ）　 ３ １０４ （　 　４５ ００合 ）
１４０４ 〈　 　１２００合 ）　 ２２０５ （　 　 ８ ００合 ）　 ２６０”ｒ （　 ２００ ００合 ）　 ３１０５ （　 　３２ ００合 ）
１４０ ５ （　 １５ ０００合 ）　 ２２０ ６ （　 　　６００合 ）　 ２６０８ （　 　２５ ００合 ）　 ３１０６ （　 　　８ ００合 ）
１５０ １ （　 　 ６００合 ）　 ２２０ ７ （　 　 ７３０合 ）　 ２６０９ （　 　４ ０００合 ）　 ３ １０７ （　 　２０ ００合 ）
１５０２ （　 　 ７００合 ）　 ２２０ ９ （　 　 ８００合 ）　 ２６ １０ （　 ２０ ０００合 ）　 ３ １０８ （　 ６４ ００合 ）
１５０ ３ （　 　 ３００合 ｝　 ２２ ｉＯ 〈　 　 ３００合 ）　 ２６ １ｉ （　 　８ １００台 ｝　 ３１０９ （　 ４４０ ００合 ｝１５０
４ （　 　 ４ ００合 ）　 ２２ １１ （　 　 ２０ ０合 ）　 ２６ １２ （　 　 ３００合 ）　 ３ １１０ （　 　 ４ ００合 ＞

１５０ ５ （　 　 　５００合 ）　 ２２ １２ （　 　 １４００合 ）　 ２６ １３ 〔　 　５ ２００合 ）　 ３１１ １ （　 　３５ ００合 ）
１５０ ６ （　 　５ ０００合 ）　 ２２ １３ （　 　４２ ００合 ）　 ２６ １４ 〔　 　８ ０００合 ）　 ３ １１２ （　 　 ９ ００合 ）
１５０ ７ （　 　 ４ ００合 ）　 ２２ １４ （　 ３６ ００合 ）　 ２６ １５ （　 ６ ０００合 ）　 ３１ １３ （　 ４４ ００合 ）
１６０ １ （　 　 ２００合 ）　 ２２ １５ （　 　３ ２００合 ）　 ２６ １６ （　 ４０ ０００合 ）　 ３ １１５ （　 ２ｓ５ ００合 ）
１６０ ２ （　 　 ２００合 ）　 ２２ １６ （　 　８０ ００合 ）　 ２６ １７ （　 　 １５００合 ）　 ３１ １６ （　 　２６ ００合 ＞
１６０ ３ （　 　 ６００合 ）　 ２２ １７ ｛　 　 ５００合 ）　 ２６ １８ （　 　 ８００合 ）　 ３１ １７ （　 　１２ ００合 ）
１６０４ （　 ２ ７００合 ）　 ２２ １８ （　 ４０ ００合 ）　 ２６ １９ （　 ８ ０００合 ）　 ３１ １８ （　 　 ３ ００合 ）
１６０ ５ （　 　６ ０００合 ）　 ２３０ １ （　 　４０ ００合 、　 ２６２ １ （　 　２ ０００合 ）　 ３１ １９ （　 　 １８ ００合 ）
１７０ １ （　　１ｉＯＯ合 ）　 ２３０ ２ （　　３０ ００合 ，　 ２６２２ （　　 　５００合 ）　 ３１２０ （　 　 　６ ００合 ）
１７０３ （　 　 ８００合 ＞　 ２３０３ （　 １００ ００合 ）　 ２６２３ （　 　 １２００合 ）　 ３ｉ２ １ （　 　２３ ００合 ）
１７０４ （　 　 １０００合 ）　 ２３０ ４ （　 　 ｉＯｌＯ合 ）　 ２６２４ （　 　４ ０００合 ）　 ３ １２２ （　 　 １６ ００合 ）
１７０ ５ （　 　 ５００合 ）　 ２３０ ５ （　 　４ ３００合 ）　 ２６２５ （　 １０ ８００合 ）　 ３ １２３ 〔　 　 １３ ００合 ）
１７０６ （　 　 ４ ００合 ）　 ２３０６ （　 　３６ ００合 ）　 ２６２６ （　 １６ ０００合 ）　 ３ ｉ２４ （　 　３８ ００合 ）
１７０ ８ （　１００ ００合 ）　 ２３０８ （　 　３０ ００合 ）　 ２６２７ （　 　３０ ００合 ）　 ３１２５ （　 　　６ ００合 ）
１７ １０ （　 　２ ０００合 ）　 ２４Ｄ ２ （　 　 ５００合）　 ２６２８ （　 １２ ０００合 ＞　 ３１２６ （　 　 １２００合 ）
１７ １３ （　 　２ ８００合 ）　 ２４０４ （　 　７ ００００）　 ２６２９ （　 　 ５００合 ）　 ３ １２７ （　 　２ ８００合 ）
１７ １４ （　 　１６００合 ）　 ２４０ ５ （　 １２ ０００合 ）　 ２６３０ （　 　 ５００合 ）　 ３ １２８ ｛　 　 １８００合 》
１７ ｉ５ （　 　１０ ２０合 ）　 ２４０６ （　 　４ ０００合 ｝　 ２６３ １ （　 　 　８４０合 ）　 ３ １２９ （　 　５ ８００ｄ）
１７ １６ （１ １２０ ００合 ）　 ２４０ ７ （　 　５０ ００合 ）　 ２６３２ （　 ３ ２００合 ）　 ３１３０ （　 　 ４ ００合 ）
１７ １７ （　 　 　 　 　 一）　 ２４０ ８ （　 　８ ８００合 ）　 ２６３３ （　 ２ ０８０合 ）　 ３１３ １ （　 ４ ７００合 ）
１８０ １ （　 ３ ６００合 ）　 ２４ １０ （　 　２ ０００ｎ）　 ２６３４ （　 ８ １００合 ）　 ３ １３２ （　 ３ ３００合 ）
１８０ ２ （　 １０２ ００合 ）　 ２４ １ｉ （　 　８０ ００合 ）　 ２６３５ （　 　１６００合 ）　 ３１３３ （　 ６ ２００合 ）
１８０ ３ （　　５ ７００合 ）　 ２４ １２ （　２０００ ０合 ）　 ２６３６ （　 　２ Ｓ２０合 ）　 ３ １３４ （　 ｉＯ ２００合 ）
１８０４ （　 　２ ２００合 ）　 ２４ １３ （　 ２０４０ ０合 ）　 ２６３ ７ （　 　２ ８００合 ）　 ３ｉ３５ （　 ２７ ２００合 ）
１８０ ５ （　 　 ３００合 ）　 ２４ １４ （　 １８ ０００合）　 ２７０２ （　 　３ ０００合 ）　 ３１３６ （　 ２２ ５００合 ）
１８０ ６ （　 　 ６００合 ）　 ２４ １５ （　 １０ ２００合 ）　 ２７０３ （　 　２ ８００合 ）　 ３１３７ （　 　４ ８００合 ）
１９０ １ （　 ｉ９ ０００合 ）　 ２４ １６ （　 　 ８０ ０合 ）

産 物 名 ｅ ダ イコ ン
紀 一載 量 ＝ １７５０貫 ， ７０００本

村 数 置 ４３

１３０３ （ 　 １２５００ 　１９０９ ｛ 　 　 　 　 １９２２ （ 　 　 　 一） 　１９３５ （ 　 　 　 一）
１３２１ （ 　 ３００ ｝ 　１９１０ ｛ 　 　 　 一； 　１９２４ （ 　 １２０００ 　１９３６ （ 　 　 　 一）
１３２ ２ （　 　　２００貫 ）　　１９ １２ （　 　　 　　 　一）　　１９２５ （　　 　　 　　一 ）　　１９３７ （　 　　 　　 　一）

｝喜§萎｛　　　　　　≡１　　｝§｝≡≡｛　　５０００≡≡１　　｝§菱暑｛　　　　　　≡１　　｝§蓬§（（　　　　　　≡３
１９０４ ｛ 　 　 　 ＿） 　１９１？ ｛ 　 　 　 一） 　１９２９ （ 　 　 　 一） 　１９４１ （ 　 　 　 －ｊ
１９０５ ｛ 　 　 　 ） 　１９１８ ｛ 　 　 　 一） 　１９３０ （ 　 　 　一） 　１９４２ （ 　 　 　 一）
１９０ ６ ｛　 　 　 　 　 一）　 １９ １９ ｛　 　 　 　 　 －ｊ　 １９３２ ｛　 　 　 　 　 －ｊ　 １９４３ （　 　 　 　 　 一）
１９０ ７ （　 　 　 　 　 ～）　 １９２ ０ （　 　 　 　 　 一）　 １９ ３３ （　 　 ３００本 ）　 ３ １０３ （　 　 ５００本 ）
１９０ ８ ｔ　 　　 　　 　－）　　１９２ １ （　 　　 　　 　一）　　１９３４ （　 　　 　　 　一）

産 物 名 ＝ ダ イズ
記 載 量ｅ ４８４６ ６６石

村 数 ＝４ ００

１ １０ １ （　 １７ ５００合 ）　 １９ １２ （　 　４ ６００合 ）　 ２５０ ８ （　 ５０ １００合 ）　 ２７４ １ （　 　５ ５００合）
１ １０２ （　 ３６ １００合 ）　 １９ １３ （　 ７４ ００合 ）　 ２５０９ （　 ２ ２００合 ）　 ３ １０ １ （　 ４ ６００合 ）
１ １０ ３ （　 １４ ３００合 ）　 １９ １４ （　 １５ ００ ０合 ）　 ２５ １０ （　 　ｌｉＯＯ合 ）　 ３ １０２ （　 ２０ ０００合 ）
１ １０４ ｛　 ２０ ０００合 ）　 １９ １５ （　 ２３０ ００合 ＞　 ２５ １１ （　 １３ ０００合 ）　 ３ １０３ （　 １２ ８００合｝
１ １０ ５ （　 １６ ０００合 ）　 １９ １６ ｛　 　７ ２００合 ）　 ２５ １２ （　 ７０ ０００合 ）　 ３１０ ４ （　 ２９ ０００合）
１ １０６ （　 １５ ０００合 ）　 １９ １７ （　 　３ ５００合 ）　 ２５ １３ （　 １６ ４００合 ）　 ３ １０ ５ （　 　３ ６００合）
１ １０７ （　 　３ ０００合 ）　 １９ １８ （　 １３４ ００合 ）　 ２５ １４ （　 １０ ０００合 ）　 ３ １０６ （　 　８ ０００合 ）

Ｂ ８§｛ ｝唇８８８郵　 ｝９９杢８｛　４１葦９８蓉１ 萎奮１き｛ １§９８８郵 §１８ｓ｛ 茎き９８８禽；
１ １１０ （　 １０ ０００合 ）　 １９２ １ （　 　 　４００合 ）　 ２５ １７ （　 　 １７００合 ）　 ３ １０ ９ （　 ３０ ０００合）
１ １１１ （　 　７ ２００合 ）　 １９２ ２ （　 　 １２００合 ）　 ２５ １８ （　 　４ ２５０合 ）　 ３ １１０ （　 １０ ４００合）
１ １１２ （　 １０ ８００合 ）　 １９２ ３ （　 　７４ ００合 ）　 ２５ １９ （　 　３ ３００合 ）　 ３ １１１ （　 １８ ４００合 ）
１ １１３ 〈　 ４８０ ００合 ）　 ｉ９２ ４ （　 　２ ５０ ０合 ）　 ２５ ２０ ｛　 　２１００合 ）　 ３ １ｉ２ （　 　３ ６００合 ）
１２０ １ （　 ４８ ０００合 ）　 １９２ ５ 〔　 　３８ ００合 ）　 ２５ ２１ （　 　 １３００合 ）　 ３ １１３ （　 　８ ４００合）
１２０２ （　 １５ ５００合 ）　 １９２ ６ （　 　４ ８００合 ）　 ２５ ２２ （　 　３ ６００合 ）　 ３ １１５ （　 ２３ ７００合）
１２０３ （　 ２０ ２００合 ）　 １９２ ８ （　 　２ １００合 ）　 ２５ ２４ （　 ５ ８７００合 ）　 ３ １１６ （　 　３ ６００合 ）
１２０４ （　 　４０ ００合 ）　 ｉ９２ ９ （　 １６ ０００合 ）　 ２５２ ５ （　 ４ ４００合 ）　 ３ ｉｌ７ （　 　７ ２００合 ｝
１２０５ （　 ３２０ ００合 ）　 １９３ ０ （　 ２０ ２００合 ）　 ２５ ２６ （　 　８ ０００合 ）　 ３ １１８ （　 　 １２００合 ）
１２０ ６ （　 １０ ０００合 ）　 １９３ ２ 〔　 　３ ８００合 ）　 ２５ ２７ 〔　 　 ６４００合 ）　 ３ １１９ （　 　 ４００合 ）
１２０ ７ （　 ２００ ００合 ）　 １９３ ３ （　 　 １４００合 ）　 ２５ ２８ （　 　６ ０００合 ）　 ３ １２ ０ （　 　１３００合 ）
ｉ２０８ （　 １６０ ００合 ）　 １９３ ４ （　 １７ １００合 ）　 ２５ ２９ （　 １０ ０００合 ）　 ３ １２ １ （　 　 ５１００合 ）
１２０ ９ （　 ４８ ００合 ）　 １９３ ５ （　 ３０ ０００合）　 ２５ ３０ 〈　 　５０００合 ）　 ３ １２ ２ （　 　３７００合 ）
１２ １０ （　 ７２０ ００合 ）　 １９３ ６ ｛　 　３ ２００合）　 ２５ ３１ （　 ２１００合 ）　 ３ １２ ３ （　 ４ ８００合 ｝
１２ １１ （　 ４０ ０００合 ）　 １９３ ７ ｛　 １１０００合）　 ２５ ３２ （　 　 ５０００合 ）　 ３ １２ ４ （　 　 ８６０ ０合 ）
１３０ ｉ （　 　７４ ００合 ）　 １９３ ８ （　 　２ ５００合）　 ２５ ３３ （　 １００００合 ）　 ３ １２ ５ （　 　１３０ ００）
１３０２ （　 １９ ８００合 ）　 １９３ ９ （　 　３ ５００合）　 ２５ ３４ （　 　 １５００合 ）　 ３ １２ ６ （　 　 　１５ ０合 ）
１３０３ （　３２０ ００合 ）　 １９４ ０ （　 　４ ７００合 ）　 ２６ ０１ （　 　 　８００合 ）　 ３ １２ ７ （　 　６ ４０ ０合 ）
１３０４ （　 　５８ ００合 ）　 １９４ １ ｛　 　３ ７００合）　 ２６ ０２ （　 ８ １０００合）　 ３ １２ ８ （　 　７４０ ０合 ）
１３０ ５ （　 　７ ２００合 ）　 １９４ ２ ｛　 　 ５０００合）　 ２６ ０３ （　 ５ １０００合 ）　 ３ １２ ９ （　 　 １９０ ０合 ）
１３０６ （　 １８ ３００合 ）　 １９４ ３ （　 　５ ５００合）　 ２６ ０４ （　 １４０００合 ）　 ３ １３ ０ （　 　 　２０ ０合 ）
１３０７ （　 　８０ ００合 ）　 ２ １０ １ （　 １２ ０００合）　 ２６ ０５ （　 １４０００合 ）　 ３ ｉ３ １ （　 　１９０ ０合 ）
１３０８ （　 　３ ２００合 ）　 ２ １０ ２ ｛　 ２ １０００合）　 ２６ ０６ （　 ２ ０４００合 ）　 ３ ｉ３ ２ （　 　３４０ ０合 ）
１３０９ （　 　２ ０００合 ）　 ２ １０ ３ （　 ２０ ０００合）　 ２６ ０７ （　 ２４ ０００合 ）　 ３ １３ ３ （　 　 ４３０ ０合 ｝
１３ １０ （　 ２４ ３００合 ）　 ２ １０ ４ （　 　８ ０００合）　 ２６ ０８ （　 　 ５０００合 ）　 ３ １３４ １　 　 １２０ ０合 ）
１３ １１ （　 １５０ ００合 ）　 ２ １０ ５ （　 　９ ４００合）　 ２６ ０９ （　 　３２００合 ）　 ３ １３５ （　 　６８０ ０合 ）
１３ １２ （　 ３００ ００合 ）　 ２ １０ ６ （　 　８ １００合＞　 ２６ １０ （　２ ００００合 ）　 ３ １３ ６ （　 　７５０ ０合 ）
１３ １３ （　 １００ ００合 ）　 ２ １０ ７ （　 ２ ２５００合）　 ２６ ｉ１ （　 　７ １００合 ）　 ３ １３７ （　 　１８０ ０合 ）
１３ １４ （　 １４ ０００合 ）　 ２ １０ ８ （　 １５ ０００合）　 ２６ １３ （　 　７２００合）　 ３２ ０１ （　 １１２０ ０合 〉

５８７
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１３ １５ （　 　６ ０００合）　 ２２０ １ （　 　３ ８１０合 ）　 ２ ６１４ （　 　９ ４００合 ）　 ３２０２ （　 ２８００ ０合 ）
１３１６ （　 　２ ０００合）　 ２２０ ２ （　 １０ ０００合 ）　 ２ ６１５ （　 　 ５５００合 ）　 ３２０３ （　 　１５０ ０合 ）
１３ １７ （　 ２ ８００合）　 ２２０３ （　 １ ５２ ００合 ）　 ２ ６１６ （　 ３２ ０００合 ）　 ３２０４ （　 ４００ ０合 ）
１３ １８ （　 １０ ０００合 ）　 ２２０４ （　 　５２ ００合 ）　 ２ ６１７ （　 １０ ５００合 ）　 ３２０５ （　 １２８０ ０合 ）
１３１９ （　 ２５ ０００合 ）　 ２２０ ５ （　 １２０００合 ）　 ２ ６１８ （　 　 ７１００合 ）　 ３２０６ （　 　４８０ ０合 ）
１３２ ０ （　 １０ ０００合 ）　 ２２０６ （　 　６０ ＧＯ合 ）　 ２ ６ｉ９ （　 　８０００合 ）　 ３２０７ （　 １２４０ ０合 ）
１３２ １ （　 　６ ２００合 ）　 ２２０ ７ （　 ３５６ ００合 ）　 ２ ６２１ （　 １２ ０００合 ）　 ３２０８ （　 １３００ ０合 ）
１３２ ２ （　 １１１００合）　 ２２０ ９ （　 １０ ０００合 ）　 ２ ６２２ （　 　 １４００合 ）　 ３２０９ （　 ２ １４ ００合 ）
１３２ ３ （　 　８ ２００％ ｉ　 ２２ １０ （　 ｉ２０ ００合 ）　 ２ ６２３ （　 　２ ４００合 ）　 ３２ ｉＯ （　 ｉ８ １０ ０合 ）
１３２ ４ （　 １０ ０００合 ）　 ２２ １１ （　 　４０ ００合 ）　 ２ ６２４ （　２０ ０００合 ）　 ３２ １１ （　 ２５２ ００合 ）
１３２ ５ （　 　６ ０００合 ）　 ２２ １２ （　 　９０ ００合 ）　 ２ ６２５ （　 ２０ ０００合 ）　 ３３０ １ （　 ２０９ ００合 ）
１３２ ６ （　 ２８ １００合 ）　 ２２ １３ （　 ２５０ ００合 ）　 ２ ６２６ （　 １６ ０００合 ＞　 ３３０２ （　 １ １２ ００合 ）
１３２ ７ （　 １６ ４００合 ）　 ２２ １４ （　 　３ ９００合 ）　 ２ ６２７ （　 ４ ００００合 ）　 ３３０３ （　 ２００ ００合 ）
１４０ ｉ （　 ７９ ０００合 ）　 ２２ １５ （　 　３４ ００合 ）　 ２ ６２８ （　 ２ ８０００合 ）　 ３３０４ （　 １ １２ ００合 ）
１４０ ２ （　 　５ ０００合 ）　 ２２ １６ （　 ｉ７２ ００合 ）　 ２ ６３０ （　 ４０ ０００合 ）　 ３３０５ （　 ２０９ ００合 ）
１４０ ３ （　 ４ ７０００合 ）　 ２２ １７ （　 　４４ ００合 ）　 ２ ６３１ （　 　２ ０００合 ）　 ３３０６ （　 ２５８ ００合 ）
１４０ ４ （　 ７ ５０００合 ）　 ２２ １８ （　 ４００ ００合 ）　 ２ ６３２ （　 ６ ０００合 ）　 ３４０ １ （　 ｉＯＯ ＯＯ合 ）
１４０ ５ （　 ２ １４００合 ）　 ２３０ １ （　 ２９０ ００合 ）　 ２ ６３３ （　 　５ ３００合 ）　 ３４０２ （　 ２２０ ００合 ）
１５° １ （ 　 １８°°ｑ ） ２３°２ （ 　 ５° °°ｑ ） ２ ６３４ （ ４ ８７０°° ｝ ３４０３ （ １ １° ０°； ）
１５０ ２ （ 　 １８０００ １ ２３０３ （ １００ ０００ ） ２ ６３５ （ 　 ７ ２００＄ ｝ ３４０４ （ 　 ４８ ０００ ）
１５０ ３ （　 　 ８００合 ）　 ２３０４ （　 ２０ ０００合 ）　 ２ ６３６ （　 １１１００合 ）　 ３４０５ （　 １３２ ００合 ）
１５０ ４ （　 　 ８００合 ）　 ２３０５ （　 ４００ ００合 ＞　 ２ ６３７ （　 １７ ４００合 ）　 ３４０６ （　 ２０２ ００合 ）
１５０ ５ （　 　３ １００合 ）　 ２３０６ （　 １００ ００合 ）　 ２ ７０１ （　 　３ １００合 ）　 ３４０７ （　 １６９ ００合 ）
１５０ ６ （　 　１０００合 ）　 ２３０７ （　 　２０ ００合 ）　 ２ ７０２ （　 　８ ０００合 ）　 ３５０ １ （　 　９３ ００合 ）
１５０ ７ 〈　 　１０００合 ）　 ２３０８ （　 　８０ ００合 ）　 ２ ７０３ （　 　３ ０００合 ）　 ３５０２ （　 ４２０ ００合 ）
１６０ １ （　 　２ ０００合 ）　 ２４０ １ （　 　 ６ ００合 ）　 ２ ７０４ （　 １３ ４００合 ）　 ３５０３ （　 １２０ ００合 ）
１６０ ２ （　 １０ ０００合 ）　 ２４０２ （　　 ４０ ００合 ）　 ２ ７０５ （　 １４ ０００合 ）　 ３６０ ｉ （　 １ １０ ００合 ）
１６０ ３ （　 １０ ０００合 ）　 ２４０３ （　 　 ６ ００合 ）　 ２ ７０６ （　 １８ ０００合 ｝　 ３６０２ （　 ４８ ００合 ）
１６０ ４ （　 １２ ０００合 ）　 ２４０４ （　 ４００ ００合 ）　 ２ ７０７ （　 ２０ ０００合 ）　 ３６０３ （　 １８８ ００合 ）
１６０ ５ （　 ００ ０００合 ）　 ２４０５ （　 ４００ ００合 ）　 ２７ ０８ （　 １２ ５００合 ）　 ３６０４ （　 ７２ ００合 ）
１７０ １ （　 ２４ ８００合 ）　 ２４０６ （　 ３００ ００合 ）　 ２ ７０９ （　 ８０ ００合 ）　 ３６０５ （　 　２４ ００合 ）
１７０ ２ （　 １６ ４００合 ）　 ２４０７ （　 　５０ ００合 ）　 ２ ７１０ （　 　２ ２００合 ）　 ３６０６ （　 　２ １００合 ）
１７０ ３ （　 １２ ０００合 ＞　 ２４０８ （　 　８８０ ０合 ）　 ２７ １１ （　 ２０ ０００合 ）　 ３７０ ｉ （　 ２６８ ００合 ）
１７０ ４ （　 ２８ ８００合 ）　 ２４ １０ （　 　６０ ００合）　 ２ ７１２ （　 ２２ ０００合 ）　 ３７０２ （　 １５２ ００合 ）１７
０ ５ （　 １６ ４００合 ）　 ２４ １１ （　 ２０ｅ ＯＯ合 ）　 ２ ７１３ （　 １５ ０００合 ）　 ３７０３ （　 　６０ ００合 ）

１７０ ６ （　 １３ ０００合 ）　 ２４ １２ （　 　２４ ００合 ）　 ２ ７１４ （　 　８ ８００合 ）　 ３７０４ （　 　７０ ００合 ）
１７０ ８ （　 １６ ０００合 ）　 ２４ １３ （　 　８０ ００合 ）　 ２ ７１５ （　 　８ ０００合 ）　 ３８０ １ （　 　７２ ００合 ）
１７ １０ （　 １２ ０００合 ）　 ２４ １４ （　 　７０ ００合）　 ２ ７１６ （　 　５ ２００合 ）　 ３８０２ （　 　 １８ ００合 ）
１７ １１ （　 　４ ６００合 ）　 ２４ １６ （　 　 １２０ ０合 ）　 ２ ７１７ （　 　２ ０００合 ）　 ３８０３ （　 　３３ ００合 ｝
１７ １２ （　 　 １４ ００合 ）　 ２４ １７ （　 　４５ ００合ノ　 ２ ７ｉ８ （　 　２ ０００合 ）　 ３８０４ （　 １０９ ００合 ）
１７ １３ （　 ｉ４０ ００合 ）　 ２４ １８ （　 　６５０ ０合）　 ２ ７１９ （　 　６ ８００合 ）　 ３８０５ （　 １７３ ００合 ）
１７ １４ （　 　２０ ００合 ）　 ２４ １９ （　 　４６０ ０合）　 ２ ７２０ （　 　２ ０００合 ）　 ３８０６ （　 　４４ ００合 ）
１７ １５ （　 　 ８００合 ）　 ２４２０ （　 　 １６ ００合 ）　 ２ ７２１ （　 　８ ０００合 ）　 ３８０７ （　 　５０ ００合 ）
１７ １６ （　 　８２ ００合 ）　 ２４２ １ （　 　２３０ ０合）　 ２ ７２２ （　 １０ ４００合 ）　 ３８０８ （　 ３６２ ００合 ＞
１７ １７ （　 　 　 　 　 一）　 ２４２２ （　 　４８０ ０合）　 ２ ７２３ （　 １６ ０００合 ）　 ３８０９ （　 １２４ ００合 ）
１８０ １ （　 　７ ２００合 ）　 ２４２３ （　 　４０ ００合）　 ２ ７２４ （　 　 ７２００合 ）　 ３８ １０ （　 　９８ ００合 ）
１８０ ２ （　 １４ ８００合 ）　 ２ ４２４ （　 　 １７０ ０合）　 ２ ７２５ （　 １４ ０００合 ）　 ３８ １ｉ （　 ３３８ ００合 ）
１８０ ３ （　 ２８ ０００合 ）　 ２４２５ （　 　６２０ ０合）　 ２ ７２６ （　 　３ ０００合 ）　 ３８ １２ （　 １２０ ００合 ）
１８０ ４ 〔　 ２６ ０００合 ）　 ２ ４２６ （　 　５５０ ０合）　 ２７ ２７ （　 　 ６８０合 ）　 ３８ １３ （　 　７８ ００合 ）
１８０ ５ （　 １２０ ００合 ）　 ２ ４２７ （　 　２００ ０合）　 ２ ７２８ （　 　 ８００合 ）　 ３８ １４ （　 　５８ ００合 ｝
１８０ ６ （　 １１２００合 ）　 ２４２８ （　 　４００ ０合 ）　 ２ ７２９ （　 　 ６ ００合 ）　 ３８ １５ （　 ３ １６ ００合 ）

蓋暑８ｉ２１ １４８９８　 ＡＯ　Ｇ 　茎珪§言 １ 　 ４１８８　 ＡＯ　Ｏ 　 釜写塁゜ｉ　１ １§８８ＶＱ／Ｏ　Ｏ 　 蓉雪δ§ ｌ 　 ｉ§８ＶＰＯ　Ａ

｝書８３４ ｛ ｉｓ１４８８８創 茎量３３　ｉ２ ｛ 　 ４７５１８８創 ｚｚ　７７§§ ｛ 　 ２１９８９創 §§８§ ｛ 　 ま§８°ＯＯ　ｏ）
１９０ ５ （　 １０４ ００合 ）　 ２ ５０ ｔ （　 　２００ ０合）　 ２ ７３４ （　　３０ ００合 ）　 ３９０４ （　 　６０ ００合 ）
１９０ ６ （　 １９２ ００合 ）　 ２５０２ （　 ２０００ ０合）　 ２７ ３５ （　 １２ ３００合 ）　 ３９０ ５ （　 　２ ８００合 ）
１９０ ７ （　 　５７ ００合 ）　 ２ ５０３ （　 　１００ ０合）　 ２ ７３６ （　 ３２ ０００合 ）　 ３９０６ （　 　５６ ００合 ）
１９０ ８ （　 　５４ ００合 ）　 ２５０４ （　 　５０ ００合）　 ２ ７３７ （　 　 １１００合 ）　 ３９０ ７ （　 　 １４ ００合 ）
１９０ ９ （　 　８ ８００合 ）　 ２ ５０５ （　 １３００ ０合）　 ２ ７３８ （　 　４ ０００合 ）　 ３９０ ８ （　 　３ １００合 ）
１９ １０ （　 　８５ ００合 ）　 ２ ５０６ （　 　２００ ０合）　 ２ ７３９ （　 　６ ２００合 ）　 ３９０９ （　 　２ ７６０合 ）
１９ １１ （　 　５ ７００合 ）　 ２５０７ （　 ２０００ ０合）　 ２ ７４０ （　 １１０００合 ）　 ３９ １０ （　 　 ｉ８００合 ）

産 ＝ タケ ノコ
看 了 ｅ

村 数 ＝ １８
　 ロ ヨ 　　　　　　ハ 　　　　　　　ロ 　　　　　　　　ロ 　　　　ロ 　　　ワ 　　ノ ヨ

１５０ ２ （　 　 　　 　　＝ ）　 １９０４ （　　 　 　　　一｝　 １９ ０９ （　 　 　　 　　一 ｝　 １９ １７ （　 　　 　 　　一 ）
１５０ ３ （　 　 　　 　　一 ）　 １９０５ （　 　　 　 　　一）　 １９１０ （　　 　 　　　一 ｝　 １９ １８ （　 　 　　 　　－ ｊ
１５０ ４ （　 　　 　　 　一 ）　　１９０６ （　　 　　 　　一）　 １９ １３ （　 　　 　　 　一｝　 ２１０７ （　　 　　 　　－ｊ
１５０ ５ （　 　　 　　 　一 ）　　１９０７ （　　 　　 　　一）　 １９１４ （　 　　 　　 　一 ）　 ２３０ １ （　 　　８００貫 ）
１９０ ３ （　 　 　　 　　一 ）　 １９０８ （　 　　 　 　　一）

産 ＝ ’二 ’σン
諭『， ｅ 『 ． ▼ １

村 数 ＝ １

３８ｃ「４１て　四 　　５６０≡笈）

産 ｅ タ ニ ’

１　 　 　 （　 　 　４　 　口）　 ２ ３０２ （　 　 　 ５ ０合）
一記 載 量ｅ５０ｑ合

産 ｅ コ
盛「ワ Ｈ ＝：５ ０ ０

村 数 ＝ ２

村 数 ＝ １

２６一ｆ７て　一 　　５００尾 ）

産 物 名 子 チ ｔ
紀 載 ＝ １９ ２貫

村 数ｅ ２３

１２０ １ （　 　 　 １５貫 ）　 １８０６ （　 　 ２０ ０斤）　 ３８０ ４ （　 　 ６５０貫 ）　 ３８ １３ （　 　 　 ９６貫 ）
１２０３ （　 　 　 　 ２貫 ）　 １９１６ （　 　 １０ ０斤）　 ３８０ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ３８ １４ （　 　 　 ３５貫 ）
１３２ ７ （　 　 　 　 １貫 ）　 ２ ３０２ （　 　 　 　 　 一）　 ３８０ ７ （　 　 　 　 　 一）　 ３８ １５ （　 　 　 ８７貫 ）
１５０ ５ （　 　 　 　 ３貫 ）　 ３ ８０ １ （　 　 　 １２ ３貫）　 ３８０ ９ （　 　 　１３２貫 ）　 ３８ １６ （　 　 　１３２貫 ）
１５０７ （　 　 ７ ００匁 ）　 ３ ８０２ （　 　 　 ３ ５貫）　 ３ ８１０ （１３ １５００匁 ）　 ３９０ ４ （　 　 　 １８貫 ）
１８０５ （　 　 １５０斤 ）　 ３ ８０３ （　 　 　 ５ ０貫）　 ３８ １１ （　 　 ２００貫 ）

５８８



小 山 ・松山 ・秋道 ・藤野 ・杉田 『斐太後風土記』に よる食糧資源の計量的研究

産 物 名 置 ツクネ イモ 村 数ｅ ２
＝ ７ ． ３

２ １σ５ （．　一 　 　　 　一）　 ２２ １２ （　 　７ ３００匁 ）

産 物 名 ＝ ツクバ ネ 村 数 ＝ ２
記 載 量 ＝ ０

２ ３０２ （　　　 　　　一）　　２４４ ５ （　 　　　 　　一｝

産 物 名 ＝ トウ ノキビ 村 数 ＝ １
言己 載 量； ３．２石
１２０ １ （　 　 ３２０ ０合）

産 物 名 ＝ ドジ ョウ
．記 載 量ｅ ２６０合

村 数＝ ４

１　 　 １ （　 　 　 　 　 合）　 １９３ ４ （　 　 　　５０　 ）　 ２３０ ２ （　 　 　 ５０合）　 ２３ ０５ （　 　 　 ＩＯ Ｏ合 ）

産 物 名 ＝ トチ 村 数ｅ １５１
記 載 量ｅ ５４ １，４石 ，９６貫
１３０７ （　 　 ２０ ０合）　 １９４ ０ （　 　 　 　 　 一）　 ２６ １３ （　 １５０００合 ）　 ２ ７４ １ （　 ２ １００ ０合 ）
１７１０ （　 　６ １０ ０合）　 １９４ １ （　　 　 　 　 一）　 ２６ １４ （　 　　 　 　 一 ）　 ３ １１ １ （　 　　 　 　 一 ）
１７１７ （　 　 　　 　 一）　 １９４ ２ （　　 　 　 　 一）　 ２ ６１５ （　２５０００合 ）　 ３ ２０ １ （　 　　 　 　　一）
１８０２ （　　 　 　 　 一）　 １９４ ３ （　 　 ２３０ ０合）　 ２ ６１６ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ２０ １ （　 　 　 　 　 一）
１８０３ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １３ （　 １２０００合）　 ２６ １９ （　２ ００００合 ）　 ３ ２０２ （　 　 　 　 　 一 ）
１８０５ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １４ （　 　 ２１００合）　 ２６ ２１ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ２０５ （　 　 　 　 　 一 ）
ｉ８０６ （　　 　 　 　 一）　 ２２ １５ （　 １００００合）　 ２６ ２３ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ２０７ （　　 　 　 　 一）
１９０２ （　　 　 　　 　一）　 ２２ １８ （　　 　 　　 　一）　 ２６ ２４ （　　 　 　　 　一 ）　 ３ ２０８ （　　 　 　　 　一）
１９０４ （　　 　　 　　一）　 ２４ ０７ （　　 　　　 　一）　 ２ ６２７ （　 　　 　　 　一 ）　 ３ ２０９ （　　 　　 　　一）
１９０５ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ ｉ １ （　 　 　 　 　 一）　 ２６２８ （　２ ４００ ０合 ）　 ３ ２１ １ （　 　 　 　 　 一）
１９０６ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ １２ （　 　 　 　 　 一）　 ２ ６３０ （　 ２０００ ０合 ）　 ３ ３０ １ （　 　 　 　 　 一）
１９０７ （　 　 　 　 　 一）　 ２ ４１６ （　 　１２０ ０合）　 ２６３２ （　 　２０５ ０合 ）　 ３３０２ （　 　 　 　 　 一）
１９０８ （　 　 　 　 　 一）　 ２ ４１７ （　 　 ２２０ ０合）　 ２ ６３３ （　 　 ３２４ ０合 ）　 ３ ３０３ （　 　 　 　 　 一）
１９０９ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ １８ （　 　 ５０００合）　 ２６ ３４，（　 　 ８００合 ）　 ３ ３０４ （　 　 　 　 　 一）
１９ １０ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ ｉ９ （　 　２５０ ０合）　 ２ ６３５ （　 　１２０ ０合 ）　 ３ ３０５ （　 　 　 　 　 一）
１９ １１ （　　 　　 　　一）　 ２４ ２０ （　　 　　　 　一）　 ２７０５ （　　 　　 　　一 ）　 ３ ３０６ （　　 　　 　　一）
１９ １２ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ ２ １ （　 　 　 　 　 一）　 ２７１０ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３４０６ （　 　 　 　 　 一）
１９ １３ （　　 　　 　　一）　 ２４ ２２ （　 　　 　　 　一）　 ２７１ １ （　 　　 　　 　一 ）　 ３５０ １ （　　 　　 　　一）
１９ １４ （　 　 　 　 　 一）　 ２ ４２３ （　 　 　 　　　一）　 ２７１２ （　 　 　 　　 一 ）　 ３５０３ （　 　 　 　 　　一）
１９ １５ （　　 　 　　 　一）　 ２ ４２５ （　　 　 　　 　一 ）　 ２７１３ （　　 　 　　 　一 ）　 ３６０ １ （　　 　 　　 　一）
１９ １６ （　 　　 　 　　一）　 ２４２６ （　　 　 　　 　一 ）　 ２７１５ （　 　１０ ００合 ）　 ３６０３ （　 　　 　 　　一）
１９ １７ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２４ ２７ （　 　 　 　 　 一）　 ２７１８ （　 　１００ ０合 ）　 ３６０５ （　 　 　 　 　 一＞
１９ １８ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ ２８ （　 　 　 　 　 一）　 ２７１９ （　 　 　１５ ０合 ）　 ３７０２ （　 　 　 　 　 一）
１９ １９ （　 　 　 　 　 一）　 ２ ４２９ （　 　 　 　 　 一）　 ２７２４ （　 　 ４０ ０合 ）　 ３７０３ （　 　 　 　 　 一）
１９２０ （　　 　 　　 　一）　 ２ ４３０ （　　 　 　　 　一）　 ２７２５ （　　４００ ０合 ）　 ３７０４ （　 　　 　 　　一）
１９２ １ （　 　 　 　 　 一）　 ２４３ １ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２７２６ （　 　５０ ００合 ）　 ３８０ １ （　 　 　 　 　 一）
１９２２ （　 　　 　　 　一）　 ２５０３ （　 　　 　　　一 ）　 ２７２７ （　１８０ ００合 ）　 ３８０２ （　 　　 　　 　一）
１９２４ （　 　 　 　 　 一）　 ２５０４ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２７２８ （　 　１６ ００合 ）　 ３８０４ （　 　 　 　 　 一）
１９２ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ２５０５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２７２９ （　 　 ８ ００合 ）　 ３８ ｉ２ （　 　 　 ９６貫）
１９２ ６ （　 　 　 　 　 一）　 ２５０７ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２７３０ （　 　７０ ００合 ）　 ３９０ １ （　 　 　 　 　 一）
ｉ９２ ７ （　　　 　　　一）　　２６０４ （　　２００ ０合 ）　　２７３ ｉ　（　７８０ ００合 ）　 ３９０２ （　　　 　　　一）
１９２ ９ （　 　 　 　 　 一）　 ２６０５ （　 　６００ ０合 ）　 ２７３２ （　 　６０ ００合 ）　 ３９０３ （　 　 　 　 　 一）
１９３０ （　 　 　 　 　 一）　 ２６０６ （　 １２００ ０合 ）　 ２７３３ （　 １００ ００合 ）　 ３９０５ （　 　 　 　 　 一）
１９３ ２ （　 　 　 　 　 一）　 ２６０８ （　 　５ １０ ０合 ）　 ２７３６ （　 ５５０ ００合 ）　 ３９０６ （　 　 　 　 　 一）
１９３ ３ （　 　 　 　 　 一）　 ２６０９ （　 　 １０ ０合 ）　 ２７３７ （　 　２０ ００合 ）　 ３９０ ７ （　 　 　 　 　 一）
１
１９９§§１　 　 　：１ 韮§｝？｛ と２０８８８郵 ｚ２写塁§ｌ ｉ２°０８９呂創 §９９°ｉ＆｛　 　 　：１
１９３ ９ （　 　 　 　 　 一）　 ２６ １２ （　 　３０ ００合 ）　 ２７４０ （　 ６５０ ００合 ）

産 ＝ ナ シ
記 載 量 ＝ ６５０果 ，３ ３．８石

村 数＝ １０４

１２０．１ （　 　 　 　５０果 ）　 １９ １４ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２２ １８ （　 　 　 　 　 一）　 ３２０ ４ （　 　 　 　 　 一 ）
１２０ ９ （　 　 　 　 　 一）　 １９ １５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２３０５ （　 １００ ００合 ）　 ３２０ ５ （　 　 　 　 　 一 ）
１３ １５ （　 　 　２００合 ）　 １９ １６ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２５０５ （　 　 　 　 　 一）　 ３２０ ７ （　 　 　 　 　 一 ）
１３２ ７ （　　 　８００合）　　１９ １７ （　 　 　　 　 　一）　 ２５０７ （　 　 　　 　 　一）　 ３２０ ８ （　　 　　 　 　一 ）
１４０ ５ （　 　 　 　 　 一）　 １９ １８ （　 　 　 　 　 一）　 ２６０５ （　 　 ２ ００合 ）　 ３２０ ９ （　 　 　 　 　 一 ）

丑き８舞 １ 　 　 　 ：；　 １１９９ｉ２９０１ 　 　 　 ：１ ２２　ｓｓ　８§ １ 　 塁８呂彙； ３３４４８４７｛ 　 　 　 ：１
１７０ ８ （　 　 １５００合 ）　 １９２ １ （　　 　 　 　 一）　 ２６２ １ （　　 　 　 　 一）　 ３５０ １ （　 　　 　 　 一 ）
１８０ １ （　 　 　　 　 　一）　　１９２２ （　 　 　　 　 　一）　 ２６２４ （　 　 　　 　 　一）　 ３５０ ２ （　　 　　 　 　一 ）
１８ ０２ （　 　 　　 　 　一）　 １９２４ （　 　 　　 　 　一）　 ２６２７ （　 　 　　 　 　一）　 ３６０ ２ （　　 　　 　 　一 ）
１８ ０３ （　 　 　 　 　 一）　 ｉ９２ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ２６２８ （　 　４ ０００合 ）　 ３６０ ４ （　 　 　 　 　 一 ）
１８ ０４ （　 　 　 　 　 一）　 １９２ ６ （　 　 　 　 　 一）　 ２６３０ （　 　 ６００合 ）　 ３６０ ５ （　 　 　 　 　 一 ）
１８ ０５ （　　 　　 　 　一）　 １９２ ７ （　 　 　　 　 　一）　 ２７０４ （　 　 　　 　 　一）　 ３６ ０６ （　　 　　 　 　一 ）
１８ ０６ （　　 　　 　 　一）　 １９２ ８ （　 　 　　 　 　一）　 ２７０ ５ （　 　 　　 　 　一）　 ３７ ０２ （　　 　 　　 　一 ）
１９ ０１ （　　 　 　　 　一）　　１９ ２９ （　　 　 　　 　一）　 ２７０ ６ （　　 　 　　 　一）　 ３８ ０１ （　 　　 　 　　一 ）
１９°３
１９０４
１９０５ 　 ≡１ １９３°１９３２１９３５ 　 ≡ ２７２６２７３９２７４０ ｉ５°３５§１薯１ ３８０３３８０４ 　 ≡１
１９ ０６ （　　 　 　　 　一）　　１９ ３６ （　　 　 　　 　一）　 ２７４ １ （　　 　２００合 ）　 ３８ ０７ （　 　　 　 　　一 ）
１９ ０７ （　　 　 　　 　一）　　１９ ３７ （　　 　 　　 　一）　 ３ １０ ６ （　　 　 　　 　一）　 ３８ ０８ （　 　　 　 　　一）
１９ ０８ （　 　　 　 　　一）　 ２ １０４ （　　 　 　　 　－ｊ　 ３ １０ ７ （　　 　 　　 　一）　 ３８１ １ （　 　　 　 　　一）
１９０９ （　　 　　 　　一）　　２ １０５ （　　 　　 　　－ｊ　　３ １０ ９ （　　 　　 　　－ｊ　　３９０ １ （　 　　　 　　一）
１９ １０ （　 　　 　 　　一）　 ２ １０８ （　　 　 　　　－ｊ　 ３ １１０ （　　 　 　　 　－ ｊ　 ３９０７ （　 　　 　 　　一）
１９ １１ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ ０２ （　 　 　 　 　 －ｊ　 ３２ ０１ （　 　 　 　 　 － ｊ　 ３９０８ （　 　 　 　 　 一）
１９ １２ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ ０５ （　 　 　 　 　 －ｊ　 ３２０ ２ （　 　 　 　 　 －ｊ　 ３ ９０９ （　 　 　 　 　 一）
１９ １３ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １５ （　 　 　 　 　 一）　 ３２０ ３ （　 　 　 　 　 一）　 ３ ９１０ （　 　 　 　 　 一）

問
産 物 名 ＝ ナ ス
言己 銭 量冨 ２ ０５ ０

村 数 ｅ ３２

１９σ２ 『（　一 　 　 　　一）　 １９ １２ （　　 　 　 　 一）　 １９ ２１ （　 　　 　 　 一 ）　 １９３４ ｛　 　 　　 　　一）
１９０４ （　　 　　 　　－ｊ　　ｆ９ １３ （　　 　　 　　－ｊ　　１９２２ （　　 　　　 　－ ｊ　　１９３５ （　　 　　 　　一）
１９０５ （　 　 　 　 　　－ｊ　 １９ １４ （　 　 　 　　 －ｊ　 １９２４ （　 　 　５５ ０　）　 １９３９ （　 　 　 　 　　－ｊ
１９０６ （　 　　 　 　　－ ｊ　 １３１５ （　　１５００ 　ｊ　　１９２５ （　 　　 　 　　－ ｊ　 １９４０ （　 　　 　 　　一）

５８９
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１９０ ７　 　　 　 　 　　－｝　 １９ １７ （　 　 　 　 　 一）　 １９２６ （　　 　 　 　 一）　 １９４ １ （　 　 　　 　 一）１
９ ０８ （　　 　　 　　一｝　 １９ １８ （　 　 　　 　 　一）　 １９ ２９ （　　 　 　　　一）　 １９４２ （　 　　 　 　　一 ）
１９０ ９ （　　 　　 　　一｝　 １９ １９ （　 　 　　 　 　一）　 １９ ３０ （　　 　 　　　一）　 １９４３ （　 　　 　 　　一 ）１
９ １０ （　　　 　　 　一｝　　１９２ ０ （　 　　 　　 　一）　　１９３ ２ （　　 　　 　　一）　 ２１０５ （　 　　 　　 　一 ）

産 物 名 ＝ ナ タネ 村 数 ＝ ｉ７７
紀 　裁 　量ｅ ３９２． ９３２石 ， ６０貫
１
１１１００差 ｛ 　　 ２００貧 １ 　１９９１ｓ ｛ 　 　１４０　Ｖ　Ｏｏ　 ｚ２４ １１碁 ｌ 　 ｓ７’１２　ＵＯ　８暮 ； 　’１２　ｂｓ　ＵＯ　ｓｓ　ｌ 　 　８　Ｕ　Ｕ暮 ｛
１ｉＯ ３ （　 　 ３００合 ）　 １９ １９ （　 　 　 １０合）　 ２４ １９ （　 　３２００合 ）　 ２６０７ （　 　 ４ ００合 ）
１１０ ４ （　 　 ３０００合 ）　 １９ ２３ （　 　 　 ５０合）　 ２４ ２０ （　 　 ８００合 ）　 ２６ １０ （　 　 ４ ５０合 ）
１ｉＯ ５ （　 　 ４００合 ）　 ２ １０ １ （　 　１２００合）　 ２４２ １ （　 　 ８００合 ）　 ２ｓ ｌ６ （　 　 ４ ００合 ｝
１１０６ （　 　 ３００合）　 ２ １０２ （　 　２００ ０合）　 ２４ ２２ （　 　２０００合）　 ２６ １７ （　 　 ８００合 ）
１１０７ （　 　 　 ５０合）　 ２ １０３ （　 ５ ０００ ０合）　 ２４ ２３ （　 　１５００ｖ）　 ２６ １８ （　 　 １ｉＯＯ合 ）
１１０８ （　 　 　８００合）　 ２ １０５ （　 　 １６０ ０合）　 ２４ ２４ （　 　 　５００合）　 ２６ １９ （　 　２ ５００合 ）
１１１０ （　 　１０００合）　 ２ １０６ （　 　 ８０ ０合）　 ２４ ２５ （　 　 ４９０合 ）　 ２６２ １ （　 　 　 ２０合 ）
１１１１ （　 　１０００合）　 ２ １０７ （　 　４２０ ０合）　 ２４ ２６ （　 　６５００合 ）　 ２６２ ２ （　 　 　 ３０合 ）

ｉ杢 δｚｉ　ｌ 　 ｉｚ２８８蓉１ ２２１２８§ ｛ 　 ３°２８ °４００ 　 茎 珪茎ｓ ｛ 　 丑３０８８蓉 ； ｚ２６６茎藍 １ 　 §８８魯 １
１２ °２ （ 　 ４°°ｑ） ２ ２°２ （ １°° °°） ２４ ２９ （ ３°°°０ ） ２６２ ６ （ ２５°°° ）
１２０３ （ 　 ３０００｝ ２ ２０３ （ ４００ ００） ２ ４３０ （ 　 １０００） ２６２ ７ （ １５０００ ）
１２０８ （　 　 ２００合）　 ２ ２０４ （　 　 ２３ ０合）　 ２４ ３１ （　 　 ９００合 ＞　 ２６２ ８ （　 　２ ０００合 ）
１３０４ （　 　 　１００合》　 ２ ２０５ （　 　 ２５０ ０合）　 ２４ ３２ （　 　３７００合）　 ２６２ ９ （　 　 １０００合 ）
１３０５ （　 　 ５００合 ）　 ２ ２０６ （　 　 ５０ ０合）　 ２ ５０ １ （　 　 ７０ ０合 ）　 ２６ ３０ （　 　 ２０００合）
１３０７ （　 　 　 １７合 ）　 ２ ２０７ （　 　３８０ ０合）　 ２ ５０２ （　 　２３０ ０合 ）　 ２６ ３１ （　 　 　 ５０合）
１３ ｉ４ （　 　 ３００合 ）　 ２ ２０８ （　 　 　 ９ ０合）　 ２ ５０３ （　 　 ５０ ０合 ）　 ２６ ３６ （　 　 ３４０合）
１３１５ （　 　 ３００合 ）　 ２ ２０９ （　 　２４０ ０合）　 ２ ５０５ （　 　 ８０ ０合 ）　 ２６ ３７ （　 　 １００合）
１３１７ （　 　 ３００合 ）　 ２ ２１０ （　 　 １００ ０合）　 ２ ５０６ （　 　 ５０ ０合 ）　 ２７０ １ （　 　 　１００合）
ｉ３１９ （　 　 ４００合 ）　 ２ ２ｉ ｉ （　 　 ５５ ０合 ）　 ２ ５０７ （　 　 １５０ ０合 ）　 ２７０ ２ （　 　 ８００合＞
１３２７ （　 　 ４００合 ）　 ２ ２１２ （　 　 １３０ ０合 ）　 ２ ５０８ （　 　２４０ ０合 ）　 ２７０ ３ （　 　 ５００合）
１４０ １ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ２ｉ３ （　 　 ２ １０ ０合）　 ２ ５０９ （　 　 ９０ ０合 ）　 ２７０ ４ （　 　 　５６０合）
ｉ４ ０３ （　 　 　１００合 ）　 ２ ２ｉ４ （　 　 ３０ ０合 ）　 ２ ５１０ （　 　 １００ ０合 ）　 ２７０ ５ （　 　 ２００合）
１４０４ （　 　 　１２０合 ）　 ２ ２１５ （　 　 ２０ ０合）　 ２ ５１３ （　 　 ３０ ０合 ）　 ２７ ０６ （　 　 ２００合）
１６０２ （　 　 　 ５０合 ）　 ２ ２１７ （　 　 　 ８ ０合 ）　 ２ ５１４ （　 　 　 ６ ０貫 ）　 ２７ ０７ （　 　 １９００合）
１６０３ （　 　 ２０ ０合 ）　 ２３０ １ （　 　２００ ０合）　 ２ ５１６ （　 　２１０ ０合 ）　 ２７ ０８ （　 　 １０００合）
１６０４ （　 　 ８０ ０合 ）　 ２３０ １ （　 　２００ ０合 ）　 ２５ １７ （　 　 １５０ ０合 ）　 ２７１０ （　 　 　１０ ０合 〕
１７０ １ （　 　 ２０ ０合 ）　 ２３０２ （　 　 ３ ００合 ）　 ２５ １８ （　 １ １５０ ０合 ）　 ２７ １１ （　 　４００ ０合 ｝
１７０２ （　 　 ５０ ０合 ）　 ２３０５ （　 １６５０ ０合 ）　 ２５ １９ （　 　 １５０ ０合 ）　 ２７１３ （　 　４００ ０合 ）
１７０３ （　 　 ２０ ０合 ）　 ２３０６ （　 　 １００ ０合 ）　 ２５２２ （　 　２６０ ０合 ）　 ２７ １４ （　 　 ２０ ０合 〕
１７０５ （　 　 　１０ ０合 ）　 ２３０８ （　 　 １５０ ０合 ）　 ２５２３ （　 １０００ ０合 ）　 ２７２２ （　 　１２０ ０合 〕
１７０６ （　 　 ３０ ０合 ）　 ２４０ １ （　 　 　 　 　 一）　 ２５２４ （　 ３４００ ０合 ）　 ２７ ２３ （　 　１００ ０合 〕
１７０８ （　 　１５０ ０合 ）　 ２４０２ （　 　 ３０ ０合 ）　 ２５２５ （　 　 １３０ ０合 ）　 ２７ ２５ （　 　３００ ０合 〕
ｉ７０９ （　 　 ９０ ０合 ）　 ２４０３ （　 　 ４０ ０合 ）　 ２５２６ （　 　２００ ０合 ）　 ２７ ２７ （　 　１４０ ０合 〕
１９０２ （　 　 　 ４ ０合 ）　 ２４０５ （　 　６００ ０合 ）　 ２５２７ （　 　３５０ ００ ）　 ２７３０ （　 　１２０ ０合 〕
１９０３ （　 　 　 ２０合 ）　 ２４０６ （　 　２００ ０合 ）　 ２５２８ （　 １０００ ０合 ）　 ２７ ３３ （　 　 　１０ ０合 〕
１９０４ （　 　 　 ８５合 ＞　 ２４ ｉ１ （　 　４００ ０合 ）　 ２５２９ （　 　６５０ ０合 ）　 ２７ ３５ （　 　１ １０ ０合 〕
１９０６ （　 　 １００合 ）　 ２４ ｉ２ （　 　６ ５００合 ）　 ２５３０ （　 　 ３０ ０合 ）　 ２７３６ （　 　 １０ ００合 〕
１９０８ （　 　 　 ５０合 ）　 ２４ １３ （　 １００ ００合 ）　 ２５３ １ （　 　 ３０ ０合 ）　 ２７３８ （　 　 １５０ ０合 〕
１９ １０ 〔　 　 　 ５０合 ）　 ２４ ｉ４ （　 　９０ ００合 ）　 ２５３２ （　 　 １１０ ０合 ）　 ２７３９ （　 　２０ ００合 〕
１９ １２ （　 　 　 ５０合 ）　 ２４ １５ （　 １７ ２００合 ）　 ２５３３ （　 １５０ ００合 ）　 ２７４０ （　 　９２ ００合 〕
１９ １３ （　 　 　 ５０合 ）　 ２４ １６ （　 　 ８ ００合 ）　 ２５３４ （　 　３００ ０合 ）　 ２７４ １ （　 　５ １００合 〕
１９ １４ （　 　 　 ６０合 ）

産 物 名 ＝ ナツ メ 村 数ｅ ２３
ヨ ｅ ６ ３ ０合

１２σ １ （　　 　 １５０合 ）　 ２２０ ２ （　 　 　 　 　 一）　 ２２０９ （　 　 ２０ ０合 ）　 ３３０６ （　 　 　 　 　 一 ）
１２０５ （　 　　 　 　　一 ）　 ２２０ ３ （　 　　 　 　　一）　 ２２ １２ （　 　 　１０ ０合 ）　 ３４０２ （　 　　 　 　　一 ）
１３０ ３ （　 　 　 ３０合 ）　 ２２０ ４ （　 　 　 　 　 一）　 ２６３４ （　 　 １００合 ）　 ３４０７ （　 　 　 　 　 一）
１６０ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ２２０ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ２７０ ９ （　 　 　 　５０合 ）　 ３６０４ （　 　 　 　 　 一）
２１０３ （ 　 　 　 一） ２２０６ （ 　 　 　 ） ２７１１ （ 　 　 　一） ３８１１ （ 　 　 　 一）
２１０８ （ 　 　 　 一） ２２０７ （ 　 　 　 一｝ ３３０３ （ 　 　 　一）

産 物 名 ＝ ナマズ
記 載 量 ＝ １１尾

村 数ｅ ３

３６０ ２ （　 　 　　 　５　｝　 ３６０ ３ （　 　 　　 　６　）　 ３８ １５ （　 　 　　 　　一 ）

産 物 名 ＝ ナラ
記 載 量 ＝ ３５２。５石

村 数 ＝ １５６

１２ ０１ （　 　４ ３００合 ）　 １９ ２２ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ ２７ （　 　 　 　 　 一）　 ２７３４ （　 １５ ０００合）１２ ０３ （　 　 　
１００合 ）　 １９２ ３ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ ２９ （　 　 　 　 　 一）　 ２７ ３６ （　 １１０００合 ）

１３ ０７ （　 　 ２００合 ）　 １９２ ４ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ ３０ （　 　 　 　 　 一）　 ２７３ ８ （　 　４ ０００合）
１３ ０９ （　 　 　 ２０合 ）　 １９２ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ ３１ （　 　 　 　 　 一）　 ２７３ ９ （　 　 ５０００合）
１３ １６ （　 　 ５００合 ）　 １９２ ６ （　 　 　 　 　 一）　 ２５ ０５ （　 　 　 　 　 一）　 ２７４ ０ （　 　 ５００合 ）
１３ １９ （　 　 ５００合 ）　 １９２ ７ （　 　 　 　 　 一）　 ２６ ０４ （　 　１０００合 ）　 ２７４ １ （　 　 ３０００合 ）
１３ ２４ （　 　 　１００合 ）　 １９２ ８ （　 　 　 　 　 一）　 ２６ ０５ （　 　４０００合 ）　 ３ １１１ （　 　 　 　 　 一）
１３ ２７ （　 　 ８００合 ）　 １９ ２９ （　 　 　 　 　 一）　 ２６ ０６ （　 　８０００合 ）　 ３２０ ｉ （　 　 　 　 　 一）
１４ ０２ （　 　 　　 　 　一）　 １９３ ０ （　　 　 　　 　一）　 ２６ ０８ （　１２０００合 ）　 ３２０ １ （　　 　 　　 　一）
１４ ０３ （　 　 　　 　 　一）　 ｉ９３ ２ （　　 　 　　 　一）　 ２６ ０９ （　　 　５００合 ）　 ３２０ ２ （　 　 　　 　 　一）
１４ ０４ （　 　 　　 　 　一）　 １９ ３３ （　 　 　　 　 　一）　 ２６ １０ （　４ ００００合 ）　 ３２０４ （　 　 　　 　 　一）
１５０１ （　　 　　 　　一）　　１９３４ （　　 　　 　　一）　 ２６ １１ （　５００００合）　 ３２０ ５ （　　 　　 　　一）
１５０２ （　 　 ８００合）　 １９３５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ６１２ （　 　７０００含）　 ３２ ０６ （　 　 　 　 　 一）
１５０３ （　 　 　 　 　 一）　 １９３６ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ６１３ （　 １００００合）　 ３２ ０７ （　 　 　 　 　 一）
１５０４ （　 　 　 　 　 一）　 １９３７ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２６ １４ （　 　 　 　 　 一）　 ３２ ０８ （　 　 　 　 　 一）
１５０５ （　 　 　 　 　 一）　 １９３８ （　 　 　 　 　 一）　 ２６ １５ （　 １００００合）　 ３２ ０９ （　 　 　 　 　 一）
１５０６ （　　 　 　　 　一）　　１９３９ （　 　　 　 　　一）　 ２６ １６ （　 　　 　 　　一）　 ３２ １１ （　 　　 　 　　一）
１５０７ （　　 　　 　　一）　　１９４０ （　　 　　 　　一）　 ２６ ２１ （　　 　　 　　一）　 ３３ ０１ （　　 　　 　　一）
１６０２ （　 　 　　 　 　一）　 １９４１ （　　 　 　　 　一）　 ２６ ２７ （　　 　 　　　一）　 ３３ ０２ （　　 　 　　 　一）
１６０３ （　 　 　 　 　 一）　 １９４２ （　 　 　 　 　 一）　 ２６ ３０ （　 ２００００合）　 ３３ ０３ （　 　 　 　 　 一）
１６０５ （　　 　 　　 　一）　 １９４３ （　　 　８０ ０合）　 ２６ ３２ （　　６０００合）　 ３３ ０５ （　　 　 　　 　一）
１７１０ （　 　７３００合 ）　 ２ １０２ （　　　 　　 　一）　 ２６ ３３ （　１２０３０合）　 ３３ ０６ （　　 　　 　　一）
１７１７ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０６ （　 　１２０ ０合）　 ２６ ３４ （　 ｉ１５００合）　 ３４ ０６ （　 　 　 　 　 一 ）
１８０ １ （　　 　 　　 　一 ）　 ２１０７ （　 　　 　 　　一 ）　 ２ ６３５ （　 　４４０ ０合 ）　 ３ ５０ １ （　 　　 　 　　一 ）

５９０
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１８０ ３ （　 　 　　 　　一）　 ２ ２０２ （　 　　 　＿　一）　 ２７０５ （　 　 　　 　　一 ）　 ３ ５０２ ｛　 　　 　　　一）１８０４ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ２１３ （　 　 ３０００合）　 ２７０６ （　 　 　 　 　 一 ｝　 ３５ ０３ （　 　 　 　 　 一）

１８０ ５ （　 　　 　　 　一 ）　 ２ ２１４ （　　１０００合 ）　 ２７０７ （　 　　 　　　一 ）　 ３６ ０１ （　 　　 　　 　一 ）
１８０ ６ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １５ （　 　 ８００合）　 ２７０８ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３６ ０３ （　 　 　 　 　 一）
１９０ １ （　　 　　　　一 ）　 ２ ２１８ （　　　 　　　一）　 ２７ １０ （　　 　　　 　－ ｊ　　３ｆｉ　Ｏ　５ （　 　　　 　　－ｊ
１９０２ （　 　　 　　 　一 ）　 ２４ ０７ （　　 　　 　　－ｊ　 ２７ １１ （　 　　 　　　－ ｊ　 ３６ ０６ （　　 　　 　　－ｊ
１９０３ （　 　　 　　 　一 ）　 ２ ４１１ （　　 　　 　　－ｊ　 ２７ １２ （　 　　 　　　－ ｊ　 ３７ ０３ （　　 　　 　　－ｊ
１９０４ （　 　　 　　 　一 ）　 ２４ １６ （　　 　５００合）　 ２７ １３ （　 　　 　　　一 ）　 ３８ ０１ （　　 　　 　　一）
１９０ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ １７ （　 　ｉ １００合）　 ２７ １４ （　 ８０ ０００合 ）　 ３８ ０３ （　 　 　 　 　 一）
１９０６ （　 　 　 　 　 一 ｝　 ２４ １８ （　 　３２００合 ）　 ２７ １５ （　 　 ８００合 ）　 ３９ ０１ （　 　 　 　 　 一）
１９０９ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２４ １９ （　 　１２００合）　 ２７ １８ （　 　 　５０ ００）　 ３９ ０２ （　 　 　 　 　 一）
１９ １０ （　 　 　 　 　 一）　 ２４２０ （　 　 　 　 　 一）　 ２７ １９ （　 　 ２５０合 ）　 ３９ ０３ （　 　 　 　 　 一）
１９ ｉ６ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ４２ １ （　 　 　 　 　 一）　 ２７２３ （　 　 １６０ ０合 ）　 ３９ ０４ （　 　 　 　 　 一 ）
１９２０ （　 　　 　　 　一 ）　 ２４ ２２ （　　 　　 　　一）　 ２７２５ （　 　２００ ０合 ）　 ３９ ０５ （　　 　　 　　－ ｉ
１９２ １ （　 　　 　　 　一 ）　 ２４ ２６ （　　 　　 　　一）　 ２７３３ （　 　５００ ０合 ）　 ３９ ０６ 〔　　 　　 　　一）

産 物 名 諾 ニン ジン
紀 載 量嵩 ０

１９２０ （　＿ 　 　 　　一 ）　 １９ ２９ （　 　　 　 　　一）　 １９３４ （　 　 　　 　　一 ）　 １９ ３７ （　 　　 　 　　一）
１９２５ （　　 　　　 　一 ）　　１９ ３０ （　　　 　　　－ｊ　　１９３５ （　　 　　　 　－ ｊ　　２１０５ （　　　 　　　－ｊ
１９２７ （　　 　　　 　－ ｊ　　１９３２ （　　　 　　　一）　　１９３６ （　 　　　　 　－ ｊ

産 ＝ ニ ン ’ウ

２　２３ （　 　 　 ４貫 ）
一記 裁 量ｅ ４貫 ’

産 物 名 ｅ ネギ
記 載 量ｅ２貫

村 数 ＝ １

村 数 Ｃ １２

１９２０ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９２４ （　 　 　 　 ２貫）　 １９３０ （　 　 　 　 　 一）　 １９ ３４ （　 　 　 　 　 一）
１９２ １ （　 　　 　　 　一 ）　　１９２５ （　　 　　 　　一｝　　１９３２ （　 　　 　　 　－ ｊ　　１９３５ （　　 　　 　　－ ｊ
１９２２ （　 　　 　　 　一 ）　　１９ ２６ （　　 　　 　　－ｊ　　１９３３ （　 　　 　　　－ ｊ　　１９ ３７ （　　 　　 　　－ｊ

産 ＝ ハ エ
記 載 量ｅ ２ ８６６２ １尾 ， ９５０含， ８４．５貫

村 数ｅ １８６

１２σ １ （　－７５０ ００　）　　ｆ９ ２７ （．　 　　 ７０　》　 ２６０７ （　 　　２０ ０尾 １　 ３２ ０２ （　　 　　 　　一 ｝
１４０３ （　 　２００ ０尾 ）　 １９ ２８ （　　 　　８０　）　 ２６０８ （　 　　 　６ ０尾 ）　 ３２ ０３ （　　 　　 　　一 ）
１４０４ （　 　２５ ００尾 ）　 １９２９ （　　 　 　　　一）　 ２６０９ （　 　　 　４ ０尾 ）　 ３２ ０４ （　 　２０ ００　 ）
１５０ １ （　　 　７ ００尾 ）　　１９３０ （　　　 １６０ 　）　　２６ １０ （　 　　６０ ０尾 ）　　３２０５ （　 １００ ００　 ）
１５０２ （　 　 １２０ ０尾 ）　 １９ ３２ （　 　 　 　 　 一）　 ２６ １１ （　 　 １３ ０尾 ）　 ３２ ０６ （　 　 　 　 ２貫 ）

｝暑８珪１　 乙８８矧 圭９９§葦ｌ　 　ｉｚ　８ １ ２２９｝珪１　 １１窪異１ §２２８§１　 　 　：１
１５０５ （　　 　５ ００尾 ）　　１９３５ （　　　 　２０　）　　２６ １７ （　　 １２０ ０尾 ）　　３２ ０９ （　　　 　　　一 ）
１６０ １ （　　 　　５０尾 ）　　１９３６ （　　　 　１０ 　）　　２ε １９ （　　 　　　 　一 ）　　３２１ １ （　　　 　　　一 ）
１６０２ （　　 　　　　一 ）　　１９ ３８ （　　　　 　　一）　 ２６２ １ （　　 　　　　一 ）　 ３３ ０１ （　　　７００尾 ）
１６０４ （　 　　 　 　　一 ）　 １９３９ （　　 　 　５０　）　 ２６２３ （　 　　 　 　　一一ｊ　 ３３ ０２ （　 　　３ ００　 ｊ

丑亨３５１｛ 　 喜ｏｏ尾１ ｝９９４４°２１ 　 　 量８ ； ２２　ｓｓ　２２含 １ 　 ２°３　 ｊ §塁８３４１ 　 珪２０８８尾 ｌ
ｌ７０４ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９４３ （　 　 　 ６０　 ）　 ２６２７ （　 　 　 　 ３貫 ）　 ３３ ０５ （　 　 ５００尾 ）
１７ １３ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ １０２ （　８ ５０００尾 ）　 ２６２８ （　 　 　３０ ０合 ）　 ３３ ０６ （　 　 　１５０尾 ）

１７１７ ｛　 　 ：１ ２１°３２１０４ 　 子８８８瑠 ２７１１２７２５ （　 ３°呈劉 ３４°５３４０６ ｛ 杢き１８矧
１８０ １ （　 　 　　 　　～ ）　 ２ １０８ （　 　７０００尾 ）　 ２７２６ （　 　１５０ ０尾 ）　 ３４ ０７ （　 　２０００尾 ）
１８０２ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ３０ １ （　 　 ５００　 ）　 ２７２７ （　 　 ３０．．０尾 ）　 ３５０ １ （　 　 ２ ５０尾 ）
１８０３ （　 　 　 　 　 一 ＞　 ２ ３０２ （　 　 ５００合）　 ２７３５ （　 　 　 ５ ０尾 ）　 ３５０２ （　 　 １００尾 ）
１８０４ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ３０４ （　 　 　１５０合）　 ２７３９ （　 　 ２０ ０尾 ）　 ３５０３ （　 　 　２ ５０尾 ）
１８０５ （　 　　 　 　　一 ）　 ２ ３０５ （　 　３０００ －ｊ　 ３ １０２ （　 　 　３０ ０　ｊ　 ３６０ １ （　 　 　５ ００ 　ｊ
１８０６ （　 　　 　 　　－ ｊ　 ２４ ０４ （　　 　３００ 　ｊ　 ３ １０３ （　 　１７０ ０　ｊ　 ３６ ０２ （　１００ ００ 　ｊ
ｌ９０ １ （　 　 ２０ ０　 ）　 ２４ ０７ （　 　 ２００　 ）　 ３ １０４ （　 　 　 ７ ０尾 ）　 ３６０３ （　 １ １０ ００　 ）
１９０２ （　 　 　 ５０　 ）　 ２４ １３ （　 　 ３００　 ）　 ３ １０６ （　 　 ３０ ０尾 ）　 ３６０４ （　 　 ８００　 ）
１９°３ （ 　 １５ ° ） ２４ １４ （ 　 ３°° ｝ ３１°７ （ 　 ５° ° ｊ ３６ °５ （ 　 ５°° ｊ
１９０４ （ 　 １２ ０ ） ２４ １５ （ 　 ２５０ ｝ ３１ １１ （　 ＿ ３ ） ３６０６ （ 　 ５ ００ ）
１９０５ （　 　　１２ ６　）　 ２４ ２０ （　　 　 　　　一）　 ３１ １２ （　 　１５０ ０匁 ）　 ３７０ １ 〔　 　　１５０　）
１９０６ （　 　　１３ ５　）　 ２４ ２ １ （　　 　 　　　一）　 ３ １１３ （　 　１５０ ０匁 ）　 ３８０ １ （　 　２ ５００　）
１９０７ （　 　 　２５ ０　）　 ２４ ２５ （　 　 ２００　 ）　 ３ １１４ （　 　 　 　 ４貫 ）　 ３８０２ （　 　 　９ ００　 ｝
１９０８ （　　 　１２ ０　）　 ２４ ２７ （　　 　　３０ 　）　 ３１ １６ （　 　１５０ ０匁 ）　 ３８０３ （　　 　９００ 　）
１９０９ （　 　 　２０ ０　）　 ２４ ２８ （　 　 　１００ 　）　 ３ １１７ （　 　 　 　　２貫 ）　 ３８０４ （　１９０ ００　）
１９ １０ （　 　 ６５ ０　）　 ２ ４２９ （　 　 　 ７０　 ）　 ３・１１８ （　 　 　 　 １貫 ）　 ３８１ １ （　 　 　 　 　 一 ）
１９１ １ （　 　 １２０ ０　 ）　 ２４ ３０ （　 　 　 ３０　 ）　 ３ １１９ （　 　２５０ ０匁 ）　 ３８１２ （　 　 　 　 　 一 ）
１９ １２ （　 　 　５５ ０　）　 ２４ ３ １ （　 　 　 　８０ 　）　 ３ １２０ （　 　 　 　 　１貫 ）　 ３８１３ （　 　 　 　 　 一 ）
１９１３ （　 　 　４５ ０　）　 ２ ５１２ （　 　 　３００尾 ）　 ３ １２０ （　 　 　 　　ｔ貫 ）　 ３８１４ （　 　 　 　 　 一 ）
１９ １４ （　 　　４５ ０　）　 ２ ５ １８ （　　 　７００尾）　 ３ １２ １ （　 　　 　 　３貫 ）　 ３８ １５ （　 　　 　　　一 ）

１９１７ 　 ３５°３５０ 　 ２２§ ｉｓ （２５ 　 ３２°劉 ３１２２３１２３ ｛ １５。１劉 ３８１３９０§ ｛ １１。。尾｝

｝９９ｉａ　８０１ 　 ５２唇８ １ 萎５５２２　ｓ ｛ 　 ２００尾１ §｝２２４８｝ 　 　 蓋養１ ３３９９８４５｛ 　 １００ｉ　８劉
１９２ １ （　 　　３０ ０　）　 ２ ５３０ （　 　　４００尾 ）　 ３ １３０ （　 　 　５０ ０匁 ）　 ３９０６ （　 　 　　２５貫 ）
１９２２ （　 　 ８０ ０　）　 ２ ５３ １ （　 　 １５０尾）　 ３ １３ １ （　 ２５０ ０匁 ）　 ３９０７ （　 　 ２ ００尾 ）
１９２３ （　 　　８０ ０　）　 ２５ ３２ （　 　　２００尾 ｝　 ３ １３２ （　 　 　　 　２貫 ）　 ３９０８ （　 　 　７００尾 ）
１９２４ （　　 　４０ ０　）　 ２ ５３３ （　　 　３００尾）　 ３ １３３ （　 　　 　　 　一 ）　 ３９０９ （　　 　８００尾 ）
１９２５ （　 　 ７ ００　）　 ２ ６０５ （　 　 ３０ ０尾）　 ３２０ １ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３９ １０ （　 　 １０００尾 ）
１９２６ （　　 　８０ ０　）　 ２６ ０６ （　　 　２００尾 ）

産 ｅ ハ ’バ ミ
記 載 量ｅ ３０ ０合

村 数 謂 ４

１９０３ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９０６ （　 　 　 　 　 一）　 ２３０３ （　 　 ３０ ０合 ）　 ２４０５ （　 　 　 　 　 一 ）

産 物 名 ｅ ハ タケ イモ

．鎚 ＿戴 量 ＝４ ２㌧ ２石 ，２ ξ｝０籠
村 数 ＝ ２２

ｚ　 　 　 　 　 　 　 　 　口　 　 　 　 　 　（　 　 　 　 　 一｝　 １９４０ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２４ １６ （　 　 １６ ００合 ）
１４０５ （ 　 ２８００ 　１９３２ （ 　 　 　 一｝　１９４１ （　 　 　 －ｊ ２４１７ （ 　 ４２００ ）
１９２４ （ 　 １６００°） 　１９３４ （ 　 　 　 一）　１９４２ （ 　 　 　 一） ２４１８ （ 　 ９５００ｑ）
１９２５ （　 　 　 　 　 一）　 １９３５ （　 　 　 　 　 一）　 １９４３ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２４ １９ （　 　４ ０００合 ）

５９１
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１９２６ （　 　 　 　 　 一）　 １９３８ （　 　 　 　 　 一）　 ２２ １２ （　 　１５００合 ）　 ２４２ ０ （　 ２４ ０００合 ）
１９２９ （　 　　 　　 　一）　　１９３９ （　　 　　 　　一）

産 ＝ ハ ツタケ
記 載 量 ＝０

村 数ｅ １

２６１６ （　 　 　 　 一 ）

産 ＝ ハ
詑 載 量 ＝２４ ０羽

村 数 ； ２４

１２０２ （　 　 　 ２０　 ）　 ２ ５１８ （　 　 　 　 ５羽）　 ３ ２０４ （　 　 　 　 ３羽）　 ３４０ １ （　 　 　 　 ｂ羽 ）
１２１ ｉ （　 　 　 ５０　 ）　 ２ ６３４ （　 　 　 ３０羽）　 ３ ２０５ （　 　 　 　 ４　 ）　 ３５０ １ （　 　 　 １０羽 ）
１６０２ （　　 　　２０弓舜）　 ３ １０３ （　　 　　１０　）　 ３２ ０７ （　　　 　　５　）　 ３６０ ４ （　 　　 　　３　）
１６０４ （　 　 　 １５　 ）　 ３ ２０ １ （　 　 　 　 ６羽）　 ３ ３０２ （　 　 　 　 ３羽）　 ３８０ ５ （　 　 　 　 　 一 ）
２３０ １ （　 　 　 　１０　 ）　 ３ ２０２ （　 　 　 　 ６羽〕　 ３３ ０３ （　 　 　 １３羽）　 ３８０ ９ （　 　 　 　 　 一 ）
２４ ２２ （　 　 　 １０　 ）　 ３ ２０３ （　 　 　 　 ２疋 ）　 ３ ３０４ （　 　 　 １０羽）　 ３８ １２ （　 　 　 　 　 一）

産 ＝ バ ンチ ャ
記 載 量ｅ ２ ００貫

村 数ｅ ｌ

３８ １１ （　 　　２ ００貫 ）

産 ＝ エ
言己 哉 量ｅ ３０ １４４ ３石

村 数 ＝ ４０３

１１０ １ （　 ５９ ９００合 ）　 １９ １３ （１１４００ ０合）　 ２ ５０９ （　 ３ ０４００合）　 ２７４ １ （　 ５ ００００合 ）
１ １０２ （１ １７７ ００合 ）　 １９１４ （１６０５０ ０合）　 ２ ５１０ （　 １５６００合）　 ３ １０１ （　 ３ ００００合 ）
１１０３ （　 １７ ２００合 ）　 １９ １５ （３９０００ ０合）　 ２ ５１１ （　 ７ ５５００合）　 ３ １０２ （１６ ８００ ０合 ）
ｌｌＯ４ （　 　３０ ００合 ）　 １９１６ （　 ６５００ ０合）　 ２ ５１２ 〈３２ ０ＧＯＯ合）　 ３ １０３ （１１２０００合 ）
１１０５ （　 　８ ０００合 ）　 １９ １７ （２２０５０ ０合 ）　 ２ ５１３ （１０４７００合）　 ３ １０４ （２２ ３３０ ０合 ）
１１０６ （　 ４５０ ００合 ）　 １９１８ （２ ４０００ ０合）　 ２ ５１４ （　 ５ ００００合）　 ３ １０５ （　 ３ ２００ ０合 ）
１ １０ ７ （　 　３ ０００合 ）　 １９ １９ （　 ４８３０ ０合 ）　 ２ ５１５ （３ ３３０００合）　 ３ １０６ （　 ８ ０００ ０合 ｝
１ ｉＯ８ （　 ２２ ７００合 ）　 １９２０ （　 ２８５０ ０合 ）　 ２ ５１６ （１０７２００合）　 ３ １０７ （１７ ９２０ ０合 ）
１ １０９ （　 　 １０ ００合 ）　 １９２ １ （　 　 ５５０ ０合 ＞　 ２ ５１７ （　 ５１２００合）　 ３ ｉＯ８ （１３ ４４０ ０合）
１ １１０ （　 　　 ３００合 ）　 １９２２ （　 １６００ ０合 ）　 ２ ５１８ （　 ９６２００合）　 ３ １０９ （４４ ０００ ０合 ）
１ ｉ１１ （　 ２００ ００合 ）　 １９２３ （１２８００ ０合 ｝　 ２ ５１９ （　８ ５６００合）　 ３ ｉ１０ （　 ８ ５００ ０合 ）
１ １１２ （　 １３ ０００合 ）　 １９２４ （　 ２２００ ０Ｌａｕ ）　 ２ ５２０ （　 ３８４００合 ）　 ３１１１ （１１８５０ ０合 ）
１１ １３ （１２０ ０００合 ）　 １９２５ （　 ６２００ ０合 ）　 ２ ５２１ （　 ３２４００合 ）　 ３ １１２ （　 ４ ０８０ ０合 ）
１２０ １ （１ １２ ０００合 ）　 １９２６ （　 ５７２０ ０合 ）　 ２ ５２２ （ｌｉＯＯＯＯ合）　 ３１１３ （　 ７４８０ ０合）
１２０２ （　 ３４ ０００合 ）　 １９２７ （　 １６００ ０合 ）　 ２ ５２４ （９ ６２０００合）　 ３ １１５ （１２８００ ０合 ）
１２０ ３ （　 ３８ ２００合 ）　 １９２８ （　 １０２０ ０合 》　 ２ ５２５ （　 ４００００合》　 ３ １１６ （　 ４２４０ ０合 》
１２０４ （　 　４ ２００合 ）　 １９２９ （　 ２８００ ０合 ）　 ２ ５２６ （２ ５００００合 ）　 ３１１７ （　 ５４００ ０合 ｝
１２０５ （１００ ０００合 ）　 １９３０ （　 　２３０ ０合 ）　 ２ ５２７ （１１４４００合 ）　 ３１１８ （　 １２８０ ０合）
１２０ ６ （　 ２０ ０００合 ）　 １９３２ （　 ３３００ ０合 ）　 ２ ５２８ （　 ５０００ ０合 ）　 ３１１９ （　 ７９２０ ０合 ）
１２０ ７ （１００４ ００合 ）　 １９３３ （　 ３０２０ ０合 ）　 ２ ５２９ （　 ５００００合）　 ３ １２０ （　 ４ ０９０ ０合）
１２０ ８ （　 ９６ ０００合 ）　 １９３４ （　 ４２５０ ０合 ）　 ２ ５３０ （　 ４５０００合）　 ３１２１ （　 ４５８０ ０合）
１２０９ （　 ５２ ０００合 ）　 １９３５ （１５０００ ０合 ）　 ２ ５３ １ （　 ２２００ ０合 ）　 ３１２２ （　 ６１５０ ０合 ）
ｉ２ １０ （７６８ ０００合 ｝　 １９３６ （　 　２４０ ０合 ）　 ２ ５３２ （　５００００合 ）　 ３１２３ （　６４３０ ０合１
１２ １１ （２５０ ０００合 ）　 １９３７ （　 ４０００ ０合 ）　 ２ ５３３ （　 ８５００ ０合 ）　 ３１２４ （１４０００ ０合 ）
１３０ １ （　 ３０ ６００合 ）　 １９３８ （　 ３３４０ ０合 ）　 ２ ５３４ （　 ３０００ ０合 ）　 ３１２５ （　 ２０４０ ０合 ）
１３０ ２ （　 ５６ ０５０合 ）　 １９３９ （　 ４５３０ ０合 ）　 ２６０ １ （　 ３８２０ ０合）　 ３１２６ （　 １２２０ ０合 ）
１３０ ３ （１２０ ０００合 ）　 １９４０ （　 ４ １５０ ０合 ）　 ２ ６０２ （１１１００ ０合 ）　 ３１２７ （　 ４８２０ ０合 ｝
１３０ ４ （１２５ ０００合 ）　 １９４ １ （　 ２５０４ ０合 ）　 ２ ６０３ （　 ８１６０ ０合 ）　 ３１２８ （　 ５４４０ ０合 ）
１３０ ５ （　 ３６ ５００合 ）　 １９４２ （　 ４３００ ０合 ）　 ２６０４ （　 １６２０ ０合 ）　 ３１２９ （　 ２３ １０ ０合 ）
１３０６ （　 ５０ ０００合 ）　 １９４３ （　 ４０００　 ａ 　 　２ ６０５ （　 ７００ ０合 ）　 ３ｉ３０ （　 　６００ ０合 ）

圭３３°Ｏａ ｛ ４２２０言８８暮； ｚ２　ｉ　８１２ ｛ 竃塁塗呂８郵 ２２　ｓｓ　８亨 ｛ ２２塁８８８郵 ３３｝３３１２ １ ｉ２§書８８創
１３０ ９ （　 ２３ ０００合 ）　 ２１０３ （１２０００ ０含 ）　 ２ ６０８ （　 ５０００ ０合 ）　 ３１３３ （　 ３９ １０ ０合 ）
１３ １０ （１６９ １００合 ）　 ２ １０４ （　 １６００ ０合 ）　 ２６０９ （　 　６ １０ ０合 ）　 ３１３４ （　 　７９ ００合 ）
ｉ３ １１ （　 ８２ ０００合 ）　 ２ １０ ５ （　 ５２００ ０合 ）　 ２６ ｉＯ （　 ３２００ ０合 ）　 ３ｉ３５ （　 ２０４０ ０合 ）
１３ １２ （１１６０００合 ）　 ２ １０ ６ （　 ３６００ ０合 ）　 ２６ １１ （　 １０５０ ０合 ）　 ３１３６ （　 ６７２ ００合 ）
１３ １３ （　 ２８ ０００合 ）　 ２１０ ７ （　 ２６００ ０合 ）　 ２６１２ （　 　７ １０ ０合 ）　 ３１３７ （　 １４４０ ０合 ）
１３ １４ （１４ ００００合 ）　 ２２０ １ （　 １１３０ ０合 ＞　 ２６ １３ （　 １８００ ０合 ）　 ３２０ １ （　 ５ ｉ５００合 ）
１３ １５ （１２ １５００合 ）　 ２２０２ （　 ２０００ ０合 ）　 ２６ １４ （　 ２２６０ ０合 ）　 ３２０２ （　 ３６８ ００合 ）
ｉ３ １６ （　 ６０ ０００合 ）　 ２２０３ （　 ２６４０ ０合 ＞　 ２６ １５ （　 １３５０ ０合 ）　 ３２０３ （　 　 ２ ５０ ０合 ）
１３ １７ （１２ １０００合 ）　 ２２０４ （　 ４７００ ０合 ）　 ２６ １６ （　 ８０００ ０合 ）　 ３２０４ （　 ２３ ７００合 ）
１３ １８ （　 　６ ０００合 〕　 ２２０ ５ （　 ２４００ ０合 ）　 ２６ １７ （　 ３４００ ０合 ）　 ３２０５ （　 ４０４ ００合 ）
１３ １９ （　 ８ ００００合 ）　 ２２０ ６ （　 １２８ ００合 ）　 ２６ １８ （　 １６３０ ０合 ）　 ３２０６ （　 １８ ３００合 ）
１３２ ０ （　 ５ ００００合 ）　 ２２０ ７ （　 ４９２０ ０合 ）　 ２６ １９ （　 ２２００ ０合 ）　 ３２０７ （　 ４４ ８００合 ）
１３２ １ （　 ２ ４０００合 ）　 ２２０ ９ （　 ２００ ００合 ）　 ２６２ １ （　 ５０００ ０合 ）　 ３２０８ （　 ４８ ０００合 ）
１３２ ２ （　 ７ ８８００合 ）　 ２２ １０ （　 ２６０ ００合 ）　 ２６２２ （　 　６００ ０合 ）　 ３２０９ （２４９ ４００合 ）
１３２ ３ （　 ６ １１００合 ）　 ２２ １１ （　 １６２０ ０合 ）　 ２６２３ （　 　９２０ ０合 ）　 ３２ １０ （１５０ ２００合 ＞
１３２ ４ （　 ６ ０４００合 ）　 ２２ １２ （　 １４８ ００合 ）　 ２６２４ （　 ７００ ００合 ）　 ３２ ｉｌ （１２０ ０００合 ）
１３２ ５ （　 ２ １６００合 ）　 ２２ １３ （　 ５６００ ０合 ）　 ２６２５ （　 ５５００ ０合 ）　 ３３０ １ （１８０ ０００合 ）
１３２ ６ （　 ８９２００合 ）　 ２２ １４ （　 ４０８ ００合 ）　 ２６２６ （　 ４００ ００合 ）　 ３３０２ （　 ７７ ５００合 ）
１３２ ７ （　 ６ ００００合 ）　 ２２ １５ （　 ４０ １００合 ）　 ２６２７ （１５００ ００合 ）　 ３３０３ （　 ９６ ０００合 ）
１４０ １ （２６ １０００合 ）　 ２２ １６ （１２２０ ００合 ）　 ２６２８ （Ｙ２００ ００合 ）　 ３３０ ４ （　 ６０ ０００合 ）
１４０ ２ （１０ ０９００合 ）　 ２２ １７ （　 ３ ９０ ００合 ）　 ２６２９ （１５００ ００合 ）　 ３３０ ５ （１１７４００合 ）
１４０ ３ （１７ ５０００合 ）　 ２２ １８ （２８００ ００合 ）　 ２６３０ （２３３０ ００合 ＞　 ３３０６ （２００ ２００合 ）
１４０ ４ （１３ ２００ ０合）　 ２３０ １ （　 ９ ９６ ００合 ）　 ２６３ ｉ （　 　４２ ００合 ）　 ３４０ １ （　 ７ ０００ ０合）
１４０ ５ （４３ ９０００合 ）　 ２３０ ２ （　 ２００ ００合 ）　 ２６３２ （　 ５２０ ００合 ）　 ３４０２ （　 ５２ ００ ０合 ）
１５０ １ （　 ２０００ ０合）　 ２３０ ３ （１０ ００ ００合 ）　 ２６３ ３ （　 　９０ ００合 ）　 ３４０ ３ （　 ４ ９８０ ０合）
１５０ ２ （　 ２ ５００ ０合 ）　 ２３０ ４ （　 １９３ ００合 ）　 ２６３４ （１２ １０ ００合 ）　 ３４０４ （　 ２４ ００ ０合）
１５０ ３ （　 １０００ ０合）　 ２３０ ５ （　 ７４０ ００合 ）　 ２６３ ５ （　 　７０ ００合 ）　 ３４０ ５ 〔　 ８ ０４０ ０合）
１５０ ４ （　 １２００ ０合）　 ２３０ ６ （　 ２ ００ ００合 ）　 ２６３６ （　 ２７０ ００合 ）　 ３４０ ６ （１８ ０００ ０合）
１５０ ５ （　 ５ ２０００合 ）　 ２３０ ７ （　 　８０ ００合 ）　 ２６３７ （　 ３００ ００合 ）　 ３４０ ７ （　 ４ １８０ ０合）
１５０ ６ （　 １０００ ０合 ）　 ２３０ ８ （　 ２ ００ ００合 ）　 ２７０ １ （　 ３２ ０００合 ）　 ３５０ １ （１６ １００ ０合 ）
１５０ ７ （　 １０００ ０合）　 ２４０ １ （　 　　３ ００合 ）　 ２７０２ （　 ４００ ００合 ）　 ３５０ ２ （２２ ３２０ ０合）
１６０ １ （　 　 ８００ ０合）　 ２４ ０２ （　 　 ６０ ００合 ）　 ２７０ ３ （　 ６３ １００合 ）　 ３５０ ３ （１５ ０００ ０合）
１６０ ２ （　 １２００ ０合｝　 ２４０ ３ （　 　 ３ ００合 ）　 ２７０４ （２４９ ０００合 ）　 ３６０ １ （　 ２ ８００ ０合 ）
ｉ６０ ３ （　 ３ ２０００合）　 ２４０ ４ （１０ ００ ００合 ）　 ２７０ ５ 〈　 ６０ ０００合 ＞　 ３６０ ２ （　 ４ ０００ ０合 ｝
１６０ ４ （　 ３１００ ０合）　 ２４０ ５ （　 ７ ００ ００合 ）　 ２７０ ６ （　 ６５ ０００合 ）　 ３６ ０３ （　 ２ ２５０ ０合 ）
１６０ ５ （　 ６ ０００ ０合）　 ２４０ ６ （　 ７ ００ ００合 ）　 ２７０ ７ （　 ３５ ０００合 ）　 ３６０ ４ （　 ３ ０００ ０合 ）
１７０ １ （　 ２０００ ０合）　 ２４ ０７ （　 ２ ００ ００合 ）　 ２７０ ８ （　 ２０ ０００合 ）　 ３６ ０５ （　 １２００ ０合 ）
１７０ ２ （　 ３ ２００ ０合）　 ２４０ ８ （　 ５ ９２ ００合 ）　 ２７０ ９ （　 ４０ ０００合 ）　 ３６ ０６ （　 　 ５１０ ０合 ）

５９２
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１７０３ （　 　６００ ０合 ）　 ２ ４ １０ （　 ４０ ０００合 ）　 ２７ １０ （　 １２００ ０合 ）　 ３ ７０ １ （　 ５３ ６００合 ｝
１７０４ （　 ４８４ ００合 ）　 ２ ４ １１ （ｉ２５０００合 ）　 ２７ １１ （　 ３５ ０００合 ）　 ３ ７０２ （　 ２８ ８００合）
１７０５ （　 ２４４ ００合 ）　 ２ ４ １２ （　 ７５０００合 ）　 ２７ １２ （　 ４００ ００合 ）　 ３ ７０３ （　 ３０ ０００合）
１７０６ （　 ３００ ００合）　 ２ ４ １３ （１５４ ０００合 ）　 ２７ １３ （　 ４２０ ００合 ）　 ３ ７０４ （　 ３５ ０００合）
１７０８ （１５０００ ０合 ）　 ２ ４ １４ （１３０ ０００合 ）　 ２７ １４ （　 ３２０ ００合 ）　 ３ ８０１ （　 ２３ ７００合 ）
１７ １０ （　 ８４００ ０合 ）　 ２ ４ １５ （１０ｉ３００合 ）　 ２７ １５ （　 ９９０ ００合 １　 ３８ ０２ （　 ｉ４ ７００合 ）
１７ １ｉ （　 ６８０ ００合 ）　 ２ ４ １６ （　 ２６０００合 ）　 ２７ １６ （　 ６０ ０００合 ）　 ３ ８０３ （　 １１２００合 ）
１７ １２ （　 １２８ ００合 ）　 ２ ４ １７ （　 ６２０００合 ）　 ２７ １７ （　 １０ ０００合 ）　 ３ ８０４ （　 ５２ ５００合）
１７ １３ （２８８０ ００合 ）　 ２ ４ １８ （　 ７１２００合 ）　 ２７ １８ （　 　６ ０００合 ）　 ３ ８０５ （ｉ５０ １００合）
１７ １４ （　 ２。００ ００合 ）　 ２ ４ １９ （　 ６８０００合 ）　 ２７ １９ （　 ５２０ ００合 ）　 ３ ８０６ （　 ３９ ２００合 ）
１７ １５ （　 ２００ ００合 ）　 ２ ４２０ （　 ２００００合 ）　 ２７２０ （　 　６０ ００合 ）　 ３ ８０７ （　 ４ ８９００合）
１７ １ｓ （１６０ ０００合 ）　 ２ ４２ １ （　 ２４０００合 ）　 ２７ ２１ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ８０８ （２３ ７８００合 ）
１７ １７ （５８５ ０００合）　 ２４２２ （　 ５２０００合 ）　 ２７ ２２ （１６ １０００合 ）　 ３ ８０９ （　 ６ １１００合 ）
１８０ １ （１５３０ ００合 ）　 ２４２３ （　 ６４ ０００合 ）　 ２７２ ３ （　 ３０ ０００合 ）　 ３ ８１０ （　 ３ １８００合）
１８０２ （１７００ ００合 ）　 ２ ４２４ （　 　３６００合 ）　 ２７２４ （　 １２０ ００合 ）　 ３ ８１１ （　７７ ６００合）
１８０３ （２９ ７０００合 ）　 ２４２５ （　 １３０００合 ）　 ２７ ２５ （　 ３０ ０００合 ）　 ３８１２ （　 　４ ００ ０合 ）
１８０４ （１７８ ０００合 ）　 ２４２６ （　 ５００００合 ）　 ２７ ２６ （　 　４ ０００合 ）　 ３８ｉ３ （　 １２２０ ０合 ）
１８０５ （１０４ ０００合 ）　 ２４２７ （　 １５０００合 ）　 ２７ ２７ （　 ３８ ０００合 ）　 ３ ８１４ （　 ２４ １０ ０合 ）
１８０６ （　 ９８ ８００合 ）　 ２４２８ （　 ２５０００合 ）　 ２７ ２８ （　 　５ ０００合 ）　 ３ ８１５ （　２ ９４０ ０合 ）
１９，０ １ （２８ ４１００合 ）　 ２ ４２９ （　 ３００００合 ）　 ２７２ ９ （　 　２ ２００合 ）　 ３ ８１６ （　 １８６００合 ）
１９０２ （１４ ５０００合 ）　 ２４３０ （　 　３５００合）　 ２７ ３０ （　 １０ ０００合 ）　 ３９０ １ （　 ５ ３２０ ０合 ）
１９０３ （４０ ０２００合 ）　 ２４３ １ （　 ２０８００合 ）　 ２７ ３１ （　 ４２ ０００合 ）　 ３９０２ （１５ ７８０ ０合 ）
１９０４ （３６０ ０００合 ）　 ２４３２ （　 　 　 　 　 一）　 ２７ ３２ （　 　２ ０００合 ）　 ３ ９０３ （１０ ７７０ ０合 ）
１９０５ （１５５ ０００Ａ）　 ２５０ １ （　 　５０００合 ）　 ２７ ３３ （　 　８ ０００合 ）　 ３９０４ （１３ ０００ ０合 ）
１９０６ （３３ ００００台 ）　 ２５０２ （　 ８６０００合）　 ２７ ３４ （　 ２０ ０００合 ）　 ３９０５ （１０７５０ ０合 ）
１９０７ （　 ８ ７１００合）　 ２５０ ３ （　 　５０００合）　 ２７ ３５ （　 １５ ６５０合 ）　 ３９０６ （１１１００ ０合 ）
１９０８ （２０ ０２００合）　 ２５０４ （　 　６０００合 ）　 ２７ ３６ （　 ６０ ０００合 ）　 ３９０７ （　４ ４２０ ０合 ）
１９０９ （２２ ００００合 ）　 ２５０５ （　 ３００００合 ）　 ２７ ３７ （　 　４ ０００合 ）　 ３９０８ （ｆ３ ６６０ ０合 ）
１９１０ （２７６ ０００台 ）　 ２５０６ （　 ３５０００合 ）　 ２７ ３８ （　 １５ ０００合 ）　 ３９０９ （ｉ３ ６６０ ０合 ）
１９１１ （１３４ ０００合）　 ２５０ ７ （　 ２２０００合）　 ２７’３９ （　 ２４ １００合 ）　 ３９ １０ （　４ ２５０ ０合 ）
１９１２ （　７ ７６００合 ）　 ２５０ ８ （３９２０００合）　 ２７ ４０ （　 ３０ ０００合 ）

産 名 ｅ ヒバ リ
壷 ｅ 村 数 ＝ ｚ

　 のロ　　　　リ 　　　ヘ 　　　　　ワ

１１０９ （　 　 　 　 一）

産 物 名 ｅ ヒ ヨビ 村 数＝ ３３
９ ＝ ４ ８ ０ム ， １

１２０９　（　　　　　　　　 一）　　 １９ ２８　（　　　　　　　　 一）　　 １９４０　（　　　　　　　　 一）　　２５０ １　（　　　　　　　　 一 ）
１４０５ （　 　　 　 　　一）　 １９ ３ｆｌ（　 　 　　 　　一 ）　 １９４２ （　 　　 　 　　一）　 ２５０２ （　 　 　　 　　一 ）
１７１０ （　 　 ２８０合）　 １９ ３２ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９４３ （　 　 ２００合 ）　 ２５０３ （　 　 　 　 　 一 ）
１９２１ （　　 　　 　　一）　　１９ ３４ （　 　　 　　 　一 ）　 ２ ３０２ （　　　 　　 　一）　 ２５０４ ｛　　 　　 　　一 ）
１９２２ （　 　　 　 　 一）　 １９ ３５ （　 　 　 　　 一）　 ２ ３０３ （　　 　 　 　 一）　 ２７０４ （　 　 　　 　 一 ）
１９２３ （　 　 　 　 　 一）　 １９ ３６ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２３０３ （　 　 　 　 １貫 ）　 ２７０８ （　 　 　 　 　 一 ）
１９２４ （　 　　 　 　　一）　 １９ ３７ （　 　 　　 　　一 ）　 ２４０５ （　　 　 　　　一）　 ３６０４ （　 　　 　 　　一 ）
１９２５ （　　 　　 　　一）　 １９ ３８ （　 　　 　　 　一 ）　 ２４ ０７ （　　　 　　 　一）　 ３６０６ （　 　　 　　　一 ）
ｉｓｚｓ ｃ　 　 　 　 ‐〉

産 物 名 ＝ ヒラタケ 村 数ｅ ５
記 載 量ｅ ｏ

１９２６ （　　 　　 　　一）　 ２４ ２６ （　 　　 　　 　一 ）　 ２４２７ （　　 　　 　　一）　 ３２０９ （　 　　 　　　一 ）
２ ４２４ （　 　 　 　 一）

産 物 名 ｅ フキ 村 数＝ ６
記 載 量＝ ０

１９０４ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９０ｓ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９０９ （　 　 　 　 　 一）　 １９ １２ （　 　 　 　 　 一 ）１９
０５ （　 　　 　　 　一）　　１９ ０８ （　　 　　 　　一 ）

産 ＝ フナ
ｄ－ ＝ 村 数 ＝ ４

２３買 ２マ 　囚 　 ｉ６６吾）　 ２ ３０４ （　 　 １４ ５合 ）　 ２３０５ （　 　 ３００　 ）　 ２４０４ （　 　 　１００　 ）

産 物 名 ｅ ヘ ラタケ
雪 ＝

村 数 ＝ １
　 　 ロ　 　　　　リ 　　　　　ロ 　　　　ロ

２ １０７ （　 　 　 　 一 ）

産 ＝ ホシグ リ
記 載 量謁 ０

村 数 ＝ １

２６ １６ （　 　 　 　 一 ）

産 名 ＝ ホシゼンマ イ
ｅ ｅ 鴨 １ ２ ． ５

村 数 ＝ ８

１９ ｆ６ （　－ 　 　 　６貫 ）　 「１１９３０ （　 　　 　 　　一）　　 一　 　 　　 　’－ｒ　．即 　　 １９ ４１ （　　 　 　　３貫 ）
１９２ ｉ （　 　　　 　　一 ）　　１９３６ （　　　 　　　一 ）　　１９４０ （　　 　　　 　一 ）　　１９ ４２ （　 　３ ５００匁 ）

産 ＝ ’ヒ ラ タ ケ
曇． ｅ 一

村 数 ＝ ５
　 　 ほ ロ 　　　　　　ソ つ　　　　　　ロ 　　　　　　　　　　　ロ　　　　　 　　　　ノ　　ヨ

１９ ２５ （　 　　 　１０貫 ）　 １９３０ （　　 　　 　１貫 ）　 １９４０ （　 　　　 　２貫 ）　 １９ ４２ （　 　　 　　５貫 ）
１９ ２７ （　　 　　 　１貫 ）

産 物 名 ＝ ホシマ イタケ
０ ３ ０ 村 数 ＝ ２

１７１６　（　一 　　　　　一 ）　　１７ １７　（　　　　　　　一）

産 物 名 ｅ ホシヨモ ギ
言 ・・１ ０ ４ ０

村 数 ＝ ３

２ ６３３ （　 　　１５０貫 ）　 ２６３５ （　　 　２５０貫 ）　 ２６ ３７ （　 　　６４０貫 ）

産 物 名 ＝ ホシ ワラビ
言己 載 量 ｅ ５８．５貫

村 数 ＝ １５

ｉ５０６ （　 　 　 　 　 一）　 １９０２ （　 　 　 　 ５貫 ）　 １９ ０ｓ （　 　 　 １０貫 ）　 １９ １４ （　 　 　 　 １貫 ）
１７１６ （　 　 　 　 　 一）　 １９０３ （　 　 　 　ｉＯ貫 ）　 １９ ０７ （　 　　 　　８貫 ）　 １９ １６ （　 　 　 　 　３貫 ）

５９３
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１７１７ （　 　 　 　 　 一）　 １９ ０４ （　 　 　 　 ３貫 ）　 １９０８ （　 　 　 　 ３貫 ）　 １９ １７ （　 　 　 　 ２貫 ）
１９ ０ｆ （　　 　 　　６貫 ）　 １９ ０５ （　　 　　 　７貫 〕　 １９０９ （　 　　５０ ０匁 ）

産 富 ホサ ケ
記 哉 量 ＝ ０

村 数 ＝ ５

１４ ０５ （　一 　　 　 　一）　 ３４ ０５ （　　 　 　　　一）　 ３４０６ ｛　 　　 　 　　一 ）　 ３６０ １ （　 　　 　　　一 ）
３４ ０ １ （　 　 　 　 一）

産
Ｐ 名 ｅ マ イタケ載 量ｅ ７貫

村 数 ＝ ４

１　 　 　 （　 　 　　 　 　 ）　 ２４ ２４ （　 　　 　 　 一）　 ２４２６ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２７４０ （　 　 　 　　１貰 ）

産 ＝ マ ス
記 載 量＝ ５６８ ０尾

村 数ｅ ８ ９

捲 ８ｉ４１　 　呈§奈； 丑§圭ｉ２｛　 　１葦 １ ２２珪§°ａ｝　 　 §割 ２２§１塁１　 　、§毘１
１６０５ （　 　 　 １０尾 ）　 １９ １３ （　 　 　 ２０　 ）　 ２５０２ （　 　 　 １０尾 ）　 ２６２ １ （　 　 　 　 ５　 ）
１７０ １ （　 　 　 　 ６尾）　 １９１４ （　 　 　 １５　 ）　 ２５０７ （　 　 　１５０尾 ）　 ２６２３ （　 　 　 １５尾 ）
１７０４ （　 　 　 　 ８本）　 １９ １５ （　 ４０００　 ）　 ２５ １２ （　 　 １００尾 ＞　 ２６２４ （　 　 　 　 ５尾 ）
１７１ １ （　 　 　 　 　 一）　 １９ １７ （　 　 　　２０ 　）　 ２５ １４ （　 　 　 　 ６尾 ）　 ２６２５ （　 　 　 　１５．尾 ）
１７１３ （　 　 　 　 　 一）　 １９ １８ （　 　 　 ２５　 ）　 ２５２４ （　 　 　 ３０尾 ）　 ２６２７ （　 　 　 １０尾 ｝
１８０ １ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０２ （　 　 ２ １０尾 ）　 ２５２５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２６２８ （　 　 　 ３０尾 ）
１８０２ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０４ （　 　 　 　 ３尾 ）　 ２５２７ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２７ １１ （　 　 　 　 ３本 ）
１８０３ （　 　 　 　 　 一）　 ２ ３０ １ （　 　 　 　１１　）　 ２５３３ （　 　 　 　 　 一 ＞　 ２７ １４ （　 　 　 　１０尾 ）
１８０４ （　 　 　 　 　 一｝　 ２３ ０２ （　 　 　 ２０　）　 ２６０５ （　 　 　 ２０尾 ）　 ２７２５ （　 　 　 　 ５尾 ）
１８０５ （　 　 　 　 一）　 ２ ３０４ （　 　 　 ２０　 ）　 ２６０６ （　 　 　 ２０尾 ）　 ２７２６ （　 　 　 　 ５尾 ｌ
ｌ８０６ （　 　 　 　 　 一）　 ２ ３０５ （　 　 １ｉ５　 ）　 ２６ ０７ （　 　 　 ２０尾 ）　 ２７２７ （　 　 　 　 ２尾 ）
１９０ １ （　 　　 　　５　）　 ２４ ０４ （　　 　　２０　）　 ２６０８ （　 　　 　　８尾 ）　 ２７３５ （　 　　　 　５尾 ）
１９０２ （　 　 　 　 ３　）　 ２４ ０７ （　 　 １００　 ）　 ２６０９ （　 　 　 　 ３尾 ）　 ２７３９ （　 　 　 　 ３尾 ）

１９０４
１９０５
１９０６ 　 １°１０７２０ ミ ２４１４２４２０ 　 ３°４０５ ２６１°２６１２２６１３ 　 ；１蟹 ３６°４３６０５３８１１３８１２ 　 ｉ ｝５０ ）
１９０７ （　 　 　 ３ ０　｝　 ２４ ２ １ （　 　 　 　 　 ～）　 ２６ １４ （　 　 　　１５尾 ）　 ３９０５ （　 　 　 　 ８尾 ）

｝９９８§ ｛ 　 　 ５７； ｚ２４４２２§ ｛ 　 　 １量奈１ ２２６６１１６７｛ 　 　 多庵１ ３３§Ｏｉ　ｓＯ　ｌ 　 　 ｌｏ屋；
１９ １０ （　 　 　　２ ５　）

村 数＝ ２５

１１０２ （　 　 　　 　　一）　 ２ ６ １６ （　 　 　　 　　一）　 ３ １０９ ｛　　 　 　　　一）　 ３６０４ （　　 　 　　　一）
１２０３ （　 　　 　 　７１貫）　 ３１０ １ （　 　　 　 　　一）　 ３ １１０ （　 　 　　 　　一）　 ３８０ １ （　 　 　　 　 　一）
１３０ １ （　 　 　 　 　一）　 ３ １０２ （　 　 　 　 　 一）　 ３２ ０４ ｛　 　 　 　 　一 ）　 ３８０２ （　 　 　 　 　 一）
１４０２ （　 　 　 　 　一 ）　 ３１０３ （　 　 　　３０貫 ）　 ３２ ０５ （　 　 　 　 　 一）　 ３８０ ３ （　 　 　 　 　 一）
２
２２２０ｉ乙｛　　　　　５６｛薯；　窪圭８４６｛　　　　　　：；　§３４８２１｛　　　　　８責；　書§Ｏｉ　４２｛　　　　　　：；
２２ １２ （　 　 　　１５貫 ）

村 数＝ ５

１９３０ （　 　 　 　 　 一 ）　 １９３５ （　 　 　 　 　 一 ｝　 ２６ ０６ （　 　 １００果 ）　 ２６ １０ （　 　 　 ３０　 ，
１９３４ （　 　 　 　 一 ）

村 数ｅ ３

１１１４ （　　 　 　 　 一）　 １１ １５ （　　 　 　 　 一 ）　 １１１６ ｛　 　 　 　 　 一）

村 数ｅ ２

１９０４ （　 　 　　 　　一 ）　 １９０９ （　 　 　　 　　一 ｝

村 数ｅ １

２６ １９ （　 　 　 　 ５疋 ）

村 数ｅ ８９

１２０ １ （　 　 １２０合 ）　 １９０ ２ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ６３２ （　 　 ３００合）　 ３ １１４ （　 　 　 　 　 一）
１２０ ５ （　 　 　 　 　 一）　 １９０ ５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ６３３ （　 ２５００合 ）　 ３ １ｔ５ （　 　 　 　 　 一）
１２０ ７ （　　 　 　　　一）　　１９０ ９ （　 　 　　 　　一 ）　 ２ ７０４ （　 　　 　 　　一 ）　 ３ １１６ （　 　　 　 　　一）
１２０ ９ （　 　 　 　 　 一）　 １９ １２ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ７０６ ｛　 　 　 　 　 一）　 ３ １１７ （　 　 　 　 　 一）
１３０４ （　　 　１００合 ）　　１９ １３ （　　 　　　 　一 ）　 ２ ７１０ （　　　 　　　一）　 ３ ３０ ６ （　　　　 　　一）
１３０ ７ （　 　　１５０合 ）　　１９３ ０ （　 　　 　　 　一 ）　 ２ ７１３ （　　 　　 　　一 ）　 ３ ４０２ （　　 　　　 　一 ）
１３０ ８ （　 　 　 ２０合 ）　 １９３ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ２ ７３８ ｛　 　 　 ３０合 ）　 ３４０ ３ （　 　 　 　 　 一 ）
１３２ ７ （　 　 ２００合 ）　 ２ １０ ５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ７３９ （　 　 　 ３０合 ）　 ３ ４０４ （　 　 　 　 　 一 ）
１４ ０１ （　 　 　 　 　 一）　 ２ １０ ７ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２ ７４０ （　 　 　 ５ ０合 ）　 ３ ５０ １ （　 　 　 　 　 一 ）
１４０ ２ （　 　 　　 　　一）　 ２２０ ５ （　 　 　　 　　一 ）　 ３ １０ １ ｛　　 　 　　　一 ）　 ３ ５０２ （　 　　 　 　　一 ）
１４ ０５ （　 　　 　　 　一）　 ２４０ ７ （　 　　 　　 　一 ）　 ３ １０２ ｛　　 　　 　　一 ）　 ３ ６０２ （　　 　　 　　一 ）
１６ ０１ （　　 　 　　　一）　 ２４ １１ （　　 　 　　　一）　 ３ １０３ （　 　　 　 　　一 ）　 ３ ６０４ （　 　　 　 　　一 ）
１６０ ２ （　　 　 　 　 一）　 ２５０ ２ （　　 　 　 　 一 ）　 ３ １０４ ｛　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ６０５ （　 　 　 　　 一 ）
１６ ０３ （　 　 　 　 　 一）　 ２５０ ２ （　 　 　 　 　 一）　 ３ １０５ ｛　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ６０６ （　 　 　 　 　 一 ）
１６ ０５ （　　 　 　　　一）　 ２５ ０３ （　　 　 　　　一）　 ３ １０６ ｛　 　　 　 　　一 ）　 ３ ８０ １ （　 　　 　 　　一 ）

１７０ ２ （　 　 　 　 　 一）　 ２５０ ４ （　 　 　 　 　 一）　 ３ １０７ ｛　 　 　 　 　一 ｝　 ３ ８０２ （　 　 　 　 　 一 ）１７ ０３ （　 　 　 　 　一）　 ２５０ ５ （　 　 　 　 　一）　 ３ １０８ ｛　 　 　 　 　一 ｝　 ３ ８０３ （　 　 　 　 　一 ）

１７ ０４ （　　 　 　　　一）　 ２５ ０７ （　　 　＿ ＿＿一）　 ３ １０９ ｛　 　　 　 　　－ ｊ　 ３ ８０７ （　 　　 　 　　一 ）
１７０ ５ （　 　 　 　 　 一）　 ２６０ ４ （　 　 ２００合 ）　 ３ １１０ 〈　 　 　 　 　 一 》　 ３ ８０８ （　 　 　 　 　 一 ）
１７ ０６ （　 　 　 　 　一）　 ２６ ０６ （　 　 　１００合 ）　 ３ １１ １ （　 　 　 　 　一 ）　 ３ ８１０ （　 　 　 　 　一 ）
１７ １０ （　 　 ４００合 ）　 ２ ６１０ （　 　 ８００合 ）　 ３ ｉ１２ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３９０５ （　 　 　 　 　 一 ）
１８ ０５ （　 　 　　 　 一）　 ２６ ２７ （　 　 　　 　 一）　 ３ １１３ ｛　 　 　 　 　 一 ）　 ３ ９０６ （　 　 　 　 　 一 ）
１８ ０６ （　 　 　 　 一）

産 物 名 ＝ ヤサ イ 村 数 ＝ ｉ５

５９４



小山 ・松山 ・秋道 ・藤野 ・杉 田 『斐太後風土記』に よる食糧 資源の計量的研究

記 載 量＝ ０
１１０ １ （　 　　 　 　　一）　 １１１３ （　　 　 　　　一）　 １６０４ （　 　 　　 　　一 ）　 １７０６ （　 　　 　 　　一）
１１０４ （　 　　 　　 　一）　　１２ ０３ （　　 　　　 　一）　　１６０５ （　 　　 　　 　一 ）　 ２１０ １ （　 　　 　　　－ｊ
１１０５ （　 　　 　 　　一）　 １２０４ （　　 　 　　　一｝　 １７０４ （　 　　 　 　　一 ｝　 ２１０２ （　 　　 　 　　－ ｊ
１１１０ （　 　　 　　 　一）　　１６０３ （　　 　　 　　一｝　　１７０５ （　 　　 　　 　一 ）

産 ｅ ツメウナ ギ
言己 載 量＝ ２０合

村 数 ＝ １

２ ５０７ （　 　　 　２ ０合）

産 物 名 ｅ ヤマ アザ ミ
記 載 量 ＝３０ ０東

村 数ｅ １３

１９２０ （　 　　 　　 　一）　　１９２ ５ （　　 　　 　　一）　　１９２８ （　 　　 　　 　－ 」　　１９３６ （　 　　 　　　一）
１９２１（ 　 　 　 一） 　１９２６ （ 　 　 　　 ） 　１９３３ （ 　 　 　 －ｊ 　１９３７ （ 　 　 　 －ｊ
１９２２ （ 　　 ＿＿＿一） 　１９２７ （ 　 　 　 一） 　１９３５ （ 　 　 　 一） 　１９３９ （ 　 　 　 一）
１９２４ （　 　 　３０ ０束 ）

産 物 名 ｅ ヤマ ゴボウ
言己 載 量 ＝４５ ０貫

村 数 ＝ ２

２ ６『３２ ーで　一 　 　５ ０頁）　 ２ ６３ ７ （　　 　４ ００貫 ）

産 物 名 ｅ ヤマ ズ ミ
記 載 量ｅ ２， ９石

村 数 ＝ ｉ１

２ ２ １３ （　 　 　１０ ０合｝　 ３ ｉ３ ２ （　 　 ５００合 ｝　 ３２ １０ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３３０３ （　 　 　 　 　 一）
２６１０ （　 　２００ ０合）　 ３ ２０ ８ （　 　 　 　 　 一）　 ３２ １１ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３３０４ （　 　 　 　 　 一）
２ ６ １２ （　 　 ３０ ０合）　 ３２０ ９ （　 　 　 　 　 一）　 ３３０２ （　 　 　 　 　 一 ）

産 物 名 ＝ ヤ マ ドリ
記 裁 最＝ ｉ３ ２７羽

村 数ｅ １４７

１２０５ （　 　 　 　 ５　 ）　 １９２ ６ （　 　 　 　 ３羽）　 ３１０４ （　 　 　 　 ８羽 ）　 ３３０２ （　 　 　 　 ３羽 ）
１２ ｉＯ （　 　 　１８０羽）　 １９３ ０ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３１０８ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３３０３ （　 　 　 １０羽 ）
１２１ １ （　 　 　 １０ ０　 ）　 １９３ ３ （　 　　 　 ５羽 ）　 ３１０９ （　　 　 　 ８羽 ）　 ３３０４ （　 　 　 　１０羽）
１３１９ （　 　 　 　 ３　 ）　 １９３ ５ （　 　 　 　 ２羽 ）　 ３１ １０ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３３０５ （　 　 　 １０羽 ）
１３２０ （　 　 　 　 ２　 ）　 ２ １０ ２ （　 　 　 ２０羽 》　 ３１ １３ （　 　 　 　 ３羽 ）　 ３３０６ （　 　 　 　 ５羽）
１３２７ （　 　 　 ２ ０　 ）　 ２３０ １ （　 　 　 １０　 ）　 ３１ １４ （　 　 　 　 ４羽 ）　 ３４０ １ （　 　 　 　 ５羽 ）
１４０４ （　 　 　 　 ５羽）　 ２４０ ４ （　 　 　 １０　 　 　３１ １５ （　 　 　 １３羽 ）　 ３４０５ （　 　 　 　 ５羽 ）
１５０２ （　 　 　 　 ２羽）　 ２４ ０５ （　 　 　 ｉ２　 　 　３１ １７ （　 　 　 　 ３羽 ）　 ３４０６ （　 　 　 １０羽 ）
１５０３ （　 　 　 １０羽 ）　 ２４０ ７ （　 　 　 　 ３　 　 　３１ １９ （　 　 　 　 ３羽 ）　 ３４０７ （　 　 　 １８羽 ）
１５０７ （　 　 　 　 ３羽）　 ２４０ ８ （　 　 　 　 ３　 　 　３１２０ （　 　 　 　 ２羽 ）　 ３５０ １ （　 　 　 　 ８羽 ）
１６０２ （　 　 　 ２０羽）　 ２４ ｉｉ （　 　 　 ｉＯ　 ）　 ３１２ ｉ （　 　 　 　 ７羽 ）　 ３５０２ （　 　 　 　 ４羽）
１６０４ （　 　 　 　 ５羽）　 ２４ １２ （　 　 　 　 ５　 ）　 ３１２２ （　 　 　 　 ８羽 ）　 ３６０ １ （　 　 　 　 　 一）
１７０９ （　　 　 　　６ 　）　 ２４２ ０ （　 　　 　　２　）　 ３１２３ （　 　 　 　　２渇司）　 ３６０２ （　 　 　 　　８ 　）
１７１ １ （　 　 　 　 　 一）　 ２４２ ５ （　 　 　 　 ８　 ）　 ３１２４ （　 　 　 １５羽 ）　 ３６０３ （　 　 　 　 　 一）
１７１７ （　 　 　 　 ５羽）　 ２４ ２６ （　 　 　 　 ４　 ）　 ３ １２５ （　 　 　 　 　 一 ）　 ３６０４ （　 　 　 　 ７　 ）

１雪８製 　 １矧 ２４３１　 　 ３４｝ ３１２６｝ ３１２７　 １９翁１ ３６°５３６０６　 　 、－１
１９０３ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ２５０ ５ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３１２８ （　 　 　 １６羽 ）　 ３７０２ （　 　 　 １４　）
１９０４ （　 　 　 　 ５羽）　 ２ ５０６ （　 　 　 　 ３羽 ）　 ３１２９ （　 　 　 ２ ５羽 ）　 ３７０３ （　 　 　 　 　 一）
１９０５ （　　 　 　 ８羽）　 ２ ５０ ７ （　 　 　　 ５羽 ）　 ３１３ １ （　　 　 ２ ０羽 ）　 ３７０４ ｛　 　 　 　１０　 ）
１９０６ （　　 　 　１５羽）　 ２ ５１４ （　 　 　　 ６羽 ）　 ３１３３ （　　 　 　 ３羽 ）　 ３８０ １ （　 　 　 　 ５　 ）
１９０７ （　 　 　 １０羽）　 ２ ５１８ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３ １３４ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３８０２ （　 　 　 １５　 ）
１９０８ （　 　 　 　 ３羽）　 ２５ ２９ （　 　 　 　 ２羽 ）　 ３１３５ （　 　 　 　 ２羽 ）　 ３８０３ （　 　 　 　 　 一 ｝
１９０９ （　 　 　 　 ６羽）　 ２ ５３２ （　 　 　 　 ２羽 ）　 ３１３６ （　 　 　 ２ ２羽 ）　 ３８０４ （　 　 　 　 　 一）
１９１０ （　 　 　 　 ５羽）　 ２５ ３３ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３１３７ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３８０５ （　 　 　 　 　 一｝
１９１ １ （　 　　 　 ３羽）　 ２ ６１７ （　 　 　　１６羽 ）　 ３２０ １ （　 　　 　 ８羽 ）　 ３８０６ （　 　 　 　 　 一）
１９ 互２ （　 　 　 　 ２羽）　 ２６ １８ （　 　 　 　 ５　 ）　 ３ ２０２ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３８０７ （　 　 　 　 　 一）
１９ １３ （　 　 　 　 ３羽）　 ２ ６２５ （　 　 　 　 ５羽 ）　 ３２０３ （　 　 　 　 ２羽 ）　 ３８０８ （　 　 　 　 　 一）
１９ １４ （　 　 　 　 ３羽）　 ２６ ２７ （　 　 　 　 ３羽 ）　 ３２０４ （　 　 　 　 ５羽 ＞　 ３８０９ （　 　 　 　 　 一）
１９１７ （　 　 　 　 ３羽）　 ２６ ２８ （　 　 　 ４ ０羽 ）　 ３ ２０５ （　 　 　 １８　 ）　 ３８ １０ （　 　 　 　 　 一）
１９１８１９２０

１９２１｛ 　 轟 菱琴３°３４０４｛　 ｝１翻 ３２３２３２§７８　 １縄 藝彗１§｛ 　 ≡ミ
１９２２ （　 　 　 　 ２羽）　 ２ ７０５ （　 　 　 　 ３羽 ）　 ３ ２０９ （　 　 　 ２ ０羽 ）　 ３９０４ （　 　 　 　 ６羽 ）
１９２３ （　 　 　 　 ５羽）　 ２ ７１１ （　 　 　 １５羽 ）　 ３２ １０ （　 　 　 ２ ５羽 ）　 ３９０５ （　 　 　 　 ８羽）
１９２４ （　 　 　 　 ３羽）　 ２ ７２６ （　 　 　 　 ６羽 》　 ３ ２ １１ （　 　 　 ５０羽 ）　 ３９０６ （　 　 　 １５羽 》
１９２５ （　 　　 　 ３羽）　 ３ １０３ （　 　 　　１８　 ）　 ３ ３０ １ （　　 　 　１５羽 ）

産 ＝ ヤ マナ シ
記 載 量 ＝３３０合

村 数 ＝ ５

１３　 ７ （　 　 　 ５０合）　 １７１３ （　 　 　 　 　 一 ）　 １７ １４ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２７３８ （　 　 　 ８０合｝
１７１０ （　 　　２０ ０合）

産 物 名 ｅ ヤ マ ノイモ
記 載 量＝ ０

村 数ｅ ４

２ ４２４ （　 　 　 　 　 一）　 ２４ ２６ （　 　 　 　 　 一 ｝　 ２ ４２７ （　 　 　 　 　 一 ）　 ２５ １４ （　 　 　 　 　 一）

産 ｅ ユ ズ
記 ．載 量＝ ０

村 数寓 ６

３８°１（　 　 　 ３８°３ （　 　 一｝ ３８１１（　 　 一） ３８１２ （　 　 一）
３８０２ （　 　 － ３８０４ （　 　 一｝

産 物 名 ｅ ユ リ
記 観 量＝ ０

村 数＝ １０

１２０１（　　　　　　一）　　１９０７（　　　　　　一）　　１９１４（　　　　　　一）　　１９１７（　　　　　　一）
１９０４（　　　　　　一）　　１９０８（　　　　　　一）　　１９１５（　　　　　　一）　　１９１９（　　　　　　一）
１９０５（　　　　　　一）　　１９１３（　　　　　　一）

産 物 名 ｅ ヨモギ
紀 一載 量冨 ８貫

村 数 ＝ ６

１９０５ 　 　 ：ｌ ｌｓ°ｓ ｃ１９０７ 　 　 ：１ １９°８ （　 　 一） １９１° （　 ８貫）

５９５
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産 ｅ リョウブ
麺． ＝

村 数＝ ６

１９２ ０１て 　　－　　冒　＝ ）　 １９３２ （　 　　 　 　　一 ）　 １９３５ （　　 　 　　　一 ）　 ２６３７ （　 　 　３ ００貰 ）
１９３０ （　 　　 　 　　一）　 １９３４ （　 　　 　 　　一 ）

建 勃１ 客 ＝ リンゴ 村 数＝ ２２
雪 ＝ Ａ

｝３°８３１°３１４４０１８０５ 　 ２°≡１ １９３°２６２１２６２３ 　 ≡ミ ２６３０２７２６３１０６ 　 ：雛 選 ｝蟹 　　 当
１８０６ （　 　　 　 　　一）　 ２６２４ （　 　　 　 　　一）

産 物 名 ｅ ロウ ジンタケ 村 数 ＝ １
醤置、 載 量 ＝ ０

１４０ ２ （　 　 　 　 一）

産 ｅ ワサ ビ
§Ｔ ＝ １ ． ５ ３ ２ ２ ． ３

村 薮 二 １３

階 書π「 　　 ：｝． ｌｓ°ｓ１９２５『｝　 ，。一）Ａａ　 ２６０１ 　 ３°夢紹 萎６１５１３４ 　 ’矧
１７ １７ （　 　 　 　 　 一）　 １９３ ０ （　 　 ３００合 ）　 ２６０ ４ （　 　 １０ ０合 ）　 ３ １３５ （　 　 １１０ ０合 ）
１９ ０３ （　 　 　 　 　 一）

産 物 名 ＝ ワラビ 村 数 ＝ ３４
重 ＝ １４ ５ ３ １ ， ６ ０

１５０ ５’て 　一 　 　 　　一）　 ２７ １７‘（　 　２０００合）　 ３ １２２ （　 　４ ８００合 ）　 ３１３０ （　 　 　４ ０Ｕ台
１５ ０６ （　 １８００合 ）　 ２７ １８ （　 ３０００合 ）　 ３ １２ ３ （　 　 ４９０合 ）　 ３１３ １ （　 　 ６ ００含
１５ ０７ （　 　１２００合）　 ２７ １９ （　 　３５００合 ）　 ３ １２４ （　 １００８０合 ）　 ３１３ ２ （　 　 ３ ００合
２ｓｉ° ｃ
２６１５ 　 、。８８馨 ２７２°２７２１　 １８１８書； ３１２６ 　 １７５°；）１５０００） ３１３４ 　 ・５°°°１０００
２
２２琴ｉｓ２１１５ １ ：５１２§§彗１ ３１１３１１３１２§ ｛ ３６°４８７１６２§彗１ ３１２７３１２８３１２９ ｛ ２１２７§§§彗１ ３１３６３１３７ ２°°１１２２５§§套

２ ７１６ （　 ７０ ００合 ）　 ３ １２ １ （　 　６ １０ ０合 ）


